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構成概要 
【風水害対策計画】 

構 成 名 称 概 要 

総
則 

第
１
章 

災害対策の計画的な推進 

風水害対策計画は、台風、水害、風害、高潮、がけ

崩れ等の風水害による災害全般に関して総合的な対策

を定めたものであり、この計画に基づき事前の対策を

構築して、災害に強い安心・安全なまちづくりを推進

するとともに災害への備えを強固にし、災害発生時の

応急対策活動を迅速かつ的確に実施することにより、

市民の生命、身体及び財産を風水害から守ることを目

的とします。 

風
水
害
予
防
計
画 

第
２
章 

災害に強い組織・人づくり 

近年では、かつて経験したことのないような大規模

な洪水、河川のはん濫等により大規模な被害が各地に

おいて発生しているような現状から、「減災」の考えに

基づく、人づくり・まちづくりに積極的に取り組んで

いくことの重要性が明らかにされています。 

そのため、風水害予防対策を「２章 ソフト対策」「３

章 ハード対策」「４章 平常時の対策」に区分し、各

章でそれぞれの目的に応じた事前対策を示していま

す。 

２章では、地域防災力の強化に重点を置き、「自助・

共助」の精神に基づく地域づくりをはじめとした災害

に強い組織・人づくりの強化を目的とし、３章では、

道路や下水道、避難場所等の防災空間の整備を推進す

る等、恒久的に災害に強いまちづくりを目指します。 

また、４章では、災害時の応急対策活動を有効に機

能させるため、応急対策活動の事前対策、各種活動マ

ニュアルの整備等の更なる充実を図り、なかでも避難

情報の発令基準の整備、体制の確立、避難所の開設、

避難誘導体制の整備等、安全な避難行動を行える体制

を確立することを目的とします。 

第
３
章 

災害に強いまちづくり 

第
４
章 

平常時の対策 

風
水
害
応
急
対
策
計
画 

第
５
章 

災害時の応急対策活動 

 各種対策の実施には、市民の生命・身体の安全を守

ることを最優先に、応急対策活動に関わる全ての者が

一致団結し、円滑な活動を行うことが重要です。 

そのため、適切かつ確実な避難情報を発令し、災害の

拡大防止や救助・救急、消火活動等を行い、避難所の

開設や交通確保、ライフラインの応急復旧等、各対策

の実施内容等を明記し、各主体が連携した応急対策活

動を実施していくことを目的とします。 



 
 

 

 

構 成 名 称 概 要 

災
害
復
旧
・
復
興
計
画 

第
６
章 

復旧・復興対策 

大規模な災害からの復興にあたっては、被災者、被

災地の住民のみならず、市民全体が協力しそれぞれの

役割を担っていくことが不可欠となります。 

また、復旧の段階から、単なる復旧を行うのではな

く、未来を見据えた創造的復興を目指していくことが

重要です。 

そこで、災害後の迅速な復興対策が推進できるよう、

あらかじめ復興の考え方や復興対策の内容を整理し、

一日も早く平常の生活に戻ることを目的とします。 
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第１節 計画の方針 

 

第１ 計画の目的 

茅ヶ崎市地域防災計画は、災害対策基本法（昭和３６年法律第２２３号）第４２条の規

定に基づき、市民の生命、身体及び財産を災害から守ることを目的として、茅ヶ崎市防災

会議が作成するものです。 

風水害災害対策計画は、台風、水害、風害、高潮、がけ崩れ等の風水害による災害全般

に関して総合的な対策を定めたものであり、この計画に基づき、事前の対策を推進して、

災害に強い安全なまちづくりを進めるとともに、災害が発生したときの応急対策活動を迅

速かつ円滑に実施することにより、市民の生命、身体及び財産を守ることを目的としてい

ます。 

また、各種事前対策や応急対策活動においては、関わる全ての者が連携し、それぞれの

役割を十分に果たし、一致団結して各種対策を実施するものとします。 

 

第２ 計画の位置づけ 

茅ヶ崎市地域防災計画は、国の「防災基本計画」、「神奈川県地域防災計画」との整合

性、関連性を有した地域防災計画として位置づけられています。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３ 計画の構成 

茅ヶ崎市地域防災計画は、「地震災害対策計画」、「風水害対策計画」、「特殊災害対

策計画」及び「資料編」で構成されています。 

計画の構成 記載内容・範囲 

地震災害対策計画 
○風水害及び特殊災害を除く、地震災害に対する予防・応急・復旧対策の

各計画を示しています。 

風水害対策計画 

○本市の風水害に対する予防・応急・復旧対策の各計画を示しています。 

○茅ヶ崎市洪水ハザードマップで示す浸水想定区域及び浸水深、また、こ

れまでの風水害の教訓を基に、災害に応じて、市、防災関係機関、市民

及び企業等の役割や責任を明確にし、とるべき行動を明らかにします。 

特殊災害対策計画 
○地震災害及び風水害を除く、特殊な災害に対する予防・応急対策の各計

画を示しています。 

資料編 
○「地震災害対策計画」、「風水害対策計画」、「特殊災害対策計画」に係る

資料を掲載しています。 

 

 

災害対策基本法 

中央防災会議 

神奈川県防災会議 

防災基本計画 

神奈川県地域防災計画 

茅ヶ崎市防災会議 

茅ヶ崎市地域防災計画 
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第２節 茅ヶ崎市の防災ビジョン 

  

第１ 茅ヶ崎市の防災ビジョン 

本市は、関東大震災（大正１２年）をはじめ、地震や台風、集中豪雨等により、度重な

る災害に見舞われてきましたが、先人たちの英知により、道路の整備、河川の改修、下水

道の整備や消防力の強化等に取り組み、「災害に強いまちづくり」に努めてきました。 

本市では、過去約２０年の間で、台風遭遇時や集中豪雨時に、小出川や駒寄川沿いの水

田・荒地における冠水や、千ノ川沿いの低地を中心とした道路冠水及び局所的な床上・床

下浸水が発生しています。 

令和元年東日本台風（台風 19 号）では、東日本を中心に大規模な河川氾濫や土砂災害な

ど、広範囲にわたる甚大な被害が発生しました。本市では、大きな被害はなかったものの、

城山ダムの緊急放流（異常洪水時防災操作への移行）の影響等により相模川の氾濫の危険

性が高まり、災害救助法が適用となりました。市では、災害対策本部を設置するとともに、

１１万人以上に避難指示等を発令し、開設した３８か所（民間施設を含む）の避難所に８，

７６０人が避難するなど、市民生活に大きな影響を及ぼしました。 

市は、これまでの経験や教訓、将来の気候変動の影響等外部環境の変化や地域の特性を

踏まえ、ここに、より災害に強いまちづくりを推進するため、防災対策の基本方針となる

「茅ヶ崎市の防災ビジョン」を定め、応急対策活動に関わる全ての者が、このビジョンに

基づき、ソフト・ハードの両面から種々の防災対策に取り組んでいきます。 

茅ヶ崎市の防災ビジョン 

１ 「市民と行政等が一体となった防災体制の確立」 

２ 「災害に強いちがさき」 

３ 「広域応援・受援体制の確立」 

４ 「市民と地域の絆で築く共生社会の実現」 

 

１ 「市民と行政等が一体となった防災体制の確立」 

本市を襲った過去の災害を含め、日本各地で大規模な災害が発生するたびに、市では防

災対策を講じ、道路の整備、河川の改修、下水道の整備等、災害に強いまちづくりに努め

てきました。 

しかし、台風や豪雨等の風水害への対応にあたっては、ハード対策のみではなく、市の

的確な避難情報の発令や市民の避難のあり方が重要な課題として浮かび上がります。 

自然災害は、発生そのものを防ぐことはできませんが、その被害の大きさは、予防対策

等、防災体制のあり方によって大きく異なります。 

災害の被害を最小限におさえるため、市が適切かつ確実に避難情報の発令を実施する等、

情報受伝達体制の確立をしていくとともに、避難を実施する市民が、自らの状況を適切に

判断し、「自らの身は自ら守る」という「自助」、また、「自分たちの地域は自分たちで守る」

という地域住民同士の「共助」の精神のもと、市民はその自覚を持ち、平常時から災害に

対する備えを心がけるとともに、災害時には自らと地域の安全を守る行動が必要です。 

また、市は、行政として取り組むべき施策や公共施設の整備、防災関係機関や企業等と

の連携等、「公助」を確実に推進するとともに、自主防災組織や防災リーダーを育成し、

市民の自主的な防災活動を全面的に支援することが必要です。 

このことから、市、防災関係機関、市民及び企業等が、それぞれの役割や責任を明確に

し、応急対策活動に関わる全ての者が連携を図り、柔軟な対応を可能とする組織づくりを

進め、「市民と行政等が一体となった防災体制の確立」を目指します。 

２ 「災害に強いちがさき」 

災害の被害を最小限におさえるため、市は、道路の整備、河川の改修、下水道の整備を

さらに推進する必要があります。 
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そのため、市及び防災関係機関は、恒久的に災害に強いまちづくりを目指し、外水対

策、内水対策をはじめとした浸水被害の軽減等、防災機能を考慮した道路や公園、避難場

所、防災上の拠点等といった防災空間の整備を促進します。 

また、大規模な災害が発生し、被災した場合にも、速やかに立ち上がり市民が１日も早

く平常の生活を再開できるよう、災害が発生する前から災害発生後の生活や都市の復興対

策について計画的な準備の推進が必要です。 

このことから、市は、災害に強いまちづくりが災害発生後にはそのまま、「復興まちづ

くり」に繋がるよう「被災前からの復興対策」を推進し、恒久的に「災害に強いちがさ

き」を目指します。 

３ 「広域応援・受援体制の確立」  

近年、日本各地では、集中豪雨、局地的大雨等の風水害の発生頻度が増加傾向にあり、

河川の氾濫や土砂崩れ等、各地域で深刻な被害が発生しています。 

このような大規模な風水害発生時は、救助・救急活動等の応急対策活動、復旧・復興対

策等において、市町村単独では対応しきれない事態が考えられます。 

これまでの風水害の発生時においても、行政職員の応援派遣、緊急消防援助隊や警察、

自衛隊、ＤＭＡＴ等の支援活動、また、国内だけではなく海外からの支援の受け入れが行

われました。 

市は、風水害により甚大な被害が発生し、支援が長期化された場合においても、応援機

関の職員の寝食を賄う施設の確保や、限られた人数での動員、指揮・引継等が円滑に行え

る体制を構築し、行政相互や企業等との協定締結の拡充を図り、応急対策活動に関わる全

ての者が一致団結して効果的な活動を行えるよう「広域応援・受援体制の確立」を目指し

ます。 

４ 「市民と地域の絆で築く共生社会の実現」 

台風等の風水害への対応にあたっては、市が適切かつ確実に避難情報を発令していくと

ともに、市民一人一人が、降雨の状況、地域の浸水状況、避難時の時間帯等を踏まえ、自

らが状況に即した適切な避難行動を判断し、「自らの身は自ら守る」という「自助」の行動

が必要になります。 

しかし、障がい者、高齢者、妊産婦、乳幼児、外国人等、「自らの身は自ら守る」こと

が難しい人々にとって、必ずしも「自助」の行動は安易なことではありません。 

災害発生時には、自らの身を自ら守る「自助」とともに、自力では避難できない人の避

難を支援する「共助」の行動により、被害を軽減することができます。 

このことから、恒久的に災害に強く、持続的に発展する防災体制の確立のためには、性

別や年齢、障がいの有無、国籍等による問題を感じることなく、平常時から地域住民同士

でコミュニケーションを図り、市民一人一人がお互いの権利を尊重することで、相互理解

のもと、共に支え合い、助け合う共生社会の実現が必要です。 

そのためには、円滑な応急対策活動や未来を見据えた復旧・復興対策等をはじめとした

防災に関する政策や方針決定の場に、誰もが参加・貢献し、多様性を認めることが重要で

す。 

市は、この計画の全ての事項を通じて、男女共同参画の視点や地域における生活者の視

点を取り入れ、「市民と地域の絆で築く共生社会の実現」を目指します。 
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第３節 茅ヶ崎市の自然的・社会的条件 

  

第１ 自然的条件 

１ 地形及び気象 

市は神奈川県のほぼ中央南部、相模湾に面し、東は藤沢市、西は相模川をはさんで平塚

市、北は寒川町と隣接しています。 

市の西側には、県の代表的な河川である相模川が流れ、川辺の緑地と合わせて水とみど

りの軸を形成しています。また、北部丘陵地に源流を持つ千ノ川が北東から南西に流れ、

寒川町境を流れる小出川と南西部で合流し、さらに相模川と合流して相模湾に注いでいま

す。 

相模川の流域は、神奈川県と山梨県の両県にまたがり、幹川流路延長は１１３㎞、流域

面積は１，６８０ｋｍ２、流域内人口は１３３万人で、両県における社会経済の基盤を成

しています。 

(1) 地形概要 

本市の地形は、北部の丘陵地と相模川や小出川周辺の沖積低地、丘陵地から海岸まで

広がる砂丘地帯の三つに大別されます。 

丘陵地は、高座丘陵と呼ばれ、香川・甘沼・赤羽根以北の小出地区に位置していま

す。比較的緩やかな丘陵面が広がっていますが、この台地を小出川や駒寄川などが侵食

し、芹沢・行谷・堤・下寺尾などの谷戸をつくり出しています。 

都市開発に伴い、一部の台地は切土され、谷戸は埋め立て等の人工改変により、元の

地形が判別しがたくなっている箇所もあります。 

沖積低地は、自然堤防と後背湿地に大別されます。自然堤防は、河川の洪水時に土砂

が堆積してできた微高地で、河川に沿って平行に形成されています。 

都市化が進行する前は、自然堤防上には小さな集落が列状に立地していました。後背

湿地は、自然堤防の外側に位置する１～２ｍ程度低い土地であり、洪水時にあふれた水

が川に戻れずに湿地化した部分です。水田・荒地・沼地でしたが、現在では多くの後背

湿地が埋め立てられて、住宅地や工業地として利用されています。 

砂丘地帯は、北部の丘陵地から海岸線までの約４ｋｍにわたる地域に分布し、東西方

向に６列の砂丘列が確認されています。国道１号・国道１３４号は、この砂丘の頂を結

ぶように走っています。 

(2) 気象概要（令和４年） 

本市の平均気温は１６．５度、４月から９月（暖候期）は平均気温２２．５度、１０

月から３月（寒候期）は１０．４度で、最も暑くなった８月が平均気温２７．３度、最

も寒かった１月が平均気温５．０度でした。 

年降水量は、１，４８８．０mm で特に４月、７月、９月に多く雨が降りました。７月

には日最大降雨量７８．０mm、８月には時間最大降雨量５３．０mm を観測しています。 

また、平均風速は１．８ｍ、最大瞬間風速は２０．６ｍでした。 

（出典 茅ヶ崎市・寒川町気象情報（茅ヶ崎市消防本部観測所）） 

２ 位置及び面積 

位置 東経１３９°２４′、北緯３５°２０′ 

面積 ３５．７６ｋ㎡ 

距離 東西 ６．９４ｋｍ、南北 ７．６０ｋｍ 

 

第２ 社会的条件 

１ 人口※ 

本市の人口は、令和○年○月○日現在○○○，○○○人であり、１ｋｍ２当たりの人口密

度は、およそ○，○○○人です。 

２ 土地利用状況 
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本市北部の丘陵地帯は、主に市街化調整区域で山林や畑が多く、県立公園や大学、ゴル

フ場などにも利用されています。  

鉄道は、東日本旅客鉄道株式会社東海道本線（以下、「ＪＲ東海道線」という。）が市

南部を東西に横切り、茅ヶ崎駅から北西に東日本旅客鉄道株式会社相模線（以下、「ＪＲ

相模線」という。）が伸びて市域に北茅ヶ崎駅と香川駅の２つの駅を有しています。 

市中央部と、市中央部と南部は、住居系土地利用がほぼ全域にわたっており、茅ヶ崎駅

周辺に商業系土地利用、国道１号沿いと市役所北側、西部の「萩園地区」に工業系土地利

用があります。 

市西部にみられる工業系土地利用は、茅ヶ崎寒川工業団地に至る県道４６号（産業道

路）沿いに展開しています。 

３ 道路状況 

自動車専用道路としては、新湘南バイパス及びさがみ縦貫道路が配置されています。 

   主要な幹線道路としては、東西方向に国道１３４号及び国道１号、南北方向に県道４５

号及び４６号が配置されています。 

なお、国道１号以南は古くからの住宅地であり、地域内の道路は幅員が狭く非常に不整

形な道路網となっています。 
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第４節 被害想定 

  

第１ 災害履歴 

１ 主要洪水一覧表（相模川） 

年・月 原 因 
最高水位 
神川橋
（ｍ） 

最大流量 
神川橋（㎥

/s） 

総雨量 
（mm） 

被 害 状 況 

昭和 54年 10月 
台風 20

号 
3.61 3.966 153.0 

・平塚市札場町の須賀港上流部で

床下浸水 2 棟、馬入排水路付近で排

水不良のため 38 戸が床下浸水 

昭和 57 年 8 月 
台風 10

号 
7.14 5239.49 683.0 

・神川橋で既往最高水位を記録 

・平塚市馬入地先で内水氾濫と本

川溢水により 37 戸が浸水 

・須賀地先では本川溢水により 15

戸が浸水 

昭和 57 年 9 月 
台風 18

号 
6.44 2979.28 497.0 ・平塚市の久領堤で 3 戸が浸水 

昭和 58 年 8 月 
台風 5

号、6 号 
6.11 2990.94 1085.0 

・相模川上流石割で 1,085 ㎜を記

録、神川橋で警戒水位超過時間が

55 時間継続 

・河川施設 1 箇所が被災 

昭和 60 年 7 月 台風 6 号 5.96 2475.34 333.0 
・神川橋で警戒水位を超過 

・河川施設 3 箇所が被災 

平成 3 年 9 月 
台風 18

号 
6.21 2868.70 600.0 

・上流域各地点で 300㎜を超す雨を

記録。 

・神川橋で警戒水位を超過。 

・河川施設の被害はなし。 

平成 9 年 9 月 台風 5 号 5.77 － － 

・15 日未明から 16 日正午まで 30

㎜の雨が継続的に降り続き、神川橋

で警戒水位を超過。 

平成 11 年 8 月 
熱帯低気

圧 
6.82 － － 

・13 日から降り続いた雨により、神

川 橋で警 戒水位 を超え最 高で

6.82m を記録。 

平成 13 年 9 月 
台風 15

号 
6.33 － － 

・8 日夕方から 12 日 7 時まで降り

続いた豪雨のため、神川橋で警戒水

位を超え、最高で 6.33m を記録。 

平成 14 年 7 月 

10 月 

台風 6 号 

21 号 

5.67 

6.11 
－ － 

・7 月の台風 6 号、10 月の台風 21

号により、相模川の神川橋観測所で

は、警戒水位を超える出水を記録。 

平成 15 年 8 月 前線豪雨 4.40 － 

360.0 

（才戸

橋） 

・8 月の前線豪雨により 14 日未明

より降雨が続いたが、相模川の神川

橋観測所では、指定水位に至らなか

った。 

平成 16 年 10

月 

台風 22

号 
5.67 2444.26 

332.0 

（才戸

橋） 

・8 日未明から 9 日夕方まで降り続

いた豪雨により、相模川の神川橋観

測所では、警戒水位を超える出水を

記録。 

台風 23

号 
5.42 2410.82 

233.0 

（才戸

橋） 

・19 日朝から 20 日夜まで降り続い

た豪雨により、相模川の神川橋観測

所では、警戒水位を超える出水を記

録。 

平成 17 年 8 月 
台風 11

号 
4.84 － 

169.0 

（平

塚） 

・25 日から 26 日未明まで降り続い

た大雨により、相模川の神川橋観測

所では、指定水位を超える出水を記

録。 
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年・月 原 因 
最高水位 
神川橋
（ｍ） 

最大流量 
神川橋（㎥

/s） 

総雨量 
（mm） 

被 害 状 況 

平成 19 年 9 月 台風 9 号 6.89  

602 

（道

志） 

・6 日から 7 日未明まで降り続いた

大雨により、相模川の神川橋観測所

では、氾濫危険水位を超える出水を

記録。 

平成 23 年 9 月 

台風 12

号 
5.66  

1001 

（石

割） 

・相模川の神川橋観測所では、氾濫

注意水位を超える出水を記録。 

・今回の出水においては、水防団待

機水位を超える継続時間が、神川橋

では 3 日 6 時～4 日 20 時までの 38

時間と、長期にわたる出水となっ

た。 

台風 15

号 
6.58  

459 

（石

割） 

・19 日から降り始めた大雨により、

相模川の神川橋観測所では、避難判

断水位を超える出水を記録。 

平成 24 年 6 月 台風 4 号 5.51  
312 

（石割） 

・神川橋水位観測所では、氾濫注

意水位を超える出水を記録。 

平成 26 年 10

月 

台風 18

号 
5.70  

328 

（南山） 

・南山などで総雨量 358 ㎜、寒川

で最大時間雨量 65 ㎜を観測した。 

・神川橋観測所で避難判断水位に

達した。 

平成 27 年 9 月 
台風 18

号 
5.89 2930 

321 

（道

志） 

・道志で総雨量 321 ㎜、南山で最

大時間雨量 37 ㎜を観測した。 

・神川橋観測所で避難判断水位に

達した。 

平成 28 年 10

月 

台風 21

号 
6.79   

・神川橋観測所で氾濫注意水位を

超えた。 

令和元年 10 月 

台風 19

号 

（東日本

台風） 

8.30 約 6370 

329 

（才戸

橋） 

・城山ダムが建設以来初の異常洪

水時防災操作を実施した。 

・神川橋観測所で氾濫危険水位に

迫る 8.30m を記録。 

※最高水位、最大流量、総雨量については、高水速報、高水報告書の「最高水位表」、「観測最大流量表」、

「日降水量表」、の数値を記載。資料不足の場合は実測値（水文水質 DB に蓄積されているデータ）を記載

している。 

出典「令和３年度 洪水対策計画書（多摩川・鶴見川・相模川）」国土交通省関東地方整備局京浜
河川事務所 

 

２ 近年の災害履歴 

近年、市内において時間最大降雨量が５０㎜を超える大雨の頻度が増加しているとともに、

台風を原因とした小出川・駒寄川沿いの水田・荒地の冠水や、千ノ川沿いの低地を中心とし

た道路冠水、局所的な床上・床下浸水等の被害が発生しています。 

また、近年では、全国的にこれまでの想定をはるかに超える大雨が多発しており、これに

よる河川の氾濫や土砂災害により毎年人的被害が発生している状況にあります。 

 
【参考】市が発令した避難勧告等の履歴（平成１９年以降 茅ヶ崎市） 

年･月･日 原因事象 事由 発令内容 対象地区 
対象世帯数 
対象人口 

平成 19 年
9 月 7 日 

台風 9 号 
相模川の 
水位上昇 避難勧告 萩園、平太夫新田、中島 

5,271 世帯 
14,516 人 

平成 23 年
9 月 21 日 

台風 15 号 
相模川の 
水位上昇 避難勧告 

萩園、平太夫新田、今宿、中島、松
尾、柳島一丁目、柳島二丁目、柳
島、柳島海岸 

10,473 世帯 
27,841 人 



風水害対策計画 

第１章 災害対策の計画的な推進 

第４節 被害想定 
 

8 

年･月･日 原因事象 事由 発令内容 対象地区 
対象世帯数 
対象人口 

平成 26 年
10 月 6 日 

台風 18 号 

小出川の 
水位上昇 避難勧告 

西久保、浜之郷、下町屋二丁目、下
町屋三丁目、今宿、香川四丁目、香
川五丁目、下寺尾 

9,547 世帯 
24,497 人 

千の川の 
水位上昇 避難勧告 

西久保、浜之郷、下町屋二丁目、下
町屋三丁目、今宿、香川四丁目、香
川五丁目、下寺尾 

8,097 世帯 
19,752 人 

土砂災害 
警戒情報 避難勧告 

高田三丁目、高田四丁目、室田二丁
目、室田三丁目、茅ヶ崎、本村五丁
目、十間坂三丁目、南湖一丁目、円
蔵一丁目、浜之郷、下町屋一丁目 

8,218 世帯 
21,995 人 

平成 28 年
8 月 22 日 

台風 9 号 
千の川の 
水位上昇 

避難準備 

情報 
矢畑、浜之郷、下町屋一丁目 

7,137 世帯 
18,258 人   

平成 29 年
10 月 22
日 

台風 21 号 
千の川の 
水位上昇 

避難準

備・ 

高齢者等

避難開始 

矢畑、浜之郷、下町屋一丁目、下町

屋二丁目、下町屋三丁目 
8,276 世帯 
20,864 人 

平成 30 年
7 月 28 日 

台風 12 号 
千の川の 
水位上昇 

避難準

備・ 

高齢者等

避難開始 

矢畑、浜之郷、下町屋一丁目、下町

屋二丁目、下町屋三丁目 
8,326 世帯 
20,823 人 

令和元年
10 月 12
日 

台風 19 号 
（ 東 日 本
台風） 

相模川の 
水位上昇 

避難指示

（緊急） 

茅ヶ崎、茅ヶ崎一丁目、茅ヶ崎二丁目、
茅ヶ崎三丁目、本村五丁目、十間坂二
丁目、十間坂三丁目、南湖一丁目、南
湖二丁目、南湖三丁目、南湖四丁目、
南湖五丁目、南湖六丁目、南湖七丁目、
萩園、平太夫新田、西久保、円蔵、円
蔵一丁目、円蔵二丁目、矢畑、浜之郷、
下町屋一丁目、下町屋二丁目、下町屋
三丁目、今宿、中島、松尾、柳島、柳
島一丁目、柳島二丁目、柳島海岸、浜
見平、香川四丁目、香川五丁目、みず
き一丁目、行谷、下寺尾（以上、相模
川の浸水想定区域） 

36,029 世帯 
86,505 人 

土砂災
害、小出
川又は千
ノ川の氾
濫のおそ

れ 

避難勧告 

茅ヶ崎、茅ヶ崎一丁目、茅ヶ崎三丁目、
本村五丁目、十間坂三丁目、南湖一丁
目、南湖二丁目、南湖五丁目、萩園、
平太夫新田、西久保、円蔵、円蔵一丁
目、円蔵二丁目、矢畑、浜之郷、下町
屋一丁目、下町屋二丁目、下町屋三丁
目、今宿、中島、松尾、柳島、柳島一
丁目、柳島二丁目、柳島海岸、浜見平、
香川四丁目、香川五丁目、香川七丁目、
甘沼、赤羽根、高田一丁目、高田三丁
目、高田四丁目、高田五丁目、室田二
丁目、室田三丁目、行谷、芹沢、堤、
下寺尾（以上、土砂災害、小出川又は
千ノ川の氾濫による被害が想定され
る地区） 

44,276 世帯 
106,848 人 

 

第２ 洪水予報河川等 

１ 洪水予報河川 

水防法第１０条第２項及び第１１条第１項では、国及び県は洪水により国民経済上重大

な（又は相当な）損害を生ずるおそれのあるものとして指定した河川（以下、「洪水予報河

川」という。）について、洪水のおそれがあると認められるときは水位又は流量を必要に応

じ報道機関等の協力を求めて、これを一般に周知させなければならないこととしています。 

この法に基づき、以下の河川が洪水予報河川として指定されています。 
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河川名 管理者 区間 

相模川水系相模川 
（下流） 

国土交通省 左岸：神奈川県高座郡寒川町一の宮 3175 番地先から海まで 
右岸：神奈川県平塚市田村 6256 番地先から海まで 

相模川水系相模川 
（中流） 

神奈川県 左岸：神奈川県相模原市緑区川尻字向原地先から高座郡寒
川町一の宮 3175 番地先から高座郡寒川町一の宮地先まで 
右岸：神奈川県相模原市緑区小倉字宮原地先から平塚市田
村宮ノ前地先まで 

  

２ 水位周知河川 

水防法第１３条第１項及び第２項では、国又及び県は洪水予報河川以外の河川農地、洪

水により国民経済上重大な（又は相当な）損害を生ずる恐れのあるものとして指定した河

川（以下、「水位周知河川」という。）について、洪水特別警戒水位（洪水による災害の発

生を特に警戒すべき水位）を定め、当該河川の水位がこれに達したときは、必要に応じ報

道機関等の協力を求めて、これを一般に周知させなければならないこととしています。 

この法に基づき、以下の河川が水位周知河川として指定されています。 

 

河川名 管理者 区間 

小出川 神奈川県 藤沢市遠藤の諸ノ木橋から相模川合流点まで 

千の川 神奈川県 茅ヶ崎市茅ヶ崎、同矢畑の梅田橋から小出川合流点まで 

 

３ 水位周知下水道 

水防法第１３条の２第１項及び第２項では、県及び市は管理する公共下水道の排水施設

等で雨水出水（一時的に大量の降雨が生じた場合において下水道その他の排水施設に当該

雨水を排除できないこと又は下水道その他の排水施設から河川その他の公共の水域若しく

は海域に当該雨水を排除できないことによる出水）により相当の被害を生ずるおそれのあ

るものとして指定したもの（以下、「水位周知下水道」という。）について、雨水出水特別

警戒水位（雨水出水による災害の発生を特に警戒すべき水位）を定め、当該排水設備等の

水位がこれに達したときは、必要に応じ報道機関等の協力を求めて、これを一般に周知さ

せなければならないこととしています。 

水位周知下水道の指定は公共下水道等の排水施設等の名称等を神奈川県水防計画に規定

することにより行うこととします。令和５年６月１日現在、指定はありません。 

４ 水位周知海岸 

水防法第１３条の３では、県は県区域内に存する海岸で高潮により相当な被害を生ずる

おそれがあるものとして指定したもの（以下、「水位周知海岸」という。）について、高

潮特別警戒水位（高潮による災害の発生を特に警戒すべき水位）を定め、当該海岸の水位

がこれに達したときは、必要に応じ報道機関等の協力を求めて、これを一般に周知させな

ければならないこととしています。 

水位周知海岸の指定は、海岸名、起点、終点を神奈川県水防計画に規定することにより

行うこととします。 

   この法に基づき、以下の海岸が水位周知海岸として指定されています。 

海岸名 管理者 区域 

相模灘 西部 神奈川県 

茅ヶ崎海岸 茅ヶ崎市汐見台地先（藤沢市境）から 

茅ヶ崎市柳島地先（平塚市境）まで 

小出川 左岸：茅ヶ崎市西久保地先から海まで 

右岸：茅ヶ崎市萩園地先から海まで 

千の川 左岸：茅ヶ崎市下町屋 1 丁目地先から海まで 

右岸：茅ヶ崎市下町屋１丁目地先から海まで 
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国土交通省 
相模川 左岸：茅ヶ崎市萩園地先から海まで 

右岸：平塚市八幡地先から海まで 

第３ 浸水想定 

１ 洪水浸水想定区域の指定 

水防法第１４条第１項では、国及び県は洪水予報河川及び水位周知河川について、洪水

時の円滑かつ迅速な避難を確保し、又は浸水を防止することにより、水災による被害の軽

減を図るため、想定最大規模降雨（想定し得る最大規模の降雨）により当該河川が氾濫し

た場合に浸水が想定される区域を、洪水浸水想定区域として指定することとされています。 

なお、洪水浸水想定区域の指定は、当該河川が氾濫した場合に浸水が想定される区域の

ほか、次に掲げる事項についても公表されています。 

(1) 浸水した場合に想定される水深（想定最大規模降雨） 

(2) 浸水した場合に想定される浸水の継続時間（想定最大規模降雨による浸水継続時間） 

(3) 計画規模降雨により当該河川が氾濫した場合に浸水が想定される区域及び浸水した場

合に想定される水深 

さらに「洪水浸水想定区域図作成マニュアル（第４版）」（平成２７年７月 国土交通省）

に基づき、家屋の倒壊・流失をもたらすような堤防決壊に伴う激しい氾濫流や河岸侵食が

発生することが想定される区域を示す家屋倒壊等氾濫想定区域が公表されています。 

この法に基づく、本市に関わる洪水浸水想定区域の指定状況は次のとおりです。 

 

河川名（管理

者） 
洪水浸水想定区域指定年月日 

指定の前提となる降雨 
（想定最大規模降雨） 

相模川下流区間
（国） 

平成 28年 5月 30日国土交通省
関東地方整備局告示第 219 号 

相模川流域の48時間総雨量567㎜ 

【参考】計画規模降雨は、指定の前提となる降雨を相模川流域の 48 時間総雨量 460 ㎜としている。 
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○洪水浸水想定区域図（想定最大規模） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○洪水浸水想定区域図（浸水継続時間） 
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○洪水浸水想定区域図（計画規模） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○洪水浸水想定区域図（家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵食）） 
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河川名（管理
者） 

洪水浸水想定区域指定年月日 
指定の前提となる降雨 
（想定最大規模降雨） 

相模川中流区間
（県） 

平成 29年 3月 31日神奈川県告
示第 170 号 

相模川流域の48時間総雨量567㎜ 

【参考】計画規模降雨は、指定の前提となる降雨を相模川流域の 48 時間総雨量 460 ㎜としている。 

 

○洪水浸水想定区域図（想定最大規模） 
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○洪水浸水想定区域図（浸水継続時間） 

 

  



風水害対策計画 

第１章 災害対策の計画的な推進 

第４節 被害想定 

 

15 

○洪水浸水想定区域図（計画規模） 
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【参考】計画規模降雨は、小出川、千の川の 1 時間雨量 81mm 

 

○浸水想定区域図（想定最大規模）  

 

  

河川名（管理
者） 

浸水想定区域指定年月日 
指定の前提となる降雨 
（想定最大規模降雨） 

小出川（県） 
平成 30 年 12 月 21 日 
神奈川県告示第 544 号 

24 時間総雨量 354mm 

千の川（県） 
平成 30 年 12 月 21 日 

神奈川県告示第 545 号 
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○洪水浸水想定区域図（浸水継続時間） 
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○洪水浸水想定区域図（計画規模） 
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○洪水浸水想定区域図（家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）） 
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○洪水浸水想定区域図（家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵食）） 
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２ 雨水出水浸水想定区域の指定 

水防法第１４条の２では、県及び市は水位周知下水道について、雨水出水時の円滑かつ

迅速な避難を確保し、又は浸水を防止することにより、水災による被害の軽減を図るため、

想定最大規模降雨により排水施設に雨水を排除できなくなった場合又は排水施設から河川

その他の公共の水域若しくは海域に雨水を排除できなくなった場合に浸水が想定される区

域を、雨水出水浸水想定区域として指定することとされています。 

   令和５年６月１日現在、指定はありません。 

３ 高潮浸水想定区域の指定 

水防法第１４条の３では、県は水位周知海岸について、高潮時の円滑かつ迅速な避難を

確保し、又は浸水を防止することにより、水災による被害の軽減を図るため、想定し得る

最大規模の高潮であって当該海岸について高潮による氾濫が生じた場合に浸水が想定され

る区域を高潮浸水想定区域として指定することとされています。 

この法に基づく、本市に関わる高潮浸水想定区域の指定状況は次のとおりです。 

指定の前提となる想定台風 

中心気圧 910hPa（室戸台風） 

最大旋衡風速半径 75km（伊勢湾台風） 

台風の移動速度 73km/h（伊勢湾台風） 

20、30、50km/h（相模灘周辺で被害が発生した台風） 
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○高潮浸水想定区域図（想定最大規模） 

 

 
 

 

○高潮浸水想定区域図（浸水継続時間） 
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○家屋倒壊等氾濫想定区域図（氾濫流） 

 

 
 

 

○家屋倒壊等氾濫想定区域図（越波） 

 

 
 

 



風水害対策計画 

第１章 災害対策の計画的な推進 

第４節 被害想定 
 

24 

４ その他 

市は、千ノ川及び駒寄川（いずれも市管理の準用河川区間）並びに内水氾濫（「雨水出水」

と同義）について、浸水を想定（準用河川区間における想定雨量：24 時間雨量 354 ㎜、内

水氾濫における想定雨量：ピーク 1 時間雨量 81 ㎜）し、国・県が作成した浸水想定区域図

（相模川・小出川及び千の川（県管理区間が対象））と合わせ、令和３年７月に茅ヶ崎市洪

水・土砂災害ハザードマップを作成しています。 

 

○茅ヶ崎市洪水・土砂災害ハザードマップ 
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第５節 計画の推進主体とその役割 

 

災害発生時には、市、県、防災関係機関、市民及び企業等が一致団結して連携した応急対策

活動を行うことが重要です。迅速かつ円滑に応急対策活動を実施するため、それぞれの役割や

責任を明確化し、災害対策基本法に基づいた、協力・支援体制を確立した上で、平常時からの

予防対策、災害時の応急対策活動等、各種対策を実施するものとします。 

第１ 市及び県の責務と処理すべき事務又は業務の大綱 

１ 市 

市は、防災の第一義的責任を有する基礎的な自治体として、市域並びに市民の生命、身

体及び財産を災害から保護するため、県、指定地方行政機関、指定公共機関及び公共的団

体等と連携し防災活動を実施します。 

 

(1) 防災組織の整備及び育成指導 

(2) 防災知識の普及及び教育 

(3) 災害教訓の伝承に関する啓発 

(4) 防災訓練の実施 

(5) 防災施設の整備 

(6) 防災に必要な物資及び資機材の備蓄、整備 

(7) 自主防災組織の育成指導 

(8) ボランティアの受入体制の整備 

(9) 消防活動その他の応急措置 

(10) 避難対策 

(11) 災害に関する情報の収集、伝達及び広報 

(12) 被災者に対する救助及び救護の実施 

(13) 医療救護体制整備のための医療機関との連絡調整 

(14) 応急手当及び看護に関する指導 

(15) 保健衛生に関する指導及び防疫活動 

(16) 医療情報の収集伝達 

(17) 文教対策 

(18) 被害調査及び復旧 

(19) その他の災害応急対策 

(20) その他災害の発生の防御及び拡大防止のための措置 

２ 県 

県は、市町村を包括する広域的地方公共団体として、県土並びに県民の生命、身体及び

財産を災害から保護するため、指定地方行政機関、指定公共機関、指定地方公共機関、公

共的団体及び他の自治体等と連携し防災活動を実施するとともに、市町村及び指定地方公

共機関が処理する防災に関する事務、又は業務の実施を助け、かつ、その総合調整を行い

ます。 

 

(1) 神奈川県 

ア 防災組織の整備 

イ 市町村及び防災関係機関の防災事務又は業務の実施についての総合調整 

ウ  防災知識の普及及び教育 

エ 災害教訓の伝承に関する啓発 

オ  防災訓練の実施 

カ  防災施設の整備 

キ  防災に必要な物資及び資機材の備蓄、整備 
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ク  災害に関する情報の収集、伝達及び広報 

ケ  緊急輸送の確保 

コ 交通規制、その他社会秩序の維持 

サ 保健衛生 

シ  文教対策 

ス  市町村が実施する被災者の救助及び救護の応援 

セ  災害救助法に基づく被災者の救助及び資源配分の連絡調整 

ソ  被災施設の復旧 

タ  その他災害の発生の防御及び拡大防止のための措置 

(2) 湘南地域県政総合センター（県湘南現地災害対策本部） 

ア 所管区域内の被害状況、災害応急対策実施状況等の把握及び本部への報告に関する

こと 

イ 広域防災活動拠点及び広域防災活動備蓄拠点の運営に関すること 

ウ 所管区域内における応援部隊活動拠点及び物資受入拠点に係る市町村等との調整に

関すること 

エ 所管区域内の市町の支援ニーズの把握及び本部への報告に関すること 

オ 現地災害対策本部の各部が行う災害応急対策の連携及び協力に関すること 

カ 所管区域内の市町及び関係機関等の連絡調整に関すること 

キ 所管区域外からの災害応急支援要請にかかる調整に関すること 

ク その他必要な災害応急対策に関すること 

(3) 藤沢土木事務所（県湘南現地災害対策本部第２土木部） 

ア  防災のための公共土木施設の整備 

イ  管内市域の県管理の道路等の応急対策、緊急輸送道路の確保 

ウ  管内市域の県管理の道路、河川等の被害調査並びに災害復旧 

エ  災害時における管内市域の海岸線の応急対策 

オ  砂防林及び海岸施設の被害調査並びに災害復旧 

(4) 県衛生研究所（県湘南現地災害対策本部第４保健福祉部） 

ア  市の要請に基づく２次避難施設の開設 

(5) 企業庁茅ケ崎水道営業所（県湘南現地災害対策本部第２企業部） 

ア  災害時における指定配水池での飲料水の確保 

イ  災害発生の防御及び拡大防止措置 

ウ  被災施設の調査及び復旧 

エ  管内市域の応急給水活動支援 

(6) 茅ケ崎警察署（県湘南現地災害対策本部第３警察部） 

ア  被災者の救出救助、避難誘導の支援 

イ  災害関連情報の収集・伝達 

ウ  交通規制、緊急交通路の確保 

エ  行方不明者の捜索、遺体の検視・調査等 

オ  犯罪の予防、取締り、その他社会秩序の維持 

 

第２ 防災関係機関の責務と処理すべき事務又は業務の大綱 

１ 指定地方行政機関 

指定地方行政機関は、県土並びに県民の生命、身体及び財産を災害から保護するため、

指定公共機関及び他の指定地方公共機関と相互に協力し、防災活動を実施するとともに、

県及び市町村の活動が円滑に行われるよう勧告、指導、助言等の措置をとります。 

 

(1) 農林水産省関東農政局神奈川県拠点 

ア  農業関係の被害状況の情報収集及び報告に関すること 

イ  応急用食料等の支援に関すること 

ウ  食品の需給・価格動向等に関すること 
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(2) 第三管区海上保安本部（横須賀海上保安部湘南海上保安署） 

ア 海上災害及び大規模海難等に関する事故対策訓練の実施 

イ 関係者及び国民に対する海上防災講習会等による防災思想の啓発 

ウ 港湾の状況等の調査研究 

エ 船艇、航空機等による警報等の伝達 

オ 船艇、航空機等を活用した情報収集 

カ 活動体制の確立 

キ 船艇、航空機等による海難救助等 

ク 船艇、航空機等による傷病者、医師等及び救援物資の緊急輸送 

ケ 被災者に対する物資の無償貸与又は譲与 

コ 要請に基づく、関係機関及び地方公共団体の災害応急対策の実施に対する支援 

サ 排出油等の防除等 

シ 避難勧告、入港制限、移動命令等船舶交通の整理、指導による海上交通安全の確保 

ス 警戒区域の設定並びに船舶等の区域外への退去及び入域の制限又は禁止の指示 

セ 海上における治安の維持 

ソ 危険物等積載船舶に対する移動命令、航行制限若しくは禁止及び荷役の中止等危険

物の保安に関する措置 

タ 海洋環境への汚染の未然防止又は拡大防止のための適切な措置 

チ 災害復旧・復興に係る工事に関する海上交通安全の確保 

(3) 総務省関東総合通信局 

ア  非常通信の確保等及び関東地方非常通信協議会の運営 

イ 災害時テレコム支援チーム（MIC-TEAM）による災害対応支援 

ウ  災害対策用移動通信機器及び災害対策用移動電源車の貸出し 

エ  非常災害時における重要通信の疎通を確保するため、無線局の開局、周波数等の指

定変更及び無線設備の設置場所等の変更を口頭等により許認可を行う特例措置（臨機

の措置）の実施 

オ 電気通信事業者及び放送局の被災・復旧状況等の情報提供 

(4) 財務省関東財務局（横浜財務事務所） 

ア  災害発生時における地方公共団体等に対する国有財産の無償貸付等 

イ  災害時における金融機関等に対する金融上の措置の要請 

ウ  主務省の要請による災害復旧事業費の査定の立会 

エ  地方公共団体に対する財政融資資金地方資金の貸付 

(5) 東京管区気象台（横浜地方気象台） 

ア 気象、地象、地動及び水象の観測並びにその成果の収集及び発表 

イ 気象、地象（地震にあっては、発生した断層運動による地振動に限る）及び水象の

予報及び警報等の防災気象情報の発表、伝達及び解説 

ウ 気象業務に必要な観測、予報及び通信施設の整備の努力 

エ 地方公共団体が行う防災対策に関する技術的な支援・助言 

オ 防災気象情報の理解促進、防災知識の普及啓発の努力 

(6) 国土交通省関東地方整備局横浜国道事務所 

ア  防災上必要な教育及び訓練 

イ  災害危険区域の選定 

ウ  災害時における情報の収集及び広報 

エ  災害時における交通確保 

オ  災害時における応急工事 

カ  災害復旧工事の実施 

キ  再度災害防止工事の施工 

(7) 国土交通省関東地方整備局京浜河川事務所 

ア  防災上必要な教育及び訓練 
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イ  防災に関する施設及び設備の整備と、平常時及び災害時における関係機関の防災活

動への支援 

ウ 災害危険区域の選定 

エ  水防に関する予報並びに警報の発表及び伝達 

オ  災害に関する情報の収集及び広報 

カ  水防活動の助言 

キ  災害時における応急工事 

ク  災害復旧工事の実施 

ケ  再度災害防止工事の施工 

(8) 国土交通省国土地理院関東地方測量部 

ア  災害時等における地理空間情報の整備・提供 

イ  復旧・復興のための公共測量に関する指導・助言 

ウ  地殻変動の監視 

 

２ 指定公共機関及び指定地方公共機関 

指定公共機関及び指定地方公共機関は、その業務の公共性又は公益性にかんがみ、自ら

防災活動を実施するとともに、県及び市町村の活動が円滑に行われるようその業務に協力

します。 

 

(1) 東日本旅客鉄道株式会社横浜支社 

ア  鉄道、軌道施設の設備、保全 

イ  災害対策に必要な物資及び人員の輸送確保 

ウ  災害時の応急輸送対策 

エ  鉄道、軌道関係被害調査及び復旧 

(2) 電信電話機関（東日本電信電話株式会社神奈川事業部、エヌ・ティ・ティ・コミュニ

ケーションズ株式会社、株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ神奈川支店） 

ア  電気通信施設の整備及び点検 

イ  電気通信の特別取り扱い 

ウ  電気通信施設の被害調査及び災害復旧 

(3) 東京電力パワーグリッド株式会社平塚支社 

ア  電力供給施設の整備及び点検 

イ  災害時における電力供給の確保 

ウ  被災施設の調査及び復旧 

(4) 東京ガスネットワーク株式会社 

ア  ガス施設の災害予防措置 

イ  災害発生時の応急対策 

ウ  警戒宣言発令時の応急対策 

(5) 日本赤十字社神奈川県支部 

ア  医療救護 

イ こころのケア 

ウ  救援物資の備蓄及び配分 

エ  血液製剤の供給 

オ  義援金の受付及び配分 

カ  その他応急対応に必要な業務 

(6) 神奈川中央交通株式会社茅ヶ崎営業所 

ア  被災地の人員輸送の確保 

イ  災害時の応急輸送対策 

(7) 相模川左岸土地改良区事務所 

ア  土地改良施設の整備 
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イ  農地湛水の防排除活動 

ウ  農地及び農業施設の被害調査及び復旧 

(8) 一般社団法人神奈川県トラック協会 

ア  災害対策用物資の輸送確保 

イ  災害時の応急輸送対策 

(9) 日本郵便株式会社茅ヶ崎郵便局及び株式会社ゆうちょ銀行茅ヶ崎店 

ア  災害時における郵便業務の確保 

イ  被災者に対する郵便葉書等の無償交付 

ウ  被災者が差し出す郵便物の料金免除 

エ  被災地あて救助用郵便物の料金免除 

オ  被災者救助団体に対するお年玉郵便葉書等寄付金の配分 

カ  為替貯金、簡易保険及び郵便貯金の非常扱い 

キ  地方公共団体に対する簡易保険、郵便年金積立金の応急融資等の運用管理 

(10) 中日本高速道路株式会社東京支社 

ア  管理道路等（構造物を含む。）の整備及び保全 

イ  管理道路（構造物を含む。）の被害調査及び復旧 

(11) ＫＤＤＩ株式会社南関東総支社 

ア  電気通信施設の整備及び保全 

イ  災害時における電気通信の疎通 

(12) 日本銀行横浜支店 

ア  銀行券の発行ならびに通貨および金融の調節 

イ  資金決済の円滑の確保を通じ信用秩序の維持に資するための措置 

ウ  金融機関の業務運営の確保に係る措置 

エ  金融機関による金融上の措置の実施に係る要請 

オ  各種措置に関する広報 

(13) 公益社団法人神奈川県ＬＰガス協会湘南支部茅ヶ崎・寒川部会 

ア  ＬＰガス消費設備の安全指導の徹底 

イ  応急燃料の確保 

ウ  被災地に対する燃料の供給 

(14) 放送機関（株式会社アール・エフラジオ日本、株式会社テレビ神奈川、横浜エフエ

ム放送株式会社、株式会社ジェイコム湘南・神奈川 

ア 気象予報、警報等の放送による周知 

イ 緊急地震速報の迅速な伝達 

ウ 災害状況及び災害対策に関する放送 

エ 放送施設の保安 

 

３ 公共的団体及び防災上重要な施設の管理者 

公共的団体及び防災上重要な施設の管理者は、平常時から災害予防体制の整備を図ると

ともに、災害時には災害応急措置を実施します。 

また、市町村その他の防災関係機関の活動に協力します。 

 

(1) さがみ農業協同組合茅ヶ崎支店 

ア  市が行う被害状況調査及び応急対策への協力 

イ  農作物災害応急対策の指導 

ウ  農業生産資材及び農家生活資材の確保及びあっ旋 

エ  被災農家に対する融資又は融資のあっ旋 

(2) 茅ヶ崎市漁業協同組合 

ア  市が行う被害状況調査及び応急対策への協力 

イ  被災組合員に対する融資又は融資のあっ旋 

ウ  漁船、協同施設の災害応急対策及びその復旧対策 
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(3) 茅ヶ崎商工会議所及び商工業関係団体 

ア  市が行う商工業関係被害調査及び応急対策への協力 

イ  救助用物資、復旧資材の確保についての協力 

ウ  災害時における物価安定についての協力 

(4) 一般社団法人茅ヶ崎医師会 

ア  医療救護活動の実施 

イ  救護活動に必要な医薬品及び医療器材の提供 

ウ  防疫その他保健衛生活動の協力 

(5) 一般社団法人茅ヶ崎歯科医師会 

ア  医療救護活動の実施 

イ  遺体の歯形等の調査、分析による身元の確認 

(6) 一般社団法人茅ヶ崎寒川薬剤師会 

ア  医療救護活動の実施 

イ  医薬品の供給 

(7) 金融機関 

ア  被災事業者等に対する資金融資 

(8) 病院等医療施設の管理者 

ア  避難施設の整備及び避難訓練の実施 

イ  災害時における収用者の保護及び誘導 

ウ  災害時における病人等の収容及び保護 

エ  災害時における被災負傷者の治療と助産 

(9) 社会福祉施設の管理者 

ア  避難施設の整備及び避難訓練の実施 

イ  災害時における入所者の保護及び誘導 

(10) 学校法人 

ア  避難施設の整備及び避難訓練 

イ  災害時における応急教育対策計画の確立と実施 

(11) 社団法人茅ヶ崎建設業協会 

ア  応急対策用資機材及び車両確保の協力 

イ  応急対策に必要な労働力の確保 

(12) 株式会社湘南平塚コミュニティ放送（ＦＭ湘南ナパサ）、藤沢エフエム放送株式会

社（レディオ湘南） 

ア  災害情報の広報 

(13) 危険物施設及び高圧ガス施設の管理者 

ア  安全管理の徹底 

イ  防護施設の整備 

(14) 社会福祉法人茅ヶ崎市社会福祉協議会 

ア  災害ボランティアセンターの設置及び運営 

イ  災害ボランティアセンターの設置運営訓練 

ウ  災害ボランティア受け入れのための資機材の備蓄 

エ  義援金等の申請 

オ  生活福祉資金の貸付 

 

４ 自衛隊（第４施設群（陸上自衛隊座間駐屯地）） 

自衛隊は、県知事から要請を受けたときは、要請の内容及び自ら収集した情報に基づい

て部隊等の派遣の必要の有無を判断し、部隊等を派遣する等適切な措置を行います。 

また、補完的、例外的な措置として、通信の途絶等により県等と連絡が不可能である場

合において災害の実態に照らし特に緊急を要し、要請を待ついとまがないと認められると

きは、要請を待たないで部隊等を派遣することができます。 
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(1) 人命又は財産の保護のため緊急を有する救助、救援及び応急復旧 

ア  被害状況の把握 

イ  避難者の救助 

ウ  遭難者等の捜索活動 

エ  水防活動及び消防活動 

オ  道路又は水路の啓開 

カ  応急医療、救護及び防疫活動 

キ  人員及び物資の緊急輸送 

ク  炊飯及び給水活動 

ケ  緊急物資の無償貸与又は譲与 

コ  危険物の保安及び除去 

サ  その他知事が必要と認めるもので自衛隊との協議の整ったもの 

 

第３ 市民及び自主防災組織の責務と処理すべき事務又は業務の大綱 

１ 市民及び自主防災組織 

(1) 「自らの身は自ら守る」という自主防災の観点から、７日分以上の飲料水・食料の備

蓄や家具転倒防止対策の実施等の予防対策、災害時の家族の連絡体制（連絡方法や避難

ルールの取決め等）、自らの判断で主体的に行動できるよう行動に関するルールづくり

等、市民自らが防災対策を行います。 

(2) 「自分たちの地域は、自分たちで守る」ため、自主防災組織の結成及びその活動への

積極的な参加に努めます。 

(3) 防災訓練、防災研修会や防災講座等（以下「防災研修会等」という。）に積極的に参

加し、習得した防災に関する知識、技能等を災害発生時に発揮できるよう努めます。 

(4) 災害発生時には、地域において相互に協力し、情報の入手、出火の防止、初期消火、

救助・救急、応急手当等に努めるとともに、避難においては、冷静かつ積極的に行動す

るように努めます。 

(5) 過去に起こった大規模災害の教訓や災害文化を確実に後世に伝えていくため、自ら災

害教訓の伝承に努めます。 

 

(1) 市民 

ア  飲料水、食料及び生活必需物資等の備蓄及び家屋の耐震・安全対策 

イ  出火防止、初期消火活動の協力 

ウ  避難、給食等に際しての隣保協力 

エ  被災者の救助・救急活動の協力 

オ  自主防災組織活動への協力 

カ 防災関連情報、避難関連情報の理解力の向上 

キ  その他必要な災害応急対策業務への協力 

(2) 自主防災組織 

ア  防災訓練の実施等平常時における災害に関する予防活動 

イ  被災者の救助・救急等に必要な資機材等の整備 

ウ  出火防止及び初期消火活動 

エ  被災者の救助・救急活動、避難誘導等応急対策活動 

オ  地域における被害情報等の収集、伝達 

カ  警戒宣言が発せられた場合の防災活動 

キ  避難所運営委員会への参画 

ク  その他災害時において特に災害対策本部長等から要請のあった応急活動 
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第４ 企業等の責務と処理すべき事務又は業務の大綱 

１  企業等 

(1) 日頃から、各企業等が管理する施設及び設備の耐震性の確保や飲料水・食料等の備

蓄、消火、救助・救急のための資機材の整備、さらに、従業員の防災訓練や防災研修会

等の積極的な実施に努めます。 

(2) 防災対策の責任者を定め、災害が発生した場合の従業員の取るべき行動を明確にし、

市民及び自主防災組織と連携して、地域における防災活動に参加するための体制を整備

するよう努めます。 

(3) 災害発生時には、市民及び自主防災組織と連携して、情報の収集及び伝達、消火、救

助・救急、応急手当、避難誘導等を積極的に行うように努めます。 

 

(1) 企業等 

ア  管理する施設及び設備の耐震性の確保 

イ  従業員の飲料水、食料等の備蓄と、消火、救助・救急のための資機材の整備 

ウ  帰宅困難時の企業等における従業員等の保護 

エ  従業員の防災訓練や防災研修会等の実施 

オ  防災対策責任者を定め、災害時の従業員の責務、行動の明確化 

カ  市民及び自主防災組織との連携による地域における防災活動への参加体制の整備 

キ  災害時の市民及び自主防災組織との連携による情報収集及び伝達、消火、救助・救

急、応急手当、避難誘導等の実施 

ク  早期に重要機能を回復し、事業を継続させていくための計画の策定 

ケ  その他、災害時における災害対策活動への協力 

第５ 災害予防責任者の責務 

市、県、指定地方行政機関の長、指定公共機関及び指定地方公共機関の長、公共的団体

並びに防災上重要な施設の管理者は、災害対策基本法第４６条から第４９条の３の規定に

基づき、災害予防責任者として法令又は各々の防災計画の定めるところによりそれぞれの

所掌事務又は業務について、次の事項に取り組みます。 

ア 災害を予測し、予報し、又は災害に関する情報を迅速に伝達するために必要な組織

を整備するとともに、絶えずその改善に努める。 

イ 防災業務計画又は地域防災計画を的確かつ円滑に実施するため、防災に関する組織

を整備するとともに、防災に関する事務又は業務に従事する職員の配置及び服務の基

準を定める。 

ウ 他の災害予防責任者と共同して、防災教育の実施に努めるとともに、防災訓練を実

施する。 

エ 災害応急対策又は災害復旧に必要な物資及び資材を備蓄し、整備し、もしくは点検

し、又は管理する防災に関する施設及び設備を整備、点検する。 

オ 災害応急対策又は災害復旧の実施に際し他の者の応援を受け、又は他の者を応援す

ることを必要とする事態に備え、相互応援に関する協定の締結、共同防災訓練の実施

その他円滑に他の者の応援を受け、又は応援するために必要な措置を講ずるよう努め

る。 

カ 災害応急対策又は災害復旧の実施に際し物資供給事業者等の協力を得ることを必要

とする事態に備え、協定の締結その他円滑に物資供給事業者等の協力を得るために必

要な措置を講ずるよう努める。  

キ 要配慮者の生命又は身体を災害から保護するために必要な措置を講ずる。 

ク その他、災害が発生した場合における災害応急対策の実施の支障となるべき状態等

を改善する。   
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第６節 防災組織の充実 

 

市、県及び防災関係機関は、総合的な防災体制の確立のため、防災会議等の防災上重要な組

織を整備し、相互の連携強化を図ります。 

第１ 市の防災組織 

１ 茅ヶ崎市防災会議 

(1) 設置の根拠 

災害対策基本法第１６条 

(2) 所掌事務 

ア  茅ヶ崎市地域防災計画の作成及びその実施の推進 

イ 市長の諮問に応じて市の地域に係る防災に関する重要事項の審議 

ウ イの重要事項に関する市長への意見 

エ  その他、法律又はこれに基づく政令によりその権限に属する事務 

(3) 組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 茅ヶ崎市災害対策本部 

(1) 設置の根拠 

災害対策基本法第２３条の２ 

(2) 所掌事務 

茅ヶ崎市地域防災計画の定めるところにより、必要に応じ防災関係機関と連携し、次

の事務を行います。 

ア  市域に係る災害に関する情報の収集 

イ  市域に係る災害予防及び災害応急対策を的確かつ迅速に実施するための方針の作

成、並びに当該方針に沿った災害予防及び災害応急対策の実施 

(3) 組織 
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第２  防災関係機関の防災組織 

市域を所管し、又は市内にある防災関係機関は、災害対策基本法第４７条の規定に基づ

き、防災計画又は防災業務計画の円滑な実施のため、防災組織の充実に取り組みます。 

第３  自主防災組織 

１ 設置の目的 

災害対策基本法第５条の規定に基づき、市は自治会等を単位として昭和５４年から自主

防災組織の育成を進めています。自主防災組織は、地域住民が「自分たちの地域は自分た

ちで守る」という自覚、連帯感に基づき、自主的に結成するものです。 

２ 組織 

自主防災組織がその機能を十分に発揮するためには、あらかじめ組織の編成を定めてお

きます。なお、組織の編成にあたっては、地域住民相互の連携のもとに活動することが必

要とされることから、地域住民が連帯感をもてるような組織を編成し、消防団や地域内の

企業等の防災組織と連携を密にします。 

また、自主防災組織を運営していくうえで基本的な事項については、規約を設けて明確

にします。規約に基づいて防災計画を作成し、自主防災組織における平常時及び災害時の

活動内容を策定します。 

３  防災リーダー 

防災リーダーは、地域の防災活動において中心的な活動を行うとともに、自主防災組織

会長を補佐する立場として、平常時には防災知識の普及・啓発、防災訓練での指導者とし

ての役割を担い、災害時には地域のとりまとめ役として活動します。 

また、防災リーダーの活動は、「自らの身は自らが守る」「自分たちの地域は自分たち

で守る」という「自助・共助」の精神に基づくボランティア活動にあたります。 
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第７節 計画の推進管理 

 

第１ 計画の目標 

風水害対策は、災害に強い組織・人づくりやまちづくりの推進、災害発生に備えた平常

時の対策、災害時の応急対策、さらには、復旧・復興対策まで、幅広い対策を継続的に進

めていく必要があります。 

そのため、第１章第４節被害想定を踏まえ、短期的には風水害による被害の軽減に効果

的な対策等を優先的に進め、中・長期的には構造物が壊れない、壊れても人を傷つけない

まちづくりを目指します。 

１ 短期的目標（５か年以内） 

災害の発生に備えた、災害に強い組織・人づくりの推進、平常時の対策の充実を図ると

ともに、住宅・建築物等の耐震化や家具の転倒防止対策等の地震による被害を軽減する効

果の高い対策を中心に進めます。 

２ 中・長期的目標（５か年超） 

市の防災力の更なる向上を図るため、地震に関する調査研究及び地震災害対策を取り巻

く社会状況の変化や、地震関連制度等の動向を踏まえ、災害に強い組織・人づくりや平常

時の対策の一層の充実を図るとともに、災害に強いまちづくりの取り組みを進めます。 

第２ 計画の着実な推進 

この計画を推進するためには、市、防災関係機関、市民及び企業等が連携し、対策に取

り組んでいく必要があります。そこで、地域社会の実情、各種対策の実効性等を点検しな

がら、市の防災対策の基本方針となる「防災ビジョン」を踏まえ、緊急度の高いものから

優先的かつ重点的に実施していきます。 

第３  計画の点検と充実 

市は、この計画を推進するにあたり、災害対策基本法第４２条第１項の規定に基づき、

毎年点検を行い、計画の進捗状況を把握しながら、必要があると認めるときは、県及び防

災関係機関と調整のもと修正し、市の実情に合った防災対策のより一層の充実を図りま

す。 
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主な担当 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 
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お
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支
援

体
制 

防
災
訓
練
の
実
施 

市 

総括・情報班       

避難所対策班・配備職員       

救援物資対策班       

保健医療対策班       

要配慮者対策班       

衛生・災害廃棄物対策班       

被災者生活再建対策班       

応急復旧対策班       

経営総務部  ○    ○ 

企画政策部  ○    ○ 

くらし安心部  ○ ○ ○ ○ ○ 

市民部      ○ 

経済部  ○     

文化スポーツ部  ○   ○  

福祉部  ○   ○  

こども育成部  ○   ○ ○ 

環境部       

都市部       

建設部  ○     

下水道河川部  ○     

保健所・市保健師  ○   ○ ○ 

消防本部  ○  ○  ○ 

会計課       

市立病院       

議会事務局       

選挙管理委員会事務局       

監査事務局       

教育総務部・教育推進部  ○    ○ 

防
災
関
係
機
関
等 

関東農政局       

湘南海上保安署       

京浜河川事務所      ○ 

横浜国道事務所       

横浜地方気象台      ○ 

自衛隊       

藤沢土木事務所      ○ 

湘南地域県政総合センター       

茅ケ崎水道営業所       

茅ケ崎警察署      ○ 

消防団  ○  ○   

東日本旅客鉄道(株)       

東日本電信電話(株)       

東京電力パワーグリッド(株)       

東京ガスネットワーク（株）       

神奈川県トラック協会       

神奈川中央交通(株)       

市社会福祉協議会       

自主防災組織    ○  ○ 

医療関係団体       

茅ヶ崎歯科医師会       
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第１節 「自助」、「共助」、「公助」による減災の推進 

 

自然現象による災害の発生すべてを防ぎきることは困難なため、発災前の備えに加えて、市

や防災関係機関による発災後の迅速かつ的確な応急対策（「公助」）はもとより、住民一人一人

が自発的に行う防災活動（「自助」）や地域住民が協力して行う防災活動（「共助」）の連携によ

り、被害を最小限に抑える「減災」に向けた取組が重要です。 

そのため、市民や事業者、地域住民による減災行動に対する理解の促進と、その実践を図る

ことで、「自助」、「共助」、「公助」の考え方に基づく減災を推進します。 

第１ 「自助」、「共助」、「公助」の定義 

「自助」とは、自らが自分や家族を守るために自発的に行う防災活動です。「自らの身を

自ら守る」ことは、防災・減災の基本です。 

「共助」とは、自主防災組織をはじめとした地域住民が、互いの安全・安心のために協

力して行う防災活動です。「自分たちの地域は自分たちで守る」ことは、地域の安全を守る

ために効果的な方法です。 

「公助」とは、市をはじめ、国・県・警察といった公的機関が、日頃から防災・減災に

向けて行う取組や発災時に行う救助活動等の災害対応です。 

   本計画では、主に平常時及び災害時の公助の取組をまとめています。 

第２ 「自助」、「共助」の取組 

「自助」、「共助」、「公助」は互いに連携することで大きな減災につながります。そのた

め、平時から「自助」、「共助」について考え、風水害に備えておくことが重要となります。   

平常時、災害時において求められる自助、共助の取組の主なものは次のとおりです。 

 

 平常時の取組 災害時の取組 

自
助 

・基本的な防災知識の習得 

・災害情報の収集手段の確保 

・応急手当の知識の習得 

・ハザードマップによる災害危険箇所、避難

場所・避難経路の確認 

・親戚・知人宅等の自主的な避難先の確保 

・家族との連絡方法の確認 

・食料、飲料水、その他生活必需物資の備蓄 

・非常持出品の点検、置き場所の確認 

・防災訓練・地域活動等への参加 

・側溝や排水溝の日常的な清掃  

など 

・気象情報、避難情報等の収集 

・浸水が予想される場合、家財等を２階に上

げる等の被害軽減行動 

・早めの避難行動の開始、状況に応じた適切

な安全確保の実施（不要不急の外出の自

粛、屋内での安全確保措置）  

など 

共
助 

・ハザードマップによる災害危険箇所、避難

経路、避難場所の確認 

・要配慮者の見守り活動 

・防災訓練の実施 

・自主防災組織による普及啓発 

・一時避難場所の選定  

など 

・気象情報、避難情報の収集 

・近隣住民による負傷者の救出 

・要配慮者の安否確認、救出救護、避難誘導

の支援 

・必要に応じ集団避難の実施 

・浸水の防止措置の実施 

・避難所開設の協力 

・避難所での相互協力  

など 
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第２節 防災知識の普及・啓発 

 

市は、市民に対し防災研修会等を積極的に開催し、市民の防災意識の向上、防災知識の普及

を図ります。その上で、災害時に市民が取るべき行動等を周知し、「市民と行政等が一体とな

った防災体制の確立」を目指します。 

 

【現状】 

○市は、防災研修会や防災訓練、広報紙、ハザードマップ等により、地域の災害リスクや災害

情報の収集方法、避難行動等の防災知識の周知・啓発に努めています。 

○近年、地球温暖化に伴う気候変動により、水害が頻発・激甚化しており、河川の氾濫や土砂

災害により、多数の人的被害が発生しています。 

○自主防災組織は、地区防災訓練や自治会における防災研修会等を通じて、地域住民に対して、

防災知識の普及・啓発を図っています。 

 

【課題】 

○住民が「自らの命は自らが守る」という意識のもと、地域の災害リスクから自らの判断で避

難行動をとることができるよう、社会全体として防災意識の向上を図る必要があります。 

○高齢者、障がい者、乳幼児、その他の特に防災上の配慮を必要とする者（以下「要配慮者」

という。）を災害から保護するためには、その支援者も含めて災害時の適切な避難行動等に

ついて周知を図る必要があります。 

○園児、児童、生徒が、災害時、適切に行動できるよう防災教育を充実させる必要があります。 

○企業の防災体制の強化を図るとともに、社会福祉施設等の防災上重要な施設の管理者に対す

る防災意識の向上を図ることが必要です。 

○市は、職員に対する研修等を通じて、平常時から災害時における業務の習熟を図る必要があ

ります。 

○これまでの大規模な災害においても、性別や年齢、様々な社会的立場により災害から受ける

影響が異なることが課題となっており、各種の防災対策は、男女のニーズの違い等、男女共

同参画の視点に配慮して行われる必要があります。 

 

【取り組みの方向】 

第１ 市民等に対する防災知識の普及・啓発 企画政策部、くらし安心部 

市は、「自らの命は自らが守る」という意識や地域の災害リスクととるべき避難行動等に

ついて、広く市民へ周知・啓発することで、社会全体としての防災意識の向上を図ります。

また、住民自身が自主的に避難判断できるよう、防災気象情報や避難情報の理解力の向上

を図ります。 

１ 災害リスクの周知 

市は、市民等に対して、ハザードマップの配布、広報紙やホームページ、防災講座等に

より、洪水、内水氾濫、土砂災害、高潮等の風水害による地域の災害リスクについて周知

します。 

２ 家庭における防災対策等の普及・啓発 

市は、市民等に対して、食料・飲料水等の備蓄、大雨や暴風等への事前対策、防災気象

情報の収集・確認・活用方法、災害の危険度の高まりに応じた防災行動、親戚・知人宅等

の自主的な避難先の確保や避難時の注意事項等、風水害への備えや災害時にとるべき行動

等について周知します。 

３ 防災訓練等への参加促進 

市及び自主防災組織は、市民等に対して、地域で想定される災害を想定した防災訓練等

への積極的な参加を促します。 
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第２ 自主防災組織に対する防災知識の普及・啓発 くらし安心部、消防本部 

１ 防災研修会等の開催  

市は、防災研修会等を開催し、自主防災組織における防災知識の普及を図ります。 

また、その研修を通じ、要配慮者への配慮や災害時の男女のニーズの違い等、男女共同

参画の視点に十分配慮する必要性について普及・啓発を図ります。 

２ ホームページの活用 

市は、市ホームページに各自主防災組織の取り組みや訓練内容の紹介、訓練指導や防災

資機材の取り扱い等のマニュアルや動画の掲載を行い、自主防災組織及び防災リーダーが、

個々の訓練活用や地区防災訓練等における新たな訓練項目の取り入れ等に活用できるよう

努めます。 

３ 自主防災組織活動マニュアルの作成支援 

市は、自主防災組織が災害時に迅速かつ効果的に地域内での応急対策活動を実施できる

よう、自主防災組織活動の手引を作成しています。市は、この手引をもとに、自主防災組

織の災害時及び平常時の活動内容について周知・啓発を図るとともに、各自主防災組織に

おける活動マニュアル作りを支援します。 

 ４ 自主防災組織活動の共有 

市は、自主防災組織の活動事例を集約し、紙面やホームページなどにより個々の団体の

取り組みを周知・共有することで、同様の課題を有する団体の課題解決を側面から支援し、

自主防災組織が相互に活動を高めていけるような環境を構築します。 

 

第３ 要配慮者及び支援者等に対する防災知識の普及・啓発 くらし安心部、文化スポーツ

部、福祉部、こども育成部、保健所 

１ 避難行動に対する理解促進 

市は、要配慮者やその支援者が災害発生時等に適切な避難行動をとれるよう、要配慮者

やその支援者とともに高齢者や障がい者の日常生活を支える福祉事業者に対し、地域の災

害リスクや避難場所、避難のタイミング等の防災知識の普及・啓発に努め、福祉事業者と

連携した避難行動の理解促進に取り組みます。 

２ 防災訓練の参加促進 

市及び自主防災組織は、要配慮者の防災訓練の参加を促進します。 

第４ 園児、児童、生徒に対する防災知識の普及・啓発 くらし安心部、こども育成部、消

防本部、消防団、教育総務部 

１ 防災研修会等の開催や防災訓練の実施 

市は、小学校、中学校、高等学校等（以下「学校等」という。）と連携し、児童、生徒

に対し、災害に対する基礎的知識の習得を図ることを目的とした防災研修会等を開催しま

す。 

また、市は、自主防災組織や学校等と連携し、児童、生徒に対し、地区防災訓練への積

極的な参加を促進します。 

２ 防災教育の推進 

保育園、幼稚園、学校等は、災害を想定した避難訓練を実施する等、災害発生時に適切

な行動がとれるよう防災教育の充実を図ります。特に、水害・土砂災害のリスクがある学

校においては、避難訓練と合わせた防災教育の実施に努めます。 

また、市は、学校における消防団員等が参画した体験的・実践的な防災教育の推進や教

職員等に対する防災研修会等を開催する等、防災教育の充実を図ります。 

第５ 企業等に対する防災知識の普及・啓発 くらし安心部、経済部、消防本部 

１ 企業等における防災への取り組み 

企業等は、災害時における顧客及び従業員等の安全確保、二次災害の防止、事業の継続、
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地域貢献・地域との共生等の社会的な責務を十分認識したうえで、防災活動の推進に努め

ます。 

２ 企業等への指導・助言 

市は、企業等の実態に即した防災体制の確立を促進します。 

３ 地域との連携 

企業等は、自主防災組織が実施する防災訓練への協力等、地域の自主防災組織との連携

協力体制の構築に努めます。 

第６ 市職員に対する防災知識の普及・啓発 経営総務部、くらし安心部、建設部、下水道
河川部、消防本部 

１ 職員に対する研修 

市は、職員の災害対応能力の向上を図るため、地域で想定される災害や災害発生時の行

政の役割、求められる行動等についての職員研修を実施します。 

また、土のう作りや水防工法等、必要な水防研修を実施します。 

２ 災害対策地区防災拠点に配備する職員に対する研修 

市は、災害対策地区防災拠点に配備する職員に対し、災害対策地区防災拠点の役割や避

難所の開設、運営等について研修を実施するとともに、災害対策地区防災拠点打合会や各

種訓練への参加を促進します。 

第７ 男女共同参画の視点に配慮した防災対策の普及・啓発 くらし安心部、文化スポーツ

部 

災害時における性別の違い等による課題を未然に防ぐためには、男女で災害から受ける

影響が異なることに配慮することや、防災・復興の主体的な担い手として女性を位置づけ

ることなどを通じて、地域における生活者などの多様な視点から、防災対策を考え、実施

し、地域の防災力を高めていくことが重要となります。 

そこで、市は、「男女共同参画の視点からの防災・復興の取組指針」（平成２５年６月、

内閣府男女共同参画局）や「男女共同参画の視点からの防災・復興ガイドライン」（令和２

年５月、内閣府男女共同参画局）を踏まえ、災害時に男女の人権が尊重され、地域の生活

者が共に支え合い、助け合える地域づくりを行うとともに、各種の防災対策の実施や防災

計画等の策定の過程において、男女共同参画の視点を持ち、男女のニーズの違いに配慮す

る必要性等について周知、啓発を図ります。 

１ 災害から受ける影響の性別による違い等への配慮の周知・啓発 

性別により災害時の困難傾向やニーズに違いのあることや、災害時には衛生・育児・介

護といった複雑かつ広範な生活ニーズを多様な被災者の立場から把握すること、家庭・地

域・組織において人々が担っている役割・責任に違いがあり、発言力にも差があるという

こと等に配慮した防災対策について防災研修会等で周知、啓発を図ります。また、女性向

けの防災知識の普及啓発等により、男女のニーズの違いに配慮した地域防災活動を推進す

るとともに、女性防災リーダーの育成を行います。 

２ 男女の人権を尊重した避難所運営の周知・啓発 

男女の人権を尊重し避難生活の安全・安心を確保するため、女性や子どもに対する暴力

等の予防のための取組や、プライバシーの確保の工夫、男女別の更衣室や物干し場、入浴

施設、トイレの男女別の設置やユニバーサルデザイン（男女共用）のトイレの設置、授乳

室等の整備、安心して相談等のできるスペースの確保等の男女の人権を尊重した避難所運

営について周知、啓発を図ります。 

 
第８ 災害教訓の伝承 関係部、関係機関 

市及び関係機関は、過去に起こった大規模災害の教訓等を確実に後世に伝えていくため

に、大規模災害に関する調査分析結果や映像を含めた各種資料を広く収集・整理し、適切

に保存するとともに、市民が閲覧できるよう公開に努めます。 

また、災害教訓の伝承の重要性について啓発を行い、市民自らが災害教訓を伝承する取

組を支援します。  
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第３節 災害への備え 

  

市は、市民及び企業等に対し、災害への備えや自己備蓄の必要性について知識の普及・啓発

を図り、市民及び企業等の自主的な取り組みを推進し、「市民と行政等が一体となった防災体

制の確立」を目指します。 

 

【現状】 

○ライフライン機能の停止、緊急輸送道路等の遮断等により、被災地外からの支援を受けるま

でには、数日程度の期間を要するものと見込まれます。 

○市は、広報紙や洪水ハザードマップ等により、災害への備えや自己備蓄の推進について啓発

しています。 

 

【課題】 

○台風や豪雨は、正確な気象情報を収集し、予想される事態への対応をとることで、被害を最

小限にとどめることができるため、事前の備えが重要となります。 

○災害発生時にはライフライン機能の停止、飲料水や食料の不足が想定されるため、市民及び

企業等は、平時から食料や飲料水等の備蓄に努めることが必要です。 

○女性や要配慮者等は、避難生活に備え、個々の状況に合わせた事前の準備を十分に行うこと

が重要です。 

【取り組みの方向】 

第１ 風水害への備え くらし安心部 

市は、自主防災組織等と連携を図り、市民が日頃から家の周囲を点検し、必要な個所の

修繕、補強等、風雨に対する対策を行うよう周知を図ります。 

１ 日頃からの備え 

(1) 雨どいや側溝等は水はけをよくしておくこと。 

(2) 瓦のずれや割れ、トタンのめくれ等は修繕しておくこと。 

(3) ブロック塀や外壁等のひび割れや亀裂は修繕しておくこと。 

(4) 飛ばされそうなものは固定又は屋内へ移動しておくこと。 

(5) ハザードマップで危険箇所及び避難場所を確認し、避難経路を検討しておくこと。 

(6) 生活再建に向けた事前の備えとして、自然災害保険・共済等に加入しておくこと。 

２ 台風、豪雨が近づいてきたときの措置 

(1) テレビ、ラジオ、インターネット等で正確な情報を収集すること。 

(2) 市が発表する避難情報に注意すること。 

(3) 外出を控えること。 

(4) 植木鉢や物干しざお等の飛ばされやすい物は屋内へ移動すること。 

(5) 非常持ち出し品を準備すること。 

(6) 停電に備え、懐中電灯やろうそく、ランタン、ラジオ、予備電池等を用意すること。 

(7) 夜間に大雨が予想される際は暗くなる前に避難すること。 

(8) 自宅付近にがけなどがある場合は、周囲の様子をよく観察し、がけ崩れの前兆現象が

見られたら、早急に避難すること。 

３ 避難時の注意点 

(1) 歩行可能な水深の目安は約５０㎝。水の流れが速いときは２０㎝でも危険となるため、

危険と判断した時は、無理をせず高所に避難すること。 

(2) 避難時は、活動しやすく保温性のある服装、ヘルメット・ひもで締められる運動靴（裸

足や長靴は厳禁）を着用すること。 

(3) 側溝や用水路に落ちないよう、長い棒等を杖代わりにして安全確認を行うこと。 

(4) 避難時は単独行動を避け、２人以上で行動すること。 

(5) 隣り近所や身近な人と協力すること。 
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(6) 要配慮者等へ配慮すること。 

第２ 自己備蓄の推進 くらし安心部 

市は、広報紙や防災研修会等を通じ、市民及び企業等に対し自己備蓄の重要性、公的援

助の限界等について周知し、自主防災組織と連携を図りながら、自己備蓄の積極的な確保

に努めるよう周知を図ります。 

１ 主な自己備蓄 

７日分以上の備蓄を確保する。 

(1) 飲料水（備蓄の目安は１人１日３リットル） 

(2) 食料 

(3) 携帯トイレ 

(4) トイレットペーパー 

２ 主な非常時持出品 

避難するとき最初に持ち出すものとして、男性では１５㎏、女性では１０㎏までが目安

とされています。 

(1) 貴重品（現金、身分証明書、通帳類、健康保険証、免許証、印鑑等） 

(2) 携帯ラジオ（予備電池含む） 

(3) 懐中電灯、乾電池（予備電池含む） 

(4) 携帯電話、充電器 

  (5) 救急用品（持病のある方は常備薬、お薬手帳等） 

(6) 予備眼鏡、コンタクトレンズ（洗浄液含む） 

(7) 飲料水・簡易的な食料（チョコレート、キャンディ等） 

(8) タオル、ティッシュペーパー、ウェットティッシュ 

(9) 歯ブラシ（歯磨き用ガム等）、洗面用具 

(10) 着替え、下着等 

(11) 室内履き 

(12) ホイッスル 

(13) 家族の写真 

３ その他の主な非常時持出品 

女性や要配慮者は、避難生活を送る上で必要な持出品を準備しておくことで、避難生活

の負担を軽減できます。 

また、食物アレルギーをお持ちの方も、自分に適した食料を普段から備蓄しておくこと

で、避難生活の負担を軽減できます。 

ペットを連れた避難生活においては、ケージやペットフード等を事前に準備する等、他

の避難者に十分に配慮する必要があります。 

(1) 女性 

ア 生理用品 

イ 化粧水、乳液、保湿クリーム 

ウ 下着、おりものシート 

エ 携帯用ビデ 

(2) 妊産婦及び乳幼児 

ア おむつ 

イ 離乳食、粉ミルク 

ウ 授乳カバー、授乳ケープ（乳児用ブランケット） 

エ ほ乳瓶 

オ バスタオル 

カ おしり拭き 

キ 母子手帳 

(3) 障がい者 
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ア 障がい者手帳 

イ 補装具、日常生活用具等 

ウ ストマ、おむつ等 

(4) 高齢者（要支援・要介護者） 

ア 介護保険証 

イ 介護用品（大人用おむつ、尿取りパット等） 

ウ 福祉用具、日常生活用具等 

(5) ペットのいる家庭 

ア 名札（鑑札や注射済票のほかに飼い主の名前やペットの名前を記入した名札） 

イ 愛犬手帳 

ウ 食器 

エ ケージ 

オ リード 

カ ペットフード 

キ トイレ用品 

(6) 感染症対策 

ア マスク 

イ 消毒液 

ウ ビニール手袋 

エ 体温計 

オ 小型テント 
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第４節 地域防災力の強化 

  

地域防災力とは、「住民一人一人が自ら行う防災活動、自主防災組織、消防団その他地域にお

ける多様な主体が行う防災活動並びに行政及びその他の公共機関が行う防災活動の適切な役割

分担及び相互の連携協力によって確保される地域における総合的な防災の体制及びその能力」

です。市はこの地域防災力を強化することで、「市民と行政等が一体となった防災体制の確立」

を目指します。 

 

【現状】 

○市には、現在１消防団本部と２２分団（定員４２７人）が組織され、４地区（茅ヶ崎、鶴嶺、

松林、小出）に分かれて活動を行っています。（令和５年４月現在） 

○市内には、令和５年４月現在１３５の自主防災組織が結成され、各組織では、防災訓練の企

画、実施、活動に必要な資機材の整備、活動マニュアルの作成等に取り組んでおり、市は、

その活動を支援しています。 

○市は、平成１３年度より、地域防災の担い手となる防災リーダーの養成研修を実施しており、

令和５年２月現在、２，６１６名（うち女性７６１名）の防災リーダーが自主防災組織等で

活動しています。 

 

【課題】 

○地域防災力の強化を図るためには、その中核を担う消防団の充実強化が重要です。 

○地域防災力の充実強化は、市民、自主防災組織、消防団、市等の多様な主体が適切に役割分

担しながら相互に連携協力して取り組むことが必要です。 

○地域を守るためには、「自分たちの地域は自分たちで守る」という「共助」の精神のもとに

自主防災組織を結成する等、地域防災力の向上には、市民の自主的な防災活動が必要です。 

○結成された自主防災組織が、災害時に効果的に活動できるよう組織の充実が必要です。 

○男女共同参画の視点に配慮した防災対策を進めるためには、地域防災活動における、女性の

参加が重要です。 

 

【取り組みの方向】 

第１ 消防団の強化 消防本部、消防団 

１ 消防団への加入促進 

市は、消防団への加入の促進を図るため、防災訓練等における消防団との連携、「自分

たちの地域は自分たちで守る」という意識の啓発、各種イベント等での消防団の活動 内

容の紹介や歴史的・伝統的価値の再認識などにより、消防団に対する地域住民の理解が深

まるよう努めます。 

２ 消防団の装備の改善 

市は、消防団の装備について「消防団の装備の基準（昭和６３年消防庁告示）」を踏ま

え、安全対策、救助、情報通信等の整備の充実強化を図っていきます。 

３ 消防団の訓練・研修 

市は、地域防災力の中核である消防団の応急対応能力の向上を図るため、消防団員の能

力（知識や技能、判断力など）及び資質を高める各種訓練に取り組み、更なる消防力の強

化、ひいては地域防災力の強化に努めます。 

また、消防団は自主防災組織等と連携して訓練を実施することで、地域防災力の強化に

努めます。 

第２ 自主防災組織の育成 くらし安心部、自主防災組織 

１ 自主防災組織の育成 

市は、災害発生時の被害を防止し、又は軽減するために、防災活動を迅速かつ効果的に

行えるよう自主防災組織の育成を行います。 
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２ 自主防災組織に対する支援 

市は、自主防災組織の育成・強化のため、自主防災組織による各種の活動を支援します。 

(1) 自主防災組織活動マニュアルの作成及び活用の支援 

市は、自主防災組織が地域の特性を踏まえ平常時及び災害時に組織的かつ効果的な防

災活動を行うために、地区の防災計画となる「自主防災組織活動マニュアル」の作成を

支援します。また、マニュアルに基づく各種の防災活動の実施を支援します。 

(2) 防災訓練の支援 

市は、まちぢから協議会や自主防災組織等が実施する防災訓練について、訓練企画の

助言や防災資機材の取扱方法の実技指導等を行うことで、その実施を支援します。 

(3) 防災研修会の支援 

市は、地域で想定される災害や、家庭や地域における事前の備え等の防災知識の普及・

啓発を図るため、自主防災組織等が行う防災研修会等に職員を派遣します。 

(4) 補助金の交付 

市は、自主防災組織が行う防災訓練や防災資機材の整備等に対し、茅ヶ崎市くらし安

心部防災対策課所管に係る補助金交付要綱に基づき、補助金を交付します。 

第３ 自主防災組織の活動 くらし安心部、自主防災組織 

自主防災組織の活動は、地域住民による自主的な防災活動として、自己の地域を「安全

で住みよい、災害に強いまち」にするための、地域住民を主体とする活動です。 

１ 平常時の主な活動 

(1) 防災知識の普及 

自主防災組織は、災害発生時の被害を防止し、又は軽減するため、地域において防災

に対する正しい知識の普及を図ります。 

(2) 自主防災組織活動マニュアルの作成及び検証 

自主防災組織は、平常時及び災害時に組織的かつ効果的な防災活動を行うために、地

区の防災計画として「自主防災組織活動マニュアル」を作成します。 

マニュアル作成においては、地域の特性を踏まえた実践的な計画作成を行い、計画に

基づく防災活動を実践し、計画の評価や見直しを行います。 

(3) 防災訓練の実施  

自主防災組織は、地域の特性を踏まえた実践的な防災訓練を実施します。 

(4) 地域での予防対策 

自主防災組織は、地域特性等による災害時危険箇所等を事前に把握し、地域住民に周

知します。 

また、家庭における災害への備えを呼びかけます。 

(5) 防災用資機材の整備・点検 

自主防災組織は、防災活動に必要な防災用資機材を整備し、災害時に誰もが使用でき

るよう、取扱訓練や点検を実施します。 

また、避難所に設置してある市防災備蓄倉庫内の防災用資機材の把握に努め、取扱訓

練や点検を実施します。 

(6) 消防団及び企業等との連携 

自主防災組織は、平常時から消防団や地域内の企業等と交流を図り、災害時に連携し

て活動が行えるよう努めます。 

２ 災害時の主な活動 

自主防災組織は「自主防災組織活動マニュアル」に基づき、災害時に次の活動を実施し

ます。 

(1) 情報の収集伝達 

風水害では、被害の及ぶ切迫性が現れてから、いかにすばやく避難を開始できるかが

重要となるため、正確な情報収集・伝達が必要です。 

特に、市が発令する高齢者等避難、避難指示（以下「避難情報」という。）は、防災

行政用無線や広報車の音が雨音でかき消される等、市民に伝わらない場合もあるため、
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自主防災組織は、早めにこうした情報の伝達に努めます。 

また、自主防災組織は、地域内の被害状況を迅速かつ正確に把握し、地区防災拠点へ

情報を報告するとともに、市や防災関係機関の提供する情報を地域に伝達して、的確な

応急対策活動を実施します。 

さらに、時間の経過とともに変化する地域の被災状況、救助活動の状況等を避難所に

報告し、情報の収集伝達を行い、情報の混乱防止にあたります。 

(2) 避難誘導の実施 

自主防災組織は、避難情報が出された場合には、地域住民に対する周知を徹底し、率

先避難を実施するとともに、迅速かつ円滑に避難誘導を実施します。 

また、避難行動要支援者の避難支援策を講じます。 

(3) 救助・救急活動の実施 

自主防災組織は、地域住民の安否確認を行い、家屋の倒壊等により脱出不能となった

人がいる場合は、発見次第速やかに防災資機材等を活用し、救助活動に取り組みます。 

(4) 応急救護活動の実施 

自主防災組織は、負傷者に対して、外傷の応急手当を実施するとともに、医師の処置

が必要な場合には、医療救護所（赤羽根中学校を除く公立中学校１２校及び小和田小学

校、地域医療センター）等へ搬送します。 

(5) 避難所の開設及び運営の協力 

自主防災組織は、配備職員及び学校職員と協力し、避難所の開設、避難者の受け入れ

を行うとともに、避難所の運営について、積極的に協力します。 

(6) 給食・救援物資の配布及び協力  

被害の状況によっては、避難が長期間にわたり、被災者に対する炊き出しや救援物資

の支給が必要となります。 

自主防災組織は、保有している食料等の配布を行うほか、市が実施する給食、給水、

救援物資等の配布活動に協力します。 

  (7) 清掃衛生の実施 

自主防災組織は、被災地の防疫活動に協力するとともに、ごみ・し尿その他廃棄物の

除去及び清掃活動に協力します。 

３ 時期的段階に応じた活動例 

自主防災組織は、地震災害時の活動と同様に、風水害時においても時期に応じた的確な

活動が求められます。風水害は、突然襲ってくる地震とは異なり、発生までにある程度の

時間があるため、被害が及ぶ危険を避けるために、早期に情報伝達や避難といった行動を

とることによって、大規模な被害を抑えることが可能となります。 

したがって、風水害時の活動の内容については、避難後の行動等、地震災害時の活動を

基本としますが、次のような行動も必要となります。 
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 災害時の状況 自主防災組織の主な活動・役割 

発
災
前 

 

ラジオ・テレビ等の気象情報に注意

し、避難情報に備えて行動する。 

また、地域の災害状況（水位、土砂

災害の前兆現象）に注意する。 

※早期の情報伝達・事前行動が必要 

※土砂災害の前兆現象等に注意し、

異常があれば自主避難するととも

に、市に通報する。 

○住民への避難の呼びかけ 

○土のう積み等、被害を抑える行動 

○避難行動要支援者の避難支援 

発
生
直
後 

早期に避難を完了し、避難所等での

安否確認等を実施する時期である。 

また、状況に応じて、水防活動、救

助・救急活動等を実施する。 

 

※被害を抑えるための行動と避難所

運営 

○情報の収集伝達 

○避難誘導 

○救助・救急活動 

○初期消火活動 

○応急救護活動 

○避難所の運営 

○給食、救援物資の配布 

○清掃衛生の実施 

○避難行動要支援者への配慮 

 

 

第４ 防災リーダーの養成 くらし安心部 

１ 防災リーダーの養成 

市は、防災リーダー養成研修により、地域防災の担い手となる防災リーダーの養成を行

い、「市民と行政等が一体となった防災体制の確立」を目指します。 

また、防災リーダーは、豊富な知識と習得した技術を活用し、地域の防災力の強化を図

ります。 

２ 防災リーダーの活動 

防災リーダーは、自らの地域は自らで守るという「共助」の取り組みである自主防災組

織の一員として、平常時には地域住民への防災知識の普及・啓発、防災訓練での指導など

の役割を担うとともに、災害時には情報の収集伝達活動、初期消火活動、救助・救急活動、

応急救護活動、避難誘導、避難所の開設・運営等の地域の防災活動において、中心的な役

割を担います。 

第５ 女性防災リーダーの養成 くらし安心部 

１ 女性防災リーダーの養成 

市は、平常時の対策及び災害時の応急対策活動、復旧・復興等において女性の特性や能

力を生かすために、女性防災リーダーを積極的に養成します。 

２ 女性防災リーダーの活動 

災害時においては、男女の人権が尊重され、地域の生活者が共に支え合い、助け合える

地域づくり、防災体制づくりが必要であることから、女性防災リーダーは、男女のニーズ

の違い等、男女共同参画の視点に配慮した地域の防災活動を推進します。 

特に、避難所の運営においては、早期から女性が運営に関わり、女性の視点を取り入れ、

女性専用スペースの確保、妊産婦や乳幼児に対する支援を含め、男女のニーズの違いに十

分配慮し、様々な被災者が安心して避難生活を送ることのできる環境づくりに向け、行動

することが期待されます。 

災害発生 
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第６ 住民及び事業者による地区内の防災活動の推進 くらし安心部 

市内の一定の地区内の住民及び事業者は、当該地区における防災力の向上を図るため、

共同して、防災訓練の実施、物資等の備蓄、高齢者等の避難支援体制の構築等自発的な防

災活動の推進に努めるものとします。この場合、必要に応じて、当該地区における自発的

な防災活動に関する計画を作成し、これを地区防災計画の素案として防災会議に提案する

など、市と連携して防災活動を行うこととします。 

市は、本計画に地区防災計画を位置づけるよう提案があり、必要があると認めるときは、

本計画に地区防災計画を定めることとします。 
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第５節 地域における要配慮者への支援体制 

  

市は高齢者、障がい者、乳幼児、その他の特に防災上の配慮を必要とする者（以下「要配慮

者」という。）や要配慮者のうち、災害発生時に自ら避難することが困難な者であって、その

円滑かつ迅速な避難の確保を図るため特に支援を要する者（以下「避難行動要支援者」という。）

に対する支援対策を講じ、その取り組みについては自治会、自主防災組織、民生委員児童委員、

消防団等の地域における各主体、市、消防、警察等の行政機関及び関係団体が連携・協力体制

を構築し、「市民と行政等が一体となった防災体制の確立」を目指します。 

 

【現状】 

○近年の災害では、要配慮者が避難所にとどまることができず、生命等の危機に陥ったり、福

祉避難所の数や要配慮者に適切に対応できる人材が不足したりする等の課題が浮き彫りとな

っています。 

○近年の災害では、情報の入手や自力での避難が困難な避難行動要支援者の犠牲者が、健常者

に比して多い傾向があります。 

○市は、避難行動要支援者に対し、適切かつ迅速な避難支援、安否確認等ができるよう、基本

的な方針や対策等を定めた「避難行動要支援者支援計画（全体計画）」を策定しています。 

○市は、「避難行動要支援者支援計画（全体計画）」に基づき、「避難行動要支援者支援制度」

を運用しています。 

○市は、「避難行動要支援者支援計画（全体計画）」に基づき、平常時からの情報提供に同意の

得られた避難行動要支援者の情報を、避難支援に係わる関係者に平常時から提供することで、

避難誘導や安否確認等の避難支援体制づくりを進めています。 

 

【課題】 

○要配慮者に配慮した防災対策を図り、要配慮者の安全・安心が確保される体制づくりが必要

です。 

○要配慮者や避難行動要支援者に対する支援には、自治会、自主防災組織、民生委員児童委員、

消防団等の地域における各主体、市、消防、警察等の行政機関及び関係団体の連携・協力体

制が必要です。 

○避難行動要支援者の迅速な避難支援や安否確認等には、平常時からの地域での声掛けと顔の

見える関係づくりが必要です。 

○避難行動要支援者支援制度に基づく取組をさらに推進し、災害時に適切な避難支援や安否確

認等が実施される避難支援体制づくりが必要です。 

○平常時からの避難支援に係わる関係者への情報提供に同意を得ているのは、避難行動要支援

者の半数にとどまっているため、同意者を増やすことで、避難行動要支援者の避難支援体制

を強化する必要があります。 

〇避難支援の実効性をさらに高めるために真に避難支援を要する人を把握した上で、多様な主

体の連携による避難支援体制を確立する必要があります。 

 

【取り組みの方向】 

第１ 要配慮者への支援体制の確立 文化スポーツ部、福祉部、こども育成部、保健所  

１ 地域における支援体制の確立 

要配慮者への支援は「自分たちの地域は自分たちで守る」という地域の連帯感に基づい

ています。 

また、市は、要配慮者に対する防災環境の整備や支援に向けた防災対策を積極的に行う

ことにより、要配慮者支援体制の確立に努めます。 

２ 地域の関わり 

日頃からの地域の支え合いが災害時にも助け合える力となることから、自治会、自主防

災組織、民生委員児童委員等の地域における各主体は、日頃から要配慮者に対する見守り
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や声掛け等を行い、状況の把握・共有を図ります。 

 

第２ 避難行動要支援者支援制度の確立 くらし安心部、福祉部  

市は、避難行動要支援者について、自治会、自主防災組織、民生委員児童委員、消防団

等の地域における各主体や関係団体と連携・協力し、災害時の支援体制を整えます。 

なお、市は避難行動要支援者の支援に関して必要な細目について、「避難行動要支援者

支援計画（全体計画）」で定めます。 

１ 避難行動要支援者名簿の作成 

避難行動要支援者について避難の支援、安否の確認、その他の避難行動要支援者の生命

又は身体を災害から保護するために必要な措置を実施するための基礎とする名簿を作成し

ます。なお、作成に際してはデジタル技術を活用するよう検討します。 

対象者は、生活基盤が自宅にある方のうち、次のいずれかに該当する者とします。 

①身体障がい者のうち、肢体不自由の上肢障害２級以上、下肢障害又は体幹機能障害３

級以上並びに視覚障害又は聴覚障害６級以上の者 

②知的障がい者のうち、その障がいの程度がＡ１若しくはＡ２の者 

③介護保険制度において要支援以上の認定を受けている者 

④「災害時要援護者支援制度」登録者のうち本制度への登録に同意する者とします。 

ただし、市長が特に認めた場合については対象とする。 

なお、名簿には、避難行動要支援者に関する次に掲げる事項を記載し、又は記録するも

のとします。 

①氏名 ②生年月日 ③性別 ④住所又は居所 ⑤電話番号その他の連絡先 ⑥避難支援等

を必要とする事由 ⑦その他避難支援等の実施に関し市長が必要と認める事項 

２ 個別避難計画の作成 

市は、避難行動要支援者の同意が得られない場合を除き、避難支援等関係者と連携し避

難行動要支援者ごとに避難支援等を実施するための計画（「個別避難計画」）の作成に努め

ます。また、個別避難計画の作成にあたっては、地域におけるハザードの状況や対象者の

心身の状況、情報取得や判断への支援が必要な程度、居住実態等を考慮し、優先度の高い

対象者から順に進めます。 

なお、個別避難計画には、避難行動要支援者名簿に記載の情報のほか、次に掲げる事項

を記載し、又は記録するものとします。 

①避難支援等実施者（避難支援等関係者のうち当該個別避難計画に係る避難行動要支援

者について避難支援等を実施する者）の氏名等 

②避難先等の避難に必要な事項 

③その他避難支援等の実施に関し市長が必要と認める事項 

３ 避難行動要支援者の情報の把握及び管理 

市は、避難行動要支援者名簿及び個別避難計画の作成にあたり、避難行動要支援者に該

当する者を把握するために、市の関係部局で把握している要介護高齢者や障がい者等の情

報を必要な範囲で集約します。 

また、避難行動要支援者の状況は常に変化しうることから、市はその把握に努め、名簿

を更新する期間や仕組みをあらかじめ取り決め、名簿情報を最新の状態に保つように努め

ます。 

なお、避難行動要支援者名簿及び個別避難計画については、個人情報の保護に関する法

律や関係法令等に留意し、目的外の利用、又は盗難若しくは外部への漏えいをしないよう

適切な措置を講じます。 

４ 避難行動要支援者名簿及び個別避難計画情報の利用及び提供 

市は、災害が発生又は発生するおそれがある場合に、避難行動要支援者を災害から保護

するため避難支援等の実施に必要な限度で、避難支援等関係者に対し避難行動要支援者名

簿及び個別避難計画の情報を提供できることとします。 

また、避難行動要支援者名簿及び個別避難計画の情報は、平時から避難支援等関係者に

提供され共有されていることで、いざというときの円滑かつ迅速な避難支援等の実施に結

びつくため、市は同意の得られた避難行動要支援者名簿及び個別避難計画の情報を、あら
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かじめ避難支援等の実施に必要な限度で次の避難支援等関係者に提供することとします。 

（避難支援等関係者） 

①消防機関 ②警察 ③自治会 ④自主防災組織 ⑤民生委員児童委員 ⑥地域包括支援セン

ター ⑦個別避難計画の作成に関わる福祉事業者 

更に名簿とハザードマップ等を活用し、災害リスクが高い区域に住む避難行動要支援者

を確認します。避難支援等関係者が日頃の活動により確認した支援内容等を市の関係部局

で共有することで、当該区域の方へ特に早期の避難支援を行い、円滑な避難支援を図りま

す。 

なお、市は、避難支援等関係者への避難行動要支援者名簿及び個別避難計画の情報提供

にあたっては、情報の漏えい防止のため、避難支援等関係者に対して情報の取扱いに関し

次の事項を求めるとともに、個人情報の取扱いに関する研修を実施します。 

ア 必要以上の情報の複製の禁止、適正な保管、使用後や情報更新時の返却等の情報の

適正な管理 

イ 受領した情報の避難支援等以外の目的での使用の禁止 

第３ 避難行動要支援者支援制度の周知・啓発 くらし安心部、福祉部 

災害時に、避難支援、安否の確認その他の避難行動要支援者の生命又は身体を災害から

保護するために必要な措置を実施するためには、平常時からより多くの避難行動要支援者

の情報を搭載した名簿を避難支援等関係者へ提供し、避難誘導や安否確認等の避難支援体

制づくりを行うことが必要です。そのために、市では、より多くの避難行動要支援者に本

制度についてご理解いただくとともに、平常時からの名簿提供に同意していただけるよう、

避難行動要支援者のうち、同意していない方等への同意の依頼や、自治会、自主防災組織

等へのパンフレット等の配布による周知・啓発を継続的に実施していきます。 
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第６節 防災訓練の実施 

  

市は、災害対応力の強化を図るため、市民、自主防災組織及び防災関係機関等との連携協力

のもと、地域で想定される災害に対し、各種の防災訓練を実施することで、「市民と行政等が一

体となった防災体制の確立」を目指します。 

 

【現状】 

○市及び防災関係機関は、気象予報・警報等災害情報の受伝達、災害時の被害情報の把握及び

応急対策の指令を迅速かつ適切に行えるよう、通信訓練を実施しています。 

 

【課題】 

○地域防災力の向上のためには、市民や地域の主体的参加のもと、市、防災関係機関、市民、

企業等が連携した実践的な防災訓練の実施が必要です。 

○高齢者、障がい者等に配慮した防災訓練を実施し、災害時における高齢者、障がい者等の安

全が確保される体制づくりが必要です。 

○防災訓練の実施にあたっては、男女共同参画の視点を持ち、男女のニーズの違い等に配慮し

た取組が必要です。 

○保育園、幼稚園、学校等は、各種の災害を想定した実践的な避難訓練の実施や、保護者への

連絡及び保護者による引き取り訓練等、保護者も含めた訓練の実施が重要です。 

○市は、災害応急対策活動を迅速かつ的確に実施するため、災害の発生を想定した図上訓練や

具体的な対策の訓練を実施することで、職員の災害応急対策活動に対する習熟を図るととも

に、防災関係機関や協定締結事業者等との連携調整体制を確立する必要があります。 

 

【取り組みの方向】 

第１ 防災関係機関との連携強化及び防災知識の向上 くらし安心部 

災害発生時に、市、防災関係機関、市民、企業等が一体となった災害応急対策が実施で

きるよう、日頃から顔の見える関係性を構築するとともに、防災関係機関が災害時におけ

る役割を相互に認識することにより、防災体制の強化を図ります。 

第２ 通信訓練及び情報伝達訓練 企画政策部、くらし安心部 

市、県及び防災関係機関は、災害時に気象予報・警報、台風等の各種災害情報の受伝達、

災害発生時の被害状況の把握及び応急対策活動の指令を迅速かつ適切に行えるよう通信訓

練及び情報受伝達訓練を実施します。 

第３ 災害対策本部運営訓練 経営総務部、くらし安心部 

１ 市及び防災関係機関は、災害発生時の本部の設置、職員の動員配備、本部会議の招集等

本部の運営を適切に行うため、災害対策本部運営訓練（図上訓練）を実施します。 

２ 市は、災害に係る情報の集約・分析、災害対策本部活動の活動方針の策定等、統括調整

部による本部員会議の意思決定補佐や統括調整部と各部の総合調整などを適切に実施でき

ることを目標とした図上訓練等を実施します。なお、図上訓練では、市の実情に基づいた

最悪事態の想定等を付与した上で、統括調整部及び各部局の対応や関係者間の連絡・調整

機能を検証しつつ、発災前の時点から可能な限りの備えを整え、防災対策の基本的理念で

ある被害の最小化と迅速な回復を図れるよう訓練を実施します。 

３ 市は、災害時の参集経路の確認や緊急参集体制の検証、職員の参集意識の向上を図るた

め、職員参集訓練を実施します。 

 

第４ 水防訓練 くらし安心部、消防本部、京浜河川事務所、藤沢土木事務所、横浜地方気象   
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台 

市は、水防活動を円滑に遂行するため、通報伝達、水防工法等の水防訓練を実施します。 

また、風水害の特性や具体的な被害を想定し、関係機関で水害時の対応を相互に確認す

る実践的な訓練を実施します。 

 

第５ 自主防災組織の訓練 自主防災組織 

自主防災組織は、地域の特性に応じた情報伝達、避難誘導、避難所の受け入れ等を想定

した、実践的な訓練を実施します。 

また、女性や中学生等、地域住民の積極的な参加を促進するとともに、要配慮者の視点

に配慮した訓練を実施する等、地域防災力の向上に努めます。 

第６ 保育園、幼稚園、学校等における訓練 こども育成部、教育総務部、施設管理者 

１ 保育園、幼稚園、学校等は、園児、児童、生徒の安全確保を図るため、災害時を想定し

た実践的な避難訓練を実施します。 

２ 保育園、幼稚園、学校等は、災害時における保護者との連絡体制を確立し、園児、児童、

生徒の保護者による引き取り訓練等を実施します。 

第７ 多数遺体取扱訓練 市民部、保健所、茅ケ崎警察署 

市は、防災関係機関、茅ケ崎警察署、歯科医師会、葬祭業者等と協力して、大規模災害

発生時における多数遺体取扱訓練を実施します。 

第８ 要配慮者等に配慮した防災訓練の実施 くらし安心部、防災関係機関、自主防災組織 

市、防災関係機関及び自主防災組織は、各種訓練の実施において、要配慮者や男女共同

参画の視点に十分配慮した取り組みとなるよう、訓練の実施内容等の工夫に努め、災害を

イメージし実践的な訓練を実施します。 
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主な担当 

１ ２ ３ ４ ５ 

防
災
空
間
の
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保 

治
水
対
策 

風
害
対
策 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
予
防
対
策 

事
前
復
興
対
策 

市 

総括・情報班      

避難所対策班・配備職員      

救援物資対策班      

保健医療対策班      

要配慮者対策班      

衛生・災害廃棄物対策班      

被災者生活再建対策班      

応急復旧対策班      

経営総務部      

企画政策部  ○    

くらし安心部 ○ ○  ○  

市民部 ○     

経済部 ○ ○ ○   

文化スポーツ部 ○     

福祉部 ○     

こども育成部      

環境部 ○     

都市部 ○  ○ ○ ○ 

建設部 ○ ○ ○ ○ ○ 

下水道河川部 ○ ○    

保健所・市保健師      

消防本部    ○  

会計課      

市立病院      

議会事務局      

選挙管理委員会事務局      

監査事務局      

教育総務部・教育推進部 ○     

防
災
関
係
機
関
等 

関東農政局      

湘南海上保安署      

京浜河川事務所  ○    

横浜国道事務所 ○  ○   

横浜地方気象台  ○    

自衛隊      

藤沢土木事務所 ○ ○ ○ ○  

湘南地域県政総合センター      

茅ケ崎水道営業所      

茅ケ崎警察署    ○  

消防団    ○  

東日本旅客鉄道(株)      

東日本電信電話(株)      

東京電力パワーグリッド(株)      

東京ガスネットワーク（株）      

神奈川県トラック協会      

神奈川中央交通(株)      

茅ヶ崎医師会（医療関係団体）      

市社会福祉協議会      

自主防災組織      

 

 

 



風水害対策計画 

第３章 災害に強いまちづくり 

第１節 防災空間の確保 

 

59 

第１節 防災空間の確保 

 

市は、災害による被害の最小化及びその迅速な回復を図るため、防災上の活動拠点や道路等

の防災空間の整備を進め、「災害に強いちがさき」を実現していきます。 

【現状】 

○市は、災害発生時に重要な役割を果たす道路、河川及び下水道の整備、公園や農地等の緑地

の確保等、防災空間の確保に努めています。 

○市は、避難所、避難場所を指定するとともに、災害時に拠点となる公共施設等に必要な資機

材等を備蓄しています。 

○市は、宅地開発に伴う災害を防止するため、都市計画法の技術基準に基づき配水や擁壁につ

いて審査及び指導を行っています。 

○国及び県は、防災上重要な役割を果たす道路の整備を進めています。 

○市は、地盤沈下の状況を把握するため、水準測量を行っています。 

【課題】 

○災害時の応急対策活動を行う上で重要となる公共施設等を、防災上重要な拠点として、災害

時にその機能を十分に維持できるように、整備を進めることが必要です。 

○災害による被害を軽減するため、避難所・避難場所等の防災上の空間の確保や機能の拡充が

必要です。 

○災害による被害の軽減や迅速な復旧を図るためには、避難、救助活動、物資輸送等、防災上

重要な役割を果たす道路の整備を進める必要があります。 

○昨今の被災実態を踏まえ、現行の宅地防災行政を強化することが必要です。 

○地盤沈下の防止を図るため、地下水の過剰な採取を抑制する必要があります。 

【取り組みの方向】 

第１ 防災空間の確保 くらし安心部、経済部、都市部、建設部、下水道河川部 

１ 防災空間の確保 

市は、緊急輸送道路や避難場所、防災上の拠点等の確保に努め、機能の更なる整備に努

めます。 

２ 防災空間の整備 

市は、防災上の拠点や避難場所となる施設や空地の整備を行うとともに、その機能を十

分に発揮できるよう、必要な資機材等の整備を図ります。 

(1) 主な防災上の拠点とその役割 

市は、災害発生時に重要な応急対策活動を行う拠点を定め、円滑な応急対策活動の実

施に努めます。 

防 
 

災 
 

拠 
 

点 

行政拠点 
災害対策本部の設置や災害時の応急対策活動の中枢となる拠点 

市庁舎、保健所、支所等 

地区防災 

拠点 

避難者の受け入れ（避難所）や災害情報や支援情報等の提供、家族の

安否確認、物資の分配等を行う拠点 

公立小・中学校 

物資拠点 

防災用資機材の保管場所や広域応援等による物資等の一時的な集積・

保管を行う場所で、地区防災拠点等への分配を行う拠点 

市の備蓄倉庫、茅ヶ崎公園野球場、(株)茅ヶ崎青果地方卸売市場、そ

の他物資の集積を行う場所 

活動拠点 

消防部や消防団等の応急対策活動並びに自衛隊や各種広域応援部隊、

ボランティア等が広域応援活動等を行う拠点 

消防庁舎、消防出張所、消防団器具置場、総合体育館、第一カッター

きいろ公園（中央公園）、文化会館、その他各種応援機関等の活動の拠

点となる場所 
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医療拠点 

災害拠点病院や後方医療機関、医療救護所等が連携した災害時医療を

行う拠点 

市立病院、医療救護所（赤羽根中学校を除く公立中学校１２校及び小

和田小学校、地域医療センター）、災害協力病院その他医療機関等 

市は、災害時に一定の役割を担う指定管理施設において、指定管理者と災害時の役割

分担について予め確認しておくこととします。 

第２ 避難場所等の指定 くらし安心部、市民部、経済部、文化スポーツ部、福祉部、教育              

総務部、教育推進部 

災害時における避難場所等について、災害の危険が切迫した場合における緊急的に身を

守るための避難場所（指定緊急避難場所）と、被災者が一定期間滞在して避難生活を送る

ための避難所（指定避難所）を区別して、順次指定します。 

１ 指定緊急避難場所の指定 

市長は、災害対策基本法第４９条の４に基づく指定緊急避難場所について、防災施設の

整備の状況、地形、地質その他の状況を総合的に勘案して、以下の異常な現象の種類ごと

に、切迫した災害の危険から身を守るための緊急的な避難先として、同法施行令第２０条

の３に定める安全性等の一定の基準を満たす施設又は場所を指定します。 

指定にあたっては、災害が発生し、又は発生するおそれがある場合において避難者に開

放され、かつ避難者の受入場所について、避難経路上に障害が生じることのないといった

管理条件を満たすとともに、災害の種別ごとに次に掲げる立地条件又は構造条件を満たす

施設又は場所を指定することとします。 

(1) 洪水・内水氾濫  

河川の氾濫又は内水氾濫から身を守るための避難先として、次のいずれかの基準に適

合する施設又は場所を指定します。 

ア 茅ヶ崎市洪水ハザードマップに示された洪水又は内水氾濫の浸水想定区域外にある

施設又は場所 

イ 想定される洪水又は内水氾濫に対して安全な構造であるとともに、洪水又は内水氾

濫の浸水想定区域内であっても想定水位以上の高さに避難スペースがあり、かつ当該

スペースまでの有効な避難経路があること。 

(2) 土砂災害 

崖崩れや土石流、地滑り等の土砂災害から身を守るための避難先として、次のいずれ

かの基準に適合する施設又は場所を指定します。 

ア 茅ヶ崎市土砂災害ハザードマップに示された土砂災害（特別）警戒区域外にある施

設又は場所 

イ 土砂災害警戒区域内であっても建築基準法施行令第８０条の３に基づき定められて

いる基準、又は鉄筋コンクリート造等の極力強固な構造などを備えていること 

なお、同法で異常な現象のひとつとしている高潮については、今後、高潮浸水想定

区域が指定された場合に指定緊急避難場所の指定を検討します。 

(3) 高潮 

高潮から身を守るための避難先として、次のいずれかの基準に適合する施設又は場所

を指定します。 

ア 高潮浸水想定区域外にある施設又は場所 

イ 想定される高潮に対して安全な構造であるとともに、高潮の浸水想定区域内であっ

ても想定水位以上の高さに避難スペースがあり、かつ当該スペースまでの有効な避難

経路があること。 

２ 指定避難所の指定 

  (1) 指定一般避難所 

市長は、災害対策基本法第４９条の７に基づく指定避難所について、想定される災害

の状況、人口の状況その他の状況を勘案し、災害が発生した際に、被災者が一定期間滞

在し避難生活を送る施設として、同法施行令第２０条の６第１号から第４号までを踏ま
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え次の基準を満たす施設を指定します。 

ア 避難生活を送るために最低限必要な面積として被災者等１人当たり２㎡としたとき

に、１，０００人以上の収容可能面積があること 

イ 防災倉庫が設置、又は備蓄スペースが確保されており、防災資機材や備蓄食料、ト

イレ、毛布等の災害時に必要な資機材等を備蓄することができること 

ウ 一般の避難者と要配慮者を区別した避難場所の確保、救援物資の保管・配布、仮設

トイレの設置、市災害対策本部との情報受伝達等、当該施設において避難生活を送る

うえで必要な避難所機能について避難所運営マニュアルで事前に想定してあること 

エ 指定緊急避難場所の指定条件にある災害の種別ごとの立地条件又は構造条件を満た

すとともに、指定緊急避難場所の耐震条件を満たすこと 

オ 近接する緊急輸送路又は当該道路を補完する道路から当該施設まで、概ね幅員４ｍ

以上の道路幅員を有すること 

カ 公共施設であること。なお、指定管理施設にあっては指定管理者との避難所開設時

の役割分担が明確になっていること 

本市では、市域に分散配置されており、住民に身近な公立小中学校（３２校）を災害

対策地区防災拠点と定め、そこを指定避難所として、被災者の避難生活を送る施設とす

るほか、災害情報の受伝達の拠点、在宅避難者等の避難所外避難者も含めた救援物資を

配布する拠点等として活用します。 

    (2) 指定福祉避難所 

    市長は、災害対策基本法第４９条の７に基づき、指定一般避難所等での生活が困難な

障がい者や高齢者等の要配慮者を受入れる施設として、同法施行令第２０条の６第１号

から第５号までに定める基準に適合する施設を指定福祉避難所として指定することを推

進します。なお、指定福祉避難場所の指定に向けた設備整備にあたっては緊急防災・減

災事業債を活用するなど、機能強化を図ります。 

３ その他の避難所等の確保 

(1) 福祉避難所 

市は、指定避難所での生活が困難な障がい者や高齢者等の要配慮者のため、施設がバ

リアフリー化されているなど要配慮者の利用に適している社会福祉施設等を福祉避難所

として使用できるよう、社会福祉施設等との協定締結を進めるとともに、必要な防災用

備蓄資機材等の整備に努めます。 

(2) 帰宅困難者一時滞在施設 

地震等により多くの滞留者の発生が予測される駅周辺に、滞留者の安全確保と災害関

連情報を提供する場所として一時滞在施設を確保します。 

(3) ２次避難所（施設）等 

市は、多数の避難者で避難所となる公立小中学校のスペースが不足する場合や、被災

等により使用できない避難所が発生した場合に備え、市内の高等学校や企業等と協定を

締結し、２次避難所（施設）を確保しています。 

今後も企業等との協定締結を進め、多様な避難施設の確保に努めるとともに、必要な

防災用備蓄資機材等の整備に努めます。 

４ 避難場所等の周知 

市は、災害の種別に応じた避難先や避難生活を送るための避難所等について、災害時の

円滑な避難行動に資するため、避難所看板や案内板、ハザードマップや市ホームページ等

で周知するとともに、防災訓練や防災研修会などの機会を通じて、平常時にあらかじめ確

認するよう啓発に努めます。 

また、市は、新たに指定緊急避難場所又は指定避難所を指定したとき、及び指定を取り

消したときは、速やかに県知事に報告するとともに、その旨を公示します。 

第３ 道路・橋りょうの整備 建設部、都市部、藤沢土木事務所、横浜国道事務所 

市では、多様な防災上の役割を担う都市計画道路の整備を推進しています。 

都市計画道路等の幅員の広い道路は、防災効果が高く、安全な避難を可能にするとともに、
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消火、救助・救急活動等における緊急車両の通行、緊急物資等の輸送車両の通行等、その

防災上の役割は非常に重要なものとなります。 

そこで、市は、「茅ヶ崎市道路整備プログラム」に基づき、都市計画道路及び幹線市道

の整備を推進するとともに、整備済道路については適正に維持管理を行います。 

橋りょうは、災害時の避難、緊急物資の輸送等に重要な役割を果たすため、機能、安全

性の維持が必要です。そのため、市は、「茅ヶ崎市橋りょう等長寿命化修繕計画」に基づ

き、バス路線や橋長の比較的長い橋は、定期点検を行い、損傷程度が軽微な段階で、小規

模な修繕を行い健全な橋の状態を維持していきます。 

また、国道、県道は市域内の主要道路として、災害時にあっても応急対策を進めるうえ

で、重要な役割を果たすことから、適正に維持管理に努めます。 

第４ 造成地の災害防止 経済部、都市部 

１ 災害防止に関する指導、監督 

宅地や農地、森林等を対象とした盛土造成地は、盛土による災害防止に向けた総点検を

踏まえ、危険が確認された盛土について、各法令に基づき県と連携して対応します。 

第５ 地盤沈下の防止 環境部 

地盤沈下は、地下水の過剰揚水に起因する現象であり、一度発生すると地盤は復元しま

せん。このため、市は、神奈川県生活環境の保全等に関する条例により地下水の過剰な採

取を抑制して、その未然防止に努めます。 

１ 地盤の監視、地下水採取に関する指導 

市は、地盤沈下把握のため、水準測量を行い、地盤の変動量の調査を行います。 

また、神奈川県生活環境の保全等に関する条例により、一定規模以上の揚水施設を設置

して地下水を採取している者は、地下水の採取量の測定及び水位の測定を行います。 
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第２節 治水対策 

  

 国、県、市は、浸水対策（河川、公共下水道の整備）、高潮対策等、あらゆる水害予防対策

に取り組み、「災害に強いちがさき」を実現していきます。 

 

【現状】 

○国、県、市は各種計画等に基づき、浸水対策（河川、公共下水道の整備）、高潮対策等の治

水対策に取り組んでいます。 

○近年、砂浜の侵食が進み、台風時には高潮の被害が発生しているため、県は高潮による侵食

対策として、養浜、突堤護岸等の整備を進めています。 

○国、県、市等は協力・連携し、「施設では防ぎきれない大洪水は発生するもの」との考えに

立ち、社会全体でこれに備えるため、ハード・ソフト一体となった「水防災意識社会再構築

ビジョン」の取組を進めています。 

 

【課題】 

○近年、全国各地で水害が頻発、激甚化しているとともに、短時間強雨が増加傾向にある中、

計画規模降雨に対応した河川等の整備が完了していない区間等があり、更なる治水対策が必

要です。 

○高潮や侵食への対策としては、護岸等の整備のみならず、防護・環境・利用が調和した取り

組みが必要です。 

 

【取り組みの方向】 

第１ 水害対策 くらし安心部、経済部、建設部、下水道河川部、京浜河川事務所、藤沢土木

事務所、横浜地方気象台、防災関係機関 

１ 大規模氾濫減災協議会 

(1) 組織体制 

国及び県は、水防法第１５条の９第１項及び同条の１０第１項の規定に基づき、洪水

予報河川及び水位周知河川について、想定最大規模降雨により当該河川が氾濫した場合

の水災による被害の軽減に資する取組を総合的かつ一体的に推進するための協議会（以

下「大規模氾濫減災協議会」という。）を組織します。 

また、市及び横浜地方気象台は大規模氾濫減災協議会に参画するとともに、防災関係

機関は必要に応じて大規模氾濫減災協議会に参画します。 

(2) 取組方針 

大規模氾濫減災協議会は、洪水氾濫による被害の軽減を図るため、ハード・ソフト一

体となった対策（多様な関係者が密接な連携体制を構築すべき事項）について関係者が

協議し、取組方針として取りまとめます。 

(3) 取組の推進 

国、県、市等は、水防法第１５条の９第３項及び同条の１０第３項の規定に基づき、

大規模氾濫減災協議会において取りまとめた取組方針を尊重し、その取組を推進します。 

２ 河川・下水道の整備 

河川管理者及び下水道管理者は、大規模氾濫減災協議会において取りまとめた取組方針

及び各種整備方針、計画等に基づき、河川等の整備を推進し、治水機能の向上を図ります。 

３ 雨水排水対策 

(1) 公共下水道の整備 

市は、下水道計画区域内の未整備地域の早期完成を重点に整備を進めます。 

(2) 排水機能の強化 

市は、老朽化した下水道管を改修し、排水機能の保全に努めます。 

また、公共下水道区域外においては、浸水を防止するため、雨水等の排出機能を有す
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る水路及び道路側溝等の整備に努めます。 

(3) 施設の整備 

市は、既設下水道管、水路及びその附帯施設のうち、閉塞、破損等のあるものについ

ては、掃除、しゅんせつ及び修繕を行い、災害時にその能力を最大限に発揮できるよう

努めます。 

また、マンホール蓋等の飛散防止対策に努めます。 

(4) 水利組合との連携 

市は、親水機能にも配慮しながら、治水機能の向上を図るため、水利組合と連携を強

化し、浸水対策に努めます。 

(5) 道路冠水対策  

道路管理者は、定期的に道路側溝を浚渫、清掃し、道路冠水の予防に努めます。 

(6) 土のう確保への支援 

市は、台風や集中豪雨時における宅内への雨水流入対策として、市民に対し土のうの

配布を行います。 

第２ 高潮対策 企画政策部、経済部、藤沢土木事務所、京浜河川事務所 

１ 高潮対策の推進 

国及び県は、高潮対策として、養浜、突堤、護岸等の整備を進めます。 

また、地域住民の安全を確保するとともに、地域の景観等に配慮した整備を計画的に進

めます。 
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第３節 風害対策 

  

台風の上陸により、本市では建物被害や倒木、鉄道の運転見合わせ等の被害が発生し、市民

生活に大きな影響が発生しています。 

市は、防災関係機関と連携し、災害の未然防止に取り組み「災害に強いちがさき」を実現し

ていきます。 

【現状】 

○市及び建築確認検査機関は、一定規模以上の建築物について、建築基準法第２０条に基づき、

風圧に対する構造計算によって安全性を確認しています。 

○市は、建築物をはじめ、落下物、ブロック塀等の安全対策を総合的に進めています。 

○台風等による暴風により街路樹や農作物等への被害が想定されます。 

○県は、海岸周辺住民及び公共施設等への飛砂、潮風被害の軽減を図るとともに、自然環境の

保全を図るため砂防林を設置しています。 

【課題】 

○施工又は維持管理に起因すると考えられる建築物の外装等の剥離、落下による事故が発生し

ていることから、強風時に対しても外装材をはじめ建築物の屋外に取り付けるものの安全性

を確保することが必要です。 

○風害による被害軽減を図るためには、各施設の適正な管理に努めるとともに、関係機関と連

携した情報提供体制の構築が必要です。 

【取り組みの方向】 

第１ 建築物の風害対策 都市部 

１ 建築物の安全対策 

市は、建築基準法第６条に基づく確認申請時に、風圧力の構造計算等の確認を行い、建

築物の安全性の向上に努めます。 

２ その他安全対策 

(1) ブロック塀等の倒壊防止対策 

市は、災害時に倒壊の危険性があるブロック塀、石塀の生垣への転換及び改修等の指

導を行い、地域の安全性の向上を図ります。 

(2) 窓ガラス等の落下物防止対策 

窓ガラス、広告塔、看板等は、災害時に脱落し、被害を与えることが予想されます。

このため、市は、所有者及び管理者に対し、落下物防止対策の観点から指導をします。 

第２ 街路樹等の風害対策 建設部、藤沢土木事務所、横浜国道事務所 

道路管理者は、街路樹の風害予防措置としては、定期的な剪定を実施するとともに、必

要に応じて支柱で補強する等の措置を講じます。なお、台風等に備え、適時パトロールを

実施し、支柱の見直し及び結束の点検等の対策を講じます。 

第３ 農作物等の風害対策 経済部 

農作物等に被害を与える強風には、台風、冬期の季節風、その他フェーンや降ひょうを

伴う局地的な強風等があります。強風は、作物に被害を与えるだけでなく、土壌を乾燥さ

せ、土壌侵食を起こします。そのため、肥沃な表土が吹き飛ばされて、やせ地になったり、

飛ばされた土が作物を埋没したりして被害を与えます。 

農作物の風害防止については、市は、さがみ農業協同組合及び茅ヶ崎市漁業共同組合を

通じて適切な情報の提供を行い、被害の軽減に努めます。 
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第４ 漁船等被害対策 経済部 

市は、気象予報を的確に把握し、必要により茅ヶ崎市漁業協同組合と連携し、漁船所有

者に出漁中止又は帰港等の指導・通報を行います。 

また、漁船所有者は、漁船の係留、漁具等の流失防止に努めます。 

第５ 飛砂対策 藤沢土木事務所 

県は、大磯から藤沢市鵠沼の区間１１キロ、８５ヘクタール余りにわたる湘南海岸一体

の砂防林を適正に維持管理することで、周辺住民及び公共施設を飛砂、潮風の害から守る

とともに、緑豊かな自然環境の保全に取り組みます。 
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第４節 土砂災害警戒区域等の予防対策 

  

市は、土砂災害警戒区域等あるいは急傾斜地崩壊危険区域の指定について県と連携し取り組

むとともに、避難情報の発令基準及び発令対象区域を設定する等、避難を主軸とした対策の整

備を進め、「災害に強いちがさき」を実現していきます。 

  

【現状】 
○令和３年５月２５日現在、市では、土砂災害警戒区域（急傾斜地の崩壊）が５２区域、土砂

災害特別警戒区域（急傾斜地の崩壊・土石流）が５３区域指定されています。 

○現在、本市には法指定の急傾斜地崩壊危険区域はありませんが、平成１５年３月に県の調査

により公表された急傾斜地崩壊危険箇所は２３箇所、土石流危険渓流は１箇所となっていま

す。 

○市は、急傾斜地崩壊危険箇所等の予防対策を講じるため、その箇所の防災パトロールを実施

しています。 

【課題】 

○土砂災害に注意が必要な地域に居住、滞在する市民に対し、がけ崩れ及び土石流の危険性の

周知が必要です。 

○市は、土砂災害警戒区域等における円滑な避難を確保するため、土砂災害ハザードマップに

基づき、警戒避難体制を整備することが必要です。 

【取り組みの方向】 

第１ 危険箇所の予防対策 くらし安心部、都市部、建設部、消防本部、消防団、藤沢土木

事務所、茅ケ崎警察署  

１ 危険箇所の調査・把握 

市は、がけ崩れ、土石流等により危険が想定される箇所を、県や防災関係機関と連携し、

調査・把握します。 

県は、住民に土砂災害の危険性を認識してもらうため、土砂災害警戒区域等の調査の結

果について公表します。 

２ 所有者等の安全対策 

市は、住民又は地権者に対し必要に応じて危険箇所における必要な安全対策について指

導助言を行います。 

３ ハザードマップの作成 

市は、土砂災害警戒区域等が指定されたときは、当該警戒区域における円滑な避難を確

保する上で必要な事項を記載したハザードマップ等を作成し、市民へ周知します。 

第２ 警戒避難体制の整備 くらし安心部、消防本部、消防団、茅ケ崎警察署 

１ 警戒避難体制の整備 

市は、土砂災害の生じるおそれのある区域や土砂災害警戒情報等について地域住民への

周知と警戒避難体制の確立を図ります。 

２ 土砂災害ハザードマップの活用 

市は、土砂災害警戒区域等における警戒避難体制の整備の一環として、土砂災害警戒区

域等や風水害時の避難場所等を地図上に示した「土砂災害ハザードマップ」を配布するこ

とで、風水害時における住民避難の促進を促し、人的被害の軽減を図ります。 

また、市は、土砂災害警戒区域内及び近隣の住民等に対し、避難場所及び避難経路の確

認を促すとともに、土砂災害ハザードマップを活用した避難訓練の実施について指導助言

を行います。 

３ 土砂災害警戒情報、土砂災害緊急情報の伝達 

土砂災害警戒情報は、大雨警報（土砂災害）の発表後、命に危険を及ぼす土砂災害がい
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つ発生してもおかしくない状況となったときに、市町村長の避難指示の発令判断や住民の

自主避難の判断を支援するため、対象となる市町村を特定して警戒を呼びかける情報で、

県と横浜地方気象台から共同で発表されます。市町村内で危険度が高まっている詳細な領

域は土砂キキクル（大雨警報（土砂災害）の危険度分布）で確認することができ、危険な

場所からの避難が必要とされる警戒レベル４に相当する情報です。 

また、土砂災害緊急情報は、大規模な土砂災害が急迫している状況において、国土交通

省や県が緊急調査を実施し、調査結果に基づき、被害が想定される区域・時期を市に通知

する防災情報です。 

市は、市域に対して発表された場合に備え、警戒避難体制、パトロール、地域住民及び

防災関係機関への情報伝達体制の整備に努めます。 

４ 避難措置 

市は、土砂災害の発生するおそれのある場合、又は二次災害が発生し、その被害が拡大

して人命に危険を及ぼすと予想される場合は、必要に応じて避難情報を発令し、被害の未

然防止あるいは拡大防止を図ります。 

５ 避難情報の市民への伝達 

避難情報は、防災行政用無線や地域情報配信システム等の情報伝達手段により、迅速か

つ正確に伝達し、周知されるよう体制の整備に努めます。 

また、その際、要配慮者には十分配慮します。 

第３ がけ崩れ対策 くらし安心部、都市部、藤沢土木事務所 

１ 急傾斜地崩壊危険区域等の災害防止 

急傾斜地の崩壊が助長又は誘発されるおそれがあり、急傾斜地の崩壊による災害の防止

に関する法律及び関連基準に適合する場合は、市は、急傾斜地崩壊危険区域の指定、急傾

斜地崩壊防止工事の実施、区域内の行為制限等について県に要望するとともに、区域内の

がけ崩れ等を未然に防ぐために協力します。 

また、県は、急傾斜地崩壊危険区域等において、住宅の立地状況のほか、福祉施設など

の有無も考慮し、優先度の高い箇所から順次、土砂災害防止施設の整備を計画的に進めま

す。 

２ 土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域の指定 

県は、土砂災害のおそれがある区域を把握し、市長の意見を聴いて、土砂災害警戒区域

等を指定します。さらに、土砂災害により著しい危害が生じるおそれのある区域を土砂災

害特別警戒区域に指定し、住宅宅地分譲等の特定開発行為に対する許可制を行います。ま

た、既存建築物の移転等の勧告を行う場合があります。 

市は、土砂災害特別警戒区域における開発行為の制限及び建築物の構造規制を行います。 
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第５節 事前復興対策 

  

近年、日本各地では記録的な大雨等による風水害が多発し、平成２７年９月関東・東北豪雨

や平成３０年７月豪雨等、各地で豪雨の発生頻度が増加傾向にあり、深刻な被害が発生してい

ます。 

これまでの台風や豪雨等の風水害を踏まえ、国では、大規模な風水害が発生しても被害を最

小限におさえるための対策として、これまでの応急・復旧対策に加え、災害発生後の生活や都

市の復興対策についても、災害が発生する前に計画的に準備することを推進しています。 

復興対策は、被災者の住宅や生活、都市活動、雇用の再興の基盤であり、平常時から被害の

軽減を目指した「減災」につながる都市計画や災害に強いまちづくりを進め、迅速に対応して

いくことが求められます。 

市は、「災害に強いまちづくり」が、災害発生後にはそのまま「復興まちづくり」に繋がる

よう「被災前からの復興対策」を推進し、「災害に強いちがさき」を実現していきます。 

【現状】 

○各市町村において、災害発生後の被災者の生活や都市活動について、円滑な復興対策を実施

できるよう「事前復興」の取り組みを進めています。 

【課題】 

○市は、被害想定に基づき、被害の軽減を目指した「減災」につながる都市計画や災害に強い

まちづくりを推進し、「被災前からの復興対策」の推進が必要です。 

【取り組みの方向】 

第１ 復興事前準備の推進 都市部 

市は、被害の最小化と早期復興を実現するため、事前復興の必要性を重視し、計画的に

復興まちづくりを進め、災害発生直後にあっても、できる限り円滑な復興対策を実施でき

るよう、事前復興対策に取り組みます。 

なお、風水害、特殊災害の事前復興対策は、地震災害対策計画第３章第７節「事前復興

対策」に位置付ける「復興事前準備の推進」を参考にします。 

１ 事前復興計画の策定 

まちづくりを含めた復興計画については、市、市民、市民団体及び企業等が協働し、一

致団結して計画を構築していく必要があります。 

復興計画の策定にあたっては、方針決定過程のあらゆる場・組織に、地域における生活

者や男女共同参画の幅広い視点を取り入れ、地域のニーズを反映するとともに、「市民と

地域の絆で築く共生社会の実現」と未来に向けた復興を目指していきます。 

そのため、災害時に速やかに復興計画を策定するための事前対策として、被災後の混乱

した状況下においても、市職員が円滑に復興業務を行えるようマニュアル整備を進める他、

市民や市民団体、企業等の意見を踏まえながら、事前に準備しておくべき事項を整理し、

事前復興計画の策定に取り組みます。 

２ 都市防災機能の整備 

市は、災害によって、都市の機能や建物等に被害が生じた際にも速やかに立ち上がれる

よう、根幹となるインフラの整備や区画整理等、災害に強いまちづくりや防災機能を含め

た都市計画を進めます。 

第２ 地籍調査の実施 建設部 

市では、地籍調査を実施し、大規模災害からの迅速な復旧・復興に資する土地の基礎的

な情報の整備を推進します。 
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市 

総括・情報班                   

避難所対策班・配備職員    ○  
 

            

救援物資対策班                   

保健医療対策班                   

要配慮者対策班                   

衛生・災害廃棄物対策班                   

被災者生活再建対策班                   

応急復旧対策班                   

経営総務部 ○        ○   ○   ○    

企画政策部 ○  ○            ○    

くらし安心部 ○ ○ ○ ○   ○  ○ ○  ○ ○  ○ ○   

市民部        ○           

経済部       ○  ○   ○       

文化スポーツ部    ○     ○          

福祉部    ○            ○   

こども育成部    ○      ○         

環境部        ○        ○ ○  

都市部    ○       ○        

建設部   ○ ○     ○   ○       

下水道河川部  ○ ○ ○     ○    ○      

保健所・市保健師    ○  ○  ○        ○   

消防本部  ○ ○ ○ ○     ○         

会計課                   

市立病院      ○             

議会事務局                   

選挙管理委員会事務局                   

監査事務局                ○   

教育総務部・教育推進部    ○     ○ ○         

防
災
関
係
機
関
等 

関東農政局                   

湘南海上保安署     ○         ○     

京浜河川事務所  ○ ○ ○               

横浜国道事務所            ○       

横浜地方気象台  ○ ○ ○               

自衛隊     ○              

藤沢土木事務所  ○ ○ ○        ○       

湘南地域県政総合センター   ○            ○    

茅ケ崎水道営業所             ○      

茅ケ崎警察署     ○   ○      ○     

消防団  ○ ○ ○ ○     ○         

東日本旅客鉄道(株)             ○      

東日本電信電話(株)             ○      

東京電力パワーグリッド
(株)             ○ 

 
  

 
 

東京ガスネットワーク（株）             ○      

神奈川県トラック協会         ○          

神奈川中央交通(株)                   

茅ヶ崎医師会（医療関係団
体）      ○        

 
  

 
 

市社会福祉協議会                ○   

自主防災組織    ○ ○              
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第１節 災害対策本部機能の強化 

 

【現状】 

○市は、東日本大震災を踏まえ、災害対策本部組織の見直しを図るとともに、災害対策応急活

動を効果的に行うため、庁舎や備品の整備を行いました。 

○市は、防災関係機関と連携の強化を図るため、関係機関参加のもと、災害対策本部運営訓練、

消防防災フェスティバル、災害情報受伝達訓練等を実施しています。 

○市は、行政そのものが被災し、職員や庁舎、ライフライン等の業務に必要な資源に制約があ

る中であっても行政が果たすべき役割を遂行するため、災害時に優先的に実行する業務とそ

の業務に必要な資源を整理し、その確保策、対応策をまとめた茅ヶ崎市業務継続計画震災編

を策定しています。 

○災害対策本部活動を円滑に行うためには、統括調整部設置場所をあらかじめ定め、定期的に

設置訓練を実施している。 

【課題】 
○市は、災害応急対策活動を迅速かつ的確に実行するため、引き続き災害対策本部機能の強化

を図る必要があります。 

○災害応急対策活動を効果的に行うためには、防災関係機関との連携強化が不可欠なことから、

引き続き平常時からの連携強化に努める必要があります。 

○市は、発災後に優先して着手すべき業務（非常時優先業務）の実施体制を継続的に改善する

必要があります。 

○市は、災害応急対策活動を迅速かつ円滑に実施するために、その実施場所をあらかじめ整理

しておく必要があります。 

【取り組みの方向】 

第１ 災害対策本部の機能強化 経営総務部、企画政策部、くらし安心部 

１ 災害対策本部組織の強化 

市災害対策本部の組織は、災害対策の意思決定を行う本部員会議のもと、意思決定機能

の補佐や各種対策の総合調整を担う総括調整部、各対策の執行機能を担う各部によって編

成されます。これらの本部機能が、統一した方針の下、効果的かつ組織的に活動できるよ

う、様々な場面を想定した災害対策本部運営訓練等の各種の訓練を実施することで、災害

対策本部組織の強化を図ります。 

また、被災地に応援職員として派遣された職員等、災害対応経験者をリスト化するなど、

災害時に活用できる人材を確保し、即応できる体制の整備に努めます。 

２ 災害対策本部施設・設備の強化 

市は、円滑な災害対策本部活動を行うために、災害対策本部活動の拠点となる市庁舎の

機能強化を図ります。 

３ 災害対策本部における災害情報の共有 

市は、応急対策活動に係わる関係者間で、災害の状況に係る認識の統一を図り、組織的

かつ効率的に応急対策活動を進めるために、災害情報を集約し関係者間で共有することが

できる体制を整備します。 

第２ 国、県及び防災関係機関との連携強化 企画政策部、くらし安心部 

市は、災害対策応急活動を迅速かつ的確に実施するために、各種の防災計画や相互の応

援協定等に基づき、国、県及び防災関係機関を適切に役割分担し、連携協力するため、平

常時より訓練等を連携して実施します。 

第３ 業務継続体制の向上 くらし安心部 

市は、災害発生時の応急対策業務や優先度の高い通常業務の実施のため、これらの業務

の実施にあたっての必要な職員や非常電源、通信手段等の業務資源の確保に向けた対応策
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を検証するとともに、業務継続にあたっての資源確保における課題の解消に取り組むこと

で業務継続体制の向上を図ります。 

第４ 災害時における公共施設の活用方法の整理 経営総務部、くらし安心部 

市は、災害時における公共施設やその会議室等の活用方法を整理することで、災害応急

対策の円滑な実施や広域応援部隊や他自治体からの支援の円滑な受入れを図ります。 
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第２節 水防対策 

  

【現状】 

○本市西部には、県内最大の河川である相模川が流れ、河口付近では小出川が合流し、小出川

中流部では、市中部を流れる千ノ川が合流しています。 

このような環境の中、河川の氾濫や洪水、又は海岸域における高潮等による被害発生に対し

て水防対策の強化・充実を図っています。 

○市は、水防事務の調整及び円滑な実施のため、防災関係機関と情報受伝達訓練を実施する等、

日頃より連携の強化を図っています。 

○市は、洪水等の緊急事態に対処できるよう、水防倉庫を整備しています。 

【課題】 

○市は、河川、海岸、漁港等の洪水、津波又は高潮等による水害を警戒・防御し、これによる

被害を軽減し、水防の措置を講じる必要があります。 

○市は、災害発生時には、その被害を最小限に抑え、迅速かつ的確な水防活動を行うために、

雨量、水位情報や被害情報等を正確に収集、伝達することが必要です。 

【取り組みの方向】 

第１ 水防責任 くらし安心部、消防本部、消防団 

市は、水防法第３条の規定に基づき、管轄区域内の水防が十分に行われるよう適正な水

防活動体制を確立します。 

第２ 重要水防区域 くらし安心部、下水道河川部、消防本部、消防団、京浜河川事務所、

藤沢土木事務所 

１ 重要水防区域 

市内の河川のうち、特に水防上警戒又は防御に重要性を有する区域及び箇所を重要水防

区域として定めています。 

河川名 管理者名 管理延長 
重要水防区域 

箇所 延長 

相模川 国土交通省 6.60km 36 4,392m 

小出川 神奈川県 11.25km 7 8,930m 

千の川 神奈川県 1.70km - - 

出典 「令和５年度 洪水対策計画書（多摩川・鶴見川・相模川）（国土交通省関東地方整備局

京浜河川事務所）」、「令和５年度神奈川県水防計画（神奈川県）」 
※相模川の国土交通省管理区間は、神川橋上流端から海上まで 

※小出川の神奈川県管理区間は、諸の木橋から相模川合流点まで 

※千の川の神奈川県管理区間は、梅田橋から小出川合流点まで 

第３ 指定河川洪水予報 横浜地方気象台、京浜河川事務所 

１ 定義 

洪水予報とは、河川の増水や氾濫などに対する水防活動の判断や住民の避難行動の参考

となるように、あらかじめ指定した河川について、区間を決めて水位又は流量を示して発

表するものです。 

相模川については、下流は京浜河川事務所と横浜地方気象台が、中流は県と横浜地方気

象台が共同で次の「２ 洪水予報の種類」の標題により発表します。警戒レベル２～５に

相当します。 

２ 洪水予報の種類                  （出典：気象庁ホームページ） 
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※洪水予報の種類と警戒レベルの対応は次のとおりです。 

○氾濫発生情報：警戒レベル５相当  ○氾濫危険情報：警戒レベル４相当 
○氾濫警戒情報：警戒レベル３相当  ○氾濫注意情報：警戒レベル２相当 

第４ 水防警報、洪水予報河川、水位周知河川 くらし安心部、下水道河川部、消防本部、

消防団、京浜河川事務所、藤沢土木事務所 

１ 水防警報の定義 

水防法第１６条第１項に基づき国土交通大臣又は県知事がそれぞれ指定する河川、海岸

等において洪水又は高潮による災害の発生が予想される場合、国土交通大臣の指定する河

川等については国土交通省出先機関の長が、県知事の指定する河川等については県知事が、

水防を必要と認め警報を発するものをいいます。 

２ 水防警報の種類、内容及び発表基準 

種類 内     容 発 表 基 準 

待機 

１ 出水あるいは水位の再上昇が予想される場合

に、状況に応じて直ちに水防機関が出動できるよ

うに待機する必要がある旨を警告するもの。 

２ 水防機関の出動期間が長引くような場合に、出

動人員を減らしても差し支えないが、水防活動を

やめることはできない旨を警告するもの。 

気象予報警報等及び河川、海岸等

の状況により、特に必要と認めると

き。 

準備 

 水防に関する情報連絡、水防資機材の整備、水閘

門機能等の点検、通信及び輸送の確保等に努めると

ともに、水防機関の出動の準備をさせる必要がある

旨を警告するもの。 

雨量、水位、流量その他の河川、

海岸等の状況により必要と認めると

き。 

出動 

水防機関が出動する必要がある旨を警告するも

の。 

洪水注意報等により、氾濫注意水

位（警戒水位）を超えるおそれがあ

るとき。又は水位流量等、その他河



風水害対策計画 

第４章 平常時の対策 

第２節 水防対策 

 

77 

種類 内     容 発 表 基 準 

川、海岸等の状況により必要と認め

るとき。 

指示 

 水位、滞水時間その他水防活動上必要な状況を明

示するとともに、越水、漏水、法崩、亀裂その他河

川、海岸等の状況により警戒を必要とする事項を指

摘して警告するもの。 

洪水警報等により、又は既に氾濫

注意水位（警戒水位）を超え、災害

のおこるおそれがあるとき。 

解除 

水防活動を必要とする出水状況が解消した旨及び一

連の水防警報を解除する旨を通知するもの。 

氾濫注意水位（警戒水位）以下に

下降したとき。又は氾濫注意水位（警

戒水位）以上であっても水防作業を

必要とする河川、海岸等の状況が解

消したと認めるとき。 

 

３ 国土交通大臣、知事が水防警報を行う河川、海岸 

(1) 国土交通大臣が水防警報を行う河川（茅ヶ崎市域関連抜粋） 

河川名 支部名 
担当水防 
管理団体 

区     域 

相模川 
平塚 

藤沢 

茅ヶ崎市 

平塚市 

寒川町 

左岸 高座郡寒川町一の宮 

          3,175 番地先 

右岸 平塚市田村 6,256 番地先      

 
から海まで 

 
(2) 知事が水防警報を行う河川（茅ヶ崎市域関連抜粋） 

河川名 支部名 
担当水防 
管理団体 

区     域 

自 至 

相模川 

津久井治

水センタ

ー 

厚木土木 

東部セン

ター 

平塚土木 

藤沢土木 

相模原市 

厚木市 

愛川町 

座間市 

海老名市 

寒川町 

平塚市 

茅ヶ崎市 

左岸 相模原市緑区小渕 

746 番地先 

 

右岸 同 名倉 

4,536 番地先      

 

山梨県 

境から 

 

左岸 高座郡寒川町一

之宮3,175番の11地先

神川橋上流端まで 

 

右岸 平塚市田村字宮

ノ前 6,256 番地先神川

橋上流端まで 

小出川 藤沢土木 

茅ヶ崎市 

藤沢市 

寒川町 

左岸 藤沢市遠藤 

4,148 番地先 

右岸 同 4,152 番地先 

諸の木 

橋から 相模川合流点まで 

千の川 藤沢土木 茅ヶ崎市 

左岸 茅ヶ崎市茅ヶ崎 

     3,180 番地先 

右岸 同 矢畑 

     901 番地先 

梅田橋 

から 小出川合流点まで 

 

(3) 知事が水防警報を行う海岸（茅ヶ崎市域関連抜粋） 

海岸名 支部名 
担当水防 
管理団体 

区     域 

自 至 

茅ヶ崎 藤沢土木 茅ヶ崎市 

茅ヶ崎市柳島 

字浜前 

1,592 番地の 

1 地先 

 
に設置した 

標柱から 

 

茅ヶ崎市汐見

台 

5,750 番地の 2 

地先 

 

に設置した 

標柱まで 

 

(1)～(3)出典「令和５年度 神奈川県水防計画」 
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４ 洪水予報河川、水位周知河川 

(1) 洪水予報河川（水防法第１０条第２項及び第１１条第１項） 

河川名 観測所名 管理者名 水防団待機水位 氾濫注意水位 避難判断水位 氾濫危険水位 

相模川 
（下流） 

神川橋 国土交通省 4.50ｍ 5.50ｍ 7.80ｍ 8.70ｍ 

相模川 
（中流） 

相模大橋 神奈川県 3.70ｍ 4.30ｍ 5.80ｍ 6.50ｍ 

(2) 水位周知河川（水防法第１３条第１項及び第２項） 

河川名 観測所名 管理者名 水防団待機水位 氾濫注意水位 避難判断水位 氾濫危険水位 
(洪水特別警戒水位) 

小出川 

新鶴嶺橋 神奈川県 1.40ｍ 2.00ｍ 2.50ｍ 2.70ｍ 

一ツ橋 神奈川県 2.40ｍ 2.90ｍ 2.90ｍ 3.00ｍ 

千の川 梅田橋 神奈川県 1.20ｍ 1.90ｍ 2.20ｍ 2.50ｍ 

 (1)、(2)出典「令和５年度 神奈川県水防計画」 

第５ 防災関係機関との連絡体制の整備 くらし安心部、消防本部、消防団 

水防時における情報及び事務連絡を迅速かつ確実に行うため、日頃より防災関係機関と

の連絡体制を整備します。 

第６ 水防倉庫及び資機材の整備 くらし安心部、消防本部 

市は、洪水等の緊急事態に対処できるよう、水防倉庫を整備します。 

    【備蓄場所一覧】 

名称 所在地 

市役所倉庫 茅ヶ崎 1-1-1 

老人憩いの家 皆楽荘 倉庫 堤 1928-1 

消防本部倉庫 矢畑 1280-3 

総合体育館倉庫 茅ヶ崎 1-9-63 

     

【主要備蓄資機材品目】 

主  要  品  目 

掛矢 つるはし のこぎり チェーンソー 

スコップ ビニールシート 土のう袋 チェーンカッター 

かま ペンチ 丸太 ホールドクリッパー 

排水ポンプ 発電機 パイル 土のう止め杭 
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第３節 災害情報受伝達体制の充実 

  

【現状】 
〇市は、防災行政用無線、市ホームページやＸ（旧ツイッター）、ちがさきメール配信サービ

ス、ｔｖｋデータ文字放送、防災ラジオ、ＬＩＮＥ等、災害情報の伝達手段を整備していま

す。 

○市は、市内１１９か所に設置する防災行政用無線屋外拡声子局より防災情報等を発報してい

ます。 

○市は、エフエム放送局等と災害時における緊急放送における協定等を締結しています。 

○県は、災害時の情報収集、伝達手段として、県機関、市町村及び防災関係機関を結ぶ「防災

行政通信網」や「災害情報管理システム」を整備しています。 

○市は、防災関係機関や公共施設、協定先等との災害時の通信手段として、地域防災無線（防

災用ＭＣＡ無線）、消防救急無線、衛星電話等を整備しています。 

○市は、国土交通省や県から発表される河川水位情報により、情報収集を行っています。 

○市では、今宿ポンプ場、中島ポンプ場、梅田橋、新千ノ川橋、千ノ川橋、室田橋における雨

量、水位観測情報に加え、各橋に河川監視カメラを設置して、リアルタイムでの河川映像情

報を提供しています。 

○県では、雨量、水位情報の提供に加え、小出川一ツ橋、新鶴嶺橋及び千ノ川富士見橋に河川

監視カメラを設置して、リアルタイムでの河川映像情報を提供しています。 

○京浜河川事務所では、雨量、水位情報の提供に加え、相模川神川橋水位観測所、銀河大橋、

平太夫新田、中島、相模川河口に河川監視カメラを設置して、リアルタイムでの河川映像情

報を提供しています。 

【課題】 

○市は、災害時に市民へ災害情報を広く確実に伝達するため、関係機関との連携のもと伝達手

段の多重化に取り組む必要があります。 

○市は、災害情報の収集、提供を円滑に行うために、各種のシステム等を適切に運用できる体

制を整える必要があります。 

○市は、災害応急対策活動を効果的に実施するため、地域防災無線（防災用ＭＣＡ無線）、消

防救急無線、衛星電話等の通信手段の更なる整備が必要です。 

【取り組みの方向】 

第１ 防災気象情報等の受理伝達 横浜地方気象台、くらし安心部、消防本部 

気象庁及び横浜地方気象台が発表する予報や防災気象情報の受理伝達は、次のとおり実

施します。 

１ 警戒レベルを用いた防災情報の提供 

警戒レベルとは、災害発生のおそれの高まりに応じて「居住者等がとるべき行動」を５

段階に分け、「居住者等がとるべき行動」と「当該行動を居住者等に促す情報」とを関連付

けるものです。 

「居住者等がとるべき行動」、「行動を居住者等に促す情報」及び「行動をとる際の判断

に参考となる情報」をそれぞれ警戒レベルに対応させることで、出された情報からとるべ

き行動を直感的に理解できるよう、災害の切迫度に応じて、５段階の警戒レベルにより提

供します。 

なお、居住者等には、「自らの命は自らが守る」という意識を持ち、避難情報が発令され

た場合はもちろんのこと、発令される前であっても行政等が出す防災気象情報に十分留意

し、災害発生する前に自らの判断で自発的に避難することが望まれます。 

２ 防災気象情報 

(1) 防災気象情報（風水害関係） 

ア 特別警報・警報・注意報 

イ キキクル（大雨警報・洪水警報の危険度分布）等 
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ウ 早期注意情報（警報級の可能性） 

エ 全般気象情報、関東甲信地方気象情報、神奈川県気象情報 

オ 土砂災害警戒情報 

カ 記録的短時間大雨情報 

キ 竜巻注意情報 

ク 相模川中流洪水予報、相模川下流洪水予報 

ケ 火災気象通報 

３ 特別警報・警報・注意報 

(1) 注意報  

大雨、洪水、大雪、強風、風雪、波浪、高潮等により、災害が発生するおそれがある

ときに、その旨を注意して行う予報をいいます。 

(2) 警報  

大雨、洪水、大雪、暴風、暴風雪、波浪、高潮により、重大な災害が発生するおそれ

があるときに、その旨を警告して行う予報をいいます。 

(3) 特別警報  

大雨、大雪、暴風、暴風雪、波浪、高潮が特に異常であるため重大な災害が発生する

おそれが著しく大きいときに、その旨を警告して行う予報をいいます。 

(4) 注意報・警報の地域細分 

ア 一次細分区域 

府県天気予報を定常的に細分して行う区域です。気象特性、災害特性及び地理的特

性により府県予報区を分割しています。 

イ 二次細分区域 

警報・注意報の発表に用いる区域です。市町村（東京特別区は区）を原則とします

が、一部市町村を分割して設定している場合があります。 

ウ 市町村等をまとめた地域とは、二次細分区域ごとに発表する気象警報・注意報の発

表状況を地域的に概観するために、災害特性や都道府県の防災関係機関等の管轄範囲

などを考慮してまとめた区域です。 
 

神 
 

奈 
 

川 
 

県 

一次細分区域 
市町村等を 

まとめた地域 
二次細分区域 

東 部 

横浜・川崎 横浜市、川崎市 

湘 南 
茅ヶ崎市、平塚市、藤沢市、大和市、海老名市、座間市、

綾瀬市、寒川町、大磯町、二宮町 

三浦半島 横須賀市、鎌倉市、逗子市、三浦市、葉山町 

西 部 

相模原 相模原市 

県 央 秦野市、厚木市、伊勢原市、愛川町、清川村 

足柄上 南足柄市、中井町、大井町、松田町、山北町、開成町 

西 湘 小田原市、箱根町、真鶴町、湯河原町 
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(5) 発表形態 

二次細分区域（市町村）を対象に発表しますが、テレビ、ラジオ等では市町村等をま

とめた地域で報ずることもあります。 

(6) 特別警報・警報・注意報発表基準一覧（令和４年１１月２４日現在） 

ア 特別警報 

特 

別 

警 

報 

大雨 
台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量となる大雨が予想さ

れる場合（警戒レベル５相当） 

暴風 
数十年に一度の強度

の台風や同程度の温

帯低気圧により 

暴風が吹くと予想される場合 

高潮 
高潮になると予想される場合（警戒レベル

４相当） 

波浪 高波になると予想される場合 

暴風雪 
数十年に一度の強度の台風と同程度の温帯低気圧により雪を伴う

暴風が吹くと予想される場合 

大雪 数十年に一度の降雪量となる大雪が予想される場合 

イ 警報・注意報 

茅
ヶ
崎
市 

府県予報区 神奈川県 

一次細分区域 東部 

市町村をまとめた区域 湘南 

警 
 

 

報 

大雨（浸水害） 
  （土砂災害） 

表面雨量指数※１ 

土壌雨量指数※２ 

15 

115 

警戒レベル ３相当 

洪水 

流域雨量指数※３ 千の川流域＝10、小出川流域＝16.1 

指定河川洪水予報によ

る基準 

相模川下流[神川橋]、相模川中流[相模大

橋] 

警戒レベル ３相当 

暴風 平均風速 陸上 25m/s、海上 25m/s 

暴風雪 平均風速 
陸上 25m/s（雪を伴う） 

海上 25m/s（雪を伴う） 

大雪 降雪の深さ 12 時間降雪の深さ 10 ㎝ 

波浪 有義波高 5.0m 

高潮 潮位 1.5m 
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 警戒レベル ４相当 

注 
 

 
 

 
 

意 
 

 
 

 

報 

大雨 

表面雨量指数 

土壌雨量指数基準 

11 

83 

警戒レベル ２ 

洪水 

流域雨量指数 千の川流域＝8、小出川流域＝12.8 

指定河川洪水予報によ

る基準 
相模川下流[神川橋] 

警戒レベル ２ 

強風 平均風速 陸上 12m/s、海上 12m/s 

風雪 平均風速 
陸上 12m/s（雪を伴う） 

海上 12m/s（雪を伴う） 

大雪 降雪の深さ 12 時間降雪の深さ 5 ㎝ 

波浪 有義波高 2.5m 

高潮 
潮位 1.3m 

警戒レベル ２又は３相当※４ 

雷 落雷等により被害が予測される場合 

濃霧 視程 陸上 100m、海上 500m 

乾燥 最小湿度 35％、実効湿度 55％ 

低温 
夏期：最低気温 16℃以下が数日継続 

冬季：最低気温-5℃以下 

霜 最低気温 4℃以下、発表期間は原則として 4 月 1 日～5 月 20 日 

着氷・着雪 著しい着氷（雪）が予想される場合 

記録的短時間大雨情報 1 時間雨量 100 ㎜ 

 

※１表面雨量指数 

表面雨量指数とは、短時間強雨による浸水危険度の高まりを把握するための指標です。降った

雨が地中に浸み込みやすい山地や水はけのよい傾斜地では、雨水が溜まりにくいという特徴があ

る一方、地表面の多くがアスファルトで覆われている都市部では、雨水が地中に浸み込みにくく

地表面に  溜まりやすいという特徴があります。表面雨量指数は、こうした地面の被覆状況や地

質、地形勾配などを考慮して、降った雨が地表面にどれだけ溜まっているかを、タンクモデルを

用いて数値化したものです。 

※２土壌雨量指数 

土壌雨量指数とは、降った雨が土壌中に水分量としてどれだけ貯まっているかを、これまでに

降った雨（解析雨量）と今後数時間に降ると予想される雨（降水短時間予報）の雨量データから

「タンクモデル」という手法を用いて指数化したものです。 

※３流域雨量指数 

流域雨量指数とは、河川の流域に降った雨水が、どれだけ下流の地域に影響を与えるかを、こ

れまでに降った雨（解析雨量）と今後数時間に降ると予想される雨（降水短時間予報）から、流

出過程と流下過程の計算によって指数化したものです。 

※４高潮警報に切り替える可能性に言及されていない場合は、警戒レベル２であり、高潮警報に切り 

替える可能性が高い旨に言及されている場合は、警戒レベル３に相当します。 
 

４ キキクル（大雨警報・洪水予報の危険度分布）等 

(1) 土砂キキクル(大雨情報(土砂災害)の危険度分布) 

大雨による土砂災害発生の危険度の高まりの予測を、地図上で１ｋｍ四方の領域ごと

に５段階に色分けして示す情報です。２時間先までの雨量分布及び土壌雨量指数の予測

を用いて常時１０分ごとに更新しており、大雨警報（土砂災害）や土砂災害警戒情報等

が発表されたときに、どこで危険度が高まるかを面的に確認することができます。 

・「災害切迫」（黒）：命の危険があるため、直ちに身の安全の確保が必要とされる警戒

レベル５に相当します。 

・「危険」（紫）：危険な場所からの避難が必要とされる警戒レベル４に相当します。 

・「警戒」（赤）：高齢者等は危険な場所からの避難が必要とされる警戒レベル３に相当

します。 

http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kurashi/kaiseki.html
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kurashi/kotan_nowcast.html
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・「注意」（黄）：ハザードマップによる災害リスクの再確認等、避難に備え自らの避難

行動の確認が必要とされる警戒レベル２に相当します。 

(2) 洪水キキクル（洪水警報の危険度分布） 

指定河川洪水予報の発表対象ではない中小河川（水位周知河川及びその他河川）の洪

水害発生の危険度の高まりの予測を、地図上で河川流路を概ね１km ごとに５段階に色分

けして示す情報です。３時間先までの流域雨量指数の予測を用いて常時 10 分ごとに更新

しており、洪水警報等が発表されたときに、危険度が高まっている場所を面的に確認す

ることができます。 

・「災害切迫」（黒）：命の危険があるため、直ちに身の安全の確保が必要とされる警戒

レベル５に相当します。 

・「危険」（紫）：危険な場所からの避難が必要とされる警戒レベル４に相当します。 

・「警戒」（赤）：高齢者等は危険な場所からの避難が必要とされる警戒レベル３に相当

します。 

・「注意」（黄）：ハザードマップによる災害リスクの再確認等、避難に備え自らの避難

行動の確認が必要とされる警戒レベル２に相当します。 

(3) 浸水キキクル（大雨警報（浸水害）の危険度分布） 

短時間強雨による浸水害発生の危険度の高まりの予測を、地図上で１km 四方の領域ご

とに５段階に色分けして示す情報です。１時間先までの表面雨量指数の予測を用いて常

時 10 分ごとに更新しており、大雨警報（浸水害）等が発表されたときに、危険度が高ま

っている場所を面的に確認することができます。 

５ 早期注意情報（警報級の可能性） 

５日先までの警報級の現象の可能性が〔高〕、〔中〕の２段階で発表されます。当日から

翌日にかけては時間帯を区切って天気予報の対象地域と同じ発表単位で、２日先から５日

先にかけては日単位、県単位で発表されます。大雨に関して明日までの期間に〔高〕又は

〔中〕が予想されている場合は、災害への心構えを高める必要があることを示す警戒レベ

ル１です。 

６ 全般気象情報、関東甲信地方気象情報、神奈川県気象情報 

気象の予報等について、特別警報・警報・注意報に先立って注意を喚起する場合や、特

別警報・警報・注意報が発表された後の経過や予想、防災上の留意点が解説される場合等

に発表されます。 

また、警戒レベル４相当以上の状況で、大雨による災害発生の危険度が急激に高まって

おり、線状の降水帯により非常に激しい雨が同じ場所で降り続いているときには、「線状降

水帯」というキーワードを使って解説する「顕著な大雨に関する○○気象情報」という表

題の気象情報が府県気象情報、地方気象情報、全般気象情報として発表されます。 

７ 土砂災害警戒情報 

大雨警報（土砂災害）発表中に、大雨による土砂災害発生の危険度が更に高まったとき、

市町村長の避難指示や住民の自主避難の判断を支援するため、対象となる市町村を特定し

て警戒を呼びかける情報で、県と気象台から共同で発表されます。なお、これを補足する

情報である土砂キキクル（大雨警報（土砂災害）の危険度分布）で、実際に危険度が高ま

っている場所を確認することができます。避難が必要とされる警戒レベル４に相当します。 

８ 記録的短時間大雨情報 

神奈川県内で大雨警報発表中に、キキクル(危険度分布)の「危険」(紫)が出現し、かつ

数年に一度程度しか発生しないような短時間の大雨を、観測(地上の雨量計による観測) し

たり、解析(気象レーダーと地上の雨量計を組み合わせた分析：解析雨量)したりしたとき

に、気象庁が発表します。その基準は、1 時間雨量歴代 1 位又は 2 位の記録を参考に、概

ね府県予報区ごとに決められており、本市では１時間雨量 100 ㎜が基準です。この情報は、

現在の降雨がその地域にとって土砂災害や浸水害の発生につながるような、稀にしか観測

しない雨量であることをお知らせするために発表するものです。この情報が発表されたと

きは、当該地域で、あるいは、近くで土砂災害や浸水害の発生につながるような猛烈な雨

が降っていることを意味しています。 

９ 竜巻注意情報 

積乱雲の下で発生する竜巻、ダウンバースト等による激しい突風に対して注意を呼びか

ける情報で、竜巻等の激しい突風の発生しやすい気象状況になっているときに、天気予報



風水害対策計画 

第４章 平常時の対策 

第３節 災害情報受伝達体制の充実 
 

84 

の対象地域と同じ発表単位（神奈川県東部など）で気象庁から発表されます。なお、実際

に危険度が高まっている場所は竜巻発生確度ナウキャストで確認することができます。 

１０ 相模川中流洪水予報、相模川下流洪水予報 

河川の増水や氾濫等に対する水防活動の判断や住民の避難行動の参考となるように、あ

らかじめ指定した河川について、区間を決めて水位又は流量を示して発表される警報及び

注意報です。相模川については、中流は神奈川県と横浜地方気象台、下流は京浜河川事務

所と横浜地方気象台が共同で下表の標題により発表されます。警戒レベル２～５に相当し

ます。 

１１ 火災気象通報 

火災気象通報は、消防法第２２条の規定により、気象の状況が火災の予防上危険と認め

られるときに横浜地方気象台が神奈川県知事に対して通報し、神奈川県を通じて市に伝達

されます。市長は、県からの火災気象通報を受けたとき又は気象の状況が火災の予防上危

険であると認められるときは、状況を勘案して火災警報を発令します。 

第２ 災害情報収集体制の充実 くらし安心部、建設部、下水道河川部、消防本部、京浜                

河川事務所、藤沢土木事務所 

市は、避難情報の発令の参考とするため、気象庁が発表する気象情報及び河川や海岸の

状況等、災害情報の的確な収集体制の構築に努めます。 

また、国、県及び市は、河川及び海岸を監視するカメラ及び水位計の適正な管理に努め

るとともに、避難に資する情報として平常時より市民への情報提供に努めます。 

第３ 災害情報伝達体制の充実 企画政策部、くらし安心部、消防本部 

市は、災害情報を広く確実に伝達するため、また、停電や機器・システム等に予期せぬ

トラブル等があることも想定し、共通の情報を可能な限り多様な伝達手段で伝達すること

とします。 

そのために、防災行政用無線等、情報の受け手側の能動的な操作を伴わず、必要な情報

が自動的に配信されるタイプの伝達手段であるＰＵＳＨ型の伝達手段を活用します。ただ

し、ＰＵＳＨ型の伝達手段のうち、屋外拡声器を用いた防災行政用無線（同報系）での伝

達については、音声による伝達が難しい面もあることから、戸別受信機、防災ラジオ、緊

急速報メール、ちがさきメール配信サービス等の屋内で受信可能な手段を組み合わせて配

信します。 

さらに、より多くの受け手により詳細に情報を伝達するため、ＰＵＳＨ型に加え、市ホ

ームページのほか、Ｘ（旧ツイッター）、テレビのデータ放送等、情報の受け手側の能動的

な操作により、必要な情報を取りに行くタイプの伝達手段であるＰＵＬＬ型手段も活用し

て伝達手段の多様化・多重化に取り組みます。 

また、災害時は職員の対応能力を大幅に上回る業務が発生するため、システム改良等に

よる入力担当職員の負担軽減や、防災担当職員以外の部局の職員が避難情報の情報伝達を

担う等、全庁をあげた役割分担の体制を構築しておくとともに、訓練等を通じた操作担当

者の機器操作の習熟を図ります。 

あわせて、多様な広報媒体を、市民が災害発生時に有効に活用できるよう、広く周知し

ます。 

第４ 報道機関との協力体制の確立 企画政策部 

市は、「（株）ジェイコム湘南」、「（株）湘南平塚コミュティ放送（ＦＭ湘南ナパサ）」、「藤

沢エフエム放送（株）（レディオ湘南）」との協定に基づき、災害情報を市民へ提供します。 

第５ 神奈川県防災行政通信網等の習熟 くらし安心部、消防本部、湘南地域県政総合セン

ター 

県及び市は、発災時の円滑な情報の受伝達を図るために、災害情報に関するシステムや

資機材を適切に管理するとともに、これらの運用に関する職員研修や実践的な訓練を継続

的に実施するなど、機器操作の習熟に努めます。 
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第６ 通信手段の整備や連携体制の構築 くらし安心部、消防本部、消防団 

市は、災害時に効果的な通信手段を確保するため、地域防災無線（防災用ＭＣＡ無線）、

消防救急無線、衛星電話等の更なる整備を進め、平常時からその取扱訓練や点検を実施す

ることで、連携体制の構築を図ります。 
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第４節 避難対策 

  

【現状】 
○近年、全国的に洪水等により、これまでの想定を超える浸水被害が多発しています。 

○土砂災害は毎年のように全国各地で発生しており私たちの暮らしに大きな影響を与えていま

す。 

○国、県、市等は協力・連携し、「施設では防ぎきれない大洪水は発生するもの」との考えに立

ち、社会全体でこれに備えるため、ハード・ソフト一体となった「水防災意識社会再構築ビ

ジョン」の取組を進めています。 

○市は、災害の種別に応じた指定緊急避難場所や指定避難所を災害対策基本法に基づき指定し

ています。 

○市は、想定最大規模降雨による浸水想定区域の公表を踏まえ、洪水ハザードマップを作成し

ています。 

○市は、土砂災害警戒区域等の指定を踏まえ、土砂災害ハザードマップを作成しています。 

○市は、公立小・中学校を災害対策地区防災拠点として、災害対策基本法第４９条の７に基づ

く指定避難所（被災者の避難生活を送る施設）とするほか、災害情報の受伝達や救援物資の

配布の拠点としています。 

○市は、避難所となる公立小・中学校ごとに、避難所の開設、避難者の受入れ手順、避難所運

営委員会の組織や役割、学校施設の利用方法等を定めた避難所運営マニュアルを定めていま

す。 

〇市では、新型コロナウイルス感染症を含む感染症対策を踏まえ、避難所となる公立小・中学

校等に感染症対策用品の備蓄を進めるとともに、避難者の動線、ゾーニング等について各避

難所でマニュアルを定めています。 

〇市は、災害時に発生する状況を予め想定し、「いつ」、「誰が」「何をするか」に着目した庁内

版タイムラインを作成しています。 

〇避難所におけるペットの受入れについて、受入れの流れや方法、ペットの収容方法などをま

とめた「避難所でのペットの受け入れについて」を茅ヶ崎・寒川動物愛護協議会が作成して

います。 

〇避難所について、避難行動要支援者は平素から利用している施設への直接避難を希望してい

ることや、福祉避難所ではない避難所で過ごすことに困難を伴うことがあるなどの状況があ

ります。 

【課題】 

○市は、想定最大規模降雨による洪水等の浸水等想定を踏まえ、防災関係機関等と協力・連携

し、「逃げ遅れゼロ」を目指した効果的な避難対策を講じる必要があります。 

○市は、災害の種別に応じた避難行動や避難先についての周知を徹底する必要があります。 

○市は、想定最大規模降雨による浸水想定区域図の公表を踏まえ、ハザードマップを作成し、

避難に必要な事項等を住民等に周知する必要があります。 

○市は、土砂災害ハザードマップをもとに、更なる避難体制の整備を図る必要があります。 

○市は、防災関係機関と協力・連携し、災害発生を前提とした避難計画を作成する必要があり

ます。 

○災害時に避難所の運営を円滑に行うため、自主防災組織、配備職員及び学校職員等の関係者

間で、避難所運営にかかる事項を共有しておく必要があります。 

○避難所における資機材等の備蓄、要配慮者や男女共同参画の視点に配慮した避難所運営、在

宅避難者、車中泊等の避難所外避難者への対応や避難所におけるペット対策、避難所の解消

等、想定される避難所運営上の課題に対して、実効性のある取組を進める必要があります。 

○避難生活の長期化に伴い、避難所における要配慮者をはじめとした避難者への医療措置の遅

れや、不衛生な生活環境による心身への影響、栄養不足や食欲不振による衰弱、車中泊中の

静脈血栓塞栓症（エコノミークラス症候群）などによる災害関連死を未然に防ぐために、各

避難所における避難者への心身に関わる直接的な措置が必要です。 

○過去の災害において、ペットが飼い主と離れ離れになってしまう事例が発生しました。これ



風水害対策計画 

第４章 平常時の対策 

第４節 避難対策 

 

87 

らの動物の保護には多大な労力と時間を要すとともに、その間にペットが負傷し、衰弱・死

亡するおそれがあります。また、繁殖により住民の安全や公衆衛生上の環境悪化が懸念され

るため、ペットの同行避難は、動物愛護の観点のみならず、放浪動物による人への危害防止

や生活環境保全の観点からも重要です。 

〇避難所における避難者の過密抑制など感染症対策の観点を取り入れた防災対策を推進する必

要があります。 

〇避難行動要支援者等が、直接避難できる避難先の確保など、避難行動要支援者が避難しやす

い環境づくりを進める必要があります。 

【取り組みの方向】 

第１ 災害の種別に応じた避難の周知啓発 くらし安心部 

災害時に、迅速かつ的確な避難行動がとられるためには、住民が災害の種別に応じた避

難行動について理解した上で、避難先やその経路について平常時より検討しておく必要が

あります。 

そのため、市は防災研修会やハザードマップ等、様々な機会や手段を通じて、災害の種

別に応じて求められる避難行動の周知を図るとともに、避難情報や防災気象情報等から、

住民等が自ら判断し、適切な避難行動がとれるよう、災害に備え、いつ、何をすべきか等

について、時系列で記載する、「マイ・タイムライン」の作成の促進に努めます。 

また市は、災害の危険から身を守るために緊急的に避難するための場所である避難場所

と、自宅等が被災した被災者が一定期間滞在し避難生活を送るための避難所の違い等につ

いて周知の徹底を図ります。 

第２ 洪水等ハザードマップの作成 くらし安心部 

１ 洪水等ハザードマップの作成 

市は、洪水時等における円滑かつ迅速な避難確保を図るため、水防法第１５条第３項に

基づき、浸水想定区域における洪水予報等の伝達方法、避難施設その他の避難場所及び避

難経路等について、住民等に周知するためのハザードマップを作成します。なお、同規定

に基づき、土砂災害防止法第７条第１項の土砂災害警戒区域等を含むハザードマップを作

成するものとします。 

２ 土砂災害ハザードマップの作成 

市は、土砂災害時における迅速かつ円滑な避難確保を図るため、土砂災害防止法第８条

第３項に基づき、土砂災害警戒区域等における土砂災害における情報の伝達方法、避難施

設その他の避難場所及び避難経路等について、住民等に周知するためのハザードマップを

作成します。 

第３ 避難計画等 各部、防災関係機関、自主防災組織 

１ タイムライン（防災行動計画）の作成 

市は、災害の発生を前提に、防災行動とその実施主体を時系列で整理した計画である庁

内版タイムラインに基づき、予防対策を進めるとともに、発災を見据えた応急対策の準備

を進めます。また、これらの対策が実行できるよう防災関係機関及び自主防災組織と連携

するなど、体制の充実を図ります。このほか、災害対応の検証等を踏まえ、必要に応じて

同計画の見直しを行うとともに、平時から訓練や研修等を実施し、同計画の効果的な運用

に努めます。 
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■茅ヶ崎市庁内版タイムラインの各対応フェーズの概要 

 

 

２ マニュアル等の整備 各部、横浜地方気象台、京浜河川事務所、藤沢土木事務所 

市は、住民等の迅速かつ円滑な避難を促すため、「避難情報に関するガイドライン（令和

３年５月内閣府）」及び「土砂災害警戒避難ガイドライン（平成２７年４月国土交通省）」

等を参考とし、避難情報の発令基準や伝達方法、防災体制等についてマニュアル等を整備

するとともに、必要な見直しを行うことで、避難実施体制の充実に努めます。 

３ ホットラインの整備 

市は、災害発生のおそれを把握するにあたり、現地情報や防災気象情報等に加え、河川

管理者や横浜地方気象台からのホットライン（緊急時直通電話）による直接的な助言を得

られるよう、これらの機関と平時から「顔の見える関係」を構築するとともに、緊急時に

ホットラインによる連絡を確実に実施できるよう、緊急時の連絡体制を整備します。 

４ 避難訓練 

市、防災関係機関及び自主防災組織等は、「逃げ遅れゼロ」を目指し、ハザードマップ

を活用した避難訓練を実施し、避難情報の伝達・周知、避難のタイミング、避難方法、避

難場所、避難経路等について確認することで、避難体制の向上に努めます。 

また、市は、地域において自主防災組織等が主体的に実施する避難訓練について、必要

な支援・助言を行います。 

第４ 河川等のリスク情報の把握 くらし安心部、下水道河川部、消防本部、藤沢土木事務

所、京浜河川事務所、消防団、自主防災組織 

１ 河川等の共同点検 

市、防災関係機関、自主防災組織等は、出水時における的確な水防活動及び避難行動の

推進を目的とし、洪水予報河川、水位周知河川における特に注意すべき箇所（重要水防箇

所等）及び土砂災害警戒区域等について、毎年、共同点検による点検を行い、その危険性

等について共通認識を図ります。 

２ 水害リスク情報の周知等 

市は、水防法第１５条の１１に基づき、住民等の洪水時の円滑かつ迅速な避難を確保す

るため、市域に係る河川のうち、洪水予報河川、水位周知河川に指定されている以外の河

川（うち、千ノ川の市管理区間）について、河川が氾濫した際の浸水深、浸水範囲等の把

握に努めます。また、市は、当該河川の浸水実績等を把握した際は、水害リスク情報とし

て住民に周知します。 
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第５ 避難所開設に関する周知 くらし安心部 

 １ 警戒レベルを踏まえた避難所開設 

   市は、避難所の開設にあたり、避難者の安全を確保するため、次のような考え方で避難

所を順次開設します。 

(1) 気象情報などから市内で発生する恐れのある最悪の災害事態を予測し、それを踏まえ

た想定避難者数などから、必要に応じた浸水想定区域外等の災害リスクの低い地域に避

難所を開設します。各避難所の開設は、原則として「高齢者等避難」及び「避難指示」

の発令に連動して開設しますが、自主避難者の便宜を図るため、「高齢者等避難」や「避

難指示」など避難情報の発令に先立ち、一部の避難所の開設を検討します。 

(2) 市は災害発生が予測される区域内の居住者の「逃げ遅れゼロ」を目指し、様々な情報

提供や働きかけを行いますが、様々な事情から立ち退き避難の機を失した居住者の緊急

安全確保を図るため、災害リスクのある区域にある避難所を緊急避難場所として開設し

ます。なお、緊急避難場所の開設に際しては職員を配備することとなりますが、洪水等

が発生した場合、避難した方だけでなく、従事する職員も浸水による被害や孤立するお

それがあります。こうした状況を踏まえ、市は配備される職員に対し、自身の身の安全

を確保しながら、災害対応業務に従事することについて指導します。 

２ 避難行動の周知  

警戒レベルを踏まえた避難所開設に基づき、浸水想定区域外への避難及び早めの避難行

動に関する周知に努めます。なお、緊急避難場所への避難については、浸水等により避難

先が孤立すると、救助の必要性が生じた際に迅速な救助活動に支障が生じるなど、浸水想

定区域内等での避難行動に関してリスクがあることを住民に周知します。 

第６ 避難所運営体制の強化 くらし安心部、文化スポーツ部、保健所、配備職員、自主防

災組織 

１ 避難所運営体制の強化 

大規模な風水害等発生時には、家屋の損壊やライフラインの途絶等により、自宅での生

活が不可能な被災者が多数発生するため、避難所での長期間にわたる共同生活が必要な事

態となることが想定されます。そのため、市は、災害対策地区防災拠点打合会を開催し、

自主防災組織、配備職員及び学校職員等の関係者で、避難所となる施設の把握、防災備蓄

倉庫の防災資機材の確認、避難所運営の基本的な考え方等、避難所の開設、運営に係る基

本的事項を確認します。 

このほか、指定避難所等の良好な生活環境の継続的な確保のために、専門家、ＮＰＯ・

ボランティア等との定期的な情報交換、避難生活支援に関する知見やノウハウを有する防

災リーダーの確保・養成に努めます。 

２ 避難所運営委員会の整備 

大規模な風水害等発生時には、家屋の損壊やライフラインの途絶等により、自宅での生

活が不可能な被災者が多数発生するため、避難所での長期間にわたる共同生活が必要な事

態となることが想定されます。 

大規模震災とは異なる状況下においても、できるだけ混乱を少なくし、円滑な避難所の

運営を行うため、避難所運営委員会の立ち上げが必要となります。 

避難所運営委員会は、市域の被害状況に応じ、避難所の統合、早期撤収等を視野に運営

することが求められます。 

また、避難所運営委員会は、自主防災組織や避難者を中心に構成し、配備職員や学校職

員等はその運営を補佐することとします。 

市及び自主防災組織は、避難所運営委員会の立ち上げ訓練を実施し、災害時に円滑な避

難所運営ができるよう、体制の整備を図ります。 

３ 避難所運営マニュアルの見直し 

市は、円滑な避難所の運営を行うため、県の「避難所マニュアル策定指針」を参考にし、

次の主な項目を中心に避難所運営マニュアルを見直します。 
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(1) 避難所開設方法と受入場所の確保 

(2) 情報の収集・整理方法 

(3) 災害対策本部との連携 

(4) 避難所運営委員会や避難者等の役割や責任の明確化 

(5) 最優先必要物資（飲料水・食料・毛布・仮設トイレ・照明等）の把握 

(6) 避難者情報の把握 

(7) 要配慮者や女性に対する配慮 

(8) 時系列的な対策 

(9) 在宅避難者や避難所外避難者への支援対策 

４ 男女共同参画の視点に配慮した生活環境の確保 

「男女共同参画の視点からの防災・復興の取組指針」（平成２５年６月、内閣府男女共同

参画局）や「男女共同参画の視点からの防災・復興ガイドライン」（令和２年５月、内閣府

男女共同参画局）を踏まえ、男女のニーズの違い等、男女共同参画の視点に配慮した避難

所運営となるよう女性の避難所運営委員会への参画、女性や子どもに対する暴力等の予防

のための取組や、プライバシーの確保の工夫、男女別の更衣室や物干し場、入浴施設、ト

イレの男女別の設置やユニバーサルデザイン（男女共用）のトイレの設置、授乳室等の整

備、女性用物資の配布方法等の配慮、安心して相談等のできるスペースの確保等について

避難所運営マニュアルに位置づけます。 

５ ペット対策の周知・啓発 

避難所では、ペットの世話やペットフード、飲み水、ケージ等の確保、飼養場所の管理

は原則として飼い主の責任で行うこととなります。 

市は、災害発生時に、飼い主が自己の責任で行うペットの同行避難や、適正な飼養管理

ができるように、平常時から、飼い主に対してペットの飼養・管理方法を普及啓発すると

ともに、必要に応じて避難所運営マニュアルの修正を行います。 

第７ 防災用資機材等の整備 くらし安心部、自主防災組織 

市は、避難所の整備を図るため、防災資機材等の備蓄を進め、自主防災組織は、防災活

動に必要な防災資機材等の備蓄を進めます。市は、停電時においても、施設・設備の機能

が確保されるよう、再生可能エネルギーの活用を含めた非常用発電設備等の整備に努めま

す。 

また、市は、要配慮者や女性が避難生活の負担を軽減できるよう、多様な生活必需物資

等の備蓄に努めます。 

第８ 要配慮者の避難対策 くらし安心部、文化スポーツ部、福祉部、こども育成部、消防

本部、保健所、教育総務部、教育推進部、要配慮者利用施設、配備職員、自主防災組織 

市は、関係機関と連携し、災害関連死の防止など避難所における要配慮者の生活環境の

整備を図るため、保健医療・介護体制の整備、給食体制、福祉避難所への移送方法など、

要配慮者の支援体制の整備を進めます。 

１ 高齢者等避難の発令体制の整備 

市は、災害の発生に備え必要があると認めるときは、要配慮者等、特に避難行動に時間

を要する者に対して、高齢者等避難を的確に発令できるよう、その体制を整備します。 

２ 要配慮者利用施設に対する洪水予報等及び土砂災害に関する情報等の伝達体制の整備 

市は、水防法１５条第１項又は土砂災害防止法第８条第１項に基づき定める、浸水想定

区域（洪水浸水想定区域、雨水出水浸水想定区域、高潮浸水想定区域）又は土砂災害警戒

区域内における社会福祉施設、学校、医療施設その他の主として防災上の配慮を要する者

が利用する施設（以下「要配慮者利用施設」という。)でその利用者の洪水時等又は土砂災

害時の円滑かつ迅速な避難の確保を図る必要があると認める要配慮者利用施設（以下、「本

計画資料編に定める要配慮者利用施設」という。）の所有者又は管理者に対し、洪水予報

等又は土砂災害に関する情報等を伝達するため、その体制を整備します。 

(1) 要配慮者利用施設等の範囲 
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要配慮者施設の 

範囲 

１ 高齢者施設、保護施設、児童福祉施設、障がい児・者施設等の社会福

祉施設 （※１） 

２ 病院、診療所の医療施設（有床に限る。） 

３ 幼稚園及び学校（小学校、中学校、高等学校、養護学校） 

前記「要配慮者利用施設の範囲」表中（※１）の、具体的な施設の種類は、概ね次のと

おりとします。 

高齢者施設 特別養護老人ホーム、養護老人ホーム、軽費老人ホーム、ケアハウス、

老人短期入所施設、老人福祉センター、介護老人保健施設、介護療養型

医療施設、有料老人ホーム、高齢者保養研修施設、認知症高齢者グルー

プホーム、老人デイサービスセンター、複合型サービス 

保護施設 救護施設、更生施設、医療保護施設 

児童福祉施設等 保育園、認可外保育施設、助産施設、乳児院、母子生活支援施設、児童

養護施設、情緒障害児短期治療施設、児童自立支援施設、児童更正施設、

児童家庭支援センター 、放課後児童クラブ、盲・ろうあ児施設、児童発

達支援事業所、放課後等デイサービス事業所 

障がい児・者施

設等 

生活介護事業所、自立訓練事業所、就労移行支援事業所、就労継続支援

事業所、施設入所支援事業所、地域活動支援センター、障害者小規模通

所施設、身体障害者福祉センター、障害者更生センター、補装具製作施

設、点字図書館、聴覚障害者情報提供施設、知的障害児施設、知的障害

児通園施設、盲児施設、難聴幼児通園施設、肢体不自由児施設、肢体不

自由児通園施設、重症心身障害児施設、知的障害者小規模通所授産施設、

福祉ホーム、障害者ショートステイセンター、中途障害者地域活動セン

ター、障害者地域活動ホーム、総合リハビリテーションセンター、地域

療育センター、障害者グループホーム 

その他社会福祉

施設 

社会福祉センター、地域ケアプラザ、福祉保健活動拠点、福祉保健研修

交流センター、福祉機器支援センター、無料低額診療施設、隣保館、宿

泊施設、地域子育て支援拠点 

３ 避難誘導体制の整備 

市は、要配慮者に対する避難誘導を的確に行うため、自主防災組織と連携を図ります。 

４ 要配慮者利用施設利用者の避難確保体制の整備 

要配慮者利用施設の所有者又は管理者は、利用者の避難確保の体制整備を図ります。 

５ 避難所生活の支援体制の整備 

市は、避難所において、要配慮者の負担を軽減できるよう、支援体制の整備を図ります。 

また、要配慮者に配慮した防災資機材の備蓄整備に努めます。 

６ 障がい者・高齢者等への対応 

市は、指定一般避難所等での生活が困難な障がい者や高齢者等を受入れる施設として、

指定福祉避難所の指定を推進するとともに、社会福祉施設等と障がい者、高齢者等の避難

者の受入れに関する協定を締結し、福祉避難所の確保を図ります。 

市は、福祉避難所の防災機能の整備を図るため、障がい者及び高齢者等に配慮した防災

資機材の備蓄に努めます。また、停電時の電源確保を図るため、蓄電池等の整備に努めま

す。また、災害時の連絡手段として、地域防災無線（防災用ＭＣＡ無線）を整備するとと

もに、災害時に有効活用できるよう日頃から通信訓練を実施します。 

７ 妊産婦及び乳幼児への対応 

市は、妊産婦及び乳幼児の災害時にとるべき行動等、避難方法や避難時の持出品等、個々

の状況に合わせた事前対策の必要性について各家庭で講じられるよう周知を図ります。 

また、市は、災害時に受ける妊産婦及び乳幼児のストレスを軽減できるよう、健康相談

や健康チェックができるような体制の整備に努めます。 

８ 外国人への対応 

災害に係る各種避難標識やハザードマップ等は、国の「災害種別図記号による避難場所

表示の標準化の取組」を踏まえ、図記号（ピクトグラム）表記や英語併記など、外国人に

対し広く防災情報が伝わるようその提供方法の工夫に努めます。 
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また、避難所においては、災害時多言語表示シートを活用した外国人への生活情報の提

供体制を整備します。 

第９ 要配慮者利用施設における安全確保 くらし安心部、要配慮者利用施設所管部、要配

慮者利用施設 

要配慮者利用施設は、その利用者の安全確保を図るとともに、施設そのものの災害に対

する安全性を高めることが重要です。 

１ 安全確保対策 

(1) 防災設備等の整備 

要配慮者利用施設は、電気、水道等の供給停止に備えて、利用者等の最低限の生活維

持に必要な飲料水、食料及び生活必需物資等の備蓄に努めます。また、施設及び防災設

備の機能維持のための非常用自家発電設備や防災資機材の整備に努めます。 

(2) 防災教育・訓練の充実 

施設管理者は、職員や利用者が災害時の安全確保に必要な基礎的知識を習得するため

に、定期的に防災教育を実施します。 また、職員や利用者が災害時の切迫した状況下で

も適切な行動が取れるよう、 各施設の構造や利用者の状況に応じた防災訓練を定期的に

実施します。 

(3) 緊急連絡体制の整備 

要配慮者利用施設は、消防機関等への迅速な通報・連絡が行えるよう、緊急時におけ

る情報伝達方法を確立するとともに、市への被災状況報告等、情報受伝達の連絡体制を

整備します。また、災害時には施設相互で連携、協力して応急対策活動にあたれるよう

体制を整備します。 

２ 避難確保計画の作成 

本計画資料編に定める要配慮者利用施設の所有者又は管理者は、水防法第１５条の３又

は土砂災害防止法第８条の２に基づき、利用者の洪水時等又は土砂災害時の円滑かつ迅速

な避難の確保を図るために必要な訓練その他の措置に関する計画の作成（以下「避難確保

計画」という。）等を行います。 

(1) 避難確保計画の作成 

本計画資料編に定める要配慮者利用施設は、水防法第１５条の３第１項又は土砂災害

防止法第８条の２第１項に基づき、次に掲げる内容を定めた避難確保計画を作成します。 

ア 洪水時等又は土砂災害時の防災体制に関する事項 

イ 利用者の洪水時等又は土砂災害時の避難の誘導に関する事項 

ウ 洪水時等又は土砂災害時の避難の確保を図るための施設の整備に関する事項 

エ 洪水時等又は土砂災害時を想定した防災教育及び訓練の実施に関する事項 

オ 自衛水防組織を置く場合にあっては、当該自衛水防組織の業務に関する事項 

カ その他利用者の洪水時等又は土砂災害時の円滑かつ迅速な避難の確保を図るために

必要な措置に関する事項 

(2) 避難訓練の実施 

当該要配慮者利用施設は、水防法第１５条の３第５項又は土砂災害防止法第８条の２

第５項に基づき、洪水予報等又は土砂災害に関する情報等の伝達や利用者の避難誘導等

に関する訓練を実施します。 

(3) 自衛水防組織の設置 

本計画資料編に定める要配慮者利用施設は、水防法第１５条第１項に基づき、利用者

の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保を行うため、自衛水防組織を設置するよう努め

ます。 

３ 避難確保計画の作成等に係る支援・点検体制 

(1) 避難確保計画作成に係る支援・点検体制 

国、県、市は、協力・連携し、「水害・土砂災害に係る要配慮者利用施設における 避

難計画点検マニュアル（平成２９年６月 国土交通省 厚生労働省）」を参考とした避難
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確保計画の作成支援・点検等の体制を構築します。 

 

 

①要配慮者利用施設を所管する都道府県又は市町村の担当部局（民生主管部局等）が事業法

に基づく指導監査等の際に点検を行う 

②点検に当たっては、要配慮者利用施設の防災体制や防災情報の扱い方など、防災に関わる

部分については市町村防災担当部局と連携しつつ行う 

③点検の完了した非常災害対策計画を関係部門間で共有する 

④非常災害対策計画が未提出の場合、また消防計画への追記等、別の形式で計画が作成され

ている場合は、これを提出する 

⑤計画を未提出の施設に対して、水防法又は土砂災害防止法の規定に基づく指導、作成「指

示」、未作成の施設の「公表」により、作成を促す 

 

【参考】点検の際の役割分担の考え方 

  非常災害対策計画の点検に際しては、民生主管部局等が施設の運営等に関する事項について、

防災担当部局が避難先等に関する事項について次の例のように分担して点検する等により、効果

的・効率的に進める。 

計画に記載される事項 民生主管部局等 防災担当部局 

（ア）防災体制、情報の収集・伝達 ○（施設内の体制） ○（防災情報） 

（イ）避難誘導 ○（利用者の誘導方法） ○（避難先、避難路） 

（ウ）施設整備 ○  

（エ）教育・訓練  ○ 

（オ）自衛水防組織 ○（組織） ○（業務内容） 

 

 

(2) 避難確保計画作成に係る指示 

市は、水防法第１５条の３第３項又は土砂災害防止法第８条の２第１項に基づき、本計

画資料編に定める要配慮者利用施設が水防法第１５条の３第１項又は土砂災害防止法第８

条の２第１項に基づく避難確保計画を作成していない場合において、必要があると認める

ときは、所有者又は管理者に対し、避難確保計画の作成を促すため、必要な指示を行いま

す。 

(3) 避難確保計画作成に係る公表 

市は、水防法第１５条の３第３項又は土砂災害防止法第８条の２第１項に基づく指示を

県民局、保健福祉局、教育局 くらし安全防災局、 

県土整備局 

市民安全部 
福祉部、こども育成部、 

保健所、教育推進部 

図 非常災害対策計画に係る点検体制 

健康医療局、教育局 

くらし安心部 
福祉部、こども育成部、 

保健所、教育総務部 

出典 「水害・土砂災害に係る要配慮者利用施設における 避難計画点検マニュアル（平成２９年

６月 国土交通省 厚生労働省）」をもとに作成 
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受けた本編資料編に定める要配慮者利用施設が、正当な理由なくその指示に従わなかった

ときは、避難確保計画の作成を促すため、その旨を公表します。 

第１０ 在宅避難者、避難所外避難者へ対する支援 くらし安心部 

災害発生時には、在宅避難者や車中泊等の避難所外避難者が多く発生することが想定さ

れます。 

市は、在宅避難者や避難所外避難者の把握及び支援、食料・救援物資の配布、健康対策

の予防方法等の周知に努めるため、その体制を整備します。 

第１１ 応急仮設住宅の整備 くらし安心部、都市部、建設部 

市は、応急仮設住宅を迅速に供給するため、建設候補地選定基準に該当する場所を検討

し、県に情報提供するとともに、被災者の住居として利用可能な公営住宅等の把握に努め

ます。 

また、県と連携し、入居者選定基準や運営方法について、市の実情や、被害の状況に応

じ、役割分担と協力関係を明確にします。 
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第５節 救助・救急体制の充実 

  

【現状】 
○市は、災害時の救助・救急活動を迅速かつ効果的に行うため、日頃から活動体制の確立を図

っています。 

○市は、消防力強化のための取り組みを推進し、市民や自主防災組織、企業等の自衛消防隊等

に対し、災害時に救助・救急、消火活動の能力の向上を図るため、防災訓練や消防訓練、救

命講習等を実施しています。 

 

【課題】 

○市は、迅速かつ的確な応急対策活動を行えるよう、消防力の整備、資機材の整備等、災害に

対する対応力の強化を図る必要があります。 

○「災害に強いちがさき」の実現のため、市民が災害時に的確な救助・救急、消火活動を行え

るよう、地域消防力の強化を図る必要があります。 

○市は、地域、警察及び自衛隊等との消防活動体制の連携について、日頃からその対策を講じ

る必要があります。 

 

【取り組みの方向】 

第１ 消防力の整備・強化 消防本部、消防団 

１ 常備消防 

市は、災害時の常備消防力の消防活動体制を整備し、災害時の被害を軽減できるよう、

風水害に対する対応力を強化します。 

本市における常備消防力は、１消防本部、１消防署、２分署、４出張所を有し、消防車、

救急車等の車両を配備し、災害に備えています。災害時においてこれらの消防力を最大限

活用するとともに、消防力の強化を図り、茅ヶ崎市消防計画に基づく有事即応体制を確立

します。 

また、災害発生時の消防活動を効果的に行うため、消防施設、活動用資機材、消防水利

施設等の消防力整備を行うとともに、消防力の強化と並行して、機会あるごとに地域住民

に対する救助・救急、消火活動について普及・啓発を図ります。 

２ 非常備消防 

消防団は、災害現場で、常備消防と連携しながら人命救助や避難誘導、応急救護、消火

活動等、様々な活動を行います。 

また、平常時より、常備消防や自主防災組織との連携を図り、地域住民に対する救助・

救急、消火活動について普及・啓発を図ります。 

本市における非常備消防は、１消防団本部と２２個分団で組織され、４地区（茅ヶ崎、

鶴嶺、松林、小出）に分かれて活動を行っています。 

地域における災害の応急対策活動の中では、消防団の役割は非常に重要であり、地域防

災の中心的役割を担います。そのため、市は防災訓練等において消防団と連携を図ります。 

３ 消防力の整備・強化 

市は、災害時に効果的に消防活動を行えるよう、消防施設、活動用資機材及び消防水利

施設等の充実を図ることで、消防力の更なる強化に努めます。 

また、消防職員、消防団員は、能力、資質の向上を図るため、各種訓練に取り組み、更

なる消防力の強化に努めます。 

第２ 救助・救急活動体制の充実 消防本部、消防団 

１ 救助・救急活動体制の充実 

市は、効率的な救急活動を行うために、日頃から医療機関と密接な協力体制を構築しま

す。 

また、防災訓練の実施や救命講習会の開催により、応急手当の処置方法や救命措置方法

等の指導を行い、地域における救助者の育成を図るとともに、市民に対する知識の普及・

啓発を図ります。  
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さらに、ＡＥＤ設置場所の拡充を図り、救命対策を推進していきます。 

２ 水防用資機材の整備 

市は、雨風を伴う台風や集中豪雨等の風水害発生時に、応急対策活動を迅速に行えるよ

う職員の配備体制を整えます。 

また、ボートやスコップ、つるはし等の風水害対策用資機材を整備する等、救助・救急

活動体制を構築します。 

第３ 地域及び広域的な連携強化 消防本部、消防団、茅ケ崎警察署、湘南海上保安署、自

衛隊、自主防災組織 

市は、災害発生時には、市民、自主防災組織、消防団、警察、海上保安庁、自衛隊及び

緊急消防援助隊等と連携し、人命救助を最優先に被災地域内の救助・救急活動に努めます。  
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第６節 医療救護・保健活動体制の充実 

  

【現状】 
○大規模な災害が発生した場合、多くの死傷者が出ることが想定されています。 

○震災による心理的影響や避難所生活等により、病状の悪化や新たな健康被害が発生すること

が想定されます。 

○神奈川県保健医療救護計画により、市立病院は災害拠点病院として、茅ヶ崎徳洲会病院、湘

南東部総合病院は災害協力病院として位置づけられています。 

○市は、医療救護活動を行う拠点として、医療救護所を開設する場所を予め定めています。医

療救護所は、赤羽根中学校を除く公立中学校１２校、小和田小学校、地域医療センターのう

ち、災害の状況に応じて必要な場所に開設します。 

○医療救護所を開設する予定の施設には、日頃より医療用資機材等の備蓄を行っています。 

○市は、地域の実情に応じた、災害発生時の医療救護体制の構築を進めるため、茅ヶ崎市・寒

川町災害医療対策会議を設置しています。 

○茅ヶ崎市・寒川町災害医療対策会議には、市災害医療コーディネーターを置きます。市災害

医療コーディネーターは、大規模災害の発生直後から終息までの間、医療救護に関して必要

な判断・調整等を行います。 

○市立病院では、断水・停電等に備え、医療用水の備蓄及び自家発電設備の整備を行っていま

す。 

○令和５年３月時点で、市内に特定医療費（指定難病）医療受給者が１，７３３人おり、保健

師等が患者・家族の支援を行っています。また、人工呼吸器を装着している方の災害時個別

支援計画の作成を進めています。 

○透析患者への対応としては、透析施設関連情報及び後方搬送関連情報等を迅速かつ的確に収

集及び伝達することを目的とした災害時透析患者支援マニュアル（神奈川県）が作成されて

おり、市は、同マニュアルに基づき、ＥＭＩＳ（広域災害救急医療情報システム）を利用し

て透析施設の被害状況を把握し、透析患者に向けて情報発信を行うことになっています。 

○２～３日に１度の人工透析が必要な慢性腎不全等の患者は、災害発生時ライフラインが途絶

した場合、速やかな対応が必要となります。 

○市は、県の災害時透析支援マニュアルに沿って、透析施設の被害状況を把握し、透析患者に

向けて情報発信を行うこととしています。また、市はＥＭＩＳを利用して透析施設の被災状

況を把握することとなっています。 

 

【課題】 

○災害発生時の医療体制を整備し、市民の生命、身体の安全確保を図るとともに、保健活動の

早期開始により健康被害の最小化を図ることが必要です。 

○医療救護班が活動していくためには、一般社団法人茅ヶ崎医師会、一般社団法人茅ヶ崎歯科

医師会、一般社団法人茅ヶ崎寒川薬剤師会（以下「医療関係団体」という。）等との連携が必

要です。 

○災害時の医療救護活動を迅速かつ的確に実施するため、医療救護所の整備、必要な医薬品や

医療用資機材等の充足、医療関係団体や医療機関、県、薬品会社等と連携した活動体制の確

立等、体制の整備が必要です。 

○市立病院はＤＭＡＴの受援体制や後方医療機関等との連携を強化し、災害拠点病院として、

地域医療の中核的な役割を担う必要があります。 

○茅ヶ崎市・寒川町災害医療対策会議の運営体制の整備が必要です。 

○断水・停電時、市域の医療機能が低下することから体制の整備が必要です。 

○難病は治療方法が確立していなく、希少な疾患であり、特に災害時には、環境の変化により

急激な悪化を防ぐため、適切な療養環境の保持や医療の確保が必要です。また、人工呼吸器

等の医療機器使用者や人工透析が必要な慢性腎不全等の患者は、災害発生時ライフラインが

途絶した場合、速やかな対応が必要となります。医療機器の機能確保におけるライフライン

の確保や、災害時の透析施設の状況を迅速かつ的確に把握するための連絡体制の整備が必要

です。 
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○災害時の透析施設の状況を迅速かつ的確に把握するため、市と透析施設との確実な連絡体制

の整備が必要です。 

 

【取り組みの方向】 

第１ 市立病院の救護活動体制の整備 市立病院 

市立病院は、医療救護活動を実施するため、マニュアル等の整備を行うとともに医薬品

や資機材等の備蓄を行います。 

また、災害拠点病院として地域医療の中核的な役割を果たすため、ＤＭＡＴ（大規模な

災害が発生したときに、被災地へ迅速に駆けつけ、救急治療を行うための専門的な訓練を

受けた災害派遣医療チーム：Disaster Medical Assistance Team）の受援体制や後方医療

機関との連携等、その体制整備を行うとともに、平常時よりその他の医療機関等と連携を

図ります。 

第２ 初動医療体制の整備 保健所、市保健師、医療関係団体、医療機関、薬品会社 

１ マニュアル等の修正 

市は、災害時における医療救護所の活動について、訓練等を踏まえ必要に応じてマニュ

アル等を見直します。 

２ 医療救護班の編成 

医療救護活動を行う拠点として、医療救護所を開設するため、医療関係団体等と協力し

医療救護班として派遣する人員を調整します。 

３ 後方医療体制の整備 

医療救護所で手当てを受けた傷病者のうち、医療機関への搬送が必要となる重傷病者に

ついては、後方医療機関と調整します。 

４ 医薬品等の確保 

医療救護班が使用する医薬品及び医療用資機材等は、備蓄品の整備、薬品会社との協定

等により確保します。 

第３ 助産活動体制の整備 保健所、市立病院 

１ 助産活動体制の整備 

市は、災害発生時に助産への対応要請があった場合に、迅速に助産活動を行えるよう、

日頃から市内の医療機関や助産所等と連携し、活動体制を整備します。 

２ 周産期医療体制の整備 

市は、迅速に助産活動を行うため、「神奈川県周産期救急医療システム」の運用のもと、

ハイリスクの妊産婦や新生児に対応できるよう、中核病院である市立病院や基幹病院であ

る東海大学医学部附属病院への受入れ体制の確保等、周産期医療体制を整備します。 

３ 妊産婦に対する防災知識の普及・啓発 

市は、妊産婦に対し、パンフレットやホームページ等により、日頃からの災害に対する

備えや防災訓練への参加を推進する等、防災知識の普及・啓発を図ります。 

第４ 保健師による活動体制の整備 保健所、市保健師 

市保健師は、災害時にその専門性を最大限に発揮し、迅速かつ円滑に被災者に対する医

療救護活動や保健活動を行えるよう「災害時保健師活動マニュアル」をもとに、日頃から

医療関係団体等と連携し、活動体制を整備します。 

第５ 茅ヶ崎市・寒川町災害医療対策会議の開催 保健所 

災害時に、速やかに会議を開催し、医療救護活動に関する情報共有、調整等を図れるよ

う、平時から災害時医療救護活動の推進に必要となる事項の意見交換、情報共有等を行う

とともに、必要な訓練等を企画、実施します。 

また、県保健医療調整本部との連絡体制を強化します。 

第６ 停電・断水等に備えた医療体制の強化 保健所 

停電・断水時の医療体制について、平時から総合的に検討します。 
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市は、災害に備えた自助の取組を促進するとともに、医療機器の機能確保のための電源

確保策について検討します。 

透析施設には、ＥＭＩＳの入力方法について訓練を実施するとともに、通信障害時に備

え、メール、ファクス等を用いた被害状況報告についても体制を整備します。  
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第７節 帰宅困難者対策 

  

【現状】 

○災害発生時には、電車等の交通機関が停止し、電車等を利用しなければ帰宅できない者（以

下「帰宅困難者」という。）が発生することが想定されます。 

○市は、駅周辺の公共施設や協定を締結した駅ビル等の民間施設を帰宅困難者用の一時滞在施

設（以下「一時滞在施設」という。）として位置づけています。 

 

【課題】 

○企業等は、風水害等の発生が事前に予測できる場合は、被害予測時間帯に応じ「早めの帰宅」

を推進する等、交通機関の停止に備えた予防措置を講じる必要があります。 

○市は、帰宅困難者の発生を抑制するため、企業等と連携を図り、交通機関停止時における帰

宅を抑制する必要があります。 

○大量の帰宅困難者によって、飲料水、食料、トイレ及び休憩場所等の不足が懸念されます。 

○市は、一時滞在施設の確保に努めるとともに、女性に配慮した運営等の開設・運営に関わる

ルール作りや市民等への情報提供等に努める必要があります。 

 

【取り組みの方向】 

第１ 帰宅困難者対策 くらし安心部、経済部 

１ 一斉帰宅抑制の周知 

市は、大規模災害発生直後においては、救助・救急、消火及び緊急輸送等の災害応急対

策活動を迅速に行う必要があることから、帰宅困難者の発生を抑制するため、「むやみに移

動を開始しない」という基本原則の市民、企業、学校、関係団体等への周知を図り、一斉

帰宅抑制の徹底を促します。 

また、市は、帰宅困難者とその家族間において、安否確認が取り合えるように、災害用

伝言板や災害用伝言ダイヤル等の複数の安否確認手段や、家族間であらかじめ確認手段を

決めておく必要性について周知します。 

２ 早めの帰宅の推進 

企業等は、災害の発生があらかじめ予測される場合、その発生予測時間帯によっては、

従業員の早めの帰宅を促す等、帰宅困難者の発生防止に努めます。 

３ 企業等の取り組みの促進 

市は、企業等が、従業員等を一定期間事業所等内に留めるために必要となる水、食料、

物資等の備蓄の促進を図ります。 

第２ 一時滞在施設の拡充 くらし安心部 

市は、一時滞在施設の確保に努めるとともに、開設基準や運営マニュアルの作成及び一

時滞在施設における支援物資等の計画的な備蓄を進めます。 

また、市は、一時滞在施設における女性専用スペースの確保やルールづくり等、女性が

安心して滞在できるような体制整備を図ります。 

第３ 情報提供 くらし安心部 

市は、一時滞在施設や周辺避難所等の情報を示した避難標識の整備や、帰宅困難者のと

るべき行動及び一時滞在施設の特性等を示したガイドブックの作成等、帰宅困難者対策に

係る情報提供の整備に努めます。 

第４ 徒歩帰宅者対策 くらし安心部 

鉄道等の公共交通機関の運休が長期化する場合、長距離を徒歩で帰宅せざるを得ない帰

宅困難者に対し、自宅まで帰るための支援が必要となります。そのため、九都県市では、

事業者・団体と徒歩帰宅者への支援に関する協定を締結しており、コンビニエンスストア、
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ファミリーレストランやガソリンスタンド等の施設では、災害時帰宅支援ステーションと

して、水、トイレ、交通情報等の提供が行われます。市は、市民、企業等に対し、この災

害時帰宅支援ステーションの周知を図ります。  
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第８節 保健衛生、防疫、遺体の取扱いに関する対策 

  

【現状】 
○市では、防疫対策として、日頃から感染症の発生予防及びまん延防止のため、普及・啓発を

行っています。 

○過去の大災害では、避難生活の長期化により避難所での不眠・不安を訴える人が増加したほ

か、災害対応に従事する職員のメンタルヘルスへの対応が必要となっています。 

○市は、大規模な災害発生時における多数遺体の取扱いに関する訓練を医療関係団体、警察及

び防災関係機関と連携し実施しています。 

 

【課題】 

○感染症予防のため、衛生管理や消毒等の防疫対策の実施が必要です。 

○市は、感染症が発生した場合には、平常時と同様の情報の収集・提供に努めるとともに、入

院が必要な患者に対しては、近隣の感染症指定医療機関等において入院医療が受けられるよ

う連絡体制、搬送体制、医療体制を確保することが必要です。 

○被災者及び災害対応従事職員等に対するこころのケアの体制を整備する必要があります。 

○市は、多数遺体取扱訓練の結果を検証し、遺体取扱体制の更なる強化を図る必要があります。 

 

【取り組みの方向】 

第１ 保健衛生・防疫対策 環境部、保健所 

１ 健康管理対策 

市は、災害時に感染症が発生しないよう、日頃から手洗い・うがい等の予防対策を実施

する体制づくりを整備します。 

２ こころのケア対策 

避難所避難者や在宅避難者等の避難所外避難者、災害対応従事職員のこころのケア対策

について、対策内容や実施体制等について整備を進めます。 

３ 災害関連死の防止対策 

市は、避難者が避難生活での疲労や環境の悪化等により、病気にかかったり持病が悪化

する等して死亡する災害関連死の防止対策を講じるため、過去の災害事例をもとに、その

防止措置を講じます。 

４ 防疫対策 

市及び県は、感染症発生時の消毒、患者収容、感染防止、まん延防止等、災害時の防疫

体制を確立します。 

５ 感染症患者医療体制の確立 

市及び県は、災害発生による感染症患者又は保菌者の収容について、県内の感染症指定

医療機関等と連携を図り、患者又は保菌者の医療体制を確保します。 

６ トイレ対策 

市は、災害時においても衛生状態を保持するため、速やかに仮設トイレを設置できるよ

う避難所等での備蓄を進めます。 

また、し尿収集委託業者や仮設トイレのリース業者から、速やかに仮設トイレを調達で

きるよう体制を整備します。 

７ ペット対策 

市は、ペットの飼い主に対し、自宅からの避難が必要となる災害が発生し、ペットと同

行避難する必要が生じることを想定して、平常時から災害に備えたペット用備蓄品の確保

や避難ルートの確認等をはじめ、避難所では他の避難者の理解のもと、飼い主の責任のも

と飼養管理を行うことや、ペットの同行避難に必要なしつけや健康管理の必要性について

周知啓発を図ります。 

また、市は、獣医師会及び動物愛護推進員等と連携し、飼い主による責任を基本とした

同行避難及び避難所での飼養管理、放浪動物の保護や負傷動物等の救護体制を整備するとと
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もに、必要に応じて避難所運営マニュアルの修正を行います。 

（飼い主に周知する主な内容） 

○ペットのしつけと健康管理 

○ペットが行方不明にならないための対策（鑑札、迷子札等による所有者明示） 

○ペット用の避難用品や備蓄品の確保 

第２ 遺体の取扱い対策 市民部、保健所、茅ケ崎警察署 

市は、遺体の処理を円滑に進めるため、棺の調達、遺体の搬送、火葬、埋葬等の手配に

ついて、必要に応じ県と連携して「神奈川県広域火葬計画」に基づく広域的な協力体制を

構築します。 

また、市は、茅ケ崎警察署、茅ヶ崎歯科医師会、葬儀業者等と協力して、多数遺体取扱

訓練を実施し、更なる連携の強化及び災害時の活動体制の整備を図ります。 

 

  



風水害対策計画 

第４章 平常時の対策 

第９節 飲料水、食料及び生活必需物資等の調達・供給対策 
 

104 

第９節 飲料水、食料及び生活必需物資等の調達・供給対策 

  

【現状】 

○市は、災害に備え、乾燥米飯、毛布及びトイレ等を災害時に避難所となる公立小・中学校や

総合体育館、茅ヶ崎公園野球場及び北部備蓄倉庫等に備蓄しています。 

○市は、市民一人一人に、災害に備え７日分以上の飲料水、食料及び生活必需物資等の自己備

蓄及び非常持ち出し品の準備に努めるよう周知しています。 

○市は、災害時の給水対策として、市内９か所に飲料水兼用貯水槽を整備するとともに、貯水

槽への給水栓の設置や公立小・中学校の耐震性プールへのろ水機の配備を行っています。 

○市は、災害時に備え、企業等と災害時における物資等の調達に係る協定を締結しています。 

○県は、応急飲料水を確保するため、市内に災害用指定配水池を４か所指定し、常時約 39,380

㎥の飲料水を蓄えています。 

○国は、地方公共団体との間で、物資の調達・輸送等に必要な情報を共有し、迅速かつ円滑な

被災者への物資支援を実現するため、「物資・調達・輸送調整等支援システム」を運用してい

ます。 

○市は、避難所とその備蓄物資や物資拠点をあらかじめシステムに入力しています。 

【課題】 

○市は、備蓄物資を計画的に更新するとともに、季節性を考慮し、要配慮者等に配慮した備蓄

を進める必要があります。 

○大規模な災害が発生した場合には、市の備蓄では十分ではないため、市民の自己備蓄並びに

企業等との協定による備蓄の確保が必要です。 

○市は、飲料水を確保するとともに、飲料水兼用貯水槽等の取扱方法等について習熟を図る必

要があります。 

○公立小・中学校等の防災備蓄倉庫は、整備から長期間が経過し、近年老朽化が目立っていま

す。 

○過去の災害においては、発災直後より全国から被災地に救援物資が届けられたものの、荷卸

し等に時間が掛かり、実際に避難所に届くまでにかなりの時間を要しました。そのため、市

は、被災者に備蓄物資を迅速に届けられるよう、その供給体制の整備を図る必要があります。 

○配水池では最大加速度 250 ガル（概ね震度６弱）以上の揺れが観測され、一定の水位以下と

なった場合、水道管の被害に伴う漏水によって飲料水が喪失してしまうのを防ぐため、飲料

水の確保を優先し、緊急的に遮断弁を閉じることとしています。そのため、水道管への供給

が停止することから、早期に供給できる体制を整備する必要があります。 

○円滑に物資輸送を行うためには、事前に物資調達・輸送調整等支援システムを用いて備蓄状

況の確認を行うとともに、あらかじめ登録している物資の輸送拠点を速やかに開設できるよ

う、輸送拠点の管理者と連絡先や開設手続きを共有するなど、物資支援のための準備が必要

です。 

【取り組みの方向】 

第１ 飲料水の備蓄及び確保 くらし安心部、文化スポーツ部、建設部、下水道河川部、教

育総務部 

市は、一人１日３リットルを目標として飲料水の確保に努めます。 

１ 飲料水の備蓄 

市は、長期保存を可能とした飲料水の備蓄に努めます。 

２ 飲料水の確保 

(1) 市は、飲料水の確保対策として飲料水兼用貯水槽（１００㎥）、市営プールや屋内温水

プール、公立小・中学校等の耐震性プールを適正に管理するとともに活用体制を整えま

す。 

(2) 市は、神奈川県企業庁茅ケ崎水道営業所（以下「水道営業所」という。）や協定を締結
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する民間施設等からの飲料水の調達体制を整備します。 

(3) 市は、応急給水用として飲料水袋、給水タンク、ろ過装置等の防災用資機材の整備に

努めるとともに、取扱方法の周知に努めます。 

３ 配水池からの給水 

   市は、断水時の配水池からの給水方法等について、体制を整えます。 

第２ 食料の備蓄及び確保 経営総務部、くらし安心部、経済部 

１ 食料の備蓄 

市は、乾燥米飯等の長期保存を可能とした食料の備蓄に努めます。 

２ 食料の確保 

市は、災害時の食料を確保するため、企業等との協定の締結を進めます。 

第３ 生活必需物資等の備蓄及び確保 経営総務部、くらし安心部、経済部 

１ 生活必需物資等の備蓄 

市は、毛布や仮設トイレ・簡易トイレ・汚物処理セット等の生活必需物資等の備蓄に努

めます。 

２ 生活必需物資等の確保  

市は、災害時の生活必需物資等を確保するため、企業等との協定の締結を進めます。 

また、市は簡易トイレや組立式トイレの設置・取扱方法について周知を図ります。 

第４ 要配慮者等への配慮 くらし安心部 

市は、食料、生活必需物資等の備蓄にあたっては、高齢者、障がい者、女性、乳幼児、

食物アレルギーを有する者等や季節性に配慮した食料及び生活必需物資等の検討を行い、

備蓄を進めます。 

第５ 自己備蓄の推進 くらし安心部 

大規模災害発生時には、市の備蓄では十分ではないため、日頃から市民一人一人が必要

な飲料水や食料、生活必需物資等を備えておくことや自動車へのこまめな満タン給油が大

切です。 

そのため市は、自主防災組織と連携し、市民及び企業等に対し、自己備蓄の重要性及び

積極的な確保について広く周知を図ります。 

第６ 防災備蓄倉庫の管理 くらし安心部 

市は、公立小・中学校等に設置している防災備蓄倉庫の適正な維持管理に努めるととも

に、老朽化した倉庫の再整備を進めます。 

第７ 物資供給体制の整備 くらし安心部、経済部、神奈川県トラック協会 

１ 分散備蓄の整備 

市は、災害時に被災者に飲料水、食料及び生活必需物資等を迅速に届けられるよう、そ

の要請体制・調達体制・輸送体制の整備を図るとともに、避難所を中心に分散備蓄を計画

的に進めていきます。 

２ 流通備蓄の確保 

市は、衣類や季節性の生活必需物資等、事前に備蓄をすることが難しい物資や市民のニ

ーズを考慮した物資について、企業等との協定の締結及びその拡大により、災害時に速や

かに避難者へ提供できる体制を整備します。 

３ 物資集積場所等の機能の検証 

市は、救援物資を迅速かつ効率的に輸送するため、物資集積場所として使用する施設及

び救援物資の輸送先施設について、物資の搬入搬出ルート、物資の効果的な整理、搬送車

両の待機場所等を検証します。 

４ 物資拠点の確保 



風水害対策計画 

第４章 平常時の対策 

第９節 飲料水、食料及び生活必需物資等の調達・供給対策 
 

106 

市は、救援物資を迅速かつ効率的に輸送するため、物資拠点から避難所等までの輸送手

段を含めた体制が速やかに確保できるよう、あらかじめ、適切な物資拠点を選定しておき

ます。 

５ 輸送体制の強化 

市は、円滑に避難所等に物資を輸送できるよう、運送事業者等と物資の保管、荷捌き及

び輸送に係る協定の締結を進めます。 

また、市は訓練等を通じて、物資の備蓄状況や輸送手段の確認を行うとともに、協定を

締結した民間事業者等の発災時の連絡先、要請手続き等の確認を行います。 

６ 物資調達・輸送調整等支援システムの活用 

   市は、備蓄状況を物資調達・輸送調整等支援システムに入力します。 

   また、物資の輸送拠点を速やかに開設できるよう、施設管理者の連絡先や開設手続きを

共有し、速やかな物資輸送を行うための準備を整えます。 
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第１０節 教育・保育対策 

  

【現状】 

○市教育委員会では、茅ヶ崎市地域防災計画に基づき、児童・生徒等の生命・身体の安全確保

や緊急事態に備え、迅速かつ的確な保護体制について「防災対策計画の作成指針」を定め、

各学校では、この指針に基づき学校防災計画等を作成しています。 

○災害発生時には、園児、児童、生徒の安全を第一に、避難誘導、保護者への引き渡し等を実

施しています。 

○各学校では、防災教育や防災訓練、通学路の安全点検等を通じて、日常的に児童・生徒等の

防災意識の向上を図っています。 

○市には指定等文化財として、令和５年４月１日時点で国指定５件、県指定９件、市指定３１

件、国登録７件の文化財があるほか、博物館などの施設には未指定の文化財が収蔵されてい

ます。文化財パトロールなどを通じて、文化財の情報の把握に努めています。 

 

【課題】 

○教育施設及び保育施設について、施設・設備や通学路等の安全性を確保する必要があります。 

○児童の登下校中の災害発生に備えた通学路の安全性の確保が必要です。 

○各学校は、最新の被害想定や防災に関する各種の取組を踏まえ、学校防災計画等を見直すと

ともに、必要な資機材等を備蓄する必要があります。 

○実践的な避難訓練の実施等を行うとともに、地域と連携した防災対策が必要です。 

○災害時には市内社寺や個人蔵の文化財など、市が把握していない地域の文化財も同様に被災

するため、災害に備えた対策に取り組む必要があります。 

 

【取り組みの方向】 

第１ 園児、児童、生徒の安全確保対策 こども育成部、教育総務部、施設管理者 

保育園、幼稚園、学校等は、施設・設備の定期的な安全点検を実施します。 

また、学校等は、児童、生徒の登下校時や在宅時に当にとるべき行動について、あらか

じめ指導しておくとともに、公立小学校においては、児童の通学路の安全点検を実施し、

必要に応じて安全確保対策を実施するなど適正な管理に努めます。 

第２ 防災計画等の見直し こども育成部、教育総務部、施設管理者 

保育園、幼稚園、学校等は、防災体制の充実を図るため、各々の防災計画や避難計画等

について、周辺地域の特性や最新の防災に関する情報を踏まえ、必要な見直しを行い、そ

の内容の充実を図るとともに、必要な資機材等の備蓄を市は支援します。 

第３ 実効性のある避難訓練の実施 こども育成部、消防本部、消防団、教育総務部、施設                  

管理者 

保育園、幼稚園、学校等は、園児、児童、生徒に対し、消防団員等が参画した体験的・

実践的な防災教育を図るとともに、実践的な防災訓練を実施し、その実施にあたっては地

域と連携した取り組みを図るよう努めます。 

また、障がいがある園児、児童、生徒の避難については、個々の状況に合わせた、迅速

に対応できる体制を整えるとともに、実効性のある避難訓練とその検証を重ねます。 

第４ 保護者との連絡体制の整備 こども育成部、教育総務部、施設管理者 

保育園、幼稚園、学校等は、災害時における情報伝達や安否確認、保護者による引き取

り等を確実に行えるよう、保護者との連絡体制を整備します。 

第５ 公立小・中学校における防災体制の整備 くらし安心部、教育総務部、施設管理者 

公立小・中学校は、文部科学省が定める「公立の義務教育諸学校等施設の整備に関する
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施設整備基本方針」に基づき、児童、生徒の安全確保や防災資機材の収容場所の提供に努

める等、防災機能の強化に努めます。 

第６ 文化財の保護 教育推進部 

市は、地域における文化財保護のため、所有者や管理者など文化財の所在情報の充実・

整理を行うとともに、施設・設備の耐震対策、防火対策に努めます。  
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第１１節 危険度判定対策 

  

【現状】 

○市は、災害発生時、宅地の崩壊がもたらす二次被害を防止し、市民の安全を確保するため被

災宅地危険度判定士を養成するとともに、実施体制の整備に努めています。 

 

【課題】 

○被災宅地危険度判定士の養成並びに技術水準の維持が必要です。 

○判定活動を円滑に行うため、判定に必要な機材等の整備やマニュアルの整備、広域応援体制

の一層の強化が必要です。 

 

【取り組みの方向】 

第１ 被災宅地危険度判定士の養成 都市部 

１ 被災宅地危険度判定士 

被災宅地危険度判定士（以下「宅地判定士」という。）とは、神奈川県被災宅地危険度

判定士認定登録要綱に基づき知事が認定登録し、被災宅地危険度判定士名簿に登載した者

又は被災宅地危険度判定連絡協議会長が認定し、宅地判定士名簿に登載した者をいいます。 

２ 宅地判定士の養成  

市は、地震に伴い、宅地が大規模かつ広範囲に被災した場合に、被害の発生状況を迅速

かつ的確に把握し、二次災害の軽減、防止を図るための判定作業を行うため、市職員に対

して、神奈川県建築物震後対策推進協議会が行う講習を受講させ、宅地判定士として養成

します。 

第２ 被災宅地危険度判定実施体制の充実 都市部 

市は、被災建築物及び被災宅地の危険度判定を迅速かつ円滑に実施するため、判定の実

施に必要な機材や活動マニュアル等の整備、県及び他市町村間の相互応援体制の整備を図

ります。 
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第１２節 緊急輸送道路等の確保対策 

【現状】 

○市及び県は、災害応急対策活動に必要な物資、資機材、要員等の広域的な緊急輸送を円滑に

行うため、緊急輸送道路、ヘリポート、物資受入港等を指定しています。 

○災害応急対策活動で使用する可能性のある、市の所有する車両や協定締結先の車両について、

緊急通行車両の確認申出を行い、証明書の交付を受けています。 

【課題】 

○大規模災害が発生した場合、道路の不通箇所が多数発生することが予想されるため、緊急輸

送道路等の緊急輸送の確保に努めるとともに、運用方法や復旧体制について整備する必要が

あります。 

○災害時に円滑な救助活動や応急復旧活動を行うためには、それらの活動に使用する車両を事

前に届け出ておくことが必要です。 

【取り組みの方向】 

第１ 緊急輸送道路等の指定 くらし安心部、建設部、藤沢土木事務所、横浜国道事務所 

１ 緊急輸送道路の指定 

県では、発災後の復旧活動をはじめとする緊急輸送の拡大に対応するため、現地災害対

策本部、広域防災活動拠点、市町村災害対策本部等を有機的に連絡する路線を緊急輸送道

路として事前に指定しています。 

第 1 次 

緊急輸送道路 

高規格幹線道路、一般国道等で構成する広域的ネットワーク及び港湾等

に連絡する路線で緊急輸送の骨格をなす路線。 

 路線名 区 間 

国道１号 市内全線 

国道１号（新湘南バイパス） 市内全線 

国道１３４号 市内全線 

国道４６８号（さがみ縦貫道路） 市内全線 

県道３０号（戸塚茅ヶ崎） 市内全線 

県道４４号（伊勢原藤沢） 寒川町境～県道４５号（丸子中山茅ケ崎）交点 

県道４５号（丸子中山茅ヶ崎） 市内全線 

県道４６号（相模原茅ヶ崎） 市内全線 

 

２ 緊急輸送道路を補完する道路の指定 

市は、応急対策活動に必要な物資、資機材、要員等の緊急輸送を行うため、各拠点と防

災備蓄倉庫、各避難所等を結ぶ緊急輸送道路を補完する道路を指定しています。 
 

第１次路線 
市内の応急対策活動を行う上で不可欠な路線で、防災拠点やヘリポートと災
害対策本部を結ぶ重要な道路。 

 路線名 区 間 

市道０１０１号線（一中通り） 一中通り全線 

市道０２０２号線（左富士通り） 左富士通り全線 

市道０１２１号線（鉄砲道） 鉄砲道全線 

市道０１２２号線、市道０１１６号線、
市道０１２３号線（東海岸寒川線） 

県道４０４号交点～「みずき」交差点（遠藤茅
ヶ崎） 

県道４０４号（遠藤茅ヶ崎） 市内全線 

県道４７号（藤沢平塚） 市内全線 

第２次路線 第１次路線を補完し、市の緊急輸送対策上、機能の確保が重要となる道路。 
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 路線名 区 間 

市道０２０９号線（学園通り） 学園通り全線 

市道０２０６号線（南湖通り） 南湖通り全線 

市道０１１０号線、市道７５６０号線、
市道０１１１号線、市道７２８１号線
（大岡越前通り） 

大岡越前通り全線 

市道０１１０号線、市道０１０８号線
（赤羽根通り） 

赤羽根通り全線 

市道０１０８号線（小和田通り） 小和田通り全線 

市道６２１４号線 「堤八王子原」交差点～「堤東原」交差点 

 

３ 緊急輸送道路等の整備 

道路管理者は、災害発生時の緊急輸送道路等の確保に向け、それぞれの計画に基づき道

路の整備を進めるとともに、適正な維持管理に努めます。 

４ 復旧体制の整備 

道路管理者は、道路が被災した場合を想定し、応急復旧のための資機材について事前の

備蓄や整備を行います。また、災害時における建設業者等との協力体制の充実・強化を図

るとともに、道路管理者相互の連携強化に努めます。 

第２ ヘリポートの指定 くらし安心部、神奈川県 

市及び県は、災害時の空路からの物資受入れ拠点並びに災害医療拠点の運用のため、大

型ヘリコプターの離着陸が可能な次の場所をヘリコプターの臨時離着陸場として指定して

います。 

市は、指定された施設が災害時にヘリコプターの離着陸場として使用されることを看板

の設置等により市民等に対して周知します。 

市は、ヘリポートの確保に努めるとともに、指定状況を自衛隊や必要な防災関係機関に

事前に周知します。 
 

市指定臨時ヘリポート 

 名     称 所 在 地 

茅ヶ崎公園野球場 中海岸３－３－１１ 

芹沢スポーツ広場蹴球兼野球場 芹沢４３０－３ 

県立茅ケ崎里山公園 芹沢１０３０ 

小出暫定スポーツ広場 堤４２７ 

県立茅ケ崎北陵高等学校 下寺尾５１５ 

県立鶴嶺高等学校 円蔵１－１６－１ 

県立茅ケ崎養護学校 西久保２９－１ 

県立湘南汐見台公園 汐見台３－１５ 

モリタ宮田工業株式会社 下町屋１－１－１ 

柳島スポーツ公園 柳島１３００ 

県指定臨時ヘリポート 

 名    称 所 在 地 

茅ヶ崎公園野球場 中海岸３－３－１１ 

災害拠点病院のヘリコプター臨時離着陸場 

 名    称 所 在 地 

茅ヶ崎市立病院 本村５－１５－１ 
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県立鶴嶺高等学校 円蔵１－１６－１ 

第３ 海上輸送体制の整備 くらし安心部、経済部 

市は、災害時の海上輸送に伴う物資受入体制を整えるとともに、「災害相互応援協定に関

する協定」及び「災害時の輸送船舶調達に関する協定」等により、輸送体制の確立に努め

ます。 

また、市は、関係機関との連携のもと、発災時の港湾機能の維持・継続のための対策を

検討するとともに、港湾の危険物の除去、応急復旧等に必要な人員、資機材等の確保等必

要な対策に努めます。 
 

物資受入港 

 名    称 備  考 

茅ヶ崎漁港  

湘南港（江の島） 県指定 

第４ 緊急通行車両の事前の確認申出 経営総務部、各部 

１ 緊急通行車両 

緊急通行車両は、災害対策基本法第５０条第２項に規定する災害応急対策の実施責任者

又はその委託を受けた者が使用する車両で、次に掲げる業務に必要な車両とします。 

(1) 警報の発令及び伝達並びに避難勧告又は指示 

(2) 消防、水防その他の応急措置 

(3) 被災者の救難、救助その他の保護 

(4) 施設及び設備の応急復旧 

(5) 清掃、防疫その他の保健衛生 

(6) 犯罪の予防、交通の規制その他被災地における社会秩序の維持 

(7) 緊急輸送の確保 

(8) 応急教育の実施 

(9) その他災害の発生の防御又は拡大の防災のための措置 

２ 緊急通行車両の事前の確認申出手続き 

市は、応急対策活動を迅速に行うため、応急対策活動で使用する市所有の車両や協定締

結先等の車両について、神奈川県警察本部等に事前に確認申出を行い、緊急通行車両確認

証明書の交付を受けておくよう努めます。 
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第１３節 ライフライン等の応急復旧対策 

  

【現状】 

○ライフライン関係機関は、災害時に、市民生活に欠くことのできない水道や電気、ガス、通

信サービス等のライフラインを早期に回復するため、ライフライン関係機関と連携を図り、

施設の安全強化対策とあわせて、災害時の応急復旧体制の整備等の対策を進めています。 

 

【課題】 

○市は、ライフライン関係機関と連絡体制の整備を図る必要があります。 

○大規模災害時には、広範囲にわたって電気、ガス、水道、通信サービス等のライフライン施

設に被害が発生し、復旧に時間を要することが予想されるため、各事業者においては復旧用

資機材の備蓄強化等応急復旧の迅速化に向けた対策を進める必要があります。 

 

【取り組みの方向】 

第１ 情報受伝達体制の整備 くらし安心部 

市は、災害時にライフライン関係機関と有効的な通信手段を確保するため、日頃より、

神奈川県防災行政通信網による通信体制の確立を図るともに、更なる通信体制の整備のた

め、地域防災無線（防災用ＭＣＡ無線）の配備及び取扱訓練や点検を実施します。 

第２ 上水道施設 県企業庁茅ケ崎水道営業所 

水道営業所は、上水道施設の機能確保のため、主要水道施設や水道管路の安全対策を進

めるとともに、県内水道事業者や近隣都県などとの相互応援協定に基づき、実践的な対応

が可能となるような応援受入れや復旧活動に係る計画を必要に応じて見直します。 

   また、復旧用資機材の備蓄を進め、災害時には医療機関や社会福祉施設、避難所など防

災上重要な建築物に配慮し早期に復旧するよう対策を進めます。 

   上水道が復旧しても、下水道が復旧していなければ給水を見合わせるといった事態が想

定されるため、上下水道それぞれ応急復旧の考え方や優先復旧管路を事前に共有しておき

ます。 

第３ 下水道施設 下水道河川部 

市は、災害時でも下水道のサービス水準を一定に保ち、可能な限り短時間で業務が再開

できるよう、管路や下水道施設の安全対策や非常電源設備の確保等、様々な事前対策を講

じ、災害時に迅速な応急復旧活動を行えるよう、体制の整備に努めます。 

上水道が復旧しても、下水道が復旧していなければ給水を見合わせるといった事態が想

定されるため、上下水道それぞれの応急復旧の考え方や優先復旧管路を事前に共有してお

きます。 

第４ 電力施設 東京電力パワーグリッド(株)平塚支社 

東京電力パワーグリッド(株)平塚支社は、災害時の電力供給施設の被害を未然に防止し、

被害が発生した場合の各施設の機能を維持するため、電力供給施設の安全対策や、緊急用

資機材の整備に努めます。 

また、災害時の迅速な応急復旧活動を行えるよう、体制の整備に努めます。 

第５ 都市ガス施設 東京ガスネットワーク（株） 

東京ガスネットワーク（株）は、ガス施設の災害及び二次災害の発生を防止し、また発

生した被害を早期に復旧するため、施設の機能確保、ガスの遮断装置等の安全装置の設置、

非常設備の整備、供給停止地域を最小限に抑えるための供給エリアのブロック分け等、各

種事前対策を講じ、災害時に迅速な応急復旧活動を行えるよう、体制の整備に努めます。 
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第６ ＬＰガス施設 （公社）神奈川県ＬＰガス協会湘南支部茅ヶ崎・寒川部会 

（公社）神奈川県ＬＰガス協会湘南支部茅ヶ崎・寒川部会は、災害時のＬＰガスによる

二次災害を未然に防止し、災害が発生した場合の被害の拡大を防止するため、予防対策を

実施します。 

第７ 通信サービス 東日本電信電話(株)神奈川事業部 

東日本電信電話(株)神奈川事業部は、災害等が発生又は発生するおそれがある場合にお

いて、電気通信設備等の被害を防御し又は被害の拡大を防止するために、平時から応急用

資機材及び災害対策機器の配備、復旧体制の整備に努めます。 

また、災害時における通信量の増加を抑制するため、災害時の不要不急な通信は控える

よう周知に努めます。 

第８ 鉄道施設 東日本旅客鉄道(株)横浜支社 

東日本旅客鉄道(株)横浜支社は、災害時の旅客の安全と円滑な輸送を図るため、施設及

び設備等の安全対策や防災用資機材の整備を図り、迅速な応急復旧活動を行えるよう、体

制の整備に努めます。 

第９ 現地作業調整会議 市、防災関係機関、ライフライン事業者 

   市は、防災関係機関及びライフライン事業者等と連携し、災害対策本部の対処方針に基

づくライフライン施設の速やかな応急復旧が図れるよう、現地作業調整会議の開催につい

て周知するなど、体制の整備に努めます。 
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第１４節 警備・救助対策 

  

【現状】 
○警察は、災害が発生し、又は発生するおそれがある場合には警備体制を早期に確立し県警察

の総力を挙げて人命の安全を第一とする各種の応急対策を迅速・的確に実施し、県民の生命、

身体、財産の保護、混乱の早期収拾を図るなどにより、市民の社会生活の安定に努めます。

また、被災地における治安維持を図るため、警備体制の整備、装備・資機材の充実等の施策

を推進し、初動体制の強化を図っています。 

○警察は、災害発生時における情報収集活動のため、ヘリコプターテレビ撮影装置を導入して

います。 

○海上においては、第三管区海上保安本部が、地震災害が発生した場合における人命の救助・

救急活動、消火活動、排出油等の防除活動、海上交通安全の確保、避難対策、救援物資等の

緊急輸送、治安の維持、船舶等への情報提供、二次災害の防止等を行います。 

○警察、第三管区海上保安本部は、各種防災訓練に積極的に参加し、防災関係機関との連携の

強化に努めています。 

 

【課題】 

○災害が発生し、又は発生するおそれがある場合における避難措置、救出救助活動、緊急交通

路確保活動等の応急対策を迅速・的確に実施するためには、情報収集用資機材、救出救助用

資機材等をより一層充実させていく必要があります。 

 

【取り組みの方向】 

第１ 陸上における救助・警備の体制 茅ケ崎警察署 

１ 資機材の整備 

   警察は、大規模災害時における迅速・的確な人命救助を実施するため、情報収集用資機

材や救出救助用資機材等必要な装備・資機材の整備を進めるとともに、警備部隊の非常用

食料、飲料水、燃料、電池その他の災害警備用物資の備蓄及び調達体制の整備を図ります。 

２ 応援部隊の受入態勢の確立 

   警察は、他都道府県警察からの警察災害派遣隊の部隊を迅速に受け入れる体制を確立し

ます。 

第２ 海上における救助・警備の体制 湘南海上保安署 

１ 協力体制の確立 

   第三管区海上保安本部（横須賀海上保安部湘南海上保安署）は、関係機関との連携体制

の整備を図り、発災時に防災業務を総合的かつ効果的に推進するため、関係機関の災害対

策本部等に職員を派遣する体制を整備する等の協力体制を確立します。 
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第１５節 広域応援・受援体制の充実強化 

  

【現状】 

○市は、災害時における人的・物的資源を確保するため、県、市町村及び防災関係機関の相互

応援に関する各種協定や企業等との災害協定を締結しています。 

○市は、県及び県内市町村、ひたちなか市、市川市及び富士市の県外の海岸沿いに位置する自

治体、歴史的なつながりのある岡崎市、佐久市及び関ケ原町等、他自治体と災害時における

相互応援協定を締結し、防災に関する情報交換等を定期的に実施しています。 

○市は、自衛隊や警察及びライフライン関係機関と連携し、円滑な応急対策活動の実施を想定

した災害対策本部運営訓練を行っています。 

〇国は、全国の地方公共団体の人的資源を活用して被災市区町村を支援するための応援職員の

仕組みとして、応急対策職員派遣制度（災害マネジメント総括支援員等による支援を含む）

を整備しています。 

 

【課題】 

○東日本大震災においては、支援が長期化し、被災市町村では、応援部隊等の受援体制につい

て十分な準備ができておらず、応援機関の職員の寝食を賄う施設、体制について課題が残り

ました。 

○「広域応援・受援体制の確立」のため、近隣及び県外の市町村との相互応援に関する更なる

協定の拡充と実効性を高めることが必要です。 

○「広域応援・受援体制の確立」のため、応援活動の拠点となる施設や空間等の整備・拡充が

必要です。 

○「広域応援・受援体制の確立」のため、日頃から通信訓練や合同訓練等を実施し、連携の強

化を図ることで実効性の確保に努める必要があります。 

 

【取り組みの方向】 

第１ 災害時協定の拡充 各部 

１ 市町村との協定の拡充 

市は、災害時に自らのみでは迅速かつ十分な対応が困難な場合に、他の地方公共団体か

らの物資の提供、人員の派遣、廃棄物処理等、相互に連携・協力し速やかに災害対応を実

施できるよう、近隣及び県外の市町村との協定の拡充を図り、災害時に有効な応急対策活

動を実施できるよう、その体制整備を図ります。 

２ 企業等との協定の拡充 

市は、活動拠点の確保や物資の供給、応急対策活動への支援といった各種協力を円滑に

受けるため、企業等の特性を生かした協定の拡充を図るとともに、訓練等を通じて、発災

時の連絡先、要請手続き等の確認を行い、実効性を高めます。 

第２ 受援体制の整備 くらし安心部 

市は、災害が発生し、又は発生するおそれがある場合に、他自治体や広域応援部隊から

の人的・物的支援を円滑に受け入れるため、受援体制の強化に努めます。 

１ 受援体制の整備 

市は、災害の規模や応援ニーズに応じて円滑に他自治体や広域応援部隊等からの応援を

受けることができるよう、応援を要する業務、応援要請の方法・手順、応援職員等の受入

れに係る調整体制、活動拠点、必要な資機材等をまとめるとともに、訓練等でその内容を

検証することで、実効性のある受援体制の整備を進めます。 

２ 防災用資機材等の整備  

市は、円滑な応援活動を確保するため、防災用資機材等の整備を進めます。 
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第３ 応援機関との連携強化 企画政策部、くらし安心部 

１ 防災訓練の実施 

市は、各応援機関と連携して、図上訓練等により各機関との役割分担や災害を想定した

活動調整などを訓練することで、担当業務の習熟を図ります。 

２ 連絡体制の整備 

市は、相互応援を円滑に行うため、平常時から担当窓口や連絡先や連絡方法、応援要請

の手続き方法などを共有することで実効性の確保を図ります。 

第４ 災害時における神奈川県内の市町村の相互応援に関する協定の円滑な実施 企画政

策部、くらし安心部、湘南地域県政総合センター 

県及び県内市町村は、大規模な災害が発生し、被災市町村単独では十分な応急対策や復

旧対策が実施できない場合に、県政総合センター単位の地域ブロック内の市町村間及び地

域ブロック間で相互に連携し、迅速かつ的確な応援ができるよう一層の連携強化を図ると

ともに、訓練等の実施を通じ、体制の検証を行います。 

第５ 応急対策職員派遣制度 経営総務部、企画政策部、くらし安心部 

   市は、訓練等を通じて、応急対策職員派遣制度を活用した応援職員の受け入れについて、

活用方法の習熟、発災時における円滑な活用の促進に努めます。 
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第１６節 ボランティアの受入体制の充実強化 

  

【現状】 

○阪神・淡路大震災では、多くのボランティアやボランティア団体が活発に活動し、ボランテ

ィア活動の重要性が社会に再認識され、その後発生した新潟県中越沖地震や東日本大震災等

の大災害においても災害救援を行うボランティア活動等は被災地の人々の生活再建等に貢献

してきました。 

○東日本大震災をはじめ、その後の大規模災害時には、全国から被災地支援に駆けつけた多く

のＮＰＯ・ボランティア等の迅速な受入体制や活動環境の整備、被災地の細かなニーズの把

握、ボランティア団体の活動に必要な資機材・活動資金の確保等の課題が明らかになりまし

た。 

○近年の大規模災害時には、災害ボランティアセンターを通じたボランティアのほか、ＮＰＯ

やボランティア団体、これらの団体の活動を支援する団体等の多様な主体による被災者支援

活動が行われています。 

 

【課題】 

○市は、災害ボランティアセンターの設置・運営を迅速かつ円滑に行えるよう、日頃から市社

会福祉協議会と連携し、ボランティアの受入体制や活動環境を整えることが必要です。 

○災害ボランティアセンターの設置及び後方支援体制の構築に向けた基盤づくりや、ボランテ

ィアニーズの的確な把握のため、情報収集や発信の仕組みづくりが必要です。 

○ボランティア活動は、性別や年齢、技能・特技、経験の異なるボランティアを、被災地にお

いて、どのように適材適所に配置するかが課題となっています。 

○大規模な災害が発生した場合、避難所等では保健衛生や看護、介護に係る専門職ボランティ

アの力が必要となります。 

○ボランティア活動が効果的に行われるためには、活動する各主体が被災者のニーズや支援活

動の全体像を共有し、連携のとれた支援活動を展開するよう努める必要があります。 

 

【取り組みの方向】 

第１ ボランティアの活動環境の整備 福祉部、環境部、監査事務局、市社会福祉協議会 

(1) 市及び市社会福祉協議会は、県や防災関係機関の協力のもと、ＮＰＯ・ボランティア等

との連携を図るとともに、災害中間支援組織（ＮＰＯ・ボランティア等の活動支援やこれ

らの異なる組織の活動調整を行う組織）を含めた連携体制の構築を図り、災害時において

災害ボランティアの活動が円滑に行われるよう、その活動環境の整備を図ります。その際、

ボランティア活動や避難所運営等に関する研修・訓練を実施できるような体制の整備、災

害時におけるボランティアの活動の受入れや調整を行う体制、災害ボランティア活動の拠

点の確保、活動上の安全確保、被災者ニーズ等の情報提供方策等について意見交換を行う

情報共有会議等の整備を推進します。 

(2) 市は、社会福祉協議会、ＮＰＯ・ボランティア等関係機関との間で、被災家屋からの災

害廃棄物、がれき、土砂の撤去等に係る連絡体制を構築します。また、市は、地域住民や

ＮＰＯ・ボランティア等への災害廃棄物の分別・排出方法等に係る周知を進めることで、

防災ボランティア活動の環境整備に努めます。 

第２ ネットワークづくりの推進 福祉部、監査事務局、市社会福祉協議会 

市及び市社会福祉協議会は、平常時から災害ボランティアセンターの設置・運営にかか

る研修や、訓練の実施等を通じて、各種団体等と災害発生時を想定した連携協力体制づく

りに努めます。 

第３ ボランティアの育成と充実 福祉部、監査事務局、市社会福祉協議会 

市と市社会福祉協議会は、連携して災害ボランティアセンター設置運営訓練やボランテ
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ィアコーディネーターの育成を行い、日本赤十字社・県民活動サポートセンターと広域的

なボランティア受入れについて調整を行う等、災害時のボランティア活動が円滑に行える

よう支援します。 

さらに、ボランティアの性別や年齢、技能・特技等に応じ、その能力を発揮し適切に活

動できるよう体制づくりを整備します。 

第４ 市民活動団体との連携 くらし安心部 

市は、市民活動団体の専門性等を活かしたボランティア活動が行えるよう、その受入体

制を整備します。 

第５ 災害時保健福祉専門職ボランティアの確保 福祉部、保健所 

市は、大規模災害に備え、災害対策地区防災拠点等で活動する保健衛生、福祉及び介護

の専門職ボランティアを「災害時保健福祉専門職ボランティア」として事前に登録すると

ともに、災害時に迅速かつ円滑なボランティア活動が実施できるよう研修を行います。  



風水害対策計画 

第４章 平常時の対策 

第１７節 災害廃棄物等の処理対策 
 

120 

第１７節 災害廃棄物等の処理対策 

  

【現状】 

○東日本大震災では、宮城、岩手、福島の東北３県で約２，８００万トン（平成２６年３月末

日現在）の災害廃棄物等が発生しましたが、本市でも大規模な災害が発生した場合において、

大量の災害廃棄物等の発生が想定されます。 

 

【課題】 

○市は、災害廃棄物等の除去及び処理に係る体制を検討し、円滑かつ適正な処理の推進を図る

必要があります。 

○大量の災害廃棄物等の発生に備え、県や防災関係機関との広域処理体制の確立が必要です。 

 

【取り組みの方向】 

第１ 災害廃棄物等の除去体制の整備 環境部 

市は、県、他市町村、廃棄物関係団体と連携し、災害時の各種応急対策活動を実施する

ため障害となる災害廃棄物等の除去方法等について、相互協力体制の構築を検討します。 

第２ 災害廃棄物等の処理体制の整備 環境部 

市は、被災地域の応急対策や復旧・復興対策を円滑に実施するため、最終処分量の削減

を図り、災害による建物の焼失、倒壊及び解体により発生する廃木材及びコンクリートが

ら等の再利用、適正処理を図る体制を整備します。 

また、他市町村や廃棄物関係団体と調整し、災害廃棄物等の処理に係る相互協力体制の

整備に努めます。 

第３ 災害廃棄物等の処理・処分計画の策定等 環境部 

市は、神奈川県災害廃棄物処理計画（平成２９年３月 神奈川県）を踏まえ、茅ヶ崎市災

害廃棄物処理計画（令和２年３月）に基づき、災害によって生じた災害廃棄物の一時保管

場所となる仮置場の配置や災害廃棄物の処理・処分を定める等、災害時における応急体制

の整備に努めます。 

第４ ごみ及びし尿等の処理対策 環境部 

市は、ごみ処理施設の耐震化、浸水対策及び補修等に必要な資機材の備蓄に努め、収集

車両や機器等を常時整備し、緊急出動できる体制の整備に努めます。 

また、し尿処理施設については寒川町と連携し、各種整備に努めます。 

資源物の分別回収においても、災害時に寒川広域リサイクルセンターへ速やかに搬入で

きるよう、日頃より寒川町と連携し体制を整備します。 
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第１８節 災害救助法関係 

  

【現状】 
〇避難所運営や救援物資の提供などの災害救助は、災害対策基本法に基づき、基本的には市が

主体となって実施します。大規模災害が発生した場合は、県が国の事務委託を受け災害救助

法に基づく救助事務を実施し、市は県の補助機関として、又は県が事務委任をして、市が救

助を実施する体制となります。 

〇県は、災害時に市町村と連携して円滑に災害救助が実施できるよう、平成３０年１１月に、

市町村への事務委任に関する事前の取決めを策定し、県が行う事務、市町村に委任する事務

を明確にしました。 

〇国災害対策本部が設置されている場合には、災害発生の前段階でも同法の適用により県の避

難所供与などが行われる可能性があります。 

 

【取り組みの方向】 

第１ 災害救助の実施体制の確保 

   県は、災害救助法の規定に従い、災害救助基金を運用するほか、災害救助の実施体制の

整備に努めます。 

第２ 関係機関との連携確保 

   県は、市町村への支援を円滑に行うため、物資等の供給や輸送、保管等に関して民間団

体との協定の締結を進めます。 

また、災害救助に係る連絡会議や、国や救助実施市、協定事業者連携した研究会を通じ

て関係機関の連携体制の一層の強化を図ります。 

第３ 災害救助の運用体制の充実 

   県は、資源配分連絡調整チームの円滑なオペレーションを確保するため、救助実施市や

民間団体と連携した訓練や研修の充実に努めます。 

   また、災害救助の事務手続きや、避難所や物資拠点の運営など、災害救助の実務に関す

る研修を実施し、県及び市町村職員の対応力強化を図ります。 

第４ 災害救助法の適用基準の把握 

   市は、災害救助法の適用基準のいずれかに該当するか、又は該当する見込みがあるとき

は知事への報告等の対応を実施する必要があるため、職員が、適用基準に関して十分に理

解し、迅速に対応できる体制を整備します。 
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市 

総括・情報班 ○ ○ ○ ○ ○  ○  ○   ○   ○ ○  ○ 

避難所対策班・配備職員 ○   ○   ○  ○ ○  ○    ○   

救援物資対策班 ○     ○   ○   ○    ○   

保健医療対策班 ○     ○  ○    ○    ○   

要配慮者対策班 ○   ○        ○    ○   

衛生・災害廃棄物対策班 ○       ○    ○    ○ ○  

被災者生活再建対策班 ○   ○        ○    ○   

応急復旧対策班 ○           ○    ○ ○  

経営総務部 ○        ○   ○   ○    

企画政策部 ○  ○    ○            

くらし安心部 ○ ○ ○ ○            ○  ○ 

市民部        ○           

経済部         ○          

文化スポーツ部    ○     ○          

福祉部    ○               

こども育成部    ○      ○         

環境部                 ○  

都市部    ○   ○    ○        

建設部  ○  ○        ○     ○  

下水道河川部  ○       ○    ○    ○  

保健所部・市保健師    ○  ○  ○       ○    

消防部  ○ ○ ○ ○ ○  ○    ○   ○    

会計部                   

市立病院部      ○             

議会部 ○                  

選挙管理部                   

監査部                ○   

教育部    ○      ○         

防
災
関
係
機
関
等 

関東農政局         ○          

湘南海上保安署    ○        ○  ○     

京浜河川事務所  ○ ○ ○           ○    

横浜国道事務所  ○          ○   ○    

横浜地方気象台    ○           ○    

自衛隊  ○  ○ ○    ○   ○       

藤沢土木事務所  ○          ○       

湘南地域県政総合センター               ○    

茅ケ崎水道営業所         ○    ○      

茅ケ崎警察署    ○ ○  ○ ○    ○  ○ ○    

消防団  ○  ○ ○              

東日本旅客鉄道(株)       ○      ○      

東日本電信電話(株)   ○          ○      

東京電力パワーグリッド(株)             ○      

東京ガスネットワーク（株）             ○      

神奈川県トラック協会            ○       

神奈川中央交通(株)       ○            

茅ヶ崎医師会（医療関係団体）      ○             

市社会福祉協議会                ○   

自主防災組織    ○ ○              
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災害応急対策活動の方針等 

 

第１ 災害応急対策活動の方針 

市及び防災関係機関は、災害に対し迅速かつ効果的に対応し災害による被害の軽減化を

図るため、以下の考えのもと、災害応急対策を的確かつ迅速に実施するための方針を定め、

方針に基づき活動します。 

１ 重点対策の明確化 

被災後の限られたリソース（資源）を効果的に活用し、災害応急対策を迅速かつ効果的

に実施するため、とるべき対策の優先順位を踏まえた重点対策の設定とその実施地域、時

期的目標を明確にします。これにあたり、重点対策は時間の経過とともに変化することに

留意し、発災から３日間は人命の救出救助、被害の拡大防止に係る対策を重点対策とする

とともに、災害応急対策の進捗状況に応じて、生活環境の改善や被災者の生活再建支援へ

と重点対策を変更します。 

２ 防災関係機関で連携した災害応急対策の実施 

市及び防災関係機関は、組織の持つ防災力を最大限に発揮するとともに、互いに連携協

力しながら組織的な災害応急対策を実施することで、被害の拡大防止、社会全体の早期復

旧を図ります。 

災害応急対策活動は、災害の規模や対策の進捗状況により変化することから、市及び防

災関係機関は、被害状況、各機関の活動状況、被災者の救援ニーズ、重点的に実施すべき

対策等に関する認識の統一を図りながら、組織的かつ効果的に災害応急対策活動を進めま

す。そのため、防災関係機関は市災害対策本部に対するリエゾン（連絡員）の派遣に努め

ます。 

３ 要配慮者への配慮 

市及び防災関係機関は、各災害応急対策の実施にあたり、災害による影響を受けやすい

高齢者、障がい者等の要配慮者への適切な対応に努めます。 

４ 積極的な情報発信 

社会の混乱を防止し、人心の安定を図るとともに、住民等の適切な判断と行動を促し、

住民等の安全を確保するため、市及び防災関係機関は互いに連携協力しながら、被災状況

や災害応急対策の実施状況等について多様な情報伝達手段を活用し発信します。 

５ 計画的な災害応急対策の実施 

市及び防災関係機関は、被害状況を踏まえ、被害の拡大防止を図るため、緊急的な救援

ニーズに対応しつつ、今後の災害応急対策の必要性も考慮し、計画的に災害応急対策活動

を実施します。 

第２ 主要な災害応急対策の基本的な考え方 

主要な災害応急対策を実施する上での基本的な考え方は次のとおりです。 

１ 災害対策本部の設置及び運営 

市は、発災後、災害に対し迅速に対応するため、職員の安全の確保に十分に配慮しつつ、

職員の緊急参集、災害情報の収集、関係機関等との連絡体制を確保し、災害対応体制の確

立を図ります。 

２ 水防対策活動 

大雨等の風水害が予測される場合、関係機関等より防災気象情報等を収集し、それによ

る市域への影響や被害等を可能な限り予測し、それに対応し得る水防体制を事前に構築す

ることで、対応します。 

３ 災害情報の受伝達 

流言飛語等による社会的混乱を防止し人心の安定を図るとともに、住民等の適切な判断

と行動を助け住民等の安全を確保するため、放送事業者等とも連携しながら、防災行政用

無線等の各種の情報受伝達手段を活用し、発災当初には市域の被災状況などの災害発生情



風水害対策計画 

第５章 災害時の応急対策活動 

災害応急対策活動の方針等 
 

126 

報及び避難関連情報を、以降には重大なリスク情報のほか、生活関連情報を重点に計画的

に発信します。 

４ 避難対策 

災害から住民等を保護するため、避難先を確保し安定した避難所運営を行うことで、被

災者の生活環境の確保を図ります。 

なお、この際、要配慮者の状況に十分配慮しながら、避難所避難者、在宅避難者等の避

難所外避難者及び帰宅困難者等の被災者のニーズを踏まえた給食・給水、救援物資等の確

保及び配布等の支援を行います。 

５ 救助・救急 

災害から市民の生命、身体及び財産を保護するため、消防計画に基づき活動体制を確立

し、消防力を総合的に活用し、災害状況に即応した防御活動を展開する。なお、この際、

人命の安全確保を最優先とし、防災関係機関と密接な連携のもと活動します。 

救助活動にあたっては、発災７２時間までは人命救助を最優先し、自衛隊、警察、消防、

消防団等で連携し活動します。 

救急活動にあたっては、災害の規模や状況によりトリアージを実施し、緊急度・重症度

の高い傷病者を優先的に処置・搬送します。 

６ 医療救護・保健活動 

負傷者の医療救護ニーズに対応するため、医療機関と連携した医療救護体制を早急に確

立することで、人的被害の拡大を防止します。 

また、被災者の健康悪化を防止するため、避難所支援や在宅要配慮者支援などの保健活

動を重点に対策を推進することで、災害関連死の発生を未然に防止します。 

７ 帰宅困難者対策 

市は、「むやみに移動を開始しない」という基本原則の広報等により、一斉帰宅の抑制を

図るとともに、帰宅困難者に対し、必要に応じて一時滞在施設の確保等の支援を行います。 

一時滞在施設の確保・運営に当たっては、男女のニーズの違いや要配慮者の多様なニー

ズに配慮するとともに、公共交通機関等必要な情報提供に努めます。 

８ 保健衛生・防疫、遺体の取扱いに関する活動 

生活環境の悪化に伴う健康被害を防ぐため、被災者の健康状態を把握し、被災状況や地

域の衛生状態、災害応急対策の実施状況を踏まえ、保健衛生対策、防疫対策、多数遺体対

策などの衛生関連対策を先行的、かつ計画的に実施することで公衆衛生の確保を図ります。 

９ 飲料水、食料及び生活必需物資等の調達・供給活動 

被災者の生活の維持のため、被災者のニーズに応じて必要な食料、飲料水、毛布の生活

必需品等を調達・確保し、被災者に供給します。 

この際、求められる物資は時間の経過とともに変化することに留意するとともに、夏季

の扇風機等、冬季の暖房器具や燃料等、被災時期に応じたニーズ、要配慮者等への対応や

男女のニーズの違いに配慮します。 

また、在宅避難者等に対しても物資等が提供されるよう努めます。 

１０ 教育・保育対策 

発災時には園児・児童・生徒の保護を最優先に活動し、保護者による引き取りまで安全

に保護します。 

その後は、避難所となる学校はその役割と調整しつつ、児童生徒等が災害からの心の平

穏や平常時の日常生活を取り戻し安全かつ円滑に学校生活等に戻れるよう、教育等の再開

に向けた準備・調整を進め、教育活動等の早期再開を目指します。 

１１ 危険度判定 

被災宅地の崩壊による２次災害を防止し市民の安全の確保を図るため、速やかに活動体

制を構築し、防災上重要な施設を優先に関係機関と連携しながら宅地の調査を実施します。 

１２ 緊急輸送のための交通の確保、緊急輸送活動 

緊急通行や緊急輸送、応援部隊の効果的な展開のため、一般車両の交通規制を実施する

とともに、災害応急対策の優先順位を考慮し、応急復旧のため人員、資機材等を集中的に
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投入することで、円滑な災害応急対策の実施に係る通行・輸送ルートの確保を図ります。 

１３ ライフライン等の応急復旧活動 

２次災害を防止し、被災者の日常生活を確保するため、ライフライン事業者は、災害時

における活動体制を確立するとともに、被害状況を踏まえ、行政機関等と連携を図りなが

ら応急対策を実施します。 

なお、ライフライン施設の復旧に当たっては、防災関係機関、医療施設、福祉施設、避

難施設などの施設を優先的に実施します。 

１４ 警備・救助対策 

様々な社会的混乱や道路交通の混乱から市民の生命、身体及び財産を保護するとともに、

各種犯罪を未然に防止し、取締り及び交通秩序を維持するため、陸上及び海上における警

備・救助体制を早期に確立し、人命の安全を第一とした迅速かつ的確な災害応急対策を実

施することで、治安の維持を図ります。 

１５ 広域応援・受援活動 

甚大な被害が発生し地域全体の防災力では対応が困難な場合、広域応援部隊や他自治体

等へ応援を要請するとともに、各種応援の受入体制を整えることで、迅速かつ的確な災害

応急対策の実施体制を構築します。 

１６ ボランティア活動 

災害に伴う被災者の様々な支援ニーズに対応するため、災害ボランティアの受入・活動

体制を整えるとともに、被災者のニーズや支援活動の全体像を把握し、関係団体と情報共

有を図りながら連携のとれた支援活動を展開することにより、市民生活の早期回復を図り

ます。 

１７ 災害廃棄物等の除去及び処理 

住民の健康への配慮や安全の確保、衛生や環境面での安全・安心のため、被害状況や災

害廃棄物の発生状況等を継続的に把握するとともに、仮置場の確保や既存処理施設におけ

る災害廃棄物の受入れ等の廃棄物処理体制、事業者との連携や広域的な処理を含めた関係

機関との連携協力体制を構築し、災害廃棄物を適正かつ円滑・迅速に処理することにより、

生活環境の悪化防止を図ります。 

１８ 災害救助法関係 

災害による被災者を救助するため、関係機関との連携・協力のもと応急的に必要な支援

等を実施することにより、被災者の保護と社会の秩序の保全を図ります。 
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第１節 災害対策本部の設置及び運営 

 

市は、発災後、災害に対し迅速に対応するため、職員の安全の確保に十分に配慮しつつ、職

員の緊急参集、災害情報の収集、関係機関等との連絡体制を確保し、災害対応体制の確立を図

ります。 

第１ 災害対策本部組織 統括調整部各班、くらし安心部 

１ 事前配備体制 

初動体制の充実強化を目的として、以後、大雨又は高潮が予想されるときは、気象等の

情報収集や応急対策に必要な体制等の見積もりを行い、以後、応急対策に必要な体制につ

いて事前に配備するものとします。 

２ 災害対策本部 

(1) 災害対策本部設置基準 

市は、災害対策基本法第２３条の２第１項の規定に基づき、災害が発生し、又は災害

が発生するおそれがある場合において、防災の推進を図るため必要があると認めるとき

は、本節第１「４ 水防対策体制の基準」に定めるところにより、災害対策本部を設置

することとします。 

なお、災害対策本部を設置した場合は、直ちに県及び防災関係機関に通知するととも

に、市庁舎入口に災害対策本部の掲示をします。 

(2) 意思決定の順位 

市長の不在又は連絡が取れない場合の意思決定者の順位は次のとおりとし、意思決定

者と連絡が取れない場合は、直ちに下位の者が意思決定し、体制を整え活動を開始しま

す。 

市長の不在又は連絡の取れない場合の意思決定者（上位不在の場合の順） 

 

 

３ 組織 

災害対策本部組織は、茅ヶ崎市災害対策本部条例（昭和３８年条例第１２号）及び茅ヶ

崎市災害対策本部運営要綱に定めるところによりますが、その概要は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

市長 主管の副市長 他の副市長 くらし安心部長 教育長 

 
 
本部長（市長） 
副本部長（副市長、教育長） 
経営総務部長 
企画政策部長 
くらし安心部長 
市民部長 
経済部長 
文化スポーツ部長 
福祉部長 
こども育成部長 
環境部長 
都市部長 
建設部長 
下水道河川部長 
保健所長 
保健所副所長 
消防長 
会計管理者 
副病院長兼事務局長 
議会事務局長 
選挙管理委員会事務局長 
監査事務局長 
教育総務部長 
教育推進部長 
教育指導担当部長 

本部員会議  

総務総務部 
企画政策部 
くらし安心部 
市民部 
経済部 
文化スポーツ部 
福祉部 
こども育成部 
環境部 
都市部 
建設部 
下水道河川部 
保健所部 
消防部 
会計部 
市立病院部 
議会部 
選挙管理部 
監査部 
教育部 

各部 

 
総括・情報班 
避難所対策班 
救援物資対策班 
保健医療対策班 
要配慮者対策班 
衛生・災害廃棄物対策班 
被災者生活再建対策班 
応急復旧対策班 

統括調整部 
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(1) 本部員会議 

本部員会議は、本部長（市長）、副本部長（副市長、教育長）及び災害対策本部の各部

長によって組織され、主として統括調整部が準備する応急対策に係る実施方針や措置案

について審議、意思決定し、統括調整部及び各部に対して対策の実行や新たな措置案の

検討を指示します。 

(2) 統括調整部の活動 

統括調整部は、くらし安心部防災対策課及び重要な応急対策の主管課職員によって組

織され、災害に係る情報の集約・分析、災害対策本部の活動方針の策定、重要な応急対

策に係る実施計画や対策案の検討・調整を行い、本部長及び本部員会議の意思決定を補

佐するとともに、必要に応じて各部に対し必要な指示を行います。 

(3) 各部の活動 

災害対策本部の各部班は、本部長及び本部員会議が決定した対策実施方針や実施構想

等に基づき必要な応急対策活動を実行します。 

また、必要に応じ統括調整部とともに実施構想を検討するほか、細部の実施計画や実

施要領を検討し、その結果に基づき応急対策活動を実施します。 

４ 水防対策体制の基準 

水害の発生が予測され、又は発生した場合、水防対策業務を迅速かつ的確に行うため、

職員の体制及び基準を次のとおり定めます。 

区分 種別 配備体制 配備時期 

災
害
対
策
本
部
設
置
前 

事前 

配備 

○防災対策課（くらし安心部） 

○道路管理課（建設部） 

○下水道河川管理課（下水道河川部） 

○警防救命課（消防本部） 

○その他必要と認める者 

○以後、大雨又は高潮が予想されるとき。 

○その他状況により必要があるとき。 

・防災対策課長が道路管理課長、下水道河川

管理課長、警防救命課長及びその他必要と

認める者を招集し、以後の配備体制につい

て事前協議を行う。 

また、その結果を市長に報告し、以後の

配備体制を決定する。 

水防 

第１号 

配備 

○くらし安心部 

○建設部 

○下水道河川部 

○消防本部 

○広報シティプロモーション課 

○市民自治推進課（※１参照） 

○応援職員（※２参照） 

○水防事前配備による事前協議の結果、以後

大雨警報もしくは、洪水警報又は高潮警報

が発表されると見込まれ、警戒にあたる必

要があると認められるとき。 

○その他状況により必要があるとき。 

災
害
対
策
本
部
設
置
後 

水防 

第２号 

配備 

○災害時電話対応職員（対応支援係と

して、建設部、下水道河川部、警防

救命課救命担当職員１名ずつ、応援

部局として、経営総務部、企画政策

部、市民部、経済部、文化スポーツ

部、福祉部、こども育成部・環境部、

保健所部、行政委員会部、教育部、

教育推進部職員２名ずつ） 

○担当課長以上の全職員 

○主幹以下担当主査以上の職員１名 

○本部職員（※３参照） 

○指定職員（※４参照） 

○指定消防職員（消防計画に準ずる） 

○他の職員は連絡待機 

○水防事前配備による事前協議の結果、以

後、大雨警報もしくは、洪水警報又は高潮

警報が発表され、市内に小規模（限定的、

局地的である）な災害の発生するおそれが

高いと見込まれるとき。 

○その他本部長が必要と認めたとき。 

水防 

第３号 

配備 

○全職員 ○以後、大雨警報もしくは、洪水警報又は高

潮警報が発表され、市内に大規模な災害の

発生するお 

それが高いと見込まれるとき。 
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○水防第２号配備では対応が困難であると

予想されるとき。 

○その他本部長が必要と認めたとき。 

※１ 市民自治推進課は、必要に応じて防災対策課からの指示により参集する。 

※２ 応援職員とは、水防第１号配備でくらし安心部、建設部及び下水道河川部の業務の支援のため必要 

となる職員をいい、必要に応じて部局を指定し招集する。ただし、配備職員は除く。 

※３ 本部職員とは、水防第２号配備以降、各部局より１名ないし２名を予め「総括・情報班」へ配備

する職員をいう。（ただし、市立病院及び行政委員会、応援職員と指定職員に指定されている職員は

除く。）各部局の各班との連絡調整及び電話対応時の補佐する業務を担うため、部の業務に精通した

職員とする。 

※４ 指定職員とは、水防第２号配備以降、各部局から水防体制へ配備する職員をいう。ただし、くら

し安心部、市立病院、建設部、下水道河川部、消防部及び配備職員は配置人員に含まない。 

第２ 職員の動員 総括・情報班、経営総務部、企画政策部  

市は、災害対策本部運営マニュアルに基づき、応急対策活動に従事する職員の動員を実

施します。 

１ 動員の実施 

(1) 動員は、本部長の命により行います。 

(2) 動員区分は各部、各班とします。 

(3) 本部員は、本部員会議に出席し、各部班長は、会議の決定に基づいて連絡調整にあた

ります。 

第３ 職員の参集 経営総務部 

市は、職員を参集し、応急対策活動にあたります。 

１ 勤務時間中の参集 

(1) 職員は、所属長の指示に従い、各々の分担業務に従事します。 

(2) 現場に出向いている職員は、速やかに帰庁するよう努めます。ただし、災害の状況に

より、帰庁自体に危険が生じる可能性がある場合は、所属長へ確認しその指示に従いま

す。 

２ 勤務時間外及び休日の参集 

職員は、災害が発生し勤務時間外及び休日に緊急参集する必要が生じた場合、各分担業

務に従事するため次の要領により、速やかに所属勤務場所又はあらかじめ指定された場所

に参集を開始します。 

(1) 安全確保 

自らの安全を確保し、家族等の安否を確認します。災害情報や周囲の状況等を確認し

ます。また、自身の安否や緊急参集の可否について、職員参集システム等を通じ、所属

長に報告します。 

(2) 参集時の服装、携行品 

災害応急対策活動に適した服装とし、貴重品、タオル、着替え、飲料水、食料、懐中

電灯等を携行します。（詳細は職員携行カードを参照） 

(3) 被害状況等の報告 

参集途上において、被害状況の収集に努め、参集後その情報を統括調整部に報告しま

す。 

３ 参集の除外 

次の者は、動員対象から除外します。 

(1) 災害発生時において急病、負傷等で参集が不可能な職員 

(2) その他本部長が認める職員 

４ 参集の報告 

(1) 招集を受けて参集した者は、所属部班長に速やかに、その旨を報告します。 

(2) 病気その他やむを得ない理由により招集に応じられないときは、その旨を所属部班長

に報告します。 
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第４ 災害対策地区防災拠点 避難所対策班、配備職員 

市は、災害から市民の生命、身体及び財産を保護し、災害時の情報収集・伝達及び応急

対策活動を迅速かつ円滑に実施するため、公立小・中学校を地区防災拠点と位置づけ、あ

らかじめ定めた配備職員が従事します。 

１ 設置条件 

災害対策本部が設置され、本部長が必要と認めるときに設置します。 

２ 設置場所 

公立小・中学校のうちから本部長が指定した場所 

３ 配備職員 

地区防災拠点の周辺に居住する職員及び各小・中学校に所属する職員のうち必要最小限

の職員をあらかじめ定め配備します。 

４ 配備職員の業務 

(1) 施設の安全確認（簡易的な応急危険度判定） 

(2) 災害対策本部との連絡調整 

(3) 学校管理者との連絡調整 

(4) 自主防災組織との連絡調整 

(5) 避難所の開設 

(6) 防災用資機材の活用 

(7) 避難者、必要物資等の把握 

(8) 地域の被災状況の把握（情報収集） 

(9) その他避難所運営上必要な業務 

５ 配備職員の参集 

本部長の指示により開設することとされた地区防災拠点及びその配備職員が参集し、避

難所の開設業務に従事します。 

なお、災害の状況により、参集自体に危険が生じる可能性がある場合は、災害対策本部

又は防災主管課へ確認しその指示に従います。 

６ 情報の収集・伝達 

地域の被害状況、救援ニーズ等の情報を収集・集約し、災害対策本部へ報告します。 

第５ 災害対策本部と各関係機関の連携強化 総括・情報班、議会部 

１ 防災関係機関との連携 

市は、被害状況や応急対策活動の実施状況をとりまとめ、情報を集約、整理又は分析し、

応急復旧に関する優先順位の決定や対処方針の策定を行う等、防災関係機関と情報を共有

し、連携を図ります。 

２ 茅ヶ崎市議会との連携 

市は、茅ヶ崎市議会（以下「市議会」という。）に対し、被害状況や応急対策活動に関す

る状況や対処方針等について定期的に報告し、市議会と情報を共有し、連携を図ります。 

第６ 災害対策本部の廃止 統括調整部、くらし安心部 

本部長は、市域において災害が発生するおそれが解消したと認めたとき又は災害応急対

策がおおむね完了したと認めたときは、災害対策本部を廃止することができることとしま

す。 

市は、災害対策本部を廃止したときは、県及び防災関係機関に連絡するとともに、報道

機関に発表します。 

 

  



風水害対策計画 

第５章 災害時の応急対策活動 

第２節 水防対策活動 
 

132 

第２節 水防対策活動 

  

大雨等の風水害が予測される場合、関係機関等より防災気象情報等を収集し、それによる市

域への影響や被害等を可能な限り予測し、それに対応し得る水防体制を事前に構築することで、

対応します。 

第１ 水防体制構築の基本的な考え方 

近年、従来の想定を上回る降雨により、河川の氾濫や土砂災害が発生し、全国的に毎年

多くの人的等の被害が発生しています。 

そういった背景から、平成２７年の水防法の一部改正では、避難体制等の充実・強化を

図ることを目的として、これまで計画規模降雨を前提として公表されていた浸水想定区域

図を想定最大規模降雨を前提としたものに変更する等の法改正が行われました。 

また、平成２７年１２月の社会資本整備審議会答申「大規模氾濫に対する減災のための

治水対策のあり方について」では、「「水害は施設整備によって発生を防止するもの」か

ら「施設の能力には限界があり、施設では防ぎきれない大洪水は必ず発生するもの」へと

変革し、氾濫が発生することを前提として、社会全体で常にこれに備える「水防災意識社

会」を再構築する必要がある」ことに触れられており、ハード対策だけでなく、ソフト対

策にも焦点を当てた対応について、市、防災関係機関、自主防災組織等が更なる連携を図

っていかなければなりません。 

従来、市では、水防体制について、降雨現況等に応じた体制移行を前提とした体制の構

築を図っていましたが、想定最大規模の降雨に伴う市域への影響を踏まえると、必ずしも

十分とは言えない状況にあります。  

よって、市は、水防体制の構築にあたっては、以後、大雨等が予測される場合に必要な

気象情報等を収集し、それによる市域への影響や被害等を可能な限り予測することで、こ

れに対応し得る体制を事前に構築し、対応にあたることを基本とします。 

第２ 警戒監視 総括・情報班、くらし安心部、建設部、下水道河川部、消防部、消防団、京

浜河川事務所、藤沢土木事務所 

１ 河川水位の監視 

市及び防災関係機関は、以後、大雨等が予測される場合は、河川水位のほか、浸水や侵

食による堤防決壊の要因となる事象も含めて監視を強化します。 

２ 雨量予測・監視 

市は、以後、大雨等が予測される場合、気象庁及び気象情報提供委託会社等から今後の

降雨量予測情報を収集するとともに雨量の監視を強化します。 

  また、上流域の降雨量等その他情報の収集に努めます。 

３ 潮位・波高の監視 

市は、水防活動の判断を行うため、潮位及び波高の情報を気象情報等から収集するとと

もに、海面監視カメラ等を活用し監視を行います。 

４ 常時監視 

市は、随時、区域内の河川、水防上危険であると認められる箇所があるときは、直ちに

河川、海岸管理者等に連絡し、必要な措置を講じるよう要請します。 

５ 非常警戒 

市は、気象の悪化が予想されるときには、次の重点警戒箇所を中心として河川、海岸等

の監視及び警戒をさらに厳重にし、あらゆる事態に即応した措置を講じます。 

 

事項 概要 

重点警戒箇所 
○重要水防区域及び箇所   ○浸水想定区域 

○護岸工事施工中の箇所   ○過去に浸水履歴のある箇所 
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第３ 水防活動 総括・情報班、くらし安心部、建設部、下水道河川部、消防部、消防団、 

京浜河川事務所、横浜国道事務所、藤沢土木事務所、自衛隊 

１ 水防活動の開始基準 

   水防活動の開始は、第５章第１節第１「４水防対策体制の基準」に拠ることとします。 

２ 水防施設等の安全措置 

(1) 重要水防箇所の警視警戒 

市は、随時、市域の河川、排水路及び海岸等の重要水防箇所及び既往の災害箇所、そ

の他重要な箇所を重点的に巡回・監視を行うものとし、特に気象の悪化が予測されると

き、又は降雨の状況により積極的に実施します。 

また、巡回・監視の結果、水防上危険と認められる箇所を発見したときは、直ちに河

川管理者等に連絡し、必要な措置を求めます。 

(2) 道路・橋りょうの安全措置 

国、県、市は、管理する道路ポンプ等の排水施設を適切に維持管理し、道路の冠水を

未然に防止するとともに、大雨や洪水により道路の通行に危険がある場合は、事故を未

然に防止するため、警察と連携し速やかに通行規制等の応急措置を実施し、交通機関へ

連絡するとともに必要な対策を講じます。 

(3) 取水堰及び樋門、樋管等の安全措置 

農業用取水堰及び樋門、樋管等の管理者又は取扱責任者は、出水等の状況に応じ、そ

の開閉を行います。 

また、河川管理者の要請又は大雨、洪水等に関する警報等が発表された場合は、相互

に連携し、その状況に応じた適切な措置を講じます。 

(4) 防潮扉の安全措置 

県は、防潮扉の安全措置を実施します。 

位  置 構造 

汐見台 フラップ式 

浜須賀／白浜町 フラップ式 

白浜町／菱沼海岸 フラップ式 

東海岸南４丁目 フラップ式 

中海岸２丁目 フラップ式 

(5) 設備等への事前措置 

市は、災害が発生するおそれがあるときは、災害対策基本法第５９条に基づき、必要

に応じて災害は発生した場合に被害を拡大させるおそれが認められる設備又は物件の管

理者等に対し、除去、保安その他必要な措置を指示します。 

３ 城山ダムの放流 

城山ダムからの放流連絡があった場合は、防災関係機関へ情報伝達するとともに、相模

川河川敷や河口付近での警戒を強化します。 

また、県では、スピーカーによる放送やサイレンの吹鳴、警報車による警報により、相

模川流域での警戒を地域住民等に周知します。 

４ 決壊時の措置 

市は、堤防その他の施設が決壊し又はこれに準ずべき事態が発生した場合は、 直ちに緊

急安全確保を発令し、住民等の避難行動を促すとともに、上階への垂直避難や崖側から離

れるなどの命を守るための最低限の行動を付したうえ、防災関係機関等と協力し、あらゆ

る広報手段を講じて、その他人的被害を最小限に抑えるための措置を講じます。 

また、速やかに各河川管理者に通報し、決壊箇所の状況に応じた必要な措置（応急復旧

等）について、要請を行います。 
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なお、氾濫により浸水が予想される隣接市町についても、決壊箇所等の情報提供を行う

ことで、被害拡大の防止を図ります。 

５ 協力応援 

市は、あらかじめ整備した水防倉庫により必要な資機材を確保し、水防活動を実施しま

す。 

なお、備蓄資機材や協定等による資機材等の調達によっても機材の不足が生じ、水防活

動に支障がある場合は、他の市町村又は藤沢土木事務所に応援職員並びに資機材の提供等

を要請する等、連携した措置を行います。 

６ 自衛隊の災害派遣 

市は、応急措置を実施するため必要があると認めるときは、県に対して自衛隊の派遣要

請を求めます。 

この場合市は、必要に応じてその旨及び市域の災害状況等を防衛大臣又は地域担任部隊

の長に通知します。 

また、市は、県への自衛隊派遣要請の要求が、連絡不能で出来ない場合には、直接防衛

大臣又は地域担任部隊の長に災害状況等を通知します。なお、この通知をしたときは、速

やかにその旨を県に通知します。 

７ 水防てん末報告 

市は、水防終了後３日以内に水防管理団体水防実施状況報告書により所管する水防支部

長に報告します。 
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第３節 災害情報の受伝達 

 

流言飛語等による社会的混乱を防止し人心の安定を図るとともに、住民等の適切な判断と行

動を助け住民等の安全を確保するため、放送事業者等とも連携しながら、防災行政用無線等の

各種の情報受伝達手段を活用し、発災当初には市域の被災状況などの災害発生情報及び避難関

連情報を、以降には重大なリスク情報のほか、生活関連情報を重点に計画的に発信します。 

第１ 防災気象情報等の受理伝達 総括・情報班、くらし安心部、消防部 

１ 防災気象情報の収集 

市は、防災気象情報等の発表又は必要があると認めるときは、気象情報提供委託会社か

ら的確な気象情報及びその後の予測・見込み情報等を収集します。 

(1) 防災気象情報 

ア 気象情報 

イ 海上警報 

ウ 台風情報 

エ 洪水情報 

オ 土砂災害警戒情報 

カ 竜巻注意情報 

(2) 雨量情報等の収集 

市は、雨量計情報及び茅ヶ崎市防災情報サイト、気象庁や国土交通省等の関連サイト

等から、雨量や河川水位、ダム情報等を収集します。 

(3) 関係機関との連携 

市は、防災関係機関と連携し、必要な情報収集に努めます。 

２ 防災気象情報等の受理伝達 

市は、特別警報を受理したとき及び気象予報・警報等の防災関係機関からの防災気象情

報等を受理し、市民等に伝達することが必要と認めたときは、災害対策基本法第５６条に

基づき、直ちに市民等に伝達するとともに、必要に応じて避難指示等の発令等の措置を行

います。また、横浜地方気象台は、報道機関に協力を求めて市民等に周知するように努め

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２ 災害時の広報 総括・情報班、企画政策部、くらし安心部、消防部、京浜河川事務所、

防災関係機関 

市及び防災関係機関は、災害が発生し、又は発生するおそれがある場合は、協力連携し、

市民に対する正確な情報の提供を行うとともに、災害応急対策の実施状況や被災者のニー

ズ等を把握し、積極的な広報に努めます。 

１ 広報内容 

気

象

庁 

横浜地方気象台 

ＮＨＫ報道局 

在京民放 

神奈川県 

神奈川県警察本部 

ＮＨＫ横浜報道局 

ＲＦラジオ日本 

テレビ神奈川 

茅ケ崎警察署 

市 

市

民

等 

第三管区海上保安本部 

（横須賀海上保安部湘南海上保安署） 
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(1) 防災情報 

防災気象情報の予測又は発表された段階で、即時性の高い媒体で繰り返し周知を行い、

市民の迅速な対応、行動を促します。 

ア 防災気象情報の発表状況 

イ 避難指示等 

ウ 被害状況とその影響又は予測 

(2) 安全安心情報 

現場や避難所等の状況を終始確認し、頻繁に情報の更新を行い、最新の情報を発信し

ます。 

ア 避難所、福祉避難所等の開設情報や混雑状況 

イ 要配慮者利用施設等の安否情報 

ウ 医療救護所の開設場所等の医療情報 

エ 応急給水場所の情報 

オ 応急対策活動に係る情報 

(ｱ) 応急危険度判定や建物被害調査  

(ｲ) ライフラインの復旧 

   カ 物資等配給情報 

   キ 交通や道路等の情報 

   ク 各種相談窓口や行政手続き等、業務継続関連情報 

ケ 災害廃棄物の分別･排出方法に関する情報 

２ 広報手段 

災害情報を広く確実に伝達するため、また、停電や機器・システム等に予期せぬトラブ

ル等があることも想定し、共通の情報を可能な限り多様な伝達手段で伝達することとしま

す。  

そのために、防災行政用無線等、情報の受け手側の能動的な操作を伴わず、必要な情報

が自動的に配信されるタイプの伝達手段であるＰＵＳＨ型の伝達手段を活用します。ただ

し、ＰＵＳＨ型の伝達手段のうち、屋外拡声器を用いた防災行政用無線（同報系）での伝

達については、大雨等により屋外での音声による伝達が難しい面もあることから、戸別受

信機、防災ラジオ、緊急速報メール、ちがさきメール配信サービスや等の屋内で受信可能

な手段を組み合わせて配信します。  

さらに、より多くの受け手に、より詳細に情報を伝達するため、ＰＵＳＨ型に加え、市

ホームページのほか、Ｘ（旧ツイッター）、テレビのデータ放送等、情報の受け手側の能動

的な操作により、必要な情報を取りに行くタイプの伝達手段であるＰＵＬＬ型手段も活用

して情報を伝達します。 

なお、災害対策基本法第５７条に定める通信のため、特別の必要があると認める場合は、

必要に応じて緊急放送に関する協定先等の関係事業者に対し協力を要請します。 

(1) 防災行政用無線、地域情報配信システム、Ｘ（旧ツイッター）、緊急速報メール、ｔ

ｖｋ（地上デジタル放送によるデータ文字放送）、防災ラジオ、災害情報共有システム

（Ｌアラート）※等の即時性の高い情報発信 
※市町村が避難情報の緊急情報を登録するとそれが放送事業者、通信事業者等に通知され、

テレビやラジオ、ウェブサイトなどを通じて住民に迅速に伝達されるシステムで総務省が
全国普及を進めているもの。  

(2) ホームページ、Ｘ（旧ツイッター）による情報発信 

(3) 地域への周知を図るための広報車及び消防車両による巡回放送 

(4) 避難所でのチラシ、臨時広報紙等の配布又は壁新聞等の掲示 

(5) 報道機関への定期的な情報提供 

(6) その他あらゆる情報媒体を利用した広報 
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３ 市が行う広報連絡系統図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 要配慮者利用施設への情報提供 

(1) 洪水浸水想定区域 

市は、水防法第１５条第１項の規定に基づき、要配慮者利用施設に対し、利用者の円

滑かつ迅速な避難の確保が図られるよう、電子メール等により、洪水予報等を伝達しま

す。 

(2) 土砂災害警戒区域 

市は、土砂災害防止法第８条第１項の規定に基づき、要配慮者利用施設に対し、利用

者の円滑かつ迅速な避難の確保が図られるよう、電子メール等により、土砂災害に関す

る情報等を伝達します。 

５ 緊急速報メールを活用した洪水情報の配信 

国は、洪水時に住民等の主体的な避難を促すため、相模川（下流）において、緊急速報

メールを活用した洪水情報のプッシュ型配信（国が管理する相模川（下流）において、氾

濫危険情報、氾濫発生情報が発表された場合に配信）を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 緊急速報メールを活用した土砂災害警戒情報の配信 

県は、大雨警報（土砂災害）の発表後、命に危険を及ぼす土砂災害がいつ発生してもお

かしくない状況となったときに、住民等の主体的な避難等を促すため、緊急速報メールを

活用した土砂災害警戒情報のプッシュ型配信を行います。 

 

 

 

 
 
 
 

インターネットによる配信 

市 

市 

民 

等 

即時性の高い媒体 

防災行政用無線、地域情報配信システム、Ｘ（旧ツイッター）、

緊急速報メール、ｔｖｋ、防災ラジオ、Ｌアラート、ＬＩＮＥ 

地域への周知 

広報車、消防車両による巡回放送 

現場での周知 

チラシ、広報紙、壁新聞の配布、掲示 

報道機関への情報提供 

ファクシミリ等による記者発表 

※土砂災害警戒情報は横浜地方気象台と共同発表 出典 神奈川県ホームページ 

市ホームページ 

出典 国土交通省ホームページ 
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第３ 被害情報等の収集・報告 総括・情報班 

１ 被害情報等の収集 

(1) 市は、災害発生時、人的被害の状況、建築物の被害状況、道路や橋りょう等の被害状

況、ライフライン被害状況等のあらゆる情報を収集します。 

(2) 市は、災害発生後速やかに公共施設の被害状況及び利用者の被災状況等について把握

します。 

(3) 市及び防災関係機関は、災害発生直後において、被害の規模を推定するために、市内

の被害状況を収集します。 

(4) 市は、防災関係機関が実施する応急対策活動の状況について、把握するものとし、防

災関係機関はその状況を市へ報告します。 

(5) 市は、必要に応じて無人航空機等による目視、撮影等による情報収集を行うため、協

定締結先事業者に依頼を行います。 

２ 被害情報等の報告 

(1) 市内の被害情報等は、総括・情報班が集約し、本部長に報告します。 

(2) 市は、災害対策基本法第５３条に基づき、把握できた範囲から被害情報を災害情報管

理システムにより県に報告します。 

なお、避難情報を発令した場合は、避難所開設状況等について、災害情報管理システ

ムにより逐次県に報告します。 

(3) 県は、市町村、県の機関、その他の防災関係機関をオンラインネットワークで結ぶ災

害情報管理システムを整備し、災害発生時に、市町村等が把握した被害情報等を、迅速、

正確に収集、整理し、相互に情報共有します。 

ア 県は、災害により被害が発生し、又は被害の発生の可能性があると判断したときは、

市町村等へ情報収集開始の通知をし、災害情報管理システムによる報告を依頼します。 

イ 市は、前号の依頼に基づき、被害、被害復旧、応援要請、応急措置等の情報を収集

し、災害情報管理システムにより報告します。なお、被害情報がない場合は、被害な

しの報告をします。 

ウ 有線及び無線通信等が不通の場合は、県湘南地域県政総合センター（県現地災害対

策本部）と連携を図り、情報伝達体制の確保に努めます。 

第４ 通信手段の確保 総括・情報班 

災害発生時において、災害情報連絡のための通信手段を確保するため、各種の情報通信

手段の機能確認を行うとともに、障害が発生した場合には、必要な要員を直ちに現場に配

置して速やかな通信の復旧を図ります。 

１ 災害時の通信連絡 

(1) 災害時の通信は、次の手段を活用します。 

ア 加入電話及び庁内電話 

有線電話の使用が可能なときは、災害対策本部の電話番号区分や内線番号を活用し

情報受伝達を行います。 

イ ＭＣＡ無線 

市役所各課や公共施設、学校、医療機関、防災関係機関に設置しており、基地局か

らの一斉放送やグループ間の一斉通信、各ＭＣＡ無線同士の個別通信により情報伝達

を行います。 

ウ 災害時優先電話 

電話が混み合うと、発信規制や接続規制などの通信制限がかかりますが、この制限

を受けずに、発信を行うことができる電話です。なお、着信については制限を受けま

す。 

エ 神奈川県防災行政通信網 

県、県内他市町村及び県内の防災関係機関等と情報伝達を行うことができます。 

オ 衛星携帯電話 

国内の通信回線が使用できない場合又は輻輳している場合の緊急連絡手段として

使用します。 

カ アマチュア無線 
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「アマチュア無線による災害時応援協定」に基づき、災害情報の収集伝達の必要が

ある時は茅ヶ崎セフティコミュニティアマチュア無線クラブに対して、協力を要請し

ます。 

キ 伝令の派遣 

いずれの通信手段によっても情報受伝達が困難な場合は、伝令をもって情報受伝達

を行います。 

(2) 加入電話を使用する場合には、回線の状況により東日本電信電話(株)等が指定した災

害時優先電話を利用します。 

２ 通信施設所有者等の相互協力 

(1) 県防災行政通信網、加入電話等が使用不能となり、県及び防災関係機関との通信が困

難となったときは、総務省・災害時テレコム支援チームの支援に基づき、関東地方非常

通信協議会の構成員の所有する通信施設を利用します。   

(2) 通信施設の所有者又は管理者は、災害応急対策を円滑・迅速に実施するため、相互の

連携を密にし、被害を受けた通信施設が行う通信業務の代行等の相互協力を行います。 

第５ 防災関係機関の広報 防災関係機関 

防災関係機関は、各々が定めた災害時の広報計画に基づき、市民及び利用者への広報を

実施します。特に必要があるときは、市、県及び報道機関へ広報を要請します。 

第６ 東日本電信電話(株)の措置 東日本電信電話(株)神奈川事業部 

東日本電信電話(株)は、災害時における通信ふくそうの緩和及び重要通信の確保を図る

ため、次の措置をとります。 

１ 通信の疎通が著しく困難な場合、重要通信を確保するため一般加入電話は通信の利用制

限を行います。 

２ 防災関係機関等の通信を優先的に確保します。(災害時優先電話) 

３ 災害により防災機関等の通信設備が被災し、通信が途絶したときは、可能な範囲におい

て、移動無線車等を使用し通信のそ通を確保します。 

４ ふくそう対策、安否確認方法として災害用伝言ダイヤル「１７１」や災害用伝言板「ｗ

ｅｂ１７１」等の運用を開始します。なお、提供については報道機関等を通じて周知しま

す。 

第７ 災害時コールセンターの設置 くらし安心部 

市は、災害対策本部を設置した場合、原則として災害時コールセンターを開設し、市民

等からの災害等に関する問合せに対応します。 

(1) 設置場所 

災害時コールセンターの設置場所は、市役所本庁舎４階災害時電話室内とします。 

(2) 役割 

   災害時コールセンターは、災害に関する市民等からの問合せに対応するものとします。 
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第４節 避難対策 

災害から住民等を保護するため、避難先を確保し安定した避難所運営を行うことで、被災者

の生活環境の確保を図ります。 

なお、この際、要配慮者の状況に十分配慮しながら、避難所避難者、在宅避難者等の避難所

外避難者及び帰宅困難者等の被災者のニーズを踏まえた給食・給水、救援物資等の確保及び配

布等の支援を行います。 

第１ 避難対策 総括・情報班、避難所対策班、くらし安心部、茅ケ崎警察署、湘南海上保安

署、自衛隊、横浜地方気象台、京浜河川事務所、神奈川県 

１ 避難行動 

「避難行動」とは、「難」を「避ける」行動であり、自然災害から「命を守るための行動」

です。居住地の地形、住宅構造、家族構成等により適切な避難行動や避難のタイミングが

異なることから、風水害等の自然災害に対しては、住民等が自らの判断で避難行動をとる

ことが原則となります。住民等は気象庁から発表される気象情報や降雨等の状況の把握に

努め、避難が必要と判断したときや避難情報が発令された場合は、速やかに自宅等の状況

に応じてあらかじめ決めておいた避難行動をとる必要があります。 

「避難行動」には、災害の種別ごとに指定された指定緊急避難場所や安全な場所にある

親戚・知人宅への避難する「立退き避難」を避難行動の基本としつつ、自らの判断で身の

安全を確保することが可能な上階への避難や高層階に留まる「屋内安全確保」や、必ずし

も身の安全を確保できるとは限らないものの、命の危険から身の安全を可能な限り確保す

るため、その時点でいる場所よりも相対的に安全な場所へ直ちに移動等する「緊急安全確

保」も含まれます。 

２ 避難情報の発令 

市長は、災害対策基本法第６０条第１項に基づき、災害が発生し、又は発生するおそれ

がある場合において、人の生命又は身体を災害から保護し、その他災害の拡大を防止する

ため、特に必要があると認めるときは、必要と認める地域の必要と認める居住者等に対し、

避難のための立退きを指示するため、避難指示を発令します。 

また、市は、災害対策基本法第５６条第２項に基づき、要配慮者については、避難指示

の情報の把握が困難な場合や、避難に支援又は時間を要する場合が想定されることから、

要配慮者及びその支援者に避難に関する情報を着実に伝達し、発災前にある程度の時間的

余裕をもって避難を開始することができるよう高齢者等避難を発令します。 

避難情報を発令する際には、市民が安全な避難行動をとることができる状況となるよう

考慮し、その対象者並びに警戒レベルを明確にして、避難情報の警戒レベルに対応した取

るべき避難行動がわかるように伝達することとします。 

(1) 避難情報と求める避難行動 

避難情報により立退き避難が必要な住民等に求める行動については次のとおりとしま

す。 

警戒レベル等 立退き避難が必要な住民等に求める行動 

【警戒レベル１】早期注意

情報(警報級の可能性)にお

いて、大雨に関して明日ま

での期間に[高]又は[中]が

予想されている場合 

（気象庁が発表） 

防災気象情報等の最新情報に注意するなど、災害への心

構えを高める。 

【警戒レベル２】大雨・洪

水・高潮※１注意報 

（気象庁が発表） 

ハザードマップ等により災害リスク、避難場所や避難経

路、避難のタイミング等の再確認、避難情報の把握手段

の再確認・注意など、避難に備え自らの避難行動を確認

する。 
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警戒レベル等 立退き避難が必要な住民等に求める行動 

【警戒レベル３】 

高齢者等避難 

（市が発令） 

高齢者等避難 

・避難に時間のかかる要配慮者とその支援者は立退き避

難する。 

・その他の人は立退き避難の準備を整えるとともに、以

後の防災気象情報、水位情報等に注意を払い、自発的

に避難を開始することが望ましい。 

・特に、突発性が高く予測が困難な土砂災害の危険性が

ある区域や急激な水位上昇のおそれがある河川沿いで

は、避難準備が整い次第、当該災害に対応した指定緊

急避難場所へ立退き避難することが強く望まれる。 

【警戒レベル４】 

避難指示 

（市が発令） 

全員避難 

○指定緊急避難場所等への立退き避難を基本とする避難

行動をとる。 

・予想される災害に対応した指定緊急避難場所へ速やか

に立退き避難する。 

・指定緊急避難場所への立退き避難はかえって命に危険

を及ぼしかねないと自ら判断する場合には、「近隣の

安全な場所」への避難や、自らの判断で身の安全を確

保することが可能な上階への避難や高層階に留まる

「屋内安全確保」を行う。 

【警戒レベル５】 

緊急安全確保 

（市が発令） 

災害発生又は切迫している 

・既に災害が発生又は切迫している状況であり、その時

点でいる場所よりも相対的に安全である場所へ直ちに

移動等をするなど命を守るための最善の行動をとる。 

・市町村が災害発生を確実に把握できるものではないな

ど、災害が発生した場合に、必ず発令されるものでは

ないことに留意する。 

※１高潮注意報は、高潮警報に切り替える可能性に言及されていない場合は警戒レベル２であり、高

潮警報に切り替える可能性が高い旨に言及されている場合は警戒レベル３に相当する。 

 

(2) 避難情報の発令に資する情報の整理 

市は、水害や土砂災害のおそれがある場合は、指定河川洪水予報や、水位計・監視カ

メラからの河川水位等の現地情報、土砂災害警戒情報に加え、雨量情報、流域雨量指数

の予測値（洪水キキクル（洪水警報の危険度分布））、土砂キキクル（大雨警報（土砂災

害）の危険度分布）等から避難情報の発令に資する情報の把握、整理に努めます。 

(3) 避難情報の発令基準 

避難情報の発令については、今後の気象予測、河川等の現地の状況、関係機関からの

助言等により総合的に判断します。 

なお、自然現象を対象とするため、以下の発令基準にとらわれることなく、防災気象

情報等の様々な予測情報や現地の情報等を活用し、臨機応変に対応することとします。 
 
 
 
■洪水：相模川（洪水予報河川）の避難情報の発令基準 

区分 発令基準 

高齢者等避難 １：指定河川洪水予報により、相模川の神川橋水位観測所の水位が避難判
断水位である７．８０ｍ に到達したと発表され、又は相模川の相模大橋
水位観測所の避難判断水位である５．８０ｍに到達したと発表され、かつ、
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水位予測において引き続きの水位上昇が見込まれている場合 
２：指定河川洪水予報の水位予測により、相模川の神川橋水位観測所の水
位が氾濫危険水位である８．７０ｍに到達することが予想され、又は相模
川の相模大橋水位観測所の水位が氾濫危険水位である６．５０ｍに到達す
ることが予想される場合 
３：水害リスクライン（国管理河川の洪水の危険度分布）で「避難判断水
位の超過に相当（赤）」になった場合 
４：堤防に軽微な漏水・侵食等が発見された場合 
５：警戒レベル３高齢者等避難の発令が必要となるような強い降雨を伴う
前線や台風等が、夜間から明け方に接近・通過することが予想される場合
（夕刻時点で発令） 

避難指示 １：指定河川洪水予報の水位予測により、相模川の神川橋水位観測所の水
位が氾濫危険水位である８．７０ｍに到達することが予想され、又は相模
川の相模大橋水位観測所の水位が氾濫危険水位である６．５０ｍに到達し
た、あるいは、水位予測に基づき急激な水位上昇によりまもなく氾濫危険
水位を超え、さらに水位の上昇が見込まれると発表された場合 
２：指定河川洪水予報の水位予測により、相模川の神川橋水位観測所の水
位、又は相模川の相模大橋水位観測所の水位が堤防天端高を越えることが
予想される場合 
３：水害リスクライン（国管理河川の洪水の危険度分布）で「氾濫危険水
位の超過に相当（紫）」になった場合 
４：堤防に異常な漏水・侵食等が発見された場合 
５：城山ダム又は宮ケ瀬ダムの管理者から異常洪水時防災操作開始予定の
通知があった場合 
６：避難指示の発令が必要となるような強い降雨を伴う前線や台風等が、
夜間から明け方に接近・通過することが予想される場合（夕刻時点で発令） 
７：避難指示の発令が必要となるような強い降雨を伴う前線や台風等が、
立退き避難が困難となる暴風を伴い接近・通過することが予想される場合
（立退き避難中に暴風が吹き始めることがないよう暴風警報の発表後速
やかに発令） 

緊急安全確保 １：相模川の神川橋水位観測所の水位が氾濫危険水位である８．７０ｍを、

または相模川の相模大橋水位観測所の水位が氾濫危険水位である６．５０

ｍを越えた状態で、指定河川洪水予報の水位予測により、氾濫開始相当水

位（堤防天端高）に到達するおそれが高い場合（越水・溢水のおそれのあ

る場合） 

２：水害リスクライン（国管理河川の洪水の危険度分布）で「氾濫してい

る可能性（黒）」になった場合 

３：堤防に異常な漏水・侵食の進行や亀裂・すべり等により決壊のおそれ

が高まった場合 

４：樋門・水門等の施設の機能支障が発見された場合（発令対象区域を限

定する）（災害発生を確認） 

５：氾濫発生情報の発表等により堤防の決壊や越水・溢水を把握した場合 

 
■洪水：小出川（水位周知河川）の避難情報の発令基準 

区分 発令基準 

高齢者等避難 １：小出川の一ツ橋水位観測所の水位が避難判断水位である２．９０ｍに
到達した場合、または新鶴嶺橋水位観測所の水位が避難判断水位である２．
５０ｍに到達した場合 
２：小出川の一ツ橋水位観測所の水位が水防団待機水位２．４０ｍを越え
た状態、または新鶴嶺橋水位観測所の水位が水防団待機水位１．４０ｍを
越えた状態で、次のいずれかにより、急激な水位上昇のおそれがある場合 
①一ツ橋水位観測所の水位が急激に上昇している場合 
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②小出川の洪水警報の危険度分布で「警戒（赤）」が出現した場合（流域雨
量指数が実況又は予測で洪水警報基準（基準Ⅱ）に到達する場合） 
③小出川の上流で大量又は強い降雨が見込まれる場合 
３：堤防に軽微な漏水・侵食等が発見された場合 
４：高齢者等避難の発令が必要となるような強い降雨を伴う前線や台風等
が、夜間から明け方に接近・通過することが予想される場合（夕刻時点で
発令） 

避難指示 １：小出川の一ツ橋水位観測所の水位が氾濫危険水位（洪水特別警戒水位）
である３．００ｍに到達した場合、又は新鶴嶺橋水位観測所の水位が氾濫
危険水位（洪水特別警戒水位）である２．７０ｍに到達した場合 
２：小出川の一ツ橋水位観測所の水位が氾濫注意水位である２．９０ｍを
越えた状態、又は新鶴嶺橋水位観測所の水位が氾濫注意水位である２．０
０ｍを越えた状態で、次のいずれかにより、急激な水位上昇のおそれがあ
る場合 
①一ツ橋水位観測所の水位が急激に上昇している場合 
②小出川の洪水警報の危険度分布で「危険（紫）」が出現した場合（流域雨
量指数が実況又は予測で洪水警報基準を大きく超過（基準Ⅲ）する場合） 
③小出川の上流で大量又は強い降雨が見込まれる場合 
３：堤防に異常な漏水・侵食等が発見された場合 
４：避難指示の発令が必要となるような強い降雨を伴う前線や台風等が、
夜間から明け方に接近・通過することが予想される場合（夕刻時点で発令） 
５：避難指示の発令が必要となるような強い降雨を伴う前線や台風等が、
立退き避難が困難となる暴風を伴い接近・通過することが予想される場合
（立退き避難中に暴風が吹き始めることがないよう暴風警報の発表後速や
かに発令） 

緊急安全確保 １：小出川の一ツ橋水位観測所の水位、または新鶴嶺橋水位観測所の水位

が氾濫開始相当水位（堤防高）に到達するおそれが高い場合（越水・溢水

のおそれのある場合） 

２：小出川の洪水警報の危険度分布で「災害切迫（黒）」が出現した場合（流

域雨量指数が実況で大雨特別警報（浸水害）の基準に到達した場合） 

３：堤防に異常な漏水・侵食の進行や亀裂・すべりの発生等により決壊の

おそれが高まった場合 

４：樋門・水門等の施設の機能支障が発見された場合（発令対象区域を限

定する） 

（災害発生を確認） 

５：堤防の決壊や越水・溢水を把握した場合 

 
■洪水：千の川（水位周知河川：県管理区間）の避難情報の発令基準 

区分 発令基準 

高齢者等避難 １：千の川（県管理区間）の梅田橋水位観測所の水位が避難判断水位であ
る２．２０ｍに到達した場合 
２：千の川（県管理区間）の梅田橋水位観測所の水位が水防団待機水位１．
２０ｍを越えた状態で、次のいずれかにより、急激な水位上昇のおそれが
ある場合 
①梅田橋上流の水位観測所の水位が急激に上昇している場合 
②千の川の洪水警報の危険度分布で「警戒（赤）」が出現した場合（流域雨
量指数が実況又は予測で洪水警報基準（基準Ⅱ）に到達する場合） 
③千の川の上流で大量又は強い降雨が見込まれる場合 
３：堤防に軽微な漏水・侵食等が発見された場合 
４：高齢者等避難の発令が必要となるような強い降雨を伴う前線や台風等
が、夜間から明け方に接近・通過することが予想される場合（夕刻時点で
発令） 



風水害対策計画 

第５章 災害時の応急対策活動 

第４節 避難対策 
 

144 

避難指示 １：千の川（県管理区間）の梅田橋水位観測所の水位が氾濫危険水位（洪
水特別警戒水位）である２．５０ｍに到達した場合 
２：千の川（県管理区間）の梅田橋水位観測所の水位が避難判断水位２．
２０ｍを越えた状態で、次のいずれかにより、急激な水位上昇のおそれが
ある場合 
（略） 
②千の川の洪水警報の危険度分布で「危険（紫）」が出現した場合（流域雨
量指数が実況又は予測で洪水警報基準を大きく超過（基準Ⅲ）する場合） 
③千の川の上流で大量又は強い降雨が見込まれる場合 
３：堤防に異常な漏水・侵食等が発見された場合 
４：避難指示の発令が必要となるような強い降雨を伴う前線や台風等が、
夜間から明け方に接近・通過することが予想される場合（夕刻時点で発令） 
５：避難指示の発令が必要となるような強い降雨を伴う前線や台風等が、
立退き避難が困難となる暴風を伴い接近・通過することが予想される場合
（立退き避難中に暴風が吹き始めることが内容暴風警報の発表後速やかに
発令） 

緊急安全確保 １：千の川（県管理区間）の梅田橋水位観測所の水位が氾濫開始相当水位

（堤防高）に到達するおそれが高い場合（越水・溢水のおそれのある場合） 

２：千の川の洪水警報の危険度分布で「災害切迫（黒）」が出現した場合（流

域雨量指数が実況で大雨特別警報（浸水害）の基準に到達した場合） 

３：堤防に異常な漏水・侵食の進行や亀裂・すべりの発生等により決壊の

おそれが高まった場合 

４：樋門・水門等の施設の機能支障が発見された場合（発令対象区域を限

定する） 

（災害発生を確認） 

５：堤防の決壊や越水・溢水を把握した場合 

 
 

■土砂災害の避難情報の発令基準 

区分 発令基準 

高齢者等避難 １：大雨警報（土砂災害）が発表され、かつ、大雨警報（土砂災害）の危
険度分布が「警戒（赤）」となった場合 
２：数時間後に通行規制や冠水等によって、土砂災害警戒区域等からの避
難経路の安全な通行が困難となる場合 
３：大雨注意報が発表され、当該注意報の中で、夜間から翌日早朝に大雨
警報（土砂災害）に切り替える可能性が高い旨に言及されている場合（夕
刻時点で発令） 

避難指示 １：土砂災害警戒情報が発表された場合 
２：大雨警報（土砂災害）の危険度分布で「危険（紫）」となった場合 
３：避難指示の発令が必要となるような強い降雨を伴う前線や台風等が、
夜間から明け方に接近・通過することが予想される場合（夕刻時点で発令） 
４：避難指示の発令が必要となるような強い降雨を伴う前線や台風等が、
立退き避難が困難となる暴風を伴い接近・通過することが予想される場合
（立退き避難中に暴風が吹き始めることがないよう暴風警報の発表後速や
かに発令） 
５：土砂災害の前兆現象（山鳴り、湧き水・地下水の濁り、渓流の水量の
変化等）が発見された場合 

緊急安全確保 １：大雨特別警報（土砂災害）が発表された場合 

（災害発生を確認） 

２：土砂災害の発生が確認された場合 
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■高潮の避難情報の発令基準 

区分 発令基準 

高齢者等避難 １：高潮注意報の発表において警報に切り替える可能性が高い旨に言及さ
れた場合 
２：高潮注意報が発表されている状況において、台風情報で、台風の暴風
域が市にかかると予想されている、又は台風が市に接近することが見込ま
れる場合 
３：高齢者等避難の発令が必要となるような強い降雨を伴う台風が、夜間
から明け方に接近・通過することが予想される場合（夕刻時点で発令） 
４：「伊勢湾台風」級の台風が接近し、上陸２４時間前に、特別警報発表の
可能性がある旨、府県気象情報や気象庁の記者会見等により周知された場
合 

避難指示 １：高潮警報あるいは高潮特別警報が発表された場合 
２：高潮注意報が発表され、当該注意報において、夜間から翌日早朝まで
に警報に切り替える可能性が高い旨に言及される場合 

緊急安全確保 １：水門等の異常が確認された場合 

２：潮位が「危険潮位」を超え、浸水が発生したと推測される場合 

３：高潮氾濫発生情報が発表された場合 

（災害発生を確認） 

４：海岸堤防等の倒壊、異常な越波・越流、高潮氾濫が発生した場合 

 

(4) 避難指示の実施責任者 

※警察官は、警察官職務執行法第４条第１項の規定により、指示のほか、状況に応じて、必要な警告を

発する等の避難等の措置をとることができます。 

※市長以外の者が、避難指示等を行った場合には、直ちにその旨を市長に通知することとする。 

(5) 関係機関等による助言 

市長は、避難情報の発令にあたり必要があると認める場合は、災害対策基本法第６１

条の２の規定に基づき、横浜地方気象台、京浜河川事務所等の国の機関、県等に対し、

ホットライン等により災害に関する情報等の必要な助言を求めることとします。助言を

求められた国の機関、県等は、技術的に可能な範囲で必要な助言を行うこととします。 

また、土砂災害の発生又は発生のおそれがある場合に発令した避難情報を解除する際

にも、土砂災害防止法第３２条に基づき、必要に応じて県等の助言を得ることとします。 

３ 避難情報の伝達 

(1) 避難情報の伝達 

避難情報の伝達は、本章第３節「第２ 災害時の広報」により行いますが、その周知

実施者 区分 災害の種類、内容 根拠 

市町村長 指示 災害全般 
災害対策基本法 
第６０条第１項 

警察官※ 指示 
災害全般 
市町村長が指示することができないと認め
るとき又は市町村長から要求があったとき。 

災害対策基本法 
第６１条第１項 
警察官職務執行法 
第４条第１項 

海 上 保 安
官 

指示 同上 
災害対策基本法 
第６１条第１項 

自衛官 指示 

災害全般 
災害派遣を命じられた部隊の自衛官は、災害
の状況により特に急を要する場合で、警察官
がその場にいない場合に限り、避難の指示を
行うことができます。 

自衛隊法第９４条 
第１項 
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には、自主防災組織と協力し実施します。 

なお、市は、広域にわたって避難指示の伝達を行う必要があるとき、又は他の方法に

よっては伝達が困難な場合には、必要に応じて災害対策基本法第５７条の規定に基づき、

各放送機関に対し当該避難情報の内容の放送を要請します。 

(2) 避難情報の内容 

市長は、避難情報の発令を実施する際、原則として次の内容を明示して行います。 

   ア 避難を要する理由 

イ 避難情報の発令対象地域 

ウ 避難先 

エ 避難に関する注意事項 

オ 警戒レベル 

(3) 県知事への報告 

市長は、避難情報の発令を行ったときは、災害対策基本法第６０条第４項に基づき、

速やかに県知事に報告するとともに、茅ケ崎警察署等防災関係機関に対し、その旨を連

絡します。 

４ 避難情報の解除 

市長は、災害による危険が去ったと認めるときは、避難情報を解除します。また、避難

情報を解除したときは、住民等に対し、直ちにその旨を公示します。 

５ 警戒区域の設定 

(1) 警戒区域 

災害が発生し、又はまさに発生しようとしている場合において、人の生命又は身体に

対する危険を防止するため特に必要があると認めるときは、市は、災害対策基本法第６

３条第１項に基づき、警戒区域を設定し、応急対策活動に従事する者以外に対して、当

該区域への立ち入りを制限し、もしくは禁止し、又は当該区域からの退去を命じること

ができます。 

(2) 警戒区域の設定権者 

設定権者 災害の種類 内容（要件） 根拠 

市町村長 災害全般 災害が発生し、又は災害が発生しようとして
いる場合で、人の生命又は身体に対する危険
を防止するためには特に必要があると認める
とき。 

災害対策基本法 
第６３条第１項 

警察官※ 
又 は 海 上
保安官 

災害全般 上記の場合において、市町村長もしくはその
委託を受けた市町村の職員が現場にいないと
き、又はこれらの者から要求があったとき。 

災害対策基本法 
第６３条第２項 

※警察官は消防法第２８条第２項、第３６条第７項、水防法第２１条第２項の規定によっても、第一

次的な設定権者が現場にいないか、又は要求があったときは、警戒区域を設定できます。 

※警察官は消防法第２８条第２項、第３６条第７項、水防法第２１条第２項の規定によっても警戒区

域を設定できますが、災害対策基本法第６３条に基づく警戒区域が住民の保護を目的とするのに対

し、消防法、水防法による警戒区域の設定は、現場における消防又は水防活動を保護するために、

消防又は水防関係者以外の者を現場に近づけないことを目的としています。  

また、災害対策基本法第６３条に基づく警戒区域の設定は「必要があると認めるとき」ですが、

消防法、水防法による警戒区域の設定は「火災現場において」、又は「水防上緊急の必要がある場

所において」となっています。 

第２ 避難誘導 総括・情報班、避難所対策班、消防部、消防団、茅ケ崎警察署、自主防災組

織、施設管理者 

市は、消防、警察、自主防災組織及び関係機関等の協力を得て、住民が迅速かつ安全に

避難できるよう、組織的な避難誘導に努めます。  

１ 市は、避難情報を発令したときは、防災関係機関等の協力を得て、避難所等へ誘導しま

す。 

２ 誘導にあたっては、安全な経路を検討し、危険箇所の表示等を行い、状況により誘導員
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の配置等、事故防止に努めます。 

３ 避難行動要支援者に対する避難誘導は、地域住民及び自主防災組織等の協力を得て、迅

速かつ安全に誘導します。 

４ 学校、病院、工場、要配慮者利用施設等の管理者は、避難確保計画に基づき、児童生徒、

入院患者、従業員、施設利用者等を迅速かつ安全に誘導します。 

第３ 避難所の開設・運営 総括・情報班、避難所対策班、保健所部、教育部、配備職員、

自主防災組織 

市は、災害が発生し、又は災害が発生するおそれがある場合には、施設の安全性を確認

の上、公立小・中学校を避難所として開設し、避難者の居住地に関わらず適切に被災者の

受入れを行います。 

避難所では災害情報の提供を行いますが、食料等の生活必需物資に関しては、災害発生

が予見可能な事前の避難行動であることから、原則として自己備蓄を持参することとしま

す。なお、災害発生後の状況によっては公的支援が迅速に行き届かないことも想定されま

す。そのため、避難者自身が７日分以上の飲料水、食料及び生活必需物資等を持参するこ

とが望まれます。 

避難所生活が長期化するなど、状況に応じて避難生活に必要な食料・救援物資等の配布

を行います。 

１ 避難所の開設 

(1) 警戒レベルを踏まえた避難所開設の考え方 

市は、避難所の開設にあたり、次のような考え方で避難所を順次開設し、避難者の安

全を確保します。 

ア 市は、気象情報などから市内で発生する恐れのある最悪の災害事態を予測し、それ

を踏まえ浸水想定区域や土砂災害警戒区域等における想定避難者数などを想定し、そ

れに応じ必要な避難所を浸水想定区域外等の災害リスクの低い地域に開設します。各

避難所の開設は、原則として「高齢者等避難」及び「避難指示」の発令に連動して開

設します。 

その際、自主避難者の便宜を図るため、「高齢者等避難」や「避難指示」など避難

情報の発令に先立ち、一部の避難所の開設を検討します。 

イ 市は災害発生が予測される区域内の居住者の「逃げ遅れゼロ」を目指し、様々な情

報提供や働きかけを行いますが、様々な事情から立ち退き避難の機を失した居住者の

緊急安全確保を図るため、災害リスクのある区域にある避難所を緊急避難場所として

開設します。 

(2) 避難所 

ア 避難所は公立小・中学校３２校及び２次避難所等とし、災害の状況、規模等に応じ

て指定した避難所を開設します。 

イ 公立小・中学校のみで避難者の収容が困難なときは、２次避難所等を開設します。 

(ｱ) 避難所として受入れが可能な公共施設 

(ｲ) 県立高等学校及び養護学校 

(ｳ) 協定を締結している私立学校 

(ｴ) 協定を締結している企業等 

(ｵ) 協定を締結している社会福祉施設 

(3) 避難所収容対象者 

ア 住家が被害を受け、居住の場所を失った者 

イ 住家が被害を受けるおそれのある者 

ウ その他住家での生活が困難な者 

(4) 避難所の開設 

避難所の開設は、自主防災組織、配備職員、学校職員等が協力して行い、避難者の受

入れにおいては、避難者名簿を作成します。 

また、配備職員は、避難所の開設について災害対策本部又は防災対策課へ報告します。 
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ア 施設の被害状況 

イ 自主防災組織、配備職員及び学校職員等の参集状況 

ウ その他避難所の開設に関する状況 

(5) 県への報告 

    市は、避難所を開設した場合、関係機関等による支援が円滑に講じられるよう、避難

所の開設状況等を適切に県に報告し、県は、その情報を国に共有するよう努めるものと

します。 

２ 避難所の運営 

(1) 避難所運営委員会 

避難所においては、その運営を円滑に行うための避難所運営委員会を立ち上げます。

なお、避難所運営委員会の立ち上げに際しては、地域全体で避難者を支えることができ

るよう、避難生活支援に関する知見やノウハウを有する防災リーダーなどの地域の人材

に対して協力を求めつつ、自主防災組織や避難者を中心に構成し、配備職員や学校職員

等はその運営を補佐します。 

避難所運営委員会は、避難所及び避難所内における混乱の防止、秩序保持、避難者の

収容及び救援対策が安全かつ適切に行われるよう努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※この組織表は、体制の例を示すもので、避難所の状況や地域の特性、又は時期的状況の中で必要

な班のみで構成することや新たな班を設置することもあります。 

 (2) 避難所の開設状況に係る報告内容 

配備職員は、避難所の開設状況を、電話又は無線等を使用して災害対策本部に報告し

ます。 

    ア 避難所名及び発信職員氏名 

    イ 開設日時 

    ウ 収容人員及び世帯数 

    エ 必要物資等 

    オ 負傷者、傷病者、避難行動要支援者等の情報 

    カ 周辺の被災状況 

    キ その他避難所の開設等に必要な情報 

(3) 避難所の状況報告 

配備職員は自身が知り得る状況や、避難者から得た被災状況を端的にとりまとめ、早

期対応が必要な重要情報については、逐次災害対策本部又は防災対策課へ報告し、それ

以外の情報については、定時報告を行います。 

   ア 定時報告 

配備職員は、定期的に避難所の状況を災害対策本部又は防災対策課へ報告します。 

(ｱ) 避難者数及び混雑状況 

班長 要配慮者支援班 

副委員長 

副委員長 

委

員

長 

班長 

班長 

班長 

班長 

班長 

班長 

班長 

総務班 

物資分配班 

給食給水班 

救護班 

名簿総括班 

環境衛生班 

情報広報班 

【避難所運営委員会組織体制例】 
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(ｲ) 避難行動要支援者数及び避難所での対応可否状況 

(ｳ) 最優先必要物資等の状況 

(ｴ) 収容可能場所と避難者見積等の状況 

(ｵ) 避難所の対応状況 

(ｶ) 在宅避難者や避難所外避難者等の状況 

   イ 臨時報告 

     配備職員は、必要に応じ災害対策本部又は防災対策課に臨時報告を行います。 

(ｱ) 避難所施設に被害が生じた場合 

(ｲ) 避難所運営に困難が生じた場合 

(ｳ) 周辺状況等により避難所に被害が発生するおそれがある場合 

(ｴ) その他定時報告以外の緊急を要する報告 

(4) 給食・救援物資等の受入れ、配布 

避難所において、市は、自主防災組織等と連携し、受入方針、供給方針を定め、必要

に応じ、飲料水、食料及び生活必需物資等を受入れ、避難者に配布します。 

(5) 避難所における情報提供・安否確認 

避難所においては、災害対策本部又は防災対策課から知り得た市域の被災状況や他の

避難所の状況、周辺の被災状況やライフラインの復旧情報等の被災情報を提供し、被災

した家族や離ればなれになった家族の安否を確認するための情報提供を実施します。 

(6) 避難所における衛生措置 

避難所における衛生措置は、集団生活を送る上で重要な課題となります。 

仮設トイレの設置場所やその処理方法、ごみ集積場所の整備等の衛生管理、避難者の

栄養指導や感染症予防等の健康管理等が必要です。 

避難者の生活環境に注意を払い、避難所生活を良好なものとするよう、避難所運営委

員会を中心にその対応を定めます。 

  (7) 感染症患者等への対応 

インフルエンザ等の感染症が、避難所全体に拡大することを防止するため、感染症患

者等の専用スペースを確保します。 

市は、感染症の発生、拡大がみられる場合は、感染症対策として必要な措置を講じま

す。 

(8) 避難所におけるペット対応 
市は、ペットの放浪・逸走、動物由来感染症の防止、被災者の心のケア、動物愛護の

観点からペットの同行避難を推進します。ペットの世話やペットフードの確保、飼養場
所の管理等、同行避難されたペットの飼養管理は飼い主が行うことを原則とし、市は、
獣医師会及び動物愛護推進員等と連携し、避難所での飼養に必要な支援を行います。 

避難所運営委員会は、動物に対するアレルギーや衛生面の問題等を踏まえ、できる限

りペットと避難者の「住み分け」を行うこととし、ペットと人との動線を分離すること

で接点をできる限り最小限とするとともに、避難所の近隣住民の生活環境にも配慮しペ

ットの飼養場所を確保します。 

（ペットの飼養場所の確保方法の例） 

○倉庫の利用  ○遊具を利用した係留  ○テントやプレハブの設置  

○ブルーシートを張ったサッカーゴールの利用  ○屋根や壁のある渡り廊下 

３ 避難所運営に対する災害対策本部の措置 

市は、災害対策本部の統括調整部に避難所対策班を設置し、災害状況に応じた避難所対

策を講じます。 

(1) 避難所の状況把握 

市は、避難所の開設状況や避難者数、最優先必要物資数等の積極的な状況把握に努め、

必要な措置を講じます。 

(2) 周辺の状況把握 

市は、配備職員からの状況報告を基に、避難所周辺の被災状況や在宅避難者、避難所

外避難者等を把握します。 
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(3) 大規模な延焼火災が発生した場合等の措置 

避難所周辺で大規模な延焼火災が発生した場合等、避難所に滞在し続けることにより

身に危険がおよぶことが想定される場合は、避難所を閉鎖し他の避難所又は広域避難場

所等へ避難者の移動を行う必要があります。 

市は、正確な情報分析を行い、必要に応じて避難所からの移動措置を講じます。 

ア 事前情報の提供 

市は、避難所周辺で延焼火災が発生した場合等は、その状況分析に努め、避難所へ

情報提供を行うとともに、移動の可能性について説明します。 

イ 避難所の移動措置の検討 

市は、新たな避難先を検証するとともに、安全な避難を確保できる道路の選定等を

行います。 

ウ 避難所の移動・閉鎖 

配備職員は、自主防災組織や避難者等の協力により誘導員を配置し、避難所の移動

を行います。 

また、避難所を移動し閉鎖する場合には、その情報を張り出すとともに、自主防災

組織と連携し、周辺への情報提供に努めます。 

市は、延焼火災の状況や避難所の閉鎖について、防災行政用無線等により市民に対

し、必要情報の提供を実施します。 

(4) 避難所の閉鎖・統合 

災害の状況が明らかになる時期（おおむね３日以内）、ライフライン復旧時期、応急

仮設住宅整備時期等の段階において、本部長は、各避難所の避難状況等を考慮し、避難

所運営委員会との協議を行った上で、避難所の閉鎖・統合を決定します。 

なお、統合の際には、普通教室に避難する避難者の体育館への移動など、学校の教育

再開に配慮します。 

また、発災後一定時間を経過しても住民の避難がない場合、災害状況を踏まえ、地区

防災拠点の情報受伝達拠点としての役割も考慮して、避難所の閉鎖について総合的に判

断、決定します。 

(5) その他避難所の運営に関する措置 

市は、避難所の応急対策に関する事項及び当面の対策等について措置案を検討します。 

４ 学校教育の再開に向けた避難所運営 

学校は、児童、生徒が教育を受ける場であるとともに、被災した子供たちの安心感の回

復やこころのケアの支援等を行う場でもあります。 

よって、市は、避難所として学校施設を使用する場合、学校教育の早期再開を視野に入

れた避難スペースの提供を行い、避難所との共存を含めた措置を講じます。 

大規模災害等により多数の避難者を受け入れるため、多くの教室等を避難スペースとし

て使用する場合においても、段階を踏んで１日でも早く学校教育を再開できるよう、避難

所生活を送る避難者の相互理解のもと、避難所運営委員会を中心に学校教育の早期再開に

向けた避難所運営を実施します。 

第４ 指定避難所以外の公共施設の措置 避難所対策班、施設管理者 

避難所（公立小・中学校）以外の公共施設（青少年会館・図書館等）では、施設や来館

者等の安全確保、負傷者への適切な処置、安全な場所又は避難所への誘導を行います。 

また、災害対策本部の指示に基づき、市内の被害情報や警報等の情報の伝達及び避難所

の案内（開設場所、経路等）を行うとともに、施設及び施設周辺の被害状況をとりまとめ、

災害対策本部へ報告します。 

なお、災害等の状況により、一時的な避難の受入れを図る時は、近隣の避難所と連携し、

地域や施設の特性に応じた避難対策を講じる等、必要な措置を行います。 

第５ 他市町村への避難 総括・情報班 

市長は、市域に係る災害が発生するおそれがある場合、市域内で避難場所が不足し災害
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から住民の生命又は身体を保護するため、住民を県内他市町村へ一定期間滞在させる必要

があると認めるときは、災害対策基本法第６１条の４第１項に基づき、当該住民の受入れ

について他市町村の市町村長に協議します。 

また、市長は、市域で発生した災害から住民の生命もしくは身体を保護し、又は住居の

場所を確保することが困難な場合において、住民を県内他市町村へ一時的に滞在させる必

要があると認めるときは、災害対策基本法第８６条の８第１項に基づき、当該住民の受入

れについて他市町村の市町村長に協議します。 

市長は、住民の受入れについて他市町村に協議しようとするときは、災害対策基本法第

６１条の４第２項又は第８６条の８第２項に基づき、その旨を県知事に報告します。ただ

し、事前の報告が困難な場合は、協議開始の後、遅滞なく、報告することとします。 

第６ 要配慮者及び避難行動要支援者支援対策 避難所対策班、要配慮者対策班、文化スポ

ーツ部、福祉部、こども育成部、保健所部、消防部、茅ケ崎警察署 

災害時における要配慮者及び避難行動要支援者支援対策については、自治会、自主防災

組織、民生委員児童委員、地域支援者と連携して実施します。 

また、市は、災害対策本部の統括調整部に要配慮者対策班を設置し、災害状況に応じた

要配慮者及び避難行動要支援者対策を講じます。 

１ 要配慮者及び避難行動要支援者への対応 

(1) 避難支援等関係者は、避難行動要支援者の安否確認を行い、避難所への移動等の必要

な支援を行います。その際、市は、災害対策基本法第４９条の１１及び第４９条の１５

に基づき、災害から避難行動要支援者の生命又は身体を保護するために特に必要がある

ときは、その同意の有無に関わらず、避難支援等の実施に必要な限度で、避難支援等関

係者等に避難行動要支援者名簿及び個別避難計画の情報を提供します。 

なお、市は、避難支援等関係者の安全確保及び提供情報の漏えい防止のため、避難支

援等関係者に対して次の事項を求めます。 

ア 災害の状況や地域の実情に応じ、身の安全を確保した可能な範囲での避難支援 

イ 必要以上の情報の複製の禁止、適正な保管、使用後の返却等の情報の適正な管理 

ウ 受領した情報の避難支援等以外の目的での使用の禁止 

(2) 市は、要配慮者に対し防災情報及び安全安心情報を確実に伝達するため、防災行政用

無線、地域情報配信システム、Ｘ（旧ツイッター）、ちがさきメール配信サービス、緊急

速報メール、ｔｖｋデータ文字放送（地上デジタル放送による文字放送）、ＬＩＮＥ、市

ホームページ、防災ラジオ、広報紙等の多様な媒体をとおして提供するとともに、拡声

器や拡大コピー、ファクシミリ等要配慮者に配慮した手段を活用します。 

２ 避難所における要配慮者に対する支援 

(1) 市は、避難所運営委員会を中心に要配慮者に対する支援措置を講じます。 

また、必要に応じて、手話通訳者や、災害ボランティア等を派遣します。 

(2) 市は、避難所内の一般避難スペースでの生活が困難な障がい者や高齢者等については、

福祉避難所に係る協定を締結している特別養護老人ホーム等の社会福祉施設に施設の被

災状況や収容可能人数を確認の上、障がい者や高齢者等の受入れを依頼します。 

また、福祉避難所が収容能力を超えた場合、又は対応が困難な要配慮者については、

県に対し、必要な措置を要請します。 

  (3) 市は、災害発生時に、要配慮者の福祉ニーズに的確に対応し、避難生活中における災

害時要配慮者の生活機能の低下の防止や安定的な日常生活への移行等の必要な支援を行

うことができるよう、適宜、県に対してＤＷＡＴ（Disaster Welfare Assistance Team：

災害派遣福祉チーム）の派遣を要請するなどの措置を実施します。なお、ＤＷＡＴの活

動については次のとおりです。 

   ア 要配慮者のスクリーニング及び福祉避難所等への移送検討 

イ 要配慮者の心身の状態の把握や日常生活上での支援 

ウ 一般避難所等内の環境整備 

エ 神奈川ＤＷＡＴ本部等への連絡調整 

 



風水害対策計画 

第５章 災害時の応急対策活動 

第４節 避難対策 
 

152 

３ 在宅の障がい者や高齢者等に対する支援 

(1) 市は、自治会、自主防災組織、民生委員児童委員、地域支援者と連携し、各種の福祉

相談に応じ情報提供を行います。 

(2) 市は、被災した要配慮者の在宅生活を支援するため、民間の介護サービス事業所と連

携し、福祉サービスを遅滞なく再開するよう働きかけます。 

(3) 市は、在宅福祉サービスの実施が困難な場合には、県に対し、必要な措置を要請しま

す。 

(4) 市は、在宅の要配慮者に対する救援物資の配布については、自治会、自主防災組織、

民生委員児童委員、地域支援者の協力により実施します。 

４ 妊産婦及び乳幼児への配慮  

市は、避難生活を送る妊産婦に対し、安心した避難生活を送れるよう、授乳室の確保や

乳幼児が安心して生活できる空間の確保を行うとともに、保健師による健康相談の実施等、

妊産婦や乳幼児の健康に配慮した対応を実施します。 

５ 外国人への配慮 

市は、避難生活を送る外国人に対し、多言語表示シート等を活用した避難所運営を実施

し、外国人に対する情報提供に努めるとともに、必要に応じ通訳ボランティアの協力を得

る等、外国人へ配慮した対応を実施します。 

６ 感染症患者等 

インフルエンザ等の感染症が、避難所全体に拡大することを防止するため、感染症患者

等の専用スペースを確保します。 

第７ 男女共同参画の視点に配慮した生活環境の確保 避難所対策班、配備職員 

避難所運営委員会においては、委員に女性を配置するよう心がけ、「男女共同参画の視点

からの防災・復興の取組指針」（平成２５年６月、内閣府男女共同参画局）や「男女共同参

画の視点からの防災・復興ガイドライン」（令和２年５月、内閣府男女共同参画局）を踏ま

え、男女のニーズの違い等、男女共同参画の視点に配慮し、避難所における生活環境が常

に良好なものとなるよう避難所を運営します。 

避難所における女性の生活環境を良好に保つための具体的な取組例については次のとお

りです。 

取組事例 

○運営上の工夫（男女両方の運営組織への参画、委員は女性に配慮し女性の意見を代
弁する等による女性の意見の避難所運営への反映、性別や年齢等による役割の固定
化の防止、多様な主体の意見を踏まえたルールづくり、男女両方の相談員の配置。） 

○救援物資の工夫（女性用の物資のニーズの把握、女性による配布） 
○トイレの確保・設置場所の工夫（男女別の設置、ユニバーサルデザイン（男女共用）

のトイレの設置、女性トイレの多めの設置、場所や経路の防犯上の安全性） 
○プライバシーの確保（間仕切りの設置、男女別や一人用の更衣室の設置、洗濯物の

干し場所の確保、避難者の個人情報管理の徹底） 
○妊産婦・母子・乳幼児への配慮（授乳・休息スペースの確保、衛生的な環境の確保、

保健指導、緊急時の対応） 
○防犯対策（トイレ・更衣室等への照明の設置、就寝場所や女性専用スペースのパト

ロールの実施） 

第８ 在宅避難者、避難所外避難者への対応 避難所対策班、保健所部 

１ 在宅避難者及び避難所外避難者の把握・支援 

市は、自治会や自主防災組織等の協力を得て、在宅避難者や車中泊等の避難所外避難者

（以下「避難所外避難者等」という。）の避難場所、人数、支援の要否やその内容等の把握

に努めるとともに、飲料水、食料及び生活必需物資等の配布並びに情報等の提供が行える

よう、必要な支援を実施します。 

２ 健康対策 

避難所外避難者等は、自動車やテント等での寝泊まりによって長時間同じ姿勢をとるこ
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とが多く、また、トイレ事情の悪さから水分摂取を控える避難者が多いことも影響して、

エコノミー症候群を引き起こしやすくなります。  

市は、保健師等による巡回指導により、適度な水分摂取やこまめなマッサージ等、その

予防方法を避難者に呼びかけます。 

３  市外避難者への対応  

市は、支援内容等を周知するため、市外避難者に対し、避難先及び安否について市に連

絡するよう、ホームページや報道機関等を通じて呼びかけます。また、地域住民や自主防

災組織の協力を得て市外避難者に関する情報を収集し、市外避難者の把握を行います。 

第９ 応急仮設住宅の建設及び住宅の応急修理 被災者生活再建対策班、福祉部、都市 

部、建設部 

市及び県は、災害により住居を失った被災者に対する応急仮設住宅の建設及び被害を受

け被災者が自力で修繕できない住宅の日常生活に必要欠くことのできない部分について住

宅の応急修理を実施します。 

また、市は、災害対策本部の統括調整部に被災者生活再建対策班を設置し、被災者生活

再建対策を講じます。 

１ 実施機関 

(1) 災害救助法が適用された場合 

同法に基づき県が行います。ただし、被害の程度等により県から委任されたときは、

市が行います。 

(2) 災害救助法が適用されない場合 

同法が適用されない場合は、被災者に対する応急仮設住宅の建設及び住宅の応急修理

は、市が実施します。 

また、市のみで処理不可能な場合は、近隣の市町村及び県、国、その他の機関の応援

を求めて実施します。 

２ 応急仮設住宅必要戸数の把握 

(1) 被害状況の調査 

市は、全壊、全焼、流失等の被災建築物数及び避難者数を調査し、県へ報告します。 

(2) 公営住宅等の活用 

市及び県は、応急仮設住宅として利用可能な公営住宅及び民間賃貸住宅等の戸数を調

査します。 

(3) 応急仮設住宅建設地の確保 

市は、あらかじめ定めた応急仮設住宅建設候補地の被災状況を調査するとともに、そ

の利用状況を確認します。 

また、市は、候補地の被災状況等を勘案し、建設が困難な場合等においては、新たな

建設地を確保します。 

３ 応急仮設住宅の提供 

県は、災害救助法が適用され、応急仮設住宅を供給する必要があるときは、市と密接な

連携を取り、同法及び関係団体との協定に基づき実施します。 

４ 応急仮設住宅への入居者募集及び運営管理 

市及び県は、応急仮設住宅への入居者募集を行います。その際、避難行動要支援者優先

の観点から、入居者の優先順位を設定して選考します。 

また、運営管理にあたっては、応急仮設住宅における安心・安全の確保、孤独死や引き

こもり等を防止するためのこころのケア、入居者によるコミュニティの形成に努めるとと

もに、男女共同参画の視点に配慮し、多様な生活者の意見を反映できるよう配慮します。 

５ 公営住宅への一時入居 

市、県及び県住宅供給公社等は、被災者の一時入居のため、それぞれ管理する公営住宅

等の空き家住宅を積極的に活用します。 

６ 民間賃貸住宅等の活用 

市及び県は、民間賃貸住宅、企業住宅、保養所等民間所有施設において、避難者の一時

入居のため、その所有者に建物の提供について協力を要請します。 

７ 住宅の応急修理 
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市は、県と密接な連携を取り、自らの資力では住宅の応急修理ができない者に対し、居

室、炊事場、トイレ等の日常生活に必要欠くことのできない部分について、修理を行いま

す。  
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災害から市民の生命、身体及び財産を保護するため、消防計画に基づき活動体制を確立し、

消防力を総合的に活用し、災害状況に即応した防御活動を展開します。なお、この際、人命の

安全確保を最優先とし、防災関係機関と密接な連携のもと活動します。 

救助活動にあたっては、発災７２時間までは人命救助を最優先し、自衛隊、警察、消防、消

防団等で連携し活動します。 

救急活動にあたっては、災害の規模や状況によりトリアージを実施し、緊急度・重症度の高い

傷病者を優先的に処置・搬送します。 

第１ 消防活動 消防部、消防団 

風水害発生時には、浸水、倒木、家屋の損壊、交通事故等により、複合的に被害が発生

することが想定されます。 

市は、災害発生時には、消防機関の消防力を総合的に活用し、災害状況に即応した防御

活動を展開し、被害を軽減するため、茅ヶ崎市消防計画に基づいた消防活動体制を確立し、

消防の人員、資機材を活用する等、その全機能をあげて、市民の生命、身体及び財産を保

護します。 

１ 消防活動の目的 

災害時における消防活動は「人命の安全確保」を目的とし、防災機関との密接な連携を

図り、応急対策活動を実施します。 

(1) 救助活動 

人命救助を最優先とし、救命措置を必要とする重症者を優先します。 

(2) 救急活動 

災害の規模や状況により、トリアージを実施し、緊急度、重症度の高い傷病者を優先

的に処置及び搬送します。 

２ 配備体制 

   災害時の配備体制は、茅ヶ崎市消防計画に基づき実施します。 

(1) 災害時の配備体制 

消防職員は、災害が発生した場合、茅ヶ崎市消防計画に基づく配備体制を整え直ちに活

動を開始します。 

(2) 非常参集 

消防職員は、茅ヶ崎市消防計画に基づき、直ちに所定の場所に参集します。 

３ 活動体制 

(1) 消防部隊の措置 

ア 出動体制の確立 

消防部は、災害の区分により、車両、資機材を点検し、出動に備えます。 

イ 消防部隊の編成等 

消防部は、消防隊、救急隊、救助隊等の編成を順次行います。 

ウ 通信連絡体制の確立 

消防隊、救急隊、救助隊等は、指令情報課の指示により通信設備の機能試験を行い、

通信連絡体制の確立にあたります。 

(2) 消防団の措置 

茅ヶ崎市消防計画第１０章「風水害警備計画」に基づき、消防団長及び副団長は参集

し、必要に応じ団員の非常招集を行うとともに、災害対応を実施します。 

４ 情報の収集 

情報収集は、有線電話の途絶、無線施設の障害、無線統制等により極度に制限されるこ

とが想定されるため、防災関係機関と密接な連携を保つとともに、あらゆる情報媒体を活

用して火災及びその他の災害に関し的確な情報収集に努めます。 
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５ 二次災害の防止 

災害発生現場における再被害又は救助・救急活動中の二次災害の防止に努めます。 

第２ 各主体における役割 総括・情報班、消防部、消防団、自衛隊、自主防災組織 

１ 市 

(1) 市は、事前に定めた消防計画等に基づき、救助・救急を優先して実施します。 

(2) 市は、被害状況を把握しながら被害の拡大防止を主眼に、自主防災組織及び医療関係

団体と連携して救助・救急を行います。 

(3) 市は、災害発生時に傷病者の緊急度や重症度に応じた適切な処置や搬送を行うため、

傷病者の治療優先順位を決定します。 

(4) 市は、消防相互応援協定等に基づき、他市町長に、消防活動の応援要請をするととも

に、県災害対策本部に応援要請を行います。さらに、応援部隊の配置を迅速かつ円滑に

実施し、被害の軽減に努めます。 

(5) 市は、自衛隊や緊急消防援助隊、その他応援機関と連携した消防活動を実施します。 

２ 消防団 

消防団は、地域防災の中核として、自主防災組織と連携し、発災直後の被災者の救出・

救護を行うとともに、常備消防に協力し、各種消防活動を行います。 

３ 市民・自主防災組織 

(1) 市民は、まず自身及び家族の身を守ることに最大限努めます。 

(2) 市民及び自主防災組織は、消防活動を実施する各機関に協力します。 

４ 企業等の自衛消防隊 

企業等の自衛消防隊は、企業等内での消防活動を行うとともに、可能な限り消防活動を

実施する各機関及び自主防災組織に協力し、地域との連携を図ります。 

第３ 要救助者の捜索 消防部、消防団、茅ケ崎警察署、自衛隊 

市は、要救助者の捜索に関しては、自衛隊、警察及び防災関係機関の協力のもと、救出

区域の分担や情報の共有化を図り、効果的な活動を行います。また、市は要救助者の迅速

な把握のため、安否不明者についても、関係機関の協力を得て、積極的に情報収集を行い

ます。なお、要救助者の捜索において、遺体を発見したときには遺体収容施設へ搬送し、

検死・調査等のため、警察に引き渡します。 

第４ 惨事ストレス対策 消防部、消防団、自衛隊 

消防活動等を実施する各機関は、職員等の惨事ストレス対策の実施に努めます。 

また、市は必要に応じて、県を通じて消防庁等に精神科医等の専門家の派遣を要請する

ものとします。 
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負傷者の医療救護ニーズに対応するため、医療機関と連携した医療救護体制を早急に確立す

ることで、人的被害の拡大を防止します。 

また、被災者の健康悪化を防止するため、避難所支援や在宅要配慮者支援などの保健活動を

重点に対策を推進することで、災害関連死の発生を未然に防止します。 

第１ 市立病院の活動 市立病院部 

市立病院は、災害拠点病院として、災害時における地域医療の中核的役割を果たし、県

保健医療調整本部や医療機関、医療救護所と連携し、的確な医療救護活動を実施します。 

１ 医療救護活動 

(1) 市立病院は、発災後直ちに院内状況等を調査しＥＭＩＳへ入力します。 

なお、被災が甚だしく医療機関としての活動が不可能な場合は、県保健医療調整本部、

茅ヶ崎市・寒川町災害医療対策会議及び同一ブロック（湘南東部二次保健医療圏）内の

他の災害拠点病院等に速やかにその旨を報告します。 

(2) 市立病院は、備蓄医薬品、医療資機材等を活用し、医療救護班と連携し、地域におけ

る医療救護活動に努めます。 

(3) 市立病院は、市内の医療機関と連携し、地域における医療救護活動に努めます。 

(4) 市立病院は、県保健医療調整本部と連携し、被災地内での医療救護活動を実施するほ

か、ＤＭＡＴの派遣受援体制の整備や、重傷病者の広域医療搬送等の広域的な連携によ

る柔軟な医療救護活動を実施します。 

２ ライフライン機能の応急復旧 

市は、市立病院の水道施設が被災した場合、優先的な給水活動を行います。 

また、電力等その他ライフライン機能における復旧について、優先的な復旧措置を講じ

ます。 

第２ 災害協力病院の活動 災害協力病院 

災害協力病院は、災害拠点病院における対応に準じ、災害拠点病院のバックアップ体制

に参加し、傷病者等を受入れるとともに医療救護活動に協力します。 

災害協力病院の管理者は、発災後直ちに院内状況等を調査し、その結果についてＥＭＩ

Ｓへ入力します。被災が甚だしく医療機関としての活動が不可能な場合は、県保健医療調

整本部、茅ヶ崎市・寒川町災害医療対策会議及び同一二次保健医療圏内の災害拠点病院等

に速やかにその旨を報告します。 

第３ 茅ヶ崎市・寒川町災害医療対策会議の活動 保健所部 

災害対策本部が設置された場合、市は、被災状況を勘案し、地域における医療救護活動

に必要な情報共有及び調整を行うため、必要に応じて茅ヶ崎市・寒川町災害医療対策会議

を開催します。 

茅ヶ崎市・寒川町災害医療対策会議の主な役割は次のとおりです。 

(1) 市町の区域にある医療機関等の被災状況及び診療状況並びに市町の区域にある避難所、

救護所、医療救護施設等における医療ニーズの情報収集、整理に関すること 

(2) 保健医療活動チーム（医療救護班及び薬剤師チーム）の受入れ・派遣調整（配置する

医療救護施設等の基本的な優先順位等）、傷病者の搬送調整等に関すること 

(3) 県保健医療調整本部に対し、必要となる保健医療活動チーム（医療救護班及び薬剤師

チーム）の派遣、医薬品等の確保、血液製剤の供給等に関する要請を行うこと 

(4) その他医療救護活動に関すること 

 

 



風水害対策計画 

第５章 災害時の応急対策活動 

第６節 医療救護・保健活動 
 

158 

第４ 医療救護活動 救援物資対策班、保健医療対策班、保健所部、市保健師（保健師班）、

消防部、医療関係団体、医療機関、薬品会社 

市は、災害時における被災者の医療及び助産に必要な救護の確保を図るため、次の体制

により、医療救護活動を実施します。 

１ 医療救護活動体制 

災害状況に応じて、医療救護所開設場所の選定や、医療関係団体への要員の派遣要請を

実施します。 

また、市内の医療機関の被災状況、診療状況を把握し、被災者や医療機関、医療救護所

に情報提供するとともに、医療機関や医療救護所の医療救護活動を支援します。 

また、市のみでは医療救護活動の実施が困難であると市長が判断したときは、県知事に

対し、茅ヶ崎市・寒川町災害医療対策会議を通じて、保健医療活動チームの派遣要請を行

います。 

市は、大規模災害が発生した場合、医療救護班を必要に応じて編成し、医療救護所へ派

遣します。 

医療救護班は、保健医療対策班の指揮のもと、医療救護活動を実施します。 

 

【医療救護体制】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

２ 医療救護活動の方針 

(1) 発災直後の応急医療 

市は、医療関係団体の協力のもと対処します。 

(2) 応急医療後の対処 

応急医療は、医療機関の稼働状況や避難所における医療救護ニーズの状況に応じて、

規模の縮小又は中止をするものとします。なお、地域や医療救護所の状況等に応じ、医

療救護活動を徐々に保健活動へシフトし、被災者の健康管理や内科的・精神的フォロー

を中心に活動を継続します。 

３ 医療救護所の開設 

医療救護班は、医療救護所の開設指示があった時は、指示のあった開設予定場所に向か

い、準備を行います。準備が整った時は、保健所部を通じて保健医療対策班に報告し、報

告を受けた保健医療対策班は、広報依頼等の必要な措置を講じます。 



風水害対策計画 

第５章 災害時の応急対策活動 

第６節 医療救護・保健活動 

 

159 

４ 医療救護所における活動 

(1) 医療救護班活動 

医療救護班は、医療関係団体、ボランティア等と連携し、医療救護所において、迅速

かつ的確な医療救護活動を実施するとともに、医療関係団体や広域応援部隊等の協力の

もと、後方医療機関への重傷病者の搬送、医薬品等の調達を実施します。 

(2) 医療関係団体の活動 

医療関係団体は、市から協力要請を受け、その必要を認めたときは、医療救護班に要

員を派遣し、医療救護活動を実施します。 

(3) 業務内容 

ア トリアージによる治療優先順位の決定 

イ 傷病者に対する応急処置 

ウ 後方医療機関への搬送の要否及び搬送順位の決定 

エ 助産の支援（助産施設の確保、調整） 

オ 医師による死亡の確認 

カ 避難所等における保健活動への協力 

５ 医薬品等の確保 

使用する医薬品等は、市が備蓄する医薬品等及び協定を締結している薬品会社から調達

するもののほか、医療関係団体が持参したものとします。ただし、医薬品等に不足が生じ

るときは、県に応援を要請します。 

(1) 医薬品等の搬送 

医薬品等の搬送は、救援物資対策班に手配を依頼します。 
 

【医薬品等の調達系統】 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典 神奈川県保健医療 

救護計画（令和２年１０月） 

(2) 血液の確保 

医療機関から要請があった場合、市は、茅ヶ崎市・寒川町災害医療対策会議を通じて、

県保健医療調整本部に血液製剤の確保を要請します。 
 

【医薬品等の調達系統】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典 神奈川県保健医療救護 

計画（令和２年１０月） 
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６ 後方医療機関等への搬送及び収容対応 

医療救護班は、医療救護を受けた者又は助産が必要な者のうち、収容する必要がある者

を後方医療機関に搬送する手配をします。 

(1) 重傷病者の搬送 

ア 搬送の方法 

重傷病者の後方医療機関等への搬送は、原則として消防部が行います。ただし、消

防部の搬送が困難なときは、保健所部がその対策を講じます。 

イ 消防部による救助・救急 

消防部は、大規模災害等により多数の傷病者が発生したときは、救助・救急業務を

効果的に実施します。 

(2) 妊産婦等の搬送 

医療救護班は、助産への対応要請があった場合は、妊産婦や新生児の状況に応じて、

茅ヶ崎市・寒川町災害医療対策会議を通じて、市内の受入れ可能な助産施設や中核病院

である市立病院、基幹病院である東海大学医学部附属病院に搬送する手配をします。 

７ 難病患者等対策 

市は、在宅人工呼吸器使用患者等の難病患者及び小児慢性特定疾病児童に関して、対応

可能な医療機関及び患者情報の把握に努め、必要な支援に努めます。 

８ 人工透析患者対策 

県は、災害時透析患者支援マニュアルに沿って、市に対し透析施設の被害状況等の情報

提供を行うなど、人工透析患者への支援を行います。また、速やかに透析可能な後方医療

施設への搬送調整を行います。 
 

【災害時における透析患者への情報伝達の流れ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典 神奈川県災害時透析患者支援マニュアル（令和元年６月改定版） 
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第５ ＤＭＡＴとの連携 保健医療対策班、消防部、保健所部、市立病院部 

市長は、災害発生により多数の負傷者が発生し、現場での医療救護活動や市立病院への

支援が必要と判断したときは、速やかに「茅ヶ崎市ＤＭＡＴ派遣要請マニュアル」に従い、

県知事に対してＤＭＡＴの派遣を要請し、その活動の支援及び連携した活動を行います。 

なお、ＤＭＡＴの派遣要請は原則として文書で行うものとされていますが、緊急を要す

る場合は電話等で要請し、事後速やかに所定の手続きを行います。 

また、必要と認められるときは、消防部より派遣要請を行うこともできます。 

１ ＤＭＡＴの活動 

   消防部及び市立病院は、ＤＭＡＴと連携し、被災地内において救護活動を実施します。 

(1) ＤＭＡＴ調整本部等での指揮、調整、支援（本部活動） 

(2) 災害現場でのトリアージ、緊急治療等（現場活動） 

(3) 被災地内での患者搬送及び搬送中の診療等（域内搬送） 

(4) 被災地内の災害拠点病院（市立病院）でのトリアージ、診療等（病院支援） 

(5) 被災地内での対応が困難な重症患者の被災地外への搬送のためのトリアージ及び搬送

中の診療等並びに広域搬送拠点臨時医療施設（Staging Care Unit,ＳＣＵ）における活

動（広域医療搬送） 

２ ＤＭＡＴ調整本部 

ＤＭＡＴ調整本部は、大規模災害発生直後から急性期までの間、県保健医療調整本部長

の指揮下で、県内で活動する全てのＤＭＡＴ等を統括します。 

３ ＤＭＡＴ活動拠点本部 

(1) ＤＭＡＴ調整本部は、必要に応じて、災害拠点病院等から適当な場所を選定し、必要

に応じて複数箇所、ＤＭＡＴ活動拠点本部を設置します。 

(2) ＤＭＡＴ活動拠点本部は、必要に応じて、ＤＭＡＴが活動する病院にＤＭＡＴ病院支

援指揮所を、ＤＭＡＴが活動する災害現場等にＤＭＡＴ現場活動指揮所をそれぞれ設置

します。 

(3) ＤＭＡＴ病院支援指揮所及びＤＭＡＴ現場活動指揮所は、ＤＭＡＴ活動拠点本部の指

揮の下、当該ＤＭＡＴ活動拠点本部の業務の一部を行います。 

４ 神奈川ＤＭＡＴ－Ｌ 

災害発生直後の急性期に活動を開始できる機動性を持つ、専門的な研修・訓練を受けた

災害派遣医療チームです。なお、活動の対象は神奈川県内に限ります。 

   主な活動は次のとおりです。 

(1) ＤＭＡＴ調整本部等での指揮、調整、支援（本部活動） 

(2) 災害現場でのトリアージ、緊急治療等（現場活動） 

(3) 被災地内での患者搬送及び搬送中の診療等（域内搬送） 

(4) 被災地内の災害拠点病院でのトリアージ、診療等（病院支援） 

(5) 被災地内での対応が困難な重症患者の被災地外への搬送のためのトリアージ及び搬送

中の診療等 

第６ ＤＰＡＴとの連携 保健医療対策班、市保健師（保健師班） 

県は、被災市町村等からの要請や統括ＤＰＡＴ（ＤＰＡＴ調整本部の本部長）の判断に

より、かながわＤＰＡＴ（災害発生時に、精神科医療及び精神保健活動の支援を行う、災

害派遣精神医療チーム（ＤＰＡＴ：Disaster Psychiatric Assistance Team））を派遣す

るとともに、必要に応じて関係機関等に協力を要請します。 

１ ＤＰＡＴの活動 

(1) 災害によって障害された既存の精神医療システムの補完 

(2) 避難所、在宅の避難者に対する精神医療の提供 

(3) 災害のストレスによって新たに生じた精神的問題を抱える市民の対応 

(4) 支援者（地域の医療従事者、救急隊員、行政職、保健職等）への支援 

(5) 市民に対する普及啓発 

(6) 地域の精神科医療及び関係機関との情報共有及び連携 
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２ ＤＰＡＴ調整本部 

ＤＰＡＴ調整本部は、大規模災害発生直後から慢性期までの間、県保健医療調整本部長

の指揮下で、神奈川県内で活動する全てのＤＰＡＴ等を統括します。 

３ ＤＰＡＴ活動拠点本部 

ＤＰＡＴ調整本部は、必要に応じてＤＰＡＴ活動拠点本部を設置します。 

第７ ＤＨＥＡＴの活動 保健医療対策班、市保健師（保健師班） 

災害発生時に、被災地域の保健医療行政の指揮調整機能を後方支援する、災害時健康危

機管理支援チーム（ＤＨＥＡＴ：Disaster Health Emergency Assistance Team） 

１ ＤＨＥＡＴの活動 

(1) 県保健医療調整本部における指揮調整機能の後方支援 

(2) 保健所の指揮調整機能の後方支援 

第８ 保健師による災害時の活動 市保健師（保健師班） 

１ 医療救護活動 

   災害発生直後における応急医療を、医療関係団体等と連携し実施します。 

(1) 医療救護活動 

ア 医師が実施するトリアージの補助 

イ 医師の指示に基づいた傷病者への応急救護 

ウ 医療救護所内の環境整備と連絡調整 

２ 保健活動 

被災者の健康管理や精神的フォローを中心とした活動を実施します。 

   また、要配慮者に対しては、対象者の状況に応じ、十分配慮した活動を実施します。 

(1) 避難所支援活動 

ア 避難者の健康相談及び健康管理 

イ 避難者の処遇調整（福祉避難所等） 

ウ 避難所での医療活動についての現場調整 

エ 避難所の衛生状態の確認及び環境整備  

オ 公衆衛生についての普及・啓発（食中毒、感染症等） 

カ 運動不足や閉じこもりを防ぐための集団健康教育 

(2) 在宅支援活動 

ア 訪問による健康相談及び健康管理 

イ 在宅者への医療活動の現場調整 

ウ 在宅生活の衛生状態の確認及び環境調整 

エ 公衆衛生についての普及・啓発（食中毒、感染症等） 

オ 運動不足や閉じこもりを防ぐための健康教育 

(3) 支援者支援活動 

ア 被災者を支援する住民等の健康相談・助言及び健康管理 

イ 避難所管理責任者に対する支援者健康管理についての情報提供 

(4) 職員支援活動 

被災者支援などの応急対策活動に従事する職員、救助活動に従事する消防職員に対す

る健康相談体制を構築し、心的外傷後ストレス症候群（ＰＴＳＤ）発症の未然防止を図

ります。 
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第７節 帰宅困難者対策 

  

市は、「むやみに移動を開始しない」という基本原則の広報等により、一斉帰宅の抑制を図る

とともに、帰宅困難者に対し、必要に応じて一時滞在施設の確保等の支援を行います。 

一時滞在施設の確保・運営に当たっては、男女のニーズの違いや要配慮者の多様なニーズに配

慮するとともに、公共交通機関等必要な情報提供に努めます。 

第１ 帰宅困難者の発生の抑制 総括・情報班、施設管理者、企画政策部 

１ 基本原則の周知 

市は、「むやみに移動を開始しない」という一斉帰宅抑制の基本原則を学校や企業等に

呼びかけるとともに、報道機関等の協力を得て、周知します。  

２ 帰宅困難者への必要な情報の提供 

市及び防災関係機関は、帰宅困難者に冷静な行動をとってもらうため、必要な情報提供

等に努めます。 

３ 生徒、学生及び従業員等の一時収容 

高等学校、大学、専門学校及び企業等は、災害発生時に交通機関の停止により帰宅が困

難な生徒、学生及び従業員等を、施設等に一定期間収容するほか、訪問者・利用者に対し

ても同様の対応を行うよう努めます。 

第２ 帰宅困難者への支援 避難所対策班、茅ケ崎警察署、東日本旅客鉄道(株)横浜支社 

１ 一時滞在施設・避難場所の提供 

市は、災害発生により帰宅の手段を失い、駅周辺、市街地、観光施設等に滞留している

帰宅困難者に対し、一時滞在施設（駅周辺公共施設等）及び避難所を提供します。 

２ 避難誘導及び治安維持等 

(1) 市は、周辺の土地に不案内な観光客等に的確な行動を促すため、十分な情報提供を行

います。 

(2) 駅構内の滞留旅客については、東日本旅客鉄道(株)横浜支社が警察と連携し避難誘導

を行います。 

(3) 市は、駅構外の帰宅困難者の避難誘導について、防災関係機関や企業等と連携して行

います。 

(4) 警察は治安を維持し、市等と連携し、道路交通の安全確保に努めます。 

３ 帰宅困難者の把握 

市は、一時滞在施設及び避難所に避難した帰宅困難者数の把握に努め、警察、東日本旅

客鉄道(株)横浜支社と十分連携を図ります。 

４ 一時滞在施設における措置 

   一時滞在施設は、市と連携し、帰宅困難者に対し、次の措置をとります。 

(1) 市への報告（施設の開設、収容者数、必要支援物資数、対応状況等） 

(2) 支援物資等の配布 

(3) 交通機関の運行状況の把握及び周知 

(4) 周辺道路等の被害状況の周知 

(5) 代替交通機関等の情報 

(6) 女性専用スペース等の確保 

(7) その他必要な措置 

５ 一時滞在施設に対する市の措置 

   市は、一時滞在施設に対し、次の措置をとります。 

(1) 一時滞在施設への各種情報提供 
(2) 必要支援物資の提供 
(3) 受入れ困難な者に対する避難所等の後方支援での受入れ 
(4) その他必要な措置 



風水害対策計画 

第５章 災害時の応急対策活動 

第７節 帰宅困難者対策 
 

164 

第３ 保護者が帰宅困難となった場合の園児、児童、生徒の保護 避難所対策班、施設管理

者 

保育園、幼稚園、学校等は、保護者が帰宅困難となり、園児、児童、生徒を引き取るこ

とが困難な場合においては、原則として保護者への引き渡しを行うまでの間、園児、児童、

生徒の保護に努めるとともに、必要に応じ、近隣の避難所と連携を図ります。 

第４ 県への報告 総括・情報班、避難所対策班 

市は、帰宅困難者の避難状況について、災害情報管理システムにより県へ報告するとと

もに、必要に応じて、協力を要請します。 

第５ 帰宅困難者の搬送 避難所対策班、都市部、東日本旅客鉄道(株)横浜支社、神奈川中

央交通(株) 

市は、徒歩帰宅可能な帰宅困難者等に対しては、原則として安全に帰宅できる場合は徒

歩帰宅を促しますが、長距離の徒歩帰宅が困難な避難行動要支援者や遠方からの観光客等

に対しては、発災後の混乱が落ち着いた後に、神奈川中央交通(株)や東日本旅客鉄道(株)

横浜支社と協力・連携し、帰宅困難者の搬送等について代替交通手段の確保等、必要な措

置を検討します。 
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第８節 保健衛生、防疫、遺体の取扱いに関する活動 

  

生活環境の悪化に伴う健康被害を防ぐため、被災者の健康状態を把握し、被災状況や地域の

衛生状態、災害応急対策の実施状況を踏まえ、保健衛生対策、防疫対策、多数遺体対策などの

衛生関連対策を先行的、かつ計画的に実施することで公衆衛生の確保を図ります。 

第１ 保健衛生・防疫活動 保健医療対策班、衛生・災害廃棄物対策班、保健所部、市保健

師（保健師班） 

１ 保健衛生 

(1) 予防対策 

市は、避難所での健康管理等のルール作りを行い、保健師の指導のもと、手洗い・う

がい等の予防対策を実施し、消毒の徹底を図ります。 

(2) 健康管理 

市は、生活環境の激変に伴い多くの被災者が心身の健康に不調をきたすことが考えら

れることから、必要に応じ健康相談等を行い、エコノミークラス症候群等への対応を周

知します。 

(3) 衛生管理 

ア 生活衛生に係る広報 

     市は、感染症や食中毒等の発生を未然に防ぐため、食品及び飲料水の衛生管理（保

存方法・調理方法など食品の取扱方法及び調理者の衛生管理等）、手洗いの励行、手指

の消毒、トイレ等の衛生管理（消毒方法等）等の生活衛生に係る広報を実施し、被災

者への周知徹底に努める。 

イ 食品・飲料水の衛生確保 

     市は、避難所等における食品及び飲料水の衛生管理状況を把握し、必要に応じ衛生

管理指導を実施します。 

ウ トイレ等の衛生確保 

市は、避難所の生活環境を確保するため、必要に応じて仮設トイレを早期に設置す

るとともに、衛生状態保持のため、清掃、し尿処理、生活ごみの収集処理等について

必要な措置を講じます。 

エ 公衆浴場等の情報提供 

市は、入浴可能な公衆浴場や理容所・美容所の営業状況の把握及び情報提供に努め

ます。 

(4) こころのケア 

市及び県は、災害による児童、高齢者等をはじめとした被災者の急性ストレス障害や

ＰＴＳＤ（心的外傷後ストレス障害）等の「心の傷」をケアするために精神科医や福祉

関係者等の協力を得て必要な措置を講じます。 

また、被災者のみならず、災害救援スタッフのメンタルヘルスの維持に努めます。 

(5) 県の支援 

県は、広域的立場から、市の対策に対して必要な助言を行うとともに、その実施につ

いて支援します。 

２ 防疫対策 

災害に伴う家屋及びその周辺の清掃は、各個人が行うことを原則とし、市は、被災地域

の状況に応じて、的確な指導あるいは指示を行います。 

また、市は、災害時における感染症の発生を防止するため、県及び防災関係機関と密接

な連携のもと、対策方針を定め、防疫対策を実施します。 

(1) 防疫活動 

市は、被災地域における次の防疫活動を行います。なお、必要に応じ民間委託業者等

に依頼します。 

ア  被災地域の家屋周辺の清掃や防疫方法についての指導又は指示 
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イ  被災者及び自主防災組織等に対する薬剤等の配布 

ウ  被災地域の避難所等の消毒及びねずみ族、昆虫等の駆除 

エ  被災地域の状況により家庭ごみ等の集積場所及び仮設トイレの消毒 

オ  浸水箇所等の消毒 

(2) 防疫用薬剤の確保 

市は、協定を締結している薬品会社へ要請し、防疫用薬剤を調達します。 

３ 感染症対策 

(1) 感染症患者の治療 

市は、「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成10年法律第114

号）」に基づき、一類感染症（ペスト等）及び二類感染症（急性灰白髄炎等）又は新型イ

ンフルエンザ等のまん延を防止するため必要があると認められるときは、当該感染症の

患者に対し特定感染症指定医療機関若しくは第一種感染症指定医療機関に入院し、又は

その保護者に対し当該患者を入院させるべきことを勧告等するとともに、患者を医療機

関に移送します。 

(2) 予防接種の実施 

市は、県の指示に従い予防接種法第６条第１項の規定による臨時の予防接種を実施す

る場合は、ワクチンの確保や接種体制の確立等を迅速に行い、時機を失しないように措

置します。 

４ 死亡小動物の収集処理及び逸走又は負傷している犬猫等の保護収容 

(1) 死亡小動物の収集・処理 

災害によって死亡した小動物については、飼い主が責任をもって処理することを原則

とします。ただし、飼い主が不明なもの、又は防疫上緊急を要するもので、飼い主が自

己処理できないものについては、市が行います。 

(2) 逸走又は負傷している犬猫等の保護収容 

市は、被災により逸走又は負傷している犬猫等について、「神奈川県仮設動物救護セ

ンター」が開設されるまでの期間、「災害時における動物救護活動に関する協定」に基

づき、茅ヶ崎寒川獣医師会に治療や保護収容等を要請します。 

また、保護収容した犬猫等については、避難所と連携し、飼い主等へ情報提供を実施

します。 

第２ 行方不明者の捜索及び遺体の取扱い 衛生・災害廃棄物対策班、市民部、保健所部、

消防部、茅ケ崎警察署、茅ヶ崎歯科医師会 

１ 行方不明者の把握 

市は、災害状況や市民からの安否情報等を警察に提供し、また、警察、消防、自衛隊等

の実施する行方不明者の捜索に関する情報をとりまとめる等、防災関係機関と連携した行

方不明者の把握に努めます。 

２ 遺体の取扱い方法 

市は、遺体の取扱いについて、適切な対応を取るため、「神奈川県広域火葬計画」に定

める「遺体の取扱いに対する心得及び遺体適正処理ガイドライン」に沿った棺の調達、遺

体の搬送の手配、遺体の保存のために必要な物資の調達等を実施するとともに、その衛生

状態に配慮します。 

また、必要に応じて、「神奈川県広域火葬計画」に沿って県内及び県外の市町村の協力

を得て、広域的な火葬の実施に努めます。 

(1) 実施機関 

市は、災害時における遺体の収容、埋火葬を関係機関の協力を得て行います（災害救

助法が適用され県の委任を受けた場合も同様）。 

必要に応じて、協定を締結している葬祭業者等に協力を要請します。 

(2) 広報 

市は、災害現場から遺体を発見した者が直ちに警察へ通報するよう、広報を徹底しま
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す。 

(3) 通報 

災害現場から遺体を発見した者は直ちに警察へ通報します。 

(4) 遺体の収容 

ア 市は、施設の応急危険度判定に基づき、警察と協議し、関係機関の協力を得て迅速

かつ適切に遺体収容施設を選定し、開設します。 

なお、多数の遺体を収容する必要のある地域等がある場合は、地域の公共施設等を

臨時の遺体収容施設として開設することを検討します。 

イ 市は、遺体収容施設開設後、収容受付等を行います。その際、遺体を搬送した者の

氏名、住所、発見した場所、遺体の氏名・住所等を必ず聴取し、確実に警察が行う遺

体の検視・調査等の業務へと引き継ぎます。 

(5) 検視・調査等 

遺体の検視・調査等は、警察が行います。 

(6) 検案 

ア 遺体の検案は、法医学専門医、警察協力医、県医療救護班又は応援協力により出動

した医師等が行います。 

イ 遺体検案後、市は必要に応じ遺体の洗浄、縫合、消毒等の処置を医師等の指導・協

力のもと行います。 

(7) 身元確認、身元引受人の発見 

市は、警察、歯科医師会、自治会等の協力を得て、遺体の身元確認と身元引受人の発

見に努めます。 

(8) 遺体の引渡し 

市は、警察による検視・調査等及び医師による検案が終了し身元が明らかになった遺

体を、遺族又は関係者に引き渡します。この際、市と警察は遺体の引き渡し作業を協力

して行います。 

また、市は、身元が不明である遺体について、遺族又は関係者の早期発見に努めます。 

(9) 身元不明者の処理 

市は、身元の確認ができず警察から引き渡された遺体については、「墓地埋葬等に関

する法律」及び「行旅病人及行旅死亡人取扱法」に基づき埋葬又は火葬を行います。 

(10) 遺体の埋（火）葬 

遺体の埋（火）葬及び身元不明遺体の取扱いは次により行います。 

ア 災害時における死亡者の火葬は、茅ヶ崎市斎場で行います。また、必要に応じ「遺

体の取扱いに対する心得及び遺体適正処理ガイドライン」に沿って近隣市町及び県の

協力を得て、広域的な火葬を実施します。 

イ 身元の判明しない焼骨は、寺院等に一時保管を依頼し、身元が判明次第遺族に引き

渡します。 

ウ 遺体が他の市町村（災害救助法適用地域）から漂着した場合で、身元が判明してい

るときには、市は、原則としてその遺族、親戚縁者又は法適用地域の市町村長に連絡

し引き渡します。 
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第９節 飲料水、食料及び生活必需物資等の調達・供給活動 

  

被災者の生活の維持のため、被災者のニーズに応じて必要な食料、飲料水、毛布の生活必需

品等を調達・確保し、被災者に供給します。 

この際、求められる物資は時間の経過とともに変化することに留意するとともに、夏季の扇

風機等、冬季の暖房器具や燃料等、被災時期に応じたニーズ、要配慮者等への対応や男女のニ

ーズの違いに配慮します。 

また、在宅避難者等に対しても物資等が提供されるよう努めます。 

第１ 飲料水の調達・供給 救援物資対策班、経済部、文化スポーツ部、下水道河川部、県

企業庁茅ケ崎水道営業所、自衛隊 

飲料水の調達・供給など応急給水の実施にあたっては、必要に応じて地震等緊急時対応

の手引き(公益社団法人日本水道協会)を参照します。 

１ 飲料水の給水方針 

市は、災害発生時に飲料水を得られない者に対して、１人１日およそ３リットルを目安

に応急給水を行います。 

２ 飲料水の調達活動 

市は、飲料水兼用貯水槽や耐震性プール、配水池の水の活用を図るとともに、水道営業

所や協定を締結する民間施設等からの飲料水の調達を迅速に行います。 

３ 飲料水の供給活動 

市は、次の方法により給水方針に基づき市民に対し供給します。 

(1) 給水方法 

ア 避難所における給水 

市は、避難所の耐震性プールの水をろ過装置等の使用により、飲料水として確保し、

市民に対し給水を行います。 

イ 飲料水兼用貯水槽による給水 

市は、自主防災組織等と連携し、必要に応じ飲料水兼用貯水槽から市民に対し給水

を行います。 

ウ 給水拠点による給水 

市は、給水拠点を定め、水道営業所等の協力のもと、配水池等の取水場所から給水

車、給水タンク等により飲料水を確保し、市民に対し給水を行います。 

給水拠点の場所については、防災行政用無線等を活用し、市民に周知します。 

(2) 応援要請 

飲料水が不足し、確保が必要なときは、次の応援要請を行います。 

ア 協定団体への応援要請 

     市は、協定先自治体や民間企業に対して、ペットボトル水等の提供を要請します。 

イ 県企業庁への応援要請 

     市は、市のみでの応急給水が困難な場合、県企業庁茅ケ崎水道営業所へ応援を要請

します。 

ウ 県企業庁を介した応援要請（日本水道協会） 

     県企業庁茅ケ崎水道営業所は、市より応援要請があった際に、県による応援が困難

な場合には、日本水道協会へ応援要請を行います。 

エ 県を介した応援要請（自衛隊） 

     自衛隊への応援要請は、県より行うこととなっています。自衛隊への災害派遣を要

請する際は、「緊急性」「非代替性」「公共性」の３つの原則を満たす必要がありま

す。 

４ 生活用水の供給 

トイレや洗濯等、飲料水以外の生活用水についても、必要最小限の範囲で確保及び供給

に努めます。 
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第２ 食料の調達・供給 救援物資対策班、経営総務部、経済部、関東農政局、自衛隊 

１ 供給方針 

市は、備蓄している食料及び協定を締結している企業等から調達する食料等により、提

供可能な食料数を算出し、市民に等しく分配できるよう心がけます。 

２ 食料の調達活動 

市は、備蓄している食料を活用するとともに、協定を締結している企業等の協力を得て、

食料及び調味料等を調達します。 

３ 食料の運搬 

市は、調達した食料を市の所有車両を使用し、又は協定締結先等に依頼し災害対策地区

防災拠点等へ運搬します。 

４ 食料の供給活動 

市は、自主防災組織等と連携し、原則災害対策地区防災拠点等にて調達した食料の分配

又は必要に応じ炊き出し等を実施し、食料を供給方針に基づき市民に対し供給します。 

第３ 生活必需物資等の調達・供給 救援物資対策班、経営総務部、経済部 

１ 供給方針 

市は、備蓄している生活必需物資等並びに協定を締結している企業等から調達する生活

必需物資等を市民に提供するにあたり、要配慮者や女性に配慮した提供を実施するよう心

がけます。 

２ 生活必需物資等の範囲 

生活必需物資等の範囲は次のとおりとします。 

寝具類、衣料品、炊事用具、食器類、生理用品、日用品雑貨、光熱材料、燃料等、その

他生活に必要な物資 

３ 生活必需物資等の調達活動 

市は、備蓄している生活必需物資等を活用するとともに、協定を締結している企業等の

協力を得て、生活必需物資等を調達します。 

生活必需物資等は、時間の経過とともに変化することを踏まえ、時宜を得た物資の調達

に留意します。 

また、夏季には扇風機等、冬季には暖房器具、燃料等も含める等、災害発生時の実情を

考慮します。 

４ 生活必需物資の供給活動 

市は、自主防災組織等と連携し、調達した生活必需物資等を供給方針に基づき市民に対

し供給します。 

第４ 県への食料及び生活必需物資等の供給要請 総括・情報班、救援物資対策班、関東農

政局 

１ 災害対策基本法に基づく供給要請 

市は、備蓄物資又は資材が不足し、災害応急対策を的確かつ迅速に実施することが困難

な場合、災害対策基本法第８６条の１６に基づき、必要な物資又は資材の供給について、

県備蓄物資の供給、物資等の購入のあっせん、流通在庫情報の提供等の必要な措置を県に

要請します。 

なお、この場合、物資等の供給については供給を要請した側が、物資の運送については

運送を要請又は指示した側がそれぞれ費用を負担します。 

２ 災害救助法適用時の供給要請 

災害救助法が適用された場合、同法に基づく物資の供給は県が実施し、市は、県に対し

物資の供給を要請します。 

ただし、県より同法に基づく物資の供給に係る事務の委任があったときは、市が協定等

により調達した物資を被災者に対し供給します。 

なお、農林水産省所管の政府所有食料の供給に関しては、県に供給を要請することとし、

交通、通信の途絶のため、災害救助用米穀等の引取りに関する県の指示を受けることがで
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きない場合には、直接、農林水産省（農産局農産政策部貿易業務課）に要請することとし

ます。 

第５ 食料及び生活必需物資等の集積と配分 救援物資対策班、避難所対策班、経済部 

１ 調達物資等の集積 

市は、災害発生時に物資拠点を設け、食料及び生活必需物資の受入体制を整えます。な

お、物資拠点はあらかじめ定めた場所の他、必要に応じ、緊急輸送道路やその補完道路等

の交通の利便性を確保した場所を選定します。 

２ 物資拠点 

(1) 茅ヶ崎公園野球場 

(2) （株）茅ヶ崎青果地方卸売市場 

(3) 柳島スポーツ公園 

(4) 茅ヶ崎市北部地区防災備蓄倉庫 

(5) その他被災状況に応じ指定した場所 

３ 調達物資等の配分 

(1) 物資の配分は、原則として避難所で実施します。 

(2) 在宅避難者や避難所外避難者等へは、最寄りの避難所で実施します。 

(3) 避難所における配給は、自主防災組織等の協力により公平、円滑に行います。 

第６ 物価高騰の防止のための要請 救援物資対策班、経済部 

市は、国・県の指導に基づき、食料等生活必需物資等の売り惜しみ又は買い占め、物価

の高騰が生じないよう、関係する生産者及び流通業者等に対して、必要な要請・指導等を

行います。 
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第１０節 教育・保育対策 

  

発災時には園児・児童・生徒の保護を最優先に活動し、保護者による引き取りまで安全に保

護します。 

その後は、避難所となる学校はその役割と調整しつつ、児童生徒等が災害からの心の平穏や

平常時の日常生活を取り戻し安全かつ円滑に学校生活等に戻れるよう、教育等の再開に向けた

準備・調整を進め、教育活動等の早期再開を目指します。 

第１ 園児、児童、生徒の保護対策 こども育成部、教育部、施設管理者 

保育園、幼稚園、学校等は、災害時においては、防災計画や避難計画等に基づき、園児、

児童、生徒の保護に努めます。 

１ 保育園、幼稚園、学校等の対応 

(1) 保育園、幼稚園、学校等は、園児、児童、生徒の生命・身体の安全確保を図り、原則

として、安全が確認できるまでは保護するものとし、安全が確認された後に保護者へ引

き渡します。 

また、公共交通機関の運行中止等により保護者が帰宅できないことも想定されること

から、状況を判断し、引き続き保護します。 

(2) 保育園、幼稚園、学校等は、速やかに救助・救急活動等の体制を整え、応急対策活動

を実施します。 

２ 教職員等の対処、指導基準 

(1) 教職員等は、防災計画や避難計画等に基づき、園児、児童、生徒の安全確保を図った

あと、避難誘導を行います。その後、安全が確認できるまで、引き続き保護に努めます。 

(2) 障がいのある園児、児童、生徒については、介助できる体制を整えて対応する等、十

分に配慮します。 

(3) 園児、児童、生徒の避難誘導にあたっては、氏名・人数等を把握し、異常の有無等を

明確にし、確実に指示します。 

(4) 園児、児童、生徒の保護者への引き渡しは、防災計画や避難計画等に基づき確実に行

います。 

(5) 園児、児童、生徒が遠距離通学や交通機関の遮断、留守家庭等の理由で帰宅できない

場合は、氏名・人数等を確実に把握し、引き続き保護します。 

(6) 教職員等は、園児、児童、生徒の安全を確保した後、必要な応急対策活動にあたりま

す。 

３ 園児、児童、生徒の対応 

園児、児童、生徒は、自らの身の安全を確保します。 

第２ 被害状況等の把握 こども育成部、教育部 

市は、災害発生後速やかに保育園、幼稚園、学校等における園児、児童、生徒の被災状

況並びに施設の被害状況を把握します。 

また、災害情報の提供に努めるとともに、状況に応じた安全対策、応急対策活動等の実

施について指示します。 

第３ 避難所の開設 避難所対策班、配備職員、施設管理者 

避難所の開設においては、その利用が長期化した場合も見据え、可能な限り学校教育等

の再開を視野に入れた受入れを実施します。 

１ 指定避難所 

   避難所に指定されている公立小・中学校は、自主防災組織や配備職員と連携して避難所

を開設します。なお、第一に児童、生徒の安全を確保し、その上で避難者の受入れ等を行

います。 

２ 二次避難所 
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二次避難所に指定されている高等学校は、被害状況等を把握します。市から開設の要請

があった場合には、速やかに避難者の受入れを行えるよう、体制を整えるものとします。 

３ その他の教育施設等 

   保育園、幼稚園、私立小・中学校、高等学校等において、地域住民等が避難してきた場

合には、第一に園児、児童、生徒の安全を確保し、その上で避難者を安全な場所又は避難

所へ誘導します。 

また、災害等の状況により、避難者の受け入れる時は、市や近隣の避難所と連携し、必

要な措置を講じます。 

第４ 応急教育の実施 こども育成部、教育部、施設管理者 

１ 応急教育の実施機関 

幼稚園、学校等は、教育の早期再開に取り組むため、速やかに園児、児童、生徒並びに

教職員等の安否確認を実施し、教育施設及び学用品等を早期に確保する等、応急教育の円

滑な実施体制を整備します。 

(1) 私立幼稚園における応急教育は、設置者が実施します。 

(2) 公立小・中学校における応急教育は、市教育委員会が実施します。 

(3) 県立学校における応急教育は、県教育委員会が実施します。 

(4) 私立学校における応急教育は、設置者が実施します。 

２ 被害状況の把握及び報告 

私立幼稚園、公立小・中学校、私立学校及び県立学校は、応急教育の円滑な実施を図る

ため、施設設備の被害状況や児童、生徒の被災状況を把握し、市及び市教育委員会並びに

県教育委員会に報告します。 

また、市及び市教育委員会は、私立幼稚園、公立小・中学校、私立学校及び県立学校の施設

設備の被害状況や児童、生徒の被災状況を把握します。 

３ 応急教育の実施 

市及び県教育委員会等は、教育施設の被災により授業が長期間にわたって中断すること

を避けるため、次により施設の効率的な利用を図ります。 

また、児童、生徒の学習環境の整備を図ります。 

(1) 被害箇所や危険箇所の応急修理 

被害箇所や危険箇所は早急に修理し、正常な教育活動の実施を図ります。 

(2) 学校施設の相互利用 

授業の早期再開を図るため、被災を免れた学校施設を相互に利用します。 

(3) 仮校舎の設置 

校舎の修理が不可能な場合には、プレハブ校舎等の教育施設を設けて授業の早期再開

を図ります。 

(4) 公共施設の利用 

被災を免れた公民館等の社会教育施設、体育施設その他の公共施設等を利用して、授

業の早期再開を図ります。 

(5) 学用品の確保 

応急教育に必要な教科書等の学用品について、その種類、数量の把握に努め、学習環

境の整備を図ります。 

(6) 園児、児童、生徒の心的症状の対応 

幼稚園、学校等は、被災後に園児、児童、生徒の心的症状に対応するため、学校医、

スクールカウンセラー及び教育相談機関等との連携により、相談体制を整備します。 

第５ 応急保育の実施 こども育成部、教育部、施設管理者 

１ 応急保育の実施機関 

保育園や児童クラブ（以下「保育園等」という。）は、保育の早期再開に取り組むため、

施設等の安全確認を実施し、速やかに実施体制を整備します。 

(1) 公立保育園における応急保育は、市が実施します。 
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(2) 私立保育園における応急保育は、設置者が実施します。 

(3) 児童クラブにおける応急保育は、指定管理者又は委託業務受託者が実施します。 

２ 被害状況の把握及び報告 

保育園等は、応急保育の円滑な実施を図るため、施設設備の被害状況を把握し、市に報

告します。 

３ 応急保育の実施 

(1) 保育園等は、職員を把握し、園児、児童の被災状況を調査し、その結果を市に連絡し、

応急保育体制の整備に努めます。 

(2) 市は、情報及び指令の伝達を迅速に行い、保育園等はその指示事項に基づき応急保育

を実施します。 

(3) 応急保育が可能な施設は、臨時の編成を行い、被害の状況に合わせた応急保育を実施

します。 

(4) 施設が被災し、応急保育の再開が困難な施設は、近隣の保育園等と連携し、臨時の応

急保育を実施します。 

(5) 被災し、通園できない園児、児童については、地域の実情を把握し、できる限り早期

に応急保育ができる体制をとります。 

(6) 保育園等は、園児、児童の心的症状に対応するため、児童相談ケースワーカーや関係

機関の協力のもと、相談体制を整備します。 

第６ 養護を要する園児、児童、生徒の保護体制 こども育成部 

１ 市は、避難所における養護を必要とする園児、児童、生徒の実情を把握します。 

２ 養護を要する園児、児童、生徒を、避難所等で措置した場合は、県（県災害対策本部及

び県中央児童相談所）に報告し、今後の対応について協議します。 
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第１１節 危険度判定活動 

  

被災宅地の崩壊による２次災害を防止し市民の安全の確保を図るため、速やかに活動体制を

構築し、防災上重要な施設を優先に関係機関と連携しながら宅地の調査を実施します。 

第１ 造成地対策 都市部 

市は、降雨による造成地（斜面の盛土、切土等の土地の造成行為を行い宅地として整備

した土地）の崩壊がもたらす二次災害を防止するため、宅地判定士を活用して、被災宅地

に対しては宅地危険度判定を速やかに行い、その結果を地域住民へ説明し、必要に応じ危

険表示の設置又は二次災害発生のおそれがある場合は、速やかに適切な避難対策を実施し

ます。 

第２ 被災宅地危険度判定 都市部 

１ 宅地判定士の業務 

(1) 造成地の判定 

(2) その他判定が必要と認められる土地の判定 

２ 被災宅地危険度判定活動 

大雨等に伴い宅地が大規模かつ広範囲に被災した場合に、被災宅地危険度判定士が危険

度判定を実施し、被害の発生状況を迅速かつ的確に把握することにより、宅地の二次災害

を軽減、防止します。 

なお、被害状況によっては、県に対し応援宅地判定士の派遣要請を行います。 

 

【被災宅地危険度判定活動体系図】 
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第１２節 緊急輸送のための交通の確保、緊急輸送活動 

 

緊急通行や緊急輸送、応援部隊の効果的な展開のため、一般車両の交通規制を実施するとと

もに、災害応急対策の優先順位を考慮し、応急復旧のため人員、資機材等を集中的に投入する

ことで、円滑な災害応急対策の実施に係る通行・輸送ルートの確保を図ります。 

第１ 被災地域等への流入抑制及び交通規制の実施 建設部、茅ケ崎警察署 

１ 警察 

警察は、災害発生時には、被害の状況を把握し、被災地域への車両の流入抑制を行うと

ともに、必要な交通規制を実施して、市及び道路管理者と協力し、危険箇所の表示、う回

路の指示、交通情報の収集及び提供、車両使用の自粛や自動車運転者のとるべき行動の広

報等、危険防止及び混雑緩和のための措置を行います。 

また、緊急交通路等において、車両その他の物件が、緊急通行車両の通行の妨害となる

ことにより、応急対策活動の実施に著しい支障を生じるおそれがあるときは、必要に応じ、

当該車両その他の物件を道路外へ移動させる等の措置命令を行います。 

２ 自衛官及び消防吏員 

災害派遣部隊の自衛官又は消防吏員は、警察官がいない場合に限り、それぞれの緊急通

行車両の円滑な通行を確保するため、通行の妨害となる車両その他の物件を道路外へ移動

させる等、必要な措置を命令するほか、物件の所有者がその現場にいない場合は、当該移

動措置を行います。 

当該措置命令、又は移動措置を行った場合は、管轄する警察署長にその旨を通知します。 

３ 道路管理者 

道路管理者は、道路の通行が危険であると認められる場合において、道路通行規制に関

する基準等を定め、通行規制、警察・交通機関への連絡、その他必要な措置を講じるものと

します。 

第２ 交通情報の収集及び広報 茅ケ崎警察署 

１ 交通情報の収集等 

警察は、緊急交通路確保等の交通対策を迅速・的確に実施するため、現場警察官、関係

機関等からの情報に加え、交通監視カメラ等を活用し情報を収集します。 

２ 交通情報の広報 

警察は、交通規制を実施した場合、規制標識板、立看板、拡声器等を利用して、積極的

な現場広報に努めるとともに、市へ迅速に情報提供を実施します。 

また、警察広報担当者は、テレビやラジオ、広報車等あらゆる広報媒体を使用して市民

への周知に努めます。 

第３ 道路の応急復旧等 応急復旧対策班、建設部、消防部、横浜国道事務所、藤沢土木事

務所、自衛隊 

１ 国の措置 

国は、被害を受けた道路及び交通状況を速やかに把握するため、パトロールカーによる

巡視を実施するとともに、道路情報の収集に努めます。この情報を基に、必要に応じてう

回道路の選定、誘導等の処置を行い、緊急輸送路の確保に努めるとともに応急復旧工事を

速やかに行い、緊急輸送路としての機能確保に努めます。 

また、他の道路管理者に対して、被害状況に関する報告を求め、応急復旧等を要請又は

指示します。その場合、緊急輸送路の確保を優先します。 

２ 県の措置 

県は、災害協定業者等の協力のもと、管理する道路について早急に被害状況を把握する

とともに、備蓄資機材を活用して、応急復旧等を行い、道路の機能確保に努めます。また、

他の道路管理者の管理する道路についても早急に被害状況を把握し、当該道路管理者と連
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携して緊急輸送道路の優先確保を行います。さらに、県管理道路においても応援を必要と

する時は、関係機関に応援要請を行います。 

３ 市の措置 

市は、速やかに応急復旧作業体制を確立し、応急対策活動や緊急輸送に必要な道路等の

機能確保等、優先順位を定め迅速な復旧作業を実施します。また、茅ヶ崎建設業協会等と

の応援協定等に基づき、障害物の除去、応急復旧等に必要な人員、資機材等の確保に努め

ます。 

４ 国及び県による復旧の代行 

国は、著しく異常かつ激甚な災害が発生し、県又は市から要請があり、かつ県又は市の

工事実施体制等の地域の実情を勘案して円滑かつ迅速な復旧復興のために必要があると認

めるときは、その事務の遂行に支障のない範囲で、県又は市に代わり工事を行うことがで

きる権限代行制度を活用し、県又は市の復旧活動を支援します。また、県についても、権

限代行制度を活用し、必要があると認めるときはその事務の遂行に支障のない範囲で市の

復旧活動を支援します。 

５ 障害物の除去 

道路管理者は、災害対策基本法第７６条の６第１項に基づき、災害が発生した場合にお

いて、道路における車両の通行が停止し、又は著しく停滞し、車両その他の物件が緊急通

行車両の通行の妨害となることにより、災害応急対策の実施に著しい支障が生じるおそれ

があり、かつ、緊急の必要があると認めるときは、その管理する道路について、区間を指

定して当該車両その他の物件の占有者、所有者又は管理者に対し、当該車両その他の物件

を付近の道路外へ移動すること、その他必要な措置をとることを、書面の提示又は口頭で

命じることとします。 

＜具体的な命令の内容＞ 

・道路の左側や歩道への移動 

・車間を詰めること（空いたスペースへの車両の移動） 

・沿道の空地、駐車場への移動 

・車両から落下した積載物の車両への再積載 

なお、車両の占有者等が不在時、命令に従わないとき等は道路管理者自ら移動の措置

を行うこととします。また、やむを得ない場合は車両その他の物件を破損することで対

応することとします。 

第４ 緊急輸送の範囲 総括・情報班 

市及び防災関係機関が実施する緊急輸送の範囲は、次のとおりとします。 

輸送の対象 内容 

人員の輸送 
○医療救護、助産を必要とする者 
○応急対策活動要員 
○その他必要な人員 

物資等の輸送 

○医薬品、医療資機材 
○飲料水、食料及び生活必需物資等の救援物資 
○応急復旧資機材 
○その他必要な物資等 

第５ 輸送対象の想定 統括調整部各班 

緊急通行車両により輸送する対象は、被災状況及び災害応急対策の進捗状況に応じて、

概ね次のとおりとします。 

第１段階（発災直後から２日目までの間） 

○救助・救急活動、医療活動等の従事者及び医薬品等、人命救助に要する人員、物資 
○消防、水防活動等災害の拡大防止のための人員及び物資 
○政府災害対策要員、地方公共団体災害対策要員、情報通信、電力、ガス、水道施設保
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安要員等、初動の災害応急対策に必要な要員・物資等 
○後方医療機関へ搬送する負傷者等 
○緊急輸送に必要な輸送施設、輸送拠点の応急復旧、交通規制等に必要な人員及び物資 

第２段階（発災後３日目から概ね１週間の間） 

○上記第１段階の続行 
○飲料水、食料等生命の維持に必要な物資 
○傷病者及び被災者の被災地域外への輸送 
○輸送施設の応急復旧等に必要な人員及び物資 

第３段階（発災後概ね１週間以降） 

○上記第２段階の続行 
○災害復旧に必要な人員及び物資 
○生活必需物資 

第６ 輸送手段の確保 経営総務部、神奈川県トラック協会 

１ 緊急輸送体制の確保 

市は、災害時における車両等の効率的な運用を行い、緊急輸送体制を確保します。 

２ 車両の調達 

市は、災害時の各種応急対策活動に必要な緊急車両の確保について、市が所有する車両

を充てるほか、市内陸上運送会社や神奈川県トラック協会など協定締結団体の協力等によ

り行います。さらに不足する場合は、県に対して応援要請を行うものとします。 

第７ 緊急通行車両の取扱い 経営総務部、各部 

１ 緊急通行車両の確認 

災害対策基本法施行令第３３条の規定に基づき、災害が発生し、又は発生しようとして

いる時より前において、災害対策に車両を使用する必要が生じたときは、平常時に交付を

受けた標章を掲示するとともに、緊急通行車両確認証明書を車両に備えておくこととしま

す。 

２ 緊急通行車両の追加交付申請 

市は、平常時に標章及び緊急通行車両確認証明書の交付を受けるよう努めますが、災害

の状況等に応じて、交付済車両以外の新たに災害対策に必要となった車両については、神

奈川県警察本部等に交付申請を行います。 

  (1) 緊急通行車両の種類 

緊急通行車両は、災害対策基本法第５０条第２項に規定する災害応急対策の実施責任

者、又はその委託を受けた者が使用する車両で、次に掲げる業務に必要な車両とします。 

ア 警報の発表及び伝達並びに避難の勧告、指示 

イ 消防、水防その他の応急措置 

ウ 被災者の救難、救助その他の保護 

エ 施設及び設備の応急復旧 

オ 清掃、防疫その他の保健衛生 

カ 犯罪の予防、交通の規制その他被災地における社会秩序の維持 

キ 緊急輸送の確保 

ク 応急教育の実施 

ケ その他災害の発生の防御又は拡大の防止のための措置 

(2) 交付手続き及び掲示等 

災害対策に車両を使用する必要が生じたときは、緊急通行車両確認申出書を神奈川県

警察本部等に提出し、標章及び緊急通行車両確認証明書の交付を受け、標章を掲示する

とともに、緊急通行車両確認証明書を車両に備えておくこととします。 

第８ ヘリコプターによる緊急輸送手段の確保 総括・情報班 

市は、あらかじめ指定した「ヘリコプターの臨時離着陸場」の中からヘリコプターの臨



風水害対策計画 

第５章 災害時の応急対策活動 

第１２節 緊急輸送のための交通の確保、緊急輸送活動 
 

178 

時離着陸場を開設するとともに、防災関係機関への周知徹底を図ります。 

また、救急患者、医師その他救急活動に必要な人員及び緊急物資の輸送に際し、特に緊

急を要する場合は、陸上自衛隊等防災関係機関によるヘリコプターによる輸送を県に要請

し、緊急時の輸送手段の確保に努めます。 

第９ 船舶等による海上輸送手段の確保 総括・情報班、湘南海上保安署 

市は、陸上輸送が困難な場合又は海上輸送の方が効率的な場合は、県及び防災関係機関

等と連携し、茅ヶ崎漁港及び湘南港（江の島）を中心とした、海上輸送手段の確保に努め

ます。 

１ 航路の障害物除去 

(1) 港湾管理者及び漁港管理者は、その所管する港湾区域及び漁港区域内の航路等につい

て、沈船、漂流物等により船舶の航行が危険と認められる場合には、市に報告するとと

もに、障害物除去等に努めます。 

(2) 第三管区海上保安本部は、海難船舶又は漂流物その他の物件により船舶交通の危険が

生じ又は生ずるおそれがあるときは、その旨を市に報告し、速やかに航行警報等必要な

応急措置を講ずるとともに、船舶所有者等に対し、これらの除去その他船舶交通の危険

を防止するための措置を講ずべきことを命じ、又は勧告します。 

２ 港湾及び漁港の応急復旧等 

(1) 港湾管理者及び漁港管理者は、その管理する港湾施設及び漁港施設について、早急に

被害状況を把握し、市に対して被害状況報告するとともに、必要に応じて応急復旧を行

います。なお、港湾施設については、国土交通省（関東地方整備局）及び港湾管理者が

必要に応じて応急復旧等を行います。 

(2) 第三管区海上保安本部は、航路標識が破損し又は流出した時は、速やかに復旧に努め

るほか、必要に応じて応急標識の設置に努めます。 

３ 海上交通安全の確保 

(1) 第三管区海上保安本部は、船舶の輻輳が予想される海域において、必要に応じて船舶

交通の整理・指導を行います。この場合、緊急輸送を行う船舶が円滑に航行できるよう

努めます。 

(2) 第三管区海上保安本部は、海難の発生その他の事情により、船舶交通に危険が生ずる

おそれがあるときは、必要に応じて船舶交通を禁止するなど航行制限を行います。 

(3) 第三管区海上保安本部は、水路の水深に異状を生じたおそれがあるときは、必要に応

じて調査を行うとともに、応急標識を設置する等により水路の安全を確保します。 

４ 物資受入れ港の確保 

物資受入れ港の管理者は、災害時の海上輸送を円滑に行うため、物資受入れ港としての

機能を確保します。 
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第１３節 ライフライン等の応急復旧活動 

  

２次災害を防止し、被災者の日常生活を確保するため、ライフライン事業者は、災害時にお

ける活動体制を確立するとともに、被害状況を踏まえ、行政機関等と連携を図りながら応急対

策を実施します。 

なお、ライフライン施設の復旧に当たっては、防災関係機関、医療施設、福祉施設、避難施

設などの施設を優先的に実施します。 

第１ 上水道施設 県企業庁茅ケ崎水道営業所 

水道営業所は、災害用指定配水池や主要送配水管路等の水道施設の被害状況を調査する

とともに、応急復旧計画を作成し、計画に基づいた応急復旧工事を実施します。 

１ 情報提供 

災害発生時又は発生のおそれがある場合は、市民や防災関係機関に対し、企業庁関連施

設の状況や対応について情報提供を行います。 

２ 被害状況の調査及び復旧計画の作成 

災害時、速やかに水道施設の被害状況を把握し、応急復旧優先順位を考慮した応急復旧

計画を作成します。 

３ 応急復旧業者への協力要請 

応急復旧工事を迅速に実施するため、応急復旧業者と、災害時の応急復旧工事等の協力

に関する契約等を締結し、災害時は、契約等に基づき応急復旧工事を依頼します。 

４ 応急復旧 

(1) 送配水管等の復旧 

送配水管等の復旧は、水源から浄水場及び配水池に至る幹線を優先し、次に、主要な

配水管等を順次復旧します。また、仮設配水管は、主要送配水管の応急処置が困難な場

合に布設します。 

(2) 臨時給水栓の貸与  

避難所に近い公設消火栓に設置する臨時給水栓を市に貸与します。 

(3) 給水管の復旧 

避難所、病院、学校、その他の公共施設等から順次量水器（上流側）まで、水道営業

所が復旧します。 

第２ 下水道施設 下水道河川部 

１ 公衆衛生の保全 

災害時における公衆衛生の保全を図るため、相模川流域下水道左岸処理場と連絡調整を

行い、避難所、病院等の防災拠点から発生する汚水の排水を可能にする管路施設の保全を

早急に行います。 

２ 浸水被害の防除 

災害時における浸水被害の軽減を図るため、避難所、病院等の防災拠点における雨水の

排水が可能となるように、ポンプ場等施設及び管路状況を確認し、適切に対応します。 

３ 広報 

施設の被害状況及び復旧の見込みについて、広報を実施し利用者の生活排水等に関する

不安の解消に努めます。 

第３ 電力施設 東京電力パワーグリッド(株)平塚支社 

１ 被害状況の早期把握 

被害状況の早期把握が、今後の復旧体制に大いに影響するため、あらゆる方法をもって

被害状況の早期把握に努めます。  

２ 電力施設の機能維持 

災害により、電力施設に被害があった場合は、被害状況を早期に把握し、通電火災等の
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二次災害の発生を防止し、速やかに応急復旧を行い、電力供給施設としての機能を維持し

ます。 

３ 危険予防措置 

災害時においては、原則として送電は維持しますが、円滑な応急対策活動を実施するた

め、警察、消防機関等からの送電停止の要請があった場合には、適切な危険予防措置を講

じます。 

４ 応急復旧 

応急復旧の実施にあたっては、原則として人命にかかわる箇所、官公署、報道機関、避

難所等を優先しますが、各施設の被害状況や復旧の難易を勘案し、供給上復旧効果の大き

いものから行います。 

５ 広報 

感電事故及び漏電による出火の防止及び電力施設の被害状況、復旧予定について、必要

に応じてテレビ、ラジオ、新聞等の報道機関やインターネット、広報車等を通じて広報し

ます。 

第４ 都市ガス施設 東京ガスネットワーク（株）  

東京ガスネットワーク（株）は、ガス施設の災害及び二次災害の発生を防止し、また発

生した被害を早期に復旧するため、施設の機能確保、ガスの遮断装置の設置、非常設備の

整備、供給停止地域を最小限に抑えるための供給エリアのブロック分け等、各種事前対策

を工事、災害時に迅速な応急復旧活動を行えるよう、体制の整備に努めています。 

１ 非常体制の設置 

   災害が発生するおそれがある場合、または発生した場合に対処するための非常体制を設

置します。 

２ 通報・連絡の経路 

社内及び外部機関との連絡が相互に迅速かつ確実に行えるよう、情報伝達ルート多重化

及び情報交換のための収集・連絡体制の明確化など、体制の確立に努めます。 

３ 通報・連絡の方法 

通報・連絡は、災害時優先電話、社内電話、携帯電話、無線通信等を使用して行います。 

４ 災害時における情報の収集・伝達 

(1) 情報の収集・報告 

災害が発生した場合は、次に掲げる各情報を巡回点検、出社途上の調査等により迅速・

的確に把握します。 

(2) 気象情報 

気象庁の発表する、地震、大雨、洪水等に関する情報 

５ 被害情報 

(1) 対外対応状況（地方自治体の災害対策本部・官公庁・報道機関・利用者等への対応状

況） 

(2) ガス施設等被害の状況及び復旧状況 

(3) ガス施設等の被害及び復旧に関する情報、復旧作業に必要な資機材・食料又は応援部

隊等に関する情報 

(4) その他の災害に関する情報 

６ 災害時における広報 

(1) 広報活動 

災害時には、その直後、ガス供給停止時、復旧作業中、その他必要な場合において、

その状況に応じた広報活動を行います。 

(2) 広報の方法 

広報については、テレビ・ラジオ・インターネット・新聞等の報道機関を通じて行う

ほか、必要に応じ直接当該地域へ周知します。また、地方自治体等の関係機関とも必要

に応じて連携を図ります。 

ガスの供給停止地域や復旧状況等の最新情報は、東京ガスグループホームページの「復
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旧マイマップ」で周知します。 

７ 災害時における復旧用資機材の確保 

(1) 調達 

各班長、各支部長は、予備品・貯蔵品等の復旧用資機材の在庫量を確認し、調達を必

要とする資機材は、次のような方法により速やかに確保します。 

ア 取引先・メーカー等からの調達 

イ 被災していない他地域からの流用 

ウ 他ガス事業者等からの融通 

(2) 復旧用資機材置場等の確保 

災害復旧は、復旧用資機材置場及び前進基地が必要となるため、あらかじめ調査した

用地等の利用を検討する。また、この確保が困難な場合は、地方自治体等の災害対策本

部に依頼して、迅速な確保を図ります。 

８ 非常事態発生時の安全確保 

(1) 危険予防措置 

ガスの漏えいにより被害の拡大のおそれがある場合には、避難区域の設定、火気の使

用禁止、ガス供給停止等の適切な危険予防措置を講じます。 

９ 災害時における応急工事 

応急の復旧にあたっては、復旧に従事する者の安全の確保に配慮した上で、非常事態発

生後可能な限り迅速・適切に施設及び設備の緊急点検を実施するとともに、これらの被害

状況等を把握し、二次災害の発生防止、被害の拡大防止及び被害者の生活確保を最優先に

行います。 

１０ 復旧対策 

(1) 復旧計画の策定 

非常事態により被災した地域の社会経済活動が低下する状況に鑑み、被災した地域施

設又は設備の復旧については、可能な限り迅速に行います。 

ア 被害が発生した場合、被害状況の調査を速やかに行い、正確な情報を収集し、次に

掲げる事項を明らかにした復旧計画を策定します。 

①復旧手順及び方法 

②復旧要員の確保及び配置 

③復旧資機材の調達 

④復旧作業の期間 

⑤供給停止需要家への支援 

⑥宿泊施設の手配、食材等の調達 

⑦その他必要な対策 

(2) 復旧作業の実施 

供給設備の復旧作業は、二次災害の発生防止に万全を期しつつ、次の手順により行い

ます。 

ア 高・中圧導管の復旧作業 

     ①区間遮断 

     ②漏えい調査 

     ③漏えい箇所の修理 

     ④ガス開通 

イ 低圧導管の復旧作業 

①閉栓作業 

     ②復旧ブロック内巡回調査 

     ③被災地域の復旧ブロック化 

     ④復旧ブロック内の漏えい検査 

     ⑤本支管・供給管・灯外内管の漏えい箇所の修理 

⑥本支管混入空気除去 

⑦灯内内管の漏えい検査及び修理 
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⑧点火・燃焼試験（給排気設備の点検） 

     ⑨開栓 

第５ ＬＰガス施設 （公社）神奈川県ＬＰガス協会湘南支部茅ヶ崎・寒川部会 

（公社）神奈川県ＬＰガス協会湘南支部茅ヶ崎・寒川部会は、災害時には、次の対策を

行います。 

１ 臨時供給 

避難所等への炊き出し用の臨時供給を行うため、迅速に対応します。 

２ 応急供給 

迅速に安全確認検査を行い、使用可能な設備は、順次供給を再開します。 

なお、公共施設等は、発災直後から応急供給を行います。 

３ 応急復旧 

迅速に供給を全面再開できるよう、応急復旧活動を実施します。 

第６ 通信サービス 東日本電信電話(株)神奈川事業部 

１ 応急措置 

災害により、通信施設に被害が生じた場合、又は異常ふくそう等の事態の発生により、

通信のそ通が困難になったり、通信が途絶するような場合、最小限度の通信を確保するた

め、次のとおり応急措置を実施します。 

(1) 通信の利用制限 

災害等が発生し、通信のふくそうが発生した場合は、重要通信を確保するため、一般

加入電話は通信の利用制限等の措置を行います。 

(2) 緊急通話の確保 

防災機関等の通信を優先的に確保します。（災害時優先電話） 

(3) 公衆電話の臨時措置 

ア 災害救助法が適用される規模の災害等が発生し、かつ広域停電が発生している場合、

被災地の被害状況や通信の著しいふくそう状況等を勘案し無料で公衆電話を利用でき

るようにします。 

イ 指定する避難所に、被災者が利用する災害時用公衆電話（特設公衆電話）の設置に

努めます。 

(4) 安否確認サービスの提供 

災害発生により著しく通信のふくそうが発生した場合は、安否等の情報を円滑に伝達

できるよう、電話網による災害用伝言ダイヤル「１７１」やインターネット網による災

害用伝言板「ｗｅｂ１７１」等を速やかに提供します。 

(5) 災害対策機器の設置 

災害等発生により施設が壊滅的な損傷を受けた場合、災害対策機器により通信の確保

に努めます。 

２ 応急復旧 

災害に伴う電気通信設備等の応急復旧は、迅速・適切に実施します。 

(1) 被災した設備等の復旧にあたっては、被災者の生活を第一に考え速やかに実施すると

ともに、防災関係機関等と連携し、早期復旧に努めます。 

(2) 災害等により被災した重要通信を確保する機関の通信回線等の復旧は、あらかじめ 

定められた復旧を優先する機関より実施します。 

３ 広報 

災害発生時の応急復旧状況をテレビ・ラジオ、新聞等の報道機関を通じて広報を行うほ

か、ホームページ等にて周知を行います。 

第７ 鉄道施設 東日本旅客鉄道(株)横浜支社 

東日本旅客鉄道(株)横浜支社は、災害発生と同時に運転規制その他適切な初動措置を講
じ、乗客の安全を図り、速やかに応急復旧を行い、交通機関としての機能を維持します。 
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１ 初動措置 
(1) 旅客に対する広報 

乗務員は、相互に連絡、情報を交換し、又は輸送指令からの指示、情報等について必
要な事項を旅客に案内するとともに、今後とるべき措置をできるだけ速やかに放送し、
混乱等の発生を防止します。 

駅長は、災害の状況を考慮し、旅客及び公衆の動揺、混乱を招かぬようにするため、

避難口の状況、社員の誘導に従う指示、災害規模と建造物の安全性、落下物についての

注意、列車の運行状況、駅周辺及び沿線の被害状況等についての放送を行い、周知に努

めます。 

(2) 避難誘導 

ア 乗務員は、列車又は線路建造物の被害もしくは二次災害の発生危険が高いと予測し

たとき、又はその他沿線被害地の火災等により危険が迫ると判断したときは、速やか

に旅客を安全な地点に誘導します。 

イ 駅長は、災害の規模、二次災害の発生の危険、建造物の状況、駅及び駅周辺の被害

状況を考慮して負傷者、避難行動要支援者を優先誘導し、混乱を生じないよう配慮し

ます。 

ウ 駅周辺の火災その他の被害状況が著しく、駅構外への避難が危険と認められるとき

は、一時的に構内の安全な場所へ避難誘導します。 

(3) 救護措置 

被害の状況により、県を介し医師会への派遣要請、災害拠点病院への手配を実施しま

す。 

(4) 連携 

災害発生時には、市及び防災関係機関並びに医療関係機関と密接な連携体制を確立し

て、被害を最小限に止めるよう努めます。 

２ 応急復旧 

復旧は重要度の高い線区等、優先度を定め迅速な仮復旧を実施します。また、食料、そ

の他非常緊急に関わるものの輸送を可及的速やかに行えるよう努めます。 

第８ 現地作業調整会議の開催 市、防災関係機関、ライフライン事業者 

   市は、ライフライン施設の速やかな応急復旧を図るため、関係機関及びライフライン事

業者等と連携し、災害対策本部の対処方針等に基づき、必要に応じて、現地のライフライ

ン事業者の事業所等で実働部隊の詳細な調整を行うため、現地作業調整会議を開催するこ

ととします。 
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第１４節 警備・救助対策 

  

様々な社会的混乱や道路交通の混乱から市民の生命、身体及び財産を保護するとともに、各

種犯罪を未然に防止し、取締り及び交通秩序を維持するため、陸上及び海上における警備・救

助体制を早期に確立し、人命の安全を第一とした迅速かつ的確な災害応急対策を実施すること

で、治安の維持を図ります。 

第１ 陸上における警備・救助対策 茅ケ崎警察署 

警察は、各種の応急対策活動に必要な装備資機材の整備、災害警備訓練の実施、防災関

係機関との連携強化等の推進を図り、警備体制を一層強化するとともに大災害が発生した

場合には、警備体制を早期に確立し、警察の総力を挙げて人命の安全を第一とした迅速、

的確な応急対策活動を実施することにより、管内住民の生命、身体及び財産の保護、交通

秩序の維持、各種犯罪の予防検挙その他公共の安全と秩序を維持して、被災地における治

安の万全を期します。 

１ 警備体制の確立 

(1) 警察は、大規模災害が発生した場合には、茅ケ崎警察署に警察署長を長とする茅ケ崎

警察署災害警備本部を設置して指揮体制を確立するとともに、市の災害対策本部は、必

要により相互に所要の要員を派遣し、協力・連絡体制を強化します。 

(2) 警察は、別に定めるところにより、警備部隊等の編成を行うほか、事案の規模及び  

態様に応じて迅速・的確な部隊運用を行います。 

２ 応急対策活動の実施 

   警察は、市の災害対策本部や防災関係機関と連携して次の対策を実施します。 

(1) 情報の収集・連絡 

災害警備活動上必要な情報収集を行い、収集した情報を、必要により関係機関へ連絡

します。 

(2) 救出・救助活動 

把握した被災状況に基づき、迅速に機動隊、広域緊急援助隊等を出動させ、市、消防

及び防災関係機関と協力して、被災者の救出・救助活動を実施します。 

また、警察は、消防又は防災関係機関の現場責任者と随時、捜索区割り等の現場活動

に関する調整を行います。 

(3) 避難の指示等 

ア 警察官は、災害対策基本法第６１条又は警察官職務執行法（昭和２３年法律第１３

６号）第４条により、避難の指示を行い又は避難の措置を講じます。 

イ 警察官が前号の措置を行う場合は、原則として地域防災計画に定める避難先を示し

ます。ただし、災害の種別、規模及び現場の状況等により、地域防災計画に定める避

難先を示すことができないときは、適宜の場所を指定します。なお、避難させたとき

は、直ちに市に連絡します。 

ウ 避難の誘導にあたっては、市と協力し、安全な経路を選定し、所要の警備装備資機

材を活用するよう努めます。 

エ 住民が避難した地域に対しては、警戒警ら、検問所の設置等を行い、財産の保護、

その他犯罪の予防対策を実施します。 

(4) 交通対策 

警察は、被災地域における交通の混乱の防止を図り、応急対策活動が円滑に行われる

ように、災害の被害規模等の状況に応じて、一般車両の通行を禁止する区域及び通行を

制限する区域を設定し、緊急交通路の確保等必要な交通規制を実施します。 

(5) 危険物対策 

警察は、大規模災害発生時に、石油類貯蔵施設等の危険物施設、火災原因となるおそ

れのある薬品を管理する施設、ボイラー施設等の危険箇所について、速やかに、大規模

な火災、有害物質の漏えい、爆発等の発生の有無の調査を行い、状況に応じ施設内滞在
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者及び施設周辺住民の避難誘導や交通規制等、災害の拡大を阻止するための的確な措置

を行います。 

(6) 防犯対策 

警察は、被災したことにより無人化した住宅街、商店街等における窃盗犯や救援物資

の搬送路及び集積地における混乱、避難所におけるトラブル等を防止するため、自主防

災組織やボランティア関係組織・団体等との連携を図り、パトロールの強化、避難所等

の定期的な巡回等を行います。 

また、被災地において発生しがちな悪質商法等の生活経済事犯、窃盗犯、粗暴犯、暴

力団による民事介入暴力等の取締りを重点的に行い、災害に便乗した犯罪の取り締まり

や被害防止に努めるとともに、災害に乗じたサイバー攻撃に関する情報収集及び適切な

情報提供を行うなど被災地の社会秩序の維持に努めます。 

 (7) ボランティア等との連携 

    警察は、自主防犯組織等のボランティア関係組織・団体との連携を図り、被災地にお

ける各種犯罪、事故の未然防止と、被災住民等の不安除去等を目的として行われるボラ

ンティア活動が円滑に行われるよう必要な支援を行います。 

(8) 広報 

ア 警察が行う広報は、災害の状況及びその見通し、避難措置、犯罪の予防、交通規制

等の警察措置に関する事項とします。 

イ 警察は、保有する広報資機材を活用して積極的に広報を行い、市、報道機関等と緊

密に連絡して適切な広報を行うよう努めます。 

(9) 広域応援 

    県公安委員会は、発生した災害の被害規模に応じて、速やかに警察災害派遣隊の援助

の要求を行います。 

第２ 海上における警備・救助対策 湘南海上保安署 

海上においては、第三管区海上保安本部（横須賀海上保安部湘南海上保安署）が、人命

の救助・救急活動、消火活動、排出油等の防除活動、海上交通の安全確保、避難対策、救

援物資の輸送活動、社会秩序の維持、船舶等への情報提供、二次災害の防止等にあたりま

す。 

１ 災害時応急体制の確立 

第三管区海上保安本部（横須賀海上保安部湘南海上保安署）は、災害が発生した場合に

おいて、応急対策活動を統一かつ強力に推進するため、災害の態様に応じて組織の編成及

び職員の動員を行います。 

２ 第三管区海上保安本部（横須賀海上保安部湘南海上保安署）が実施する応急対策活動 

(1) 警報等の伝達 

気象、津波、高潮、波浪等に関する警報及び災害に関する情報を受けた場合、船舶交

通の安全に重大な影響を及ぼす事態の発生を知った時又は船舶交通の制限若しくは禁止

に関する措置を講じた時、並びに船舶、水産資源、公衆衛生等に重大な影響を及ぼすお

それのある事態の発生を知った時は、航行警報、安全通報、水路通報、標識の掲揚、船

艇及び航空機による巡回等により速やかに周知します。 

(2) 情報の収集及び情報連絡 

被害状況、被害規模その他災害応急対策の実施上必要な情報について、船艇、航空機

等を活用し、積極的に情報収集活動を実施するとともに、関係機関等と密接な情報交換

等を行います。 

(3) 海難救助等 

船舶の海難、人身事故等が発生した時は、速やかに船艇、航空機又は特殊救難隊によ

りその捜索活動を行い、船舶火災又は海上火災が発生した時は、速やかに巡視船艇、特

殊救難隊又は機動防除隊によりその消火活動を行い、危険物が流出した時は、その周辺

海域の警戒、火災発生の予防、航泊禁止措置又は避難勧告を行います。 

(4) 緊急輸送 
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傷病者、医療関係者、避難者等又は救援物資等の緊急輸送については、必要に応じ、

又は要請に基づき、迅速かつ積極的に実施します。 

(5) 物資の無償貸与又は譲与 

物資の無償貸与若しくは譲与について要請があった時又はその必要があると認める時

は、「国土交通省所管に属する物品の無償貸付及び譲渡に関する省令」（平成１８年１月

３１日国土交通省令第４号）に基づき、海上災害救助用物品を被災者に対して無償貸し

付けし、又は譲与します。 

(6) 関係機関及び地方公共団体の災害応急対策の実施に対する支援 

関係機関及び地方公共団体の災害応急対策の実施に対する支援関係機関及び地方公共

団体の災害応急対策が円滑に実施されるよう、要請に基づき、海上における災害応急対

策の実施に支障を来さない範囲において、救助・救急活動等についての支援をします。 

(7) 排出油等の防除等 

防除措置を講ずべき者への指導又は命令を行い、緊急に防除措置を講ずる必要がある

と認める時は、指定海上防災機関に防除措置を講ずべきことを指示し、又は巡視船艇等

に応急の防除措置を講じさせ、危険物が流出した時は、その周辺海域の警戒を厳重にし、

必要に応じて火災の発生防止、航泊禁止措置又は避難勧告を行います。 

また、特に必要があると認められる時は、海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法

律第４１条の２に基づき、関係行政機関の長等に対し、防除措置等を要請します。 

(8) 海上交通安全の確保 

船舶交通を整理、指導及び制限又は禁止し、漂流物等の応急措置及びその措置を命じ

又は勧告し、船舶への情報提供、水路の安全確保及び航路標識の復旧に努めます。 

(9) 警戒区域の設定 

人の生命又は身体に対する危険を防止するため、特に必要が認められる時は、災害対

策基本法第６３条第１項及び第２項の定めるところにより警戒区域を設定し、船艇、航

空機等により、船舶等に対して区域外への退去及び入域の制限又は禁止の指示を行いま

す。 

(10) 治安の維持 

海上における治安を維持するため、情報の収集に努め、必要に応じて巡視船艇等及び

航空機により犯罪の予防・取締り及び警戒区域又は重要施設の周辺海域において警戒を

行います。 
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第１５節 広域応援・受援活動 

  

甚大な被害が発生し地域全体の防災力では対応が困難な場合、広域応援部隊や他自治体等へ

応援を要請するとともに、各種応援の受入体制を整えることで、迅速かつ的確な災害応急対策

の実施体制を構築します。 

第１ 行政機関等に対する応援要請 総括・情報班、経営総務部、湘南地域県政総合センタ

ー 

１ 行政機関に対する応援要請 

市は、災害応急対策を実施するために必要があると認めるときには、次の方法により他

の行政機関に応援等を要請します。 

(1) 災害対策基本法第６８条に基づく県知事に対する応援又は災害応急対策の実施要請 

(2) 災害対策基本法第６７条に基づく他の市町村長に対する応援要請 

(3) その他災害時相互応援協定に基づく応援要請 

２ 応援要請の手続き 

市は、行政機関に対し応援要請を行うときは、協定等の定めに従い、必要物資、資機材、

人員等の派遣を要請します。 

なお、市は、応援を要請する際には、次の事項を明らかにし、原則として文書により応

援を要請します。 

(1) 被害の状況 

(2) 応援の種類 

(3) 応援場所及び応援場所への経路 

(4) 応援の期間 

(5) その他応援に必要な事項 

３ 関係団体、企業等への応援要請 

市は、応急措置を実施するために必要があると認められるときには、関係団体及び企業

等に対して、各種協定に基づく応援要請を行います。 

４ 国等への応援要請 

市は、応急措置を実施するために必要があると認められるときには、国等に対して、災

害対策基本法、関係法令等に基づく応援要請を行います。 

第２ 職員の派遣要請 総括・情報班、経営総務部 

１ 指定地方行政機関の長又は指定公共機関に対する職員の派遣要請等 

(1) 職員の派遣要請 

市は、災害対策基本法第２９条第２項に基づき、指定地方行政機関の長又は指定公共

機関（内閣総理大臣が指定する「特定公共機関」に限る。）に対し、必要に応じて当該指

定地方行政機関又は指定公共機関の職員の派遣を要請します。 

また、県知事に対し、必要に応じて同法第３０条第１項に基づき、指定地方行政機関

又は特定公共機関の職員の派遣についてあっせんを求めます。 

(2) 職員の派遣要請手続き 

市本部長は、指定地方行政機関の長又は指定公共機関に対して、職員の派遣を要請す

るときは、災害対策基本法施行令第１５条に基づき、次に掲げる事項を記載した文書を

もって行います。 

ア 派遣を要請する理由 

イ 派遣を要請する職員の職種別人員数 

ウ 派遣を必要とする期間 

エ 派遣される職員の給与その他の勤務条件 

オ その他、職員の派遣について必要な事項 
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２ 県知事に対する職員の派遣のあっせん要請 

(1) 職員の派遣のあっせん要請 

市は、県知事に対し、必要に応じて災害対策基本法第３０条第２項、地方自治法第２

５２条の１７に基づき、他の地方公共団体の職員の派遣についてあっせんを求めます。 

(2) 職員の派遣のあっせん要請手続き 

市は、県知事に対し、職員の派遣のあっせんを求めるときは、災害対策基本法施行令

第１６条に基づき、次に掲げる事項を記載した文書をもって行います。 

ア 派遣のあっせんを求める理由 

イ 派遣のあっせんを求める職員の職種別人員数 

ウ 派遣を必要とする期間 

エ 派遣される職員の給与その他の勤務条件 

オ その他、職員の派遣のあっせんについて必要な事項 

３ 応急対策職員派遣制度に基づく職員の派遣 

本制度は、応急対策職員派遣制度に関する要綱及び災害マネジメント総括支援員等の登

録に関する要綱に基づき、大規模災害発生時に全国の地方公共団体の人的資源を最大限に

活用して被災市区町村の災害対応業務や災害マネジメントを支援するための全国一元的な

応援職員の派遣の仕組みです。この運用に当たっては、本制度における関係機関である、

地方公共団体、地方三団体、指定都市市長会、内閣府及び消防庁と総務省とが協力して実

施します。 

(1) 総括支援チームの派遣   

総括支援チームは、被災市区町村の長への助言、幹部職員との調整、被災市区町村に

おける応援職員ニーズ等の把握、被災都道府県をはじめとする関係機関及び総務省との

連携を通じて、被災市区町村が行う災害マネジメントを総括的に支援することを役割と

しています。 

災害マネジメントの対象業務は多岐にわたることから、総括支援チームは、災害マネ

ジメント総括支援員と、それをサポートする災害マネジメント支援員で構成され、災害

の規模や派遣の時期等に応じて柔軟にチームを編成することができるとされています。 

(2) 対口支援チームの派遣   

避難所運営や罹災証明書の交付等の災害対応業務を支援するため、被災市区町村ごと

に原則として１対１で割り当てられた都道府県又は指定都市（以下、「対口支援団体」と

いう。）が応援職員を派遣します。対口支援団体は、対口支援を行う被災市区町村の応援

職員に関するニーズ等を把握しながら、それを踏まえた応援職員の派遣等の支援を継続

的に行うこととなっています。 

(3) 追加の対口支援団体の派遣  

当初の対口支援団体による応援職員の派遣だけでは対口支援を行う被災市区町村にお

いて完結して災害対応業務を実施することが困難である場合又は困難であると見込まれ

る場合には、被災市区町村に追加の対口支援団体による応援職員の派遣が行われます。 

第３ 広域応援の受入れ 総括・情報班、経営総務部、消防部 

１ 応援の受入体制 

市は、応援部隊に対し、活動拠点を開設し、受入体制を整えます。 

(1) 情報の提供と応援手段の協議 

応援を要請した機関に対する市内の災害の進展状況、被害状況、道路交通状況等、応

援体制上必要な情報の提供・共有及び応援ルートの選定や活動拠点に関する協議・検討

をします。 

(2) 応援部隊の誘導等 

市はあらかじめ周知している活動拠点が被災等により使用できず新たな活動拠点を設

置する場合には、応援部隊の市内進入路及び集結地点を選定し、応援部隊を誘導します。 

また、事前に、ヘリコプター臨時離発着場等の防災上重要な拠点に、上空から識別で

きる表示をするよう努めます。 
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(3) 応援部隊の活動 

市は、応援部隊の活動について必要な指揮又は指示を行います。 

(4) 応援部隊の広域応援活動拠点 

市は、応援部隊の活動拠点をあらかじめ定めておくものとしますが、被災状況その他

の事由により、その使用が困難なときは、迅速にその受入れ施設を選定し、自衛隊、警

察、消防、行政関係機関、ボランティア、ライフライン事業者等に対して、周知します。 

 

２ 海外からの支援受入 

市は国の非常（緊急）災害対策本部等が海外からの支援の受入れを決定した場合には、

その受入れと円滑な活動の支援に努めます。 

第４ 自衛隊に対する災害派遣要請 総括・情報班 

市は、応急措置を実施するため必要があると認めるときは、災害対策基本法第６８条の

２に基づき、県に対して自衛隊法第８３条第１項による自衛隊の派遣要請を求めます。 

この場合、市は、必要に応じてその旨及び市域の災害状況等を防衛大臣又は地域担任部

隊の長に通知します。 

また、市は、県への自衛隊派遣要請の要求が、連絡不能でできない場合には、直接防衛

大臣又は地域担任部隊の長に災害状況等を通知します。なお、この通知をしたときは、速

やかにその旨を県に通知します。 

１ 要請方法 

市長の災害派遣要請に関する事務手続きは、統括調整部において、次の事項を記載した

文書により行います。 

   ただし、緊急を要する場合は電話等で要請し、事後速やかに所定の手続きをします。 

(1) 災害の情況及び派遣を要請する事由 

(2) 派遣を希望する期間 

(3) 派遣を希望する区域及び活動内容 

(4) その他参考となるべき事項 

第５ 自衛隊の受入れ 総括・情報班 

１ 災害派遣部隊の受入れ 

(1) 他の災害救助復旧機関との重複の排除 

市は、自衛隊が他の災害救助復旧機関と重複せず、最も効率的に作業できるよう配慮

し、依頼します。 

(2) 作業計画及び資機材の準備 

市は、自衛隊に対し作業を要請し、又は依頼する場合、先行性のある計画を立て、作業に

必要な、資機材の準備を整え、諸作業に関係のある管理者の了解を得られるよう配慮します。 

(3) 自衛隊との連絡窓口の一本化 

市は、派遣された自衛隊との連絡交渉窓口を統括調整部に置きます。 

(4) 県への活動報告 

市は、自衛隊の活動状況等を随時報告します。 

２ 経費の負担 

自衛隊の救援活動に要した経費は、原則として派遣を受けた市が負担します。その内容

は、おおむね次のとおりです。 

(1) 派遣部隊が、救援活動を実施するために必要な資機材（自衛隊装備に係るものを除く。）

等の購入費、借上料及び修繕費 

(2) 派遣部隊の宿営及び救援活動実施に伴う光熱、水道、電気、電話及び入浴料等 

(3) 派遣部隊の宿営に必要な土地、建物等の使用料及び借上料 

(4) 派遣部隊の救援活動実施に際し生じた損害の補償（自衛隊装備品に係るものを除く。 

(5) その他救援活動の実施に要する経費で、負担区分に疑義のある場合は、自衛隊と市が

協議します。 
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３ 自衛隊の連絡先 

区分 連絡先（窓口） 所在地 県防災行政通信網番号 

陸上自衛隊 

第４施設群本部第３科 相模原市南区新戸 2958 
 046(253)7670  内線 2650 

9-488-9201・9209 
FAX 9-488-9200 

東部方面混成団本部 
第３科 

横須賀市御幸浜 1-1 
 046(856)1291  内線 448 

9-486-9201・9202 
FAX 9-486-9220 

海上自衛隊 
横須賀地方総監部防衛
部第３幕僚室 

横須賀市西逸見町 1無番地 
046(822)3500 内線 2543 

9-637-9201・9209 
FAX 9-637-9200 

第６ 警察災害派遣隊の受入れ 総括・情報班、茅ケ崎警察署 

１ 警察災害派遣隊の主な活動 

警察災害派遣隊は、大規模災害発生時等に直ちに派遣され、原則として、被災地の支援

を受けることなく自活して即応部隊と、大規模災害発生時等から一定期間が経過した後に

長期間にわたり派遣される一般部隊とで構成し、被災者の救出救助、緊急交通路の確保、

検視、行方不明者の捜索、治安の維持等の活動を行います。 

２ 援助の要求及び受入れ 

県公安委員会は、災害が発生し又は発生のおそれがあるときは、警察庁又は他の都道府

県警察に対し警察災害派遣隊の援助を要求します。 

神奈川県警察本部は、警察庁等と派遣期間、活動場所、派遣人員、活動内容等の派遣に

係る事項の調整を行います。 

第７ 消防広域応援の要請及び受入れ 総括・情報班、消防部 

市は、大規模災害発生時において、市がその消防力をもって対処することができない場

合を想定して、広域的な消防体制を確立します。 

このため、市は、市町村あるいは都道府県の区域を越えた、消防力の広域的な運用を図

り、大規模災害時に円滑に対応できるよう、市町間等の相互応援協定による応援隊や緊急

消防援助隊の派遣要請を行い、派遣部隊の宿泊等、受入体制の確立を図ります。 

第８ ＤＭＡＴの要請及び受入れ 保健所部 

市は、災害の程度により必要がある場合は、県に対して医療救護の協力を要請するとと

もに、ＤＭＡＴの派遣を要請します。 

また、ＤＭＡＴを要請した場合は、受入体制を確立するとともに、活動が円滑に行われ

るよう支援します。 

第９ 緊急災害対策派遣隊、情報連絡員の要請及び受入れ 総括・情報班、京浜河川事務所、

横浜国道事務所 

市は、災害による重大な被害が発生し、又は発生するおそれがある場合は、「災害時の情

報交換に関する協定」に基づき、国（関東地方整備局）に情報連絡員（リエゾン）の派遣

を要請します。 

国は、市からの要請を受け情報連絡員を市に派遣し、情報交換を行うとともに、必要に

応じて緊急災害対策派遣隊（ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ）※を派遣します。なお、国は、市の被

害状況等を勘案し、必要と認める場合は、要請を待たずに情報連絡員の派遣や必要な支援

を行います。 

市は、国の情報連絡員や緊急災害対策派遣隊（ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ）が派遣される場合

は、受入体制を確立するとともに、活動が円滑に行われるよう支援します。 
※大規模な自然災害等に際して、被災自治体が行う被災状況の迅速な把握、被害の拡大の防止、被災地

の早期復旧等に対する専門的・技術的な支援を行うための派遣 
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※１：災害発生時、またはそのおそれがある場合は担当窓口事務（管理）所から地方自治 

体等へ支援要請の確認をします。 

※２：都県・政令都市においては直接、関東地方整備局（応援対策本部）への要請となり 

ます。 

※３：市は、国の担当窓口との連絡調整について、県に対して適宜実績報告等の情報提供 

を実施します。 
緊急災害対策派遣隊（ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ）の災害規模に応じた支援の仕組み 
（出典 国土交通省資料より抜粋） 

第１０ 気象庁防災対応支援チーム（ＪＥＴＴ）の派遣 横浜地方気象台 

気象庁は、大規模災害発生時、市町村の災害対策本部等へ気象庁防災対応支援チーム（Ｊ

ＥＴＴ）として気象庁職員を派遣します。 

現場のニーズや各機関の活動状況を踏まえ、気象等の細かな解説を行い、市や防災関係

機関の防災対応を支援します。 

なお、緊急災害対策派遣隊（ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ）の一員として活動します。 

第１１ 内閣府調査チームの派遣 

国は、大規模な被害が想定される場合、必要に応じて直ちに内閣府調査チームを派遣し、

被害状況の迅速な把握、市の支援を行います。 
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第１６節 ボランティア活動 

  

災害に伴う被災者の様々な支援ニーズに対応するため、災害ボランティアの受入・活動体制

を整えるとともに、被災者のニーズや支援活動の全体像を把握し、関係団体と情報共有を図り

ながら連携のとれた支援活動を展開することにより、市民生活の早期回復を図ります。 

第１ 災害ボランティアセンターの開設 総括・情報班、監査部、市社会福祉協議会 

大規模な災害発生時に応急対策活動を実施するにあたり、市及び防災関係機関だけでは

対応が不可能な場合、市内外のボランティアの救援活動が必要となることから、ボランテ

ィア活動やその受入れ等の事務を行う災害ボランティアセンターを開設し、ボランティア

（一般ボランティア及び専門ボランティア）の受入れを行います。 

※災害ボランティアセンターでの専門ボランティア受入れは、専門機関に属さない個人を対象

とする。各種専門機関への専門ボランティア派遣要請は、第３で示すとおりとする。 

  ※専門ボランティア（保健師・看護師・准看護師・介護職・ケアマネジャーなど） 

１ 実施機関 

災害時におけるボランティア活動に係る事務は、災害ボランティアセンターが行います。 

２ 災害ボランティアセンターの位置づけ 

災害ボランティアセンターは、市社会福祉協議会が各種団体、個人等の協力を得て、ボ

ランティアニーズの把握、ボランティアの募集、受入れ、作業配分、派遣等の活動全般に

関する事務を行うものとします。 

また、市はボランティアの活動が円滑に行われるよう必要な支援を行うものとします。 

３ 活動拠点の確保 

市は災害ボランティアセンターとして公共施設の一部を確保するとともに、必要な資機

材の調達支援等を行います。 

４ 災害ボランティアセンターの運営等 

災害ボランティアセンターの開設及び開設後の運営等については、市と市社会福祉協議

会が協議して別に定めるものとします。 

５ ボランティアコーディネーターの派遣要請 

市社会福祉協議会は、神奈川県社会福祉協議会及び全国社会福祉協議会へ、ボランティ

アコーディネーターの派遣要請を行います。 

第２ ボランティアの受入れ 総括・情報班、監査部、市社会福祉協議会 

１ 情報収集 

市は、ライフラインの被害状況、避難所の開設状況等、情報収集を行い、被災者等のボ

ランティアニーズを把握します。 

２ ボランティアの募集 

災害ボランティアセンターは、ボランティアの必要性の把握に努め、災害ボランティア

センター関連ホームページの立ち上げ等、報道機関や各種広報を通じ、ボランティアの募

集を行います。 

第３ 専門ボランティアの派遣要請 統括調整部各班 

市は、応急対策活動を行う上で、必要に応じて各種専門機関へ専門ボランティアの派遣

要請を行います。 

 ＜専門ボランティア＞ 

活動内容 

○福祉ボランティア（手話通訳・介護等） ○医療ボランティア（医者・看護師等） 

○教育ボランティア ○避難所炊き出しボランティア 

○技能・労力提供ボランティア（建物判定・輸送等） 
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第４ 市民活動団体等の活動に対する支援 くらし安心部 

市は、市民活動団体とボランティア団体の特性の違いを活かした効果的な支援活動の実

施を図るため、被災状況に応じたボランティアニーズを把握し、市民活動団体へ情報提供

を行います。 

その上で、市民活動団体の専門性を活かした支援活動が実施できるよう、連携・調整を

行い、その活動に必要な場所、資機材等の確保に対する支援に努めます。 

第５ ボランティアの活動 くらし安心部、監査部、市社会福祉協議会 

市は、災害ボランティアセンター又はボランティア活動に必要な資機材を確保・提供し、

その活動を支援します。 

１ 主なボランティア活動 

○避難所での炊き出し、洗濯、物資の整理・配布等の手伝い 

○在宅避難者の買い物、家事等の生活の手伝い 

○家の片付け、引越しの手伝い 

○被災者の話し相手  

○こどもの遊び相手、託児代行 

○ペットの世話 

○暮らしに必要な情報の提供支援 

○交流機会づくり、イベント開催 

第６ 関係者による情報共有会議の開催 統括調整部、市社会福祉協議会 

市及び社会福祉協議会は、地域で活動するＮＰＯ・ボランティア（災害中間支援組織を

含む）等と、災害の状況やボランティアの活動状況等に関する最新の情報を共有する場を

設け、被災者のニーズや支援活動の全体像を関係者と積極的に共有し、団体間で連携のと

れた支援活動を展開するよう努めます。 
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第１７節 災害廃棄物等の除去及び処理 

  

住民の健康への配慮や安全の確保、衛生や環境面での安全・安心のため、被害状況や災害廃

棄物の発生状況等を継続的に把握するとともに、仮置場の確保や既存処理施設における災害廃

棄物の受入れ等の廃棄物処理体制、事業者との連携や広域的な処理を含めた関係機関との連携

協力体制を構築し、災害廃棄物を適正かつ円滑・迅速に処理することにより、生活環境の悪化

防止を図ります。 

第１ 障害物の除去 衛生・災害廃棄物対策班、応急復旧対策班、環境部、建設部、下水道

河川部 

市は、災害が発生したとき、又は二次災害が発生するおそれがあるとき、応急措置を実

施するため支障となる工作物等の除去を行います。 

なお、被災状況を勘案し優先順位を定め、迅速に実施します。 

１ 実施機関 

障害物の除去は市が実施しますが、障害物が市の管理に属さない道路、又は河川、施設

等にある場合は、それぞれの管理者が実施します。 

２ 除去対象 

(1) 市民の生命、財産等の保護のため除去を必要とする障害物 

(2) 避難、救援等、緊急に応急措置を実施するため除去を必要とする障害物 

(3) 河川氾濫、護岸決壊等の防止、その他水防活動実施のため除去を必要とする障害物 

(4) 居室、炊事場等、生活に欠くことのできない部分又は玄関等に障害物が運び込まれて

いるため、一時的に居住できない状態にあり、かつ自らの資力を持ってしては除去でき

ない障害物 

(5) その他公共的立場から除去を必要とする障害物 

３ 実施方法 

(1) 市は、自らの組織、労力、機械器具を用い、又は茅ヶ崎建設業協会等の協力を得て速

やかに行います。 

(2) 建物・工作物等の除去作業においては、緊急の場合を除き、土地の境界標識や塀・石

垣等の基礎部分、側溝等の保存に心がけ、事後支障の起こらないよう配慮するよう努め

ます。 

(3) 除去作業においては、行方不明者の存在への配慮を行うとともに、位牌、写真・アル

バム、携帯電話等、所有者にとって価値があると認められるものについては、一律に廃

棄せず別途保管し、所有者に引き渡す機会を設ける等、被災者に配慮した作業に努めま

す。 

４ 応援・協力要請 

市は、障害物の状況に応じて、県、他市町村、防災関係機関、企業等に対して応援を要

請します。 

５ 分別区分 

   災害廃棄物は原則として、次により区分し処理を行います。 

(1) 木材 

(2) その他可燃物 

(3) 金属類 

(4) 家電類・パソコン等 

(5) コンクリート・アスファルト等 

(6) その他不燃物 

(7) 取り扱いに注意が必要な廃棄物（ガソリン・灯油・ガスボンベ・スプレー缶等） 

６ 仮置場の選定 

市は、あらかじめ仮置場を定めておきますが、被災状況等によりその保管が困難なとき
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は、おおむね次の基準により新たな仮置場を確保します。 

なお、その場合、二次災害や環境、地域の基幹産業への影響や応急仮設住宅の建設等に

十分考慮し選定します。 

(1) 公園、グラウンド、廃棄物処理施設等の公有地 

(2) 未利用工業跡地等で、長期間利用が見込まれない民有地の借り上げ 

(3) 農地等の民有地や企業等の所有地等の借り上げ 

第２ 災害廃棄物の処理 衛生・災害廃棄物対策班、環境部 

災害により発生した瓦れき及び建物等の解体撤去にともない発生した廃材等の災害廃棄

物の処理は、原則として、茅ヶ崎市災害廃棄物処理計画及び茅ヶ崎市災害廃棄物処理業務

マニュアルに基づき行います。 

なお、災害廃棄物の処理を円滑に行うための体制を確立するとともに、計画的な収集・

運搬、再利用・再資源化及び適正な処理・処分に努めます。 

１ 被害状況を確認し、瓦れきの発生量を推計するとともに、瓦れき処理応急体制の確保を

図り、適切な収集・処理に努めます。 

２ 発災直後の様々な情報を収集・整理し、瓦れき処理の基本方針を明らかにした処理計画

を定め、計画的な処理に努めます。 

３ 県は、災害廃棄物の再利用・再資源化、中間処理、処分に関連する民間の産業廃棄物処

理業者の被災状況の概要を把握し、地区別、施設の種類別に整理した上で、市町村の求め

に応じて情報提供します。 

４ 市単独で処理できない場合には、県外の他市町村と連携又は調整を行う等、必要な対策

を講じます。 

５ 市は、災害廃棄物の分別・排出方法に関する情報について、市民に周知を行います。 

６ 市は、ボランティア、ＮＰＯ等の支援を得て災害廃棄物等の処理を進める場合には災害

ボランティアセンター、ＮＰＯ等と連携し、作業実施地区や作業内容を調整するなどして、

効率的に災害廃棄物等の搬出を行います。 

第３ ごみ及びし尿等の処理 衛生・災害廃棄物対策班、環境部 

県及び市は連携してごみ処理施設及びし尿処理施設の被災状況を把握するとともに、し

尿収集対象者やごみの発生量を推計し、応急体制の確保を図り、適切な収集・処理に努め

ます。 

１ ごみ処理施設、し尿処理施設の被災状況の把握 

市は、災害発生後速やかにごみ処理施設の被災状況を把握し、県へ報告を行います。ま

た、し尿処理施設については、寒川町と連携し、被災状況の把握に努めます。 

２ し尿処理施設の管理等 

施設破損や停電、給排水設備、脱臭設備損傷等により、し尿処理が不能な場合、直ちに

損傷程度を確認し、修繕手配等は寒川町が実施します。 

また、市は、施設の復旧作業中は、し尿の施設での保管が可能かどうか判断し、不可能

な場合は近隣施設、他市町村へ搬入及び処理について協力を要請します。 

３ し尿及びごみ処理 

(1) 市は、被災状況から、し尿収集量やごみの発生量を推計し、通常時のし尿やごみの収

集・処理体制に基づき、収集体制の確保を図ります。 

(2) 市は、し尿やごみの収集・処理業務の増大により、収集車両や人員、処理施設の能力

が不足する場合、処理施設が倒壊又は稼働不能な場合等は、県への支援を要請します。 

４ 資源物の分別 

市は、環境を考慮した分別回収を実施するとともに、速やかに資源物の受入れが図れる

よう、寒川広域リサイクルセンターへの搬入について寒川町と連携した対応を図ります。 
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第１８節 災害救助法関係 

  

災害による被災者を救助するため、関係機関との連携・協力のもと応急的に必要な支援等を

実施することにより、被災者の保護と社会の秩序の保全を図ります。 

第１ 災害救助法の適用 総括・情報班、くらし安心部 

市長は、市内における災害の程度が災害救助法の適用基準のいずれかに該当し、又は該

当する見込がある場合は、直ちにその旨を県知事に報告し、この法律に基づく救助を要請

します。 

１ 適用基準 

災害救助法は、同法施行令第１条第１項の定めるところにより、被害の程度が次の各号

のいずれかに該当する場合に適用されます。 

 

(1) 市内において住家の滅失した世帯数が１００世帯以上の場合 

(2) 県内の住家の滅失した世帯数が２，５００世帯以上であって、市内の住家の滅失し

た世帯数が５０世帯以上の場合 

(3) 県内の住家の滅失した世帯数が１２，０００世帯以上である場合 

(4) 災害が隔絶した地域で発生したものである等、災害にかかった者の救護を著しく困

難とする特別の事情がある場合であって、多数の住家が滅失した場合 

(5) 多数の者が生命又は身体に危害を受け、又は受けるおそれがある場合 
 
※住家の滅失した世帯、すなわち全壊（焼）、流出等の世帯を標準としているので、半壊（焼）等、著

しい損傷を受けた世帯については、２世帯で１の世帯とし、床上浸水、土砂のたい積等により、一時

的に居住不能となった世帯については、３世帯で１の世帯とみなします。 

２ 適用手続き 

災害に際し、市内における災害が前記「１ 適用基準」のいずれかに該当し、又は該当す

る見込があるときは、市長は直ちにその旨を県知事に報告します。 

また、市長は、災害の事態が急迫して県知事による救助の実施を待つことができないと

きは、県知事が行う救助の補助として、災害救助法の規定による救助に着手し、その状況

を事後速やかに県知事に情報提供します。 

３ 救助の種類 

 

○避難所、応急仮設住宅の供与  

○炊き出しその他による食品の給与及び飲料水の供給 

○被服、寝具その他生活必需品の給与又は貸与  

○医療及び助産 

○被災者の救出 

○被災した住宅の応急修理 

○学用品の給与 

○埋葬 

○死体の捜索 

○死体の処理 

○障害物の除去 

○応急救助のための輸送及び賃金職員等の雇用 
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       節 

 

主な担当 

１ ２ ３ ４ 

復
興
体
制
の
整
備 

被
災
状
況
の
調
査 

生
活
再
建
支
援
対
策 

復
興
対
策 

市 

総括・情報班     

避難所対策班・配備職員     

救援物資対策班     

保健医療対策班     

要配慮者対策班     

衛生・災害廃棄物対策班     

被災者生活再建対策班     

応急復旧対策班     

経営総務部 ○   〇 

企画政策部 ○ ○ ○ ○ 

くらし安心部  ○ ○  

市民部  〇 〇 ○ 

経済部  ○  ○ 

文化スポーツ部   ○ ○ 

福祉部   ○  

こども育成部     

環境部   ○ ○ 

都市部 ○ ○ ○ ○ 

建設部  ○ ○ ○ 

下水道河川部  ○  ○ 

保健所部・市保健師   ○  

消防部  ○   

会計部   ○  

市立病院部     

議会部     

選挙管理部     

監査部     

教育部   ○ ○ 

防
災
関
係
機
関
等 

関東農政局     

湘南海上保安署     

京浜河川事務所    ○ 

横浜国道事務所    ○ 

横浜地方気象台     

自衛隊     

藤沢土木事務所    ○ 

湘南地域県政総合センター     

茅ケ崎水道営業所    ○ 

茅ケ崎警察署     

消防団     

東日本旅客鉄道(株)    ○ 

東日本電信電話(株)    ○ 

東京電力パワーグリッド(株)    ○ 

東京ガスネットワーク（株）    ○ 

神奈川県トラック協会     

神奈川中央交通(株)     

茅ヶ崎医師会（医療関係団体）     

市社会福祉協議会   ○  

自主防災組織     
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第１節 復興体制の整備 

 

大規模災害からの復興にあたっては、単なる復旧ではなく未来に向けた創造的復興を目指し

ていくことが必要です。 

 本章は、あらかじめ復興の考え方や復興対策の内容を整理し、災害後の迅速な復興対策が推

進できるよう地域防災計画に位置づけたものです。 

 市は、国や県との調整、防災関係機関との連携を図りながら、一日も早く平常の都市活動が

再開できることを目的に、市民の合意を得ながら、速やかに策定推進できる体制づくりに努め

るとともに、復興対策を構築する上では、あらゆる地域生活者の視点、男女共同参画の視点に

配慮するよう務めます。 

第１ 復興に係る庁内組織の設置 企画政策部、都市部 

市は、復興に係わる総合的措置を講じ、速やかな復興を図るために、復興に関する事務

等を行う組織（復興対策本部）を庁内に設置するとともに、当該本部内における復興計画

の策定を進める担当部において、復興計画作成の方針の検討、復興計画に係る庁内原案の

作成、既存計画（施策）との整合性の確保、庁内各部の調整を行います。 

第２ 人的資源の確保 経営総務部 

本格的な復旧作業及び復興事業の実施のためには、通常業務に加えて膨大な事務執行が

長期間にわたり必要になりますが、職員が被災することによる減員等により、特定の分野

や職種において人員不足が予測されます。 

このため、特に人材を必要とする部門については、関係部局と協議・調整し、迅速かつ

的確に人員配置を行うとともに、必要に応じ臨時職員等の任用を行います。 

１ 派遣職員の受入れ 

不足する職員を補うため、地方自治法、災害対策基本法、復旧・復興支援技術職員派遣

制度、協定等に基づき、職員の派遣、又はあっ旋の要請を行い、職員を受け入れます。 

２ 専門家の支援の受入れ 

災害後は、土地の測量、登記、建築、不動産評価等の土地に関する法律的な問題等、さ

まざまな問題が発生し、専門的なサービスの提供が求められることが予想されます。そこ

で、県による「大規模災害時における相談業務の応援に関する協定」に基づき、神奈川県

大規模災害対策士業連絡協議会に対して、市が開催する相談業務に従事する者の派遣を要

請し、弁護士、司法書士、建築士、不動産鑑定士、税理士等の専門家の支援を受け入れま

す。 
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第２節 被災状況の調査 

第１ 復興に関する調査 企画政策部、くらし安心部、市民部、経済部、都市部、建設部、

下水道河川部、消防部 

１ 市街地及び都市基盤施設の復旧・復興の基本方向を決定するための調査 

(1) 建築物の被災状況に関する調査の実施 

市は、応急復旧対策・復興対策を効果的に行うために、被災地全体の全壊、半壊とい

った建築物の被災状況の概要調査を行います。 

(2) 都市基盤施設被害状況調査の実施 

施設管理者は、応急復旧対策・復興対策を的確に行うために、被災地全体のライフラ

イン施設、交通施設等の都市基盤施設の被害調査を行います。 

(3) 応急住宅対策に関する調査の実施 

応急仮設住宅等の住宅対策について、迅速な意思決定や適切かつ計画的な住宅供給を

行うための調査を行います。 

市は、全壊・焼失・半壊建物数及びデータ、被災者数及びその分布等のデータを活用

し、必要とされる応急仮設住宅の戸数、市営住宅の戸数の概要、全壊・焼失・半壊した

住宅が数多く存在する地域等を把握し、県に報告します。 

２ 復興計画の作成及び復興計画を実施するための調査 

(1) 市街地復興に係わる調査の実施 

市は、市街地復興を行っていくために、その事業対象地の被災状況を十分に把握する

ことが必要となるので、全壊・焼失・半壊建築物数及びデータ等を基に、市街地復興を

行う必要性が高い地区を特定し、特定された地区について、従前の権利関係等も含め綿

密な調査を行います。 

(2) 生活再建支援等に係わる調査 

ア 罹災証明書の根拠となる住宅の被災状況調査の実施 

市は、災害見舞金等を支給するために、罹災証明書が必要となるため、全壊・焼失・

半壊建築物数及びデータ等を基に、罹災証明書の根拠となる住宅の被災状況を把握す

るとともに、情報が不足している地域等については、補足調査を行います。 

イ 死亡者数、負傷者数及び行方不明者数等に関する調査の実施 

市は、応急対策として行う遺体捜索結果等から死亡者数、災害による負傷者数や負

傷の内容についても調査し把握します。 

なお、災害による負傷の悪化又は避難生活等における身体的負担による疾病により

死亡し、災害弔慰金の支給等に関する法律に基づき災害原因で死亡したものと認めら

れたものについては、災害関連死とし、その数を把握するとともに、死者数の報告の

際は、内数として災害関連死の数を報告します。災害関連死の認定については、内閣

府が公表している災害関連死事例集等を参考にして、判断を行います。 

また、災害状況や市民からの安否情報等をもとに、行方不明者数を把握します。 

ウ 災害による離職者数についての調査の実施 

市は、地域経済の被災状況を把握するとともに、災害による事業停止等による離職

者数や離職者の特性等について、調査を行います。 

(3) 地域経済の復興施策に係わる調査の実施 

被災地全体の概要の把握や、特に中小企業の工場や商店街の商店等の被災状況等は、

生活再建支援策と密接に関連するため、可能な限り綿密に調査を行います。 

ア 物的被害状況調査 

市は、災害直後の緊急対応及び復興に向けての施策を検討するために、業種別・規

模別被害額や工場・商店等の全壊・焼失数等について、調査を行います。 

イ 地域への影響の把握 

市は、産業基盤施設の被災状況や事業者の物的被害状況等を調査し、操業停止期間

等を把握します。 
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【被害状況調査の概要フロー】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２ 罹災証明書等の交付 市民部、消防部 

市は、市域で災害が発生した場合、災害救助法や被災者生活再建支援法等に基づく被災

者支援策や市税の減免等を実施するにあたり必要とされる住家等の被害程度について、災

害対策基本法第９０条の２に基づき、被災者からの申請に基づき、住家の被害状況を調査

し、被害の程度を証明する書面として罹災証明書の交付を行います。 

１ 証明の範囲 

災害対策基本法第２条第１号に規定する災害により被害を生じた建物等について、必要

 

○地域別被災状況の概要 

被災状況の概要調査 

【被災直後】 

 

○全壊・焼失・半壊建築物数 

○建築物へ立ち入ることの危険性 

建築物に関する調査 

 

○死者数・負傷者数及びその居住地 

人的被害に関する調査 

 

○土木建造物・ライフライン・交通

施設の被災状況 

都市基盤に関する調査 

【被災後１日～】 

調査で把握すべきデータ及び項目 

地域全体の被災状況の概要把握 

市街地・都市基盤施設の復旧・復

興の基本方向の決定 

建築物への立ち入り可否の判断 

応急住宅対策計画の作成及び実施 

罹災証明書の交付及び災害見舞金

の支給 

災害弔慰金の支給 

建築物の継続使用可否の判断 

災害廃棄物等の発生量の把握 

経済復興施策の実施 

市街地復興施策の実施 

 

○避難者数及びその分布 

○死亡者の遺族の所在地 

人的被害に関する調査 

 

○全壊・焼失・半壊建築物数 

○建築物の継続使用の危険性 

建築物に関する調査 

【被災後３日～】 

【被災後５日～】 

 

○業種別・規模別被害額等 

○失業者数及びその居住地 

 

経済的被害に関する調

査 

 

○土地・建物に関する従前の権利関係 

市街地に関する調査 

 

○被災者の仮設住宅・公営住宅の入

居の意向 

仮設住宅等に関する調

査 

調査の用途 
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な事項の証明を行います。 

(1) 建物被害 

ア 全壊・大規模半壊・中規模半壊・半壊・準半壊・一部損壊 

イ 全焼・半焼・部分焼・ぼや 

ウ 流失・床上浸水・床下浸水 

２ 被害の判定基準 

被害認定は、内閣府「災害の被害認定基準」等に基づき市が行います。 

(1) 地震・水害・風害の場合 

 

全壊 

半壊 準半壊 一部 

損壊 大規模 

半壊 

中規模 

半壊 

半壊 

①損壊基準判定 

 住家の損壊、流失した部分の床面

積の延べ床面積に占める損壊割合 

７０％

以上 

５０％

以上 

７０％

未満 

３０％

以上 

５０％

未満 

２０％

以上 

３０％

未満 

１０％

以上 

２０％ 

未満 

１０％

未満 

②損害基準判定 

住家の主要な構成要素の経済的

被害の住家全体に占める損害割合 

５０％

以上 

４０％

以上 

５０％

未満 

３０％

以上 

４０％

未満 

 

   (2) 火災の場合 

 全焼 半焼 部分焼 ぼや 

焼損程度 

建物の焼き損害額が火災前の建物

の評価額に占める割合 

７０％ 

以上 

２０％ 

以上 

７０％ 

未満 

２０％未

満でぼや

に該当し

ないもの 

１０％未

満で焼損

面積が１

㎡未満、又

は収容物

のみが焼

損したも

の 

 

３ 被害認定調査活動 

市は、具体的な調査方法及び判定方法は、内閣府「災害に係る住家の被害認定基準運用

指針」等に基づき判定します。 

(1) 周知・広報 

被害認定調査活動を行うにあたっては、避難所等での周知及び市域での広報を行い、

被災者に対する正確な情報提供を行います。 

また、応急危険度判定調査との混在について、被災者の精神的負担を考慮し、的確に

目的を伝え、調査を行います。 

(2) 被害認定調査 

  

 

 

 

 

(3) 調査にあたっては、被災者からの情報提供等を受ける等、調査に際しての事前状況を把

握した上で実施します。 

４ 罹災証明書の交付 

罹災証明書は、被災者からの申請に基づき市長又は消防署長が交付します。 

(1) 建物等の被害調査 

市は、建物等の被害調査を計画し、調査員を確保し、被災地域の写真の撮影及び目視・

第１次調査 

外観目視調査の実施 

第２次調査 

外観目視調査及び内部 

立入調査（申請者立会） 

再調査 

不服の内容を精査した

上で状況に応じて再調

査を実施 



風水害対策計画 

第６章 復旧・復興対策 

第２節 被災状況の調査 

 

203 

聞取り調査を実施します。 

住家等の被害の程度を調査する際、発災前後の航空写真等が入手でき、これらを活用

することが調査の効率化・迅速化に資すると判断される場合には、当該航空写真等を活

用して判定することを考えます。 

また、調査対象とする地域の設定、現地調査を行う又は行わない地域の設定、現地調

査を行う地域の順番の決定等、被害認定調査の方針を決める際に、応急危険度判定の判

定実施計画や判定結果を活用することも考えます。 

(2) 罹災台帳 

建物等の被害調査結果等を基に罹災台帳を作成し、罹災証明書の証明内容の確認台帳

とします。 

(3) 罹災証明書の交付 

被災者から罹災証明書の交付申請があったときは、罹災台帳に基づき交付します。 

(4) 再調査の申し出 

被災者は、罹災証明書の内容に不服があった場合は、再調査を申し出ることができる

ものとします。申し出があった建物に対し、迅速に調査を実施し、罹災証明書を交付し

ます。 

５ 罹災証明書の交付に関する広報 

罹災証明書の交付は、臨時広報紙、避難所の掲示板、報道機関等を通じ、被災者に周知

徹底します。  
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第３節 生活再建支援対策 

  

過去の災害では、支援の必要性を訴えることができない方、在宅避難者の増加などにより支

援漏れが生じるなどの問題がありました。 

こうした状況を踏まえ、市は、被災者が自らに適した支援制度を活用して生活再建に取り組

むことができるよう、平常時から被災者支援の仕組みを担当する部局を明確化し、地域の実情

に応じ、災害ケースマネジメント（一人ひとりの被災者の状況を把握した上で、関係者が連携

して、被災者に対するきめ細やかな支援を継続的に実施する取組）の実施等により、きめ細や

かな支援を行うとともに、被災者が容易に支援制度を知ることができる環境の整備に努めます。 

第１ 災害相談対策 企画政策部、くらし安心部 

１ 災害相談の実施 

市は、災害により被害を受けた市民の生活上の不安等の解消を図るため、相談業務を実

施します。 

２ 臨時災害相談所の開設 

市は、必要に応じて臨時災害相談所を設置し、市民の相談を受け、苦情、要望等を聞き

取り、速やかに関係部局及び関係機関と連携して早期解決に努めます。 

３ 臨時災害相談所の規模等 

   相談所の箇所数及び人員は、災害の規模や現地の状況により決定します。 

相談所では、被災者救護を実施する各部局及び関係機関の職員が相談員として常駐する

とともに、弁護士会等の関係団体に協力を要請し、各種相談に応じます。 

４ 相談業務の内容 

(1) 行方不明者に関すること 

(2) 被災者の住居に関すること 

(3) 被災者の生活資金に関すること 

(4) 被災事業者の資金に関すること 

(5) 市民生活に関すること 

(6) その他 

５ 情報提供 

市は、企業等と連携を図り、法制度、金融機関、生命保険、損害保険、火災保険等、被

災地域の必要な生活関連情報や支援等を整理し、ホームページや広報紙を利用して市民に

提供します。 

第２ 被災者台帳の作成及び活用  

１ 被災者台帳の作成 

市長は、災害が発生した場合、被災者の援護を総合的かつ効率的に実施するため必要が

あると認めるときは、被災者の援護を実施するための基礎とする「被災者台帳」を作成す

るものとする。 

被災者台帳には、災害対策基本法第９０条の３第２項に基づき、被災者に関する次に掲

げる事項を記載し、又は記録するものとします。 

(1) 氏名 

(2) 生年月日 

(3) 性別 

(4) 住所又は居所 

(5) 住家の被害その他の被害の状況 

(6) 援護の実施の状況 

(7) 要配慮者であるときは、その旨及び要配慮者に該当する事由 

(8) 前各号に掲げるもののほか、災害対策基本法施行規則第８条の５で定める事項 

市長は、被災者台帳の作成に必要な限度で、その保有する被災者の氏名その他の被災者



風水害対策計画 

第６章 復旧・復興対策 

第３節 生活再建支援対策 

 

205 

に関する情報を、その保有に当たって特定された利用の目的以外の目的のために内部で利

用することができるものとします。 

市長は、被災者台帳の作成のため必要があると認めるときは、関係地方公共団体の長そ

の他の者に対して、被災者に関する情報の提供を求めることができるものとします。 

２ 台帳情報の利用及び提供 

市長は、次のいずれかに該当すると認めるときは、災害対策基本法第９０条の４及び災

害対策基本法施行規則第８条の６に基づき被災者台帳に記載し、又は記録された情報（以

下「台帳情報」という。）を、その保有に当たって特定された利用の目的以外の目的のため

に自ら利用し、又は提供することができるものとします。 

(1) 本人の同意があるとき、又は本人に提供するとき 

(2) 市が被災者に対する援護の実施に必要な限度で台帳情報を内部で利用するとき 

(3) 他の地方公共団体に台帳情報を提供する場合において、台帳情報の提供を受ける者が、

被災者に対する援護の実施に必要な限度で提供に係る台帳情報を利用するとき 

第３ 被災者の安否情報の提供 市民部 

市は、被災者の安否情報について家族又は親族等から照会があった時には、災害対策基

本法第８６条の１５に基づき回答するよう努めます。 

なお、回答の際は被災者や第三者の利益を侵害しないように配慮するほか、照会に対し

て適切に回答し、又は備えるため、必要な限度で当該情報を利用するものとします。 

また、必要に応じて関係自治体、警察等に対して、被災者に関する情報提供を求めます。 

第４ 生活再建支援策 各項目参照 

生活再建支援策は、大きく復興に係わる応急対策と一般の生活再建支援策に分けられ、

それぞれの施策ごとに、具体的な実施内容を定めます。 

【生活再建支援策のフロー】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

１ 復興に係わる応急対策 

(1) 災害廃棄物等の処理 環境部 

市は、災害廃棄物の処理を行うための体制を確立するとともに、計画的な収集・処分

を図ります。 

(2) 応急仮設住宅等の供給 都市部、建設部 

市は、応急仮設住宅等の供給、市営住宅等の空き家の活用等により、当分の間の生活

の支援、居住の安全を確保するとともに、市営住宅等への一時入居を行います。 

２ 一般の生活再建支援策  

(1) 住宅・宅地の供給及び住宅再建支援 都市部、建設部 

市は、建築物の被災状況調査による継続使用の可否、住宅復興に関する情報の提供、

あるいは、被災者の住宅対策として、自己再建の支援等を行います。 

(2) 被災者の経済的再建支援 市民部、福祉部、会計部、市社会福祉協議会 

ア 被災者生活再建支援金の支給 

市は、被災者生活再建支援法（平成１０年法律第６６号）に基づき、自然災害によ

り生活基盤に著しい被害を受け、経済的理由等によって自立して生活を再建すること

 生活再建支援策 １ 復興に係わる応急対策 (1) 災害廃棄物等の処理 

(2) 応急仮設住宅等の供給 

(1) 住宅・宅地の供給、住宅再建支援 

(2) 被災者に対する経済的再建支援 

(3) 精神的支援 

(4) 要配慮者を対象とした支援 

２ 一般の生活再建支援策 
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が困難となった世帯に対して、都道府県が相互扶助の観点から拠出した基金を活用し

て、最高３００万円の被災者生活再建支援金を支給し、支給申請等に係る窓口業務を

行います。 

また、県は、これを受けて、被災者生活再建支援金支給に関する事務を行います。 

イ 災害弔慰金・災害障害見舞金の支給 

市は、災害による死亡者の遺族に対し、災害弔慰金の支給等に関する法律（昭和４

８年法律８２号。以下「弔慰金法」という。）及び同法施行令（昭和４８年政令３７４

号）の規定に基づく茅ヶ崎市災害弔慰金の支給等に関する条例（昭和４９年条例第２

３号。以下「弔慰金条例」という。）の定めるところにより、災害弔慰金を支給します。 

また、災害により精神的又は身体に著しい障がいを受けた者に対しては、弔慰金条

例に基づく災害障害見舞金を支給します。 

ウ 災害援護資金、生活福祉資金の貸付 

市は、災害により家屋等に被害を受けた世帯主に対し、生活の立て直し、自立助長

の資金として、災害救助法が適用された災害では、弔慰金条例に従って、災害援護資

金の貸し付けを行います。 

市社会福祉協議会は、同法の適用に至らない小規模災害時には、「生活福祉資金貸

付制度要綱」に基づく生活福祉資金を、低所得者世帯を対象に貸し付けます。 

エ 災害見舞金等の支給 

市は、災害により被害を受けた市民に対し、茅ヶ崎市災害見舞金等支給要綱に基づ

き、災害見舞金又は弔慰金を支給します。 

オ 義援金の受入れ及び配分 

(ｱ) 特定義援金の受入れ 

市は、本市を特定して寄託された義援金（以下「特定義援金」という。）につい

ては、適切な方法により一時的に保管します。 

また、特定義援金の寄託を受けた場合は、原則として寄託者に受領証を発行する

とともに、その記録、整理を行います。 

(ｲ) その他の義援金の受入れ及び配分 

県は、義援金の受入れ、配分に関して、市、日本赤十字社神奈川県支部、神奈川

県共同募金会等と義援金の募集、配分に関する委員会を組織し、適切な受入れ、配

分を行います。 

カ 義援物資の受入れ及び配分 

(ｱ) 民間企業や自治体等からの義援物資 

市は、関係機関等の協力を得ながら、国民、企業等からの義援物資について、受

入れを希望するもの及び希望しないものを把握します。県及び市は、その内容のリ

スト及び送り先を国民に対して公表し、周知等を図るものとします。 

また、現地の需給状況を勘案し、同リストを逐次改訂するものとし、これを活用

し、物資の配分を行います。 

(ｲ) 個人等からの小口義援物資 

市は、個人等からの小口の義援物資については、原則受け入れないこととし、そ

の方針について周知するものとします。 

なお、周知にあたっては、記者発表や県及び市のホームページへの掲載のほか、

報道機関による情報提供を行います。 

キ 生活保護 

被災による生活環境の変化から、新たな要保護者の発生が予想されるので、申請漏

れが生じないよう、市は、相談窓口の設置等により、生活保護制度の周知を行います。 

また、被災の状況によっては、申請そのものが困難な場合も考えられるため、積極

的に情報を収集して、要保護者の把握に努めます。 

ク 税の減免等 

市は、被災者の生活再建を支援するため、個人住民税、軽自動車税、固定資産税等

の市税について、申告期限・納期等の延長、減免等の納税緩和措置について検討しま
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す。 

ケ 社会保険関連 

市は、国民健康保険、介護保険等、社会保険関連の特例措置を実施します。 

(3) 精神的支援 文化スポーツ部、福祉部、保健所部 

ア 被災者の精神的な後遺症に関する相談室の設置及び訪問相談等の実施 

市は、被災を体験したことにより、精神的に不安定になっている被災者に対し、専

用電話等を設け、医師、保健師、ソーシャルワーカー等が心の相談に応じるとともに、

必要に応じ訪問相談を行います。 

イ 被災者の精神保健活動支援のための拠点の設置 

市は、被災者のＰＴＳＤ（心的外傷後ストレス障害）等に長期的に対応すること、

被災精神障害者の地域での生活支援を目的に、被災者の精神保健活動支援のための拠

点を設置し、地域に根ざした精神保健活動を行います。 

ウ 男女共同参画の視点に配慮した相談体制の整備 

市は、避難所や仮設住宅で生活する被災者が抱える多様な悩みに対応するため、男

性及び女性に対する相談体制を整備するとともに、必要な支援及び助言を行います。 

あわせて、男女が気兼ねなく集まれる機会を設ける等、男女が共に助け合い、精神

的負担を緩和し、１日も早く平常な生活を再開できるよう支援を行います。 

(4) 避難行動要支援者及び要配慮者を対象とした支援 文化スポーツ部、福祉部、保健所

部 

ア 高齢者・障がい者等への支援の実施 

市は、高齢者、障がい者等の避難行動要支援者の被災状況を把握し、ホームヘルプ

サービスや、ショートステイ等の在宅サービスの実施、入所施設等への受入れ、福祉

ボランティアの確保等を実施します。 

イ 外国人被災者への支援の実施 

(ｱ) 日本語を話せない外国人への生活情報の発信 

市は、日本語を理解できない外国人被災者に対し、情報を入手できるよう、応急

仮設住宅、義援金など各種交付金の手続きといった被災後の生活情報を、やさしい

日本語による発信に加え、多言語で発信します。 

(ｲ) 外国人相談窓口の設置 

市は、外国人の相談窓口を設置し、帰国手続き、罹災証明書、義援金等金銭給付、

就労・労働、住宅等に関する相談を受けます。 

県では、（公財）かながわ国際交流財団等と連携して、災害多言語支援センター

を設置し、外国人被災者等に対する情報提供や相談受付を行います。 

 (5) 社会福祉施設等 福祉部 

    市は、社会福祉施設等の被災による既存の福祉サービスの供給能力低下や、被災後の

生活環境の変化等により新たな福祉需要の発生に対応するため、再建支援が必要な社会

福祉施設等や新たな福祉需要を把握します。また、社会福祉施設等の再建に係る復旧事

業費に対応した財政的支援について、必要に応じて国に要請します。 

(6) 生活環境の確保 保健所部 

ア 食料・飲料水の安全確保 

     市は、炊き出し等による健康被害が発生しないよう、食品衛生確保のための指導を

行います。 

     また、水道施設の復旧が完了するまでの間、非常用飲料水や貯水槽等の水を飲料水

と指定利用することから、感染症の発生等を防止するため、飲料水の安全確保のため

の指導を行います。 

イ 公衆浴場等の情報提供 

     市は、公衆浴場や理容所・美容所の営業状況を把握し、情報提供を行います。 

(7) 教育の再開 教育部 

ア 学校施設の再建、授業の再開 

     市は、授業の早期再開を図るため校舎等の補修箇所等を確認し、修繕や建て替え等
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の復旧方策を検討するとともに、学校周辺の被災状況等を把握し、再建復興計画を作

成します。 

     また、仮設校舎の設置や公共施設の利用等により授業実施の場を確保します。 

     私立学校についても、施設の再建や運営費等の支援を行います。 

イ 児童・生徒等への支援 

     市は、児童・生徒等の心的影響、経済的影響、学用品の不足等に対して支援を行い

ます。また、転入・転出手続きについても弾力的に取り扱います。 

(8) 歴史的公文書の修復等 

県は、歴史的公文書等の修復や破損防止を行うため、市町村等に対して修復方法等の 

情報提供を行うとともに、職員派遣等の支援を行います。 

(9) ボランティアの活動支援 

ア 要配慮者に対するボランティア活動支援 

県は、市町村や社会福祉協議会、民間企業等と協働で、個別ケアなどに取り組むボ

ランティアやＮＰＯが円滑かつ効果的に活動を行うことができるよう、必要な情報の

提供などの支援に努めます。 

イ 被災地のボランティア団体に対する支援 

県は、市町村等と連携して、要配慮者に対する支援や、まちづくり、産業振興など、

様々な課題に係わる地元のボランティアやＮＰＯのネットワーク化や組織強化などに

対する支援に取り組みます。 
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第４節 復興対策 

第１ 復興計画の策定 企画政策部、都市部 

市は、大規模災害により地域が壊滅し、社会経済活動に甚大な被害が生じた場合には、

被災地の再建は高度かつ複雑な大規模事業になることから、これを速やかに実施し、多く

の関係機関の諸事業を調整しつつ計画的に復興を推進していくため、復興計画を策定しま

す。 

１ 復興計画で規定すべき事項 

復興では、被災者の生活再建を支援し、施設のより一層の安全性の向上を図るとともに、

地域復興のための基礎的な条件づくりを行うことが必要とされ、復興計画とは、これらの

基本的な課題を達成するための計画であり、これらの課題に応えるための施策体系が必要

です。 

また、復興施策や復興事業は広範囲な分野にわたり、内容も複雑多岐に及ぶので、多く

の復興施策や復興事業のうち、何を優先実行していくのかを明確に示す必要があります。 

   具体的には、復興計画において規定する事項は、次のとおりです。 

(1) 復興に関する基本理念 

(2) 復興の基本目標 

(3) 復興の方向性 

(4) 復興の目標年 

(5) 復興計画の対象地域 

(6) 個々の復興施策の体系（被災市街地・都市基盤等の復興計画、被災者の生活再建支援

計画、地域経済復興支援計画等） 

(7) 復興施策や復興事業の推進方策 

(8) 復興施策や復興事業の優先順位 

２ 地域と市民の絆で築く復興計画 

市は、被災者が復興への意欲を持ち、共感を持てるような将来像を構築し、未来を見据

えた復興計画を策定します。 

なお、その計画の策定においては、あらゆる機会において、地域生活者や男女共同参画

の視点に配慮し、まちの活力の早期再生や、誰もが安全・安心して暮らせるまちづくりを

目指し、市、市民、企業等が一致団結して復興に向け取り組みます。 

第２ 復興財源の確保 経営総務部 

被災の状況に応じた復旧事業及び復興計画に定めた事業に対する財源の確保を行います。 

１ 財政方針の策定 

市は、災害発生後の応急・復旧、復興事業を遅滞なく進めるとともに、国や県に対して

各種要望を行うため、被害状況の把握と対応策の検討と同時に財政需要の見込みの算定を

行います。 

２ 財源確保対策 

(1) 財源の確保 

市は、財政調整基金や市債の活用及び他の事業の抑制等により、財源の確保に取り組

みます。 

(2) 国への支援要望等 

更なる財源確保のため、激甚災害の指定や補助、地方交付税措置等、国に対して要望

していきます。 

第３ 市街地復興 企画政策部、都市部 

被災した市街地の復興は、市民の生活、地域経済の復興に繋がることであり、迅速に復

興するための対策が必要となります。 

その場合、被災前の状態である原状復旧だけを考えるのではなく、将来に向けた安全で
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安心なまちづくりの視点で市街地の復興対策の可能性もあわせて検討することが重要とな

ります。 

１ 復興整備条例の制定及び復興対象地区の設定 

市は、秩序ある復興を促すために必要に応じて条例を定めるよう努めます。この条例に

は、復興の基本理念や市、市民、企業等の役割、復興対象地区の指定と整備手法等を明示

します。 

(1) 復興整備条例の目的 

ア 生活の基盤である市街地の復興について取り組みの方針と理念をなるべく早い段階

で市民に対し宣言することにより、不安を解消し、復興への道筋を明らかにします。 

イ 市街地復興の対象となる地区、その中でも特に重点的に住宅供給、基盤整備等を進

める地区といったような重層的な地区指定を行うことにより、被災市街地の復興の基

本方針を明らかにします。 

(2) 復興整備条例の検討及び制定 

市は、復興整備条例の必要性について事前に検討を行います。なお、施行時期につい

ては、被災状況の全体像が明らかとなる被災後１ヶ月を目安とします。  

(3) 復興対象地区の設定 

条例を制定した場合、市は、復興対象地区の地区区分を設定します。 

２ 建築制限の実施 

市は、復旧・復興の妨げになるような無秩序な建築行為を防止するため、区画整理等に

よる本格的な復旧・復興事業に着手するまでの間、被害の程度や地区の経緯を踏まえて区

域を設定し、建築制限を実施します。 

３ 都市計画案の作成、事業実施 

市は、必要に応じて、アンケート調査等で意見集約を図りながら、被災市街地復興推進

地域の都市計画案を作成し、都市計画の決定手続きを行います。 

また、被災市街地復興土地区画整理事業などの制度を活かし、必要に応じて事業を実施

します。 

４ 防災都市づくり 

市は、市街地の整備改善が必要な場合には、被災市街地復興特別措置法等を活用すると

ともに、早急な生活再建、都市機能の回復が図られるよう市民の合意形成に最大限努めま

す。 

また、土地区画整理事業や市街地再開発事業等の実施により、良好な市街地の形成と都

市機能の更新を図ります。 

第４ 都市基盤施設の復旧・復興 企画政策部、経済部、文化スポーツ部、環境部、都市部、

建設部、下水道河川部、教育部、京浜河川事務所、横浜国道事務所、藤沢土木事務所、茅

ケ崎水道営業所、東日本旅客鉄道(株)横浜支社、東日本電信電話(株)、東京電力パワーグ

リッド(株)、東京ガスネットワーク（株） 

都市基盤施設の復旧・復興は、災害応急対策として行われる機能の回復を目的とした応

急復旧と、施設自体を被災前の状況に戻す復旧、あるいはさらに防災性を高めて計画的に

整備するといった本格的な復興の３つの段階に分けられ、それぞれの基本方向に沿って施

策を実施します。 

１ 被災施設の復旧等 

(1) 市は、あらかじめ定めた応援協定等を活用し、市管理の公共施設の復旧に努めます。

また、被災施設の復旧に当たっては、可能な限り早期の応急復旧に努めます。 

(2) ライフライン、交通関係施設の応急復旧については、関係事業者と連携のもと、施設

の早期復旧に努めます。 

２ 応急復旧後の本格復旧・復興 

市は、幹線道路、公園、河川、漁港等の骨格的都市基盤整備、ライフラインの地中化の

整備や耐震性の強化、さらには建築物や公共施設の耐震・不燃化等を基本目標とします。 

(1) 道路 
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市は、被災状況、地域特性、関係公共施設管理者の意向等を勘案し、迅速な原状復旧

を目指すか、中長期的な問題点の改良等も行う復興を行うのかを検討し、基本方向を決

定します。 

(2) 公園・緑地 

市は、被災市街地の復興における基盤整備の方針、計画、整備手法等と調整を図り、

公園・緑地の復旧・復興方針を決定します。 

(3) ライフライン施設 

施設管理者は、被害状況及び被害調査結果を共有し、調査が重複しないよう連携して

行い、迅速な原状復旧を目指すか、中長期的な問題点の改良等も行う復興を行うのかを

検討し、整合性を図りながら基本方向を決定します。 

また、復旧事業を行う順序については、応急対策・復旧対策への活用性といった緊急

性を考慮して決定します。 

(4) 河川・砂防施設 

市及び国、県は、管理する各施設について、被害状況や緊急性を考慮して、施設の早

期復旧・復興を目指すとともに、耐震性の強化等、防災性の向上に努めます。 

(5) 漁港施設 

漁港管理者が中心となり、民間会社及び茅ヶ崎市漁業協同組合と協力して漁港施設の

被害調査を行い、被災状況を把握するとともに、迅速な原状復旧を目指すか、中長期的

な問題点の改良等も行う復興を行うのか検討し、基本方向を決定します。 

(6) 災害廃棄物等 

市は、安全と環境に配慮して、迅速かつ効果的な災害廃棄物の処理を実施するため、

災害廃棄物の処理体制を確立します。 

実施計画を作成する際には、腐敗・悪臭の防止、公衆衛生確保の観点から、被災地の

状況を踏まえた災害廃棄物の迅速かつ適正な処理、災害廃棄物の再利用、アスベスト等

の適正処理等を考慮します。 

また、家屋等の倒壊は原則として所有者が行いますが、国の補助が認められた場合に

は、市は県及び関係機関と調整のうえ、解体処理についての必要な措置を実施します。 

(7) 社会教育施設、文化財等 

市は、被災施設の再建を行うとともに、収蔵品の保管場所の確保、破損した収蔵品の

補修に取り組みます。また、被災した文化財についても、文化財の所有者や管理者と連

携し破損、劣化、散逸を防止し、復旧対策を推進します。 

第５ 地域経済復興支援 企画政策部、市民部、経済部、都市部 

地域の経済状況は、その地域住民にとって、雇用、収入、その他の生活環境の確保の面

において、非常に大きく係わるものであり、被災者の生活再建にも大きな影響を与えます。 

また、財政面からみれば、税収を支えるという点で、市の復興財源の確保にも大きな影

響を与えます。したがって、地域経済復興は、被災地の復興にとって重要な課題であり、

特に、行政が行うべき地域経済の復興支援の柱としては、経済基盤が弱い中小企業の自立

支援、地域経済全体の活性化のための支援等が必要です。 

【地域経済の復興支援施策のフロー】 
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１ 個々の事業者を対象とした施策の実施 

市は、業種別・規模別被害額等について調査（地域経済の復興計画を作成するための調

査）を行い、再建のための資金需要等を把握し、災害直後の緊急対応及び復興に向けての

施策を検討します。 

(1) 金融面、税制面での支援 

中小事業者の経済復興は、経済基盤の弱さから長期化する傾向にあり、経済復興に要

する期間は、事業規模や業種によってまちまちであるため、一律的な支援策だけでなく、

個々の事業者の特性に応じたきめ細かい支援策を検討します。 

また、地域産業全体への波及力の大きい大企業についても、金融、税制面での支援を

行う等、早期事業復旧の支援について検討します。 

(2) 事業の場の確保等 

ア 仮設賃貸店舗の建設 

県及び市は、被害状況調査や事業者、業界団体等の意見をもとに、店舗の被災（倒

壊、焼失等）により事業再開が困難となっている事業者に対し、事業者が自ら事業の

場を確保するまでの間、暫定的な仮設賃貸店舗を建設し、低廉な賃料等での提供を検

討します。 

イ 共同仮設工場・店舗の建設支援 

県及び市は、倒壊又は焼失等の被害を受けた事業組合等が、自ら共同仮設工場・店

舗を建設する場合には、工業集団化事業の一環として、（公財）神奈川産業振興センタ

ーと連携を図りながら、相談・指導を行います。 

ウ 工場・店舗の再建支援 

県及び市は、自ら工場・店舗等を再建しようとする事業主・組合等に対して、（公

財）神奈川産業振興センターと連携を図りながら、相談・指導を行うとともに、資金

面に関する支援を検討します。 

エ 民間賃貸工場・店舗の情報提供 

県及び市は、業界団体等に対して、賃貸が可能な工場・店舗の物件情報の提供を依

頼して情報収集を行い、リストを相談窓口や業界団体等に配布するとともに、ホーム

ページ等を活用して情報提供を行います。 

２ 地域全体に波及効果を及ぼす施策の実施 

被災地域全体を対象としたイベントやプロジェクトの誘致、観光・地場産業のＰＲや地

産地消の推進等を実施することにより、地域経済全体の活性化を図ります。 

また、地域経済の復興に当たっては、地域特性に応じた新産業の創出・育成及び既存の

産業の高度化促進に取り組みます。 

３ 産業関連基盤の早期復旧・整備 

地域経済の復興を図るために、道路・鉄道・漁港・情報通信基盤等の都市基盤施設の早

期復旧・整備が必要不可欠です。市が管理する都市基盤施設の迅速な復旧を行うことはも

ちろんのこと、民間事業者が管理する都市基盤施設についても迅速な復旧を要請すること

を検討します。 
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第１節 計画の方針 

第１ 計画の目的 

茅ヶ崎市地域防災計画は、災害対策基本法（昭和３６年法律第２２３号）第４２条の規

定に基づき、市民の生命、身体及び財産を災害から守ることを目的として、茅ヶ崎市防災

会議が作成するものです。 

特殊災害対策計画は、火山災害、鉄道災害、道路災害、放射性物質災害等の特殊な災害

全般に関して総合的な対策を定めたものであり、この計画に基づき、事前の対策を推進し

て、災害に強い安全なまちづくりを進めるとともに、災害が発生したときの応急対策活動

を迅速かつ円滑に実施することにより、市民の生命、身体及び財産を守ることを目的とし

ています。 

また、各種事前対策や応急対策活動においては、関わる全ての者が連携し、それぞれの

役割を十分に果たし、一致団結して各種対策を実施するものとします。 

第２ 計画の位置づけ 

茅ヶ崎市地域防災計画は、国の「防災基本計画」、「神奈川県地域防災計画」との整合性、

関連性を有した地域防災計画として位置づけられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３ 計画の構成 

茅ヶ崎市地域防災計画は、「地震災害対策計画」、「風水害対策計画」、「特殊災害対策計画」

及び「資料編」で構成されています。 

  

計画の構成 記載内容・範囲 

地震災害対策計画 
○風水害及び特殊災害を除く、地震災害に対する予防・応急・復旧対策の

各計画を示しています。 

風水害対策計画 
○地震災害及び特殊災害を除く、風水害に対する予防・応急・復旧対策の

各計画を示しています。 

特殊災害対策計画 

○本市の特殊災害に対する予防・応急対策の各計画を示しています。 

○本計画では、特殊災害に対応するため、災害状況に応じて、市、防災関

係機関、市民及び企業等の役割や責任を明確にし、連携を図りながら対

応していきます。 

資料編 
○「地震災害対策計画」、「風水害対策計画」、「特殊災害対策計画」に係る

資料を掲載しています。 

 

災害対策基本法 

中央防災会議 

神奈川県防災会議 

防災基本計画 

神奈川県地域防災計画 

茅ヶ崎市防災会議 

茅ヶ崎市地域防災計画 
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第１節 災害対策本部組織の充実 

第１ 災害対策本部組織 

１ 災害対策本部 

市長は、市内において特殊災害が発生し、又は発生のおそれがあり、災害応急対策を実

施する必要があると認めるときは、災害対策本部を設置して事態に対処します。 

この設置があった場合は、直ちに防災関係機関に通知するとともに、市庁舎入口に災害

対策本部の掲示をします。 

(1) 災害対策本部設置基準 

災害対策本部は、災害対策基本法第２３条の２第１項の規定により市長が必要と認め

たときに設置します。 

(2) 意思決定の順位 

市長の不在又は連絡が取れない場合の意思決定者の順位は次のとおりとし、意思決定

者と連絡が取れない場合は、直ちに下位の者が意思決定し、体制を整え活動を開始しま

す。 

市長の不在又は連絡の取れない場合の意思決定者（上位不在の場合の順） 

 

     

 

 

２ 組織 

災害対策本部組織は、茅ヶ崎市災害対策本部条例（昭和３８年条例第１２号）及び茅ヶ

崎市災害対策本部運営要綱に定めるところによりますが、その概要は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(1) 本部員会議 

本部員会議は、本部長（市長）、副本部長（副市長、教育長）及び災害対策本部の各部

市長 主管の副市長 他の副市長 くらし安心部長 教育長 

 

 

総括・情報班 

避難所対策班 

救援物資対策班 

保健医療対策班 

要配慮者対策班 

衛生・災害廃棄物対策班 

被災者生活再建対策班 

応急復旧対策班 

統括調整部 

 

 

経営総務部 

企画政策部 

くらし安心部 

市民部 

経済部 

文化スポーツ部 

福祉部 

こども育成部 

環境部 

都市部 

建設部 

下水道河川部 

保健所部 

消防部 

会計部 

市立病院部 

議会部 

選挙管理部 

監査部 

教育部 

各部  

 

本部長（市長） 

副本部長（副市長、教育長） 

経営総務部長 

企画政策部長 

くらし安心部長 

市民部長 

経済部長 

文化スポーツ部長 

福祉部長 

こども育成部長 

環境部長 

都市部長 

建設部長 

下水道河川部長 

保健所長 

保健所副所長 

消防長 

会計管理者 

副病院長兼事務局長 

議会事務局長 

選挙管理委員会事務局長 

監査事務局長 

教育総務部長 

教育推進部長 

教育指導担当部長 

本部員会議 
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長によって組織され、主として統括調整部が準備する応急対策に係る実施方針や措置案

について審議、意思決定し、統括調整部及び各部に対して対策の実行や新たな措置案の

検討を指示します。 

(2) 統括調整部の活動 

統括調整部は、くらし安心部防災対策課及び重要な応急対策の主管課職員によって組

織され、災害に係る情報の集約・分析、災害対策本部の活動方針の策定、重要な応急対

策に係る実施構想や対策案の検討・調整を行い、本部長及び本部員会議の意思決定を補

佐するとともに、必要に応じて各部に対し必要な指示を行います。 

(3) 各部の活動 

災害対策本部の各部班は、本部長及び本部員会議が決定した対策実施方針や実施構想

等に基づき必要な応急対策活動を実行します。 

また、必要に応じ統括調整部とともに実施構想を検討するほか、細部の実施計画や実

施要領を検討し、その結果に基づき応急対策活動を実施します。 

３ 配備体制 

災害対策本部は、災害の状況に応じて速やかに準備体制に入り、被害状況等の収集活動

を行い、その情報により動員体制の見直しや災害応急対策等を検討し、必要な措置を講じ

ます。 

第２ 職員の動員  

市は、災害対策本部運営マニュアルに基づき、応急対策活動に従事する職員の動員を実

施します。 

１ 動員の実施 

(1) 動員は、本部長の命により行います。 

(2) 動員区分は各部、各班とします。 

(3) 本部員は、本部員会議に出席し、各部班長は、会議の決定に基づいて連絡調整にあた

ります。 

第３ 職員の参集  

市は、職員参集システムを活用し、災害発生時に速やかに職員の安否確認及び参集の可

否について把握に努めます。 

１ 勤務時間中の参集 

(1) 職員は、所属長の指示に従い、各々の分担業務に従事します。 

(2) 現場に出向いている職員は、災害鎮静後速やかに帰庁するよう努めます。ただし、災

害の状況により、帰庁自体に危険が生じる可能性がある場合は、所属長又は防災主管課

へ確認しその指示に従います。 

２ 勤務時間外及び休日の参集 

(1) 職員は、勤務時間外に災害が発生し、被害が予測されるときは、各種分担業務に従事

するため、所属勤務場所又はあらかじめ指定された場所に参集することとします。ただ

し、災害の状況により、参集自体に危険が生じる可能性がある場合は、所属長又は防災

主管課へ確認しその指示に従います。 

３ 参集の除外 

次の者は、動員対象から除外します。 

(1) 災害発生時において急病、負傷等で参集が不可能な職員 

(2) その他本部長が認める職員 

４ 参集の報告 

(1) 招集を受けて参集した者は、所属部班長に速やかに、その旨を報告します。 

(2) 病気その他やむを得ない理由により招集に応じられないときは、その旨を所属部班長

に報告します。 
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第４ 災害対策本部と各関係機関の連携強化  

１ 防災関係機関との連携 

市は、被害状況や応急対策活動の実施状況をとりまとめ、情報を集約、整理又は分析し、

応急復旧に関する優先順位の決定や対処方針の策定を行う等、防災関係機関と情報を共有

し、連携を図ります。 

２ 茅ヶ崎市議会との連携 

市は、茅ヶ崎市議会（以下「市議会」という。）に対し、被害状況や応急対策活動に関す

る状況や対処方針等について定期的に報告し、市議会と情報を共有し、連携を図ります。 
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第２節 災害情報受伝達体制の充実 

  

第１ 災害情報受伝達体制の充実  

市は、災害情報を受理したときは、直ちに市民に伝達し、必要に応じて避難情報の発令

措置を行います。 

また、市及び防災関係機関は、報道機関に協力を求めて市民に周知するよう努めます。 

１ 広報事項 

(1) 市民のとるべき行動・安全措置 

(2) 避難所の開設状況 

(3) 気象・災害状況 

(4) 交通機関、ライフライン被害 

(5) その他必要な情報 

２ 広報媒体 

(1) 防災行政用無線 

(2) 地域情報配信システム 

(3) ホームページ、緊急速報メール、Ｘ（旧ツイッター）、ＬＩＮＥ 

(4) ｔｖｋ（地上デジタル放送によるデータ文字放送） 

(5) ラジオ 

(6) 広報車及び消防車による広報 

(7) 必要によりチラシ、臨時広報紙等を作成し、配布又は掲示の実施 

(8) その他あらゆる情報媒体を利用した広報 

第２ 防災行政用無線の充実強化  

市は、市民に対する情報伝達を迅速かつ的確に行うため、必要に応じて防災行政用無線

の子局の増設・移設を行う等、難聴地域（無線放送が聞き取りにくい地域）の解消に努め

ます。 

また、防災行政用無線の補完機能として、防災ラジオの導入、地域情報配信システム等

の充実を図ります。  

第３ 市民への情報伝達体制の整備  

市は、市民に対し、防災行政用無線や地域情報配信システム、ホームページ、緊急速報

メール、Ｘ（旧ツイッター）、ｔｖｋ（地上デジタル放送によるデータ文字放送）、ラジオ

等を活用し、時間経過に応じた情報提供を行う体制の整備に努めます。 

また、多様な広報媒体について、市民が災害発生時に有効に活用できるよう、広く周知

を図ります。 

第４ 報道機関との協力体制の確立  

市は、「（株）ジェイコム湘南」、「（株）湘南平塚コミュティ放送（ＦＭ湘南ナパサ）」、「藤

沢エフエム放送（株）（レディオ湘南）」との協定に基づき、災害情報を市民へ提供します。 

第５ 神奈川県防災行政通信網の活用  

市は、県との情報収集や伝達を密にし、さらに連携・協力体制を強化するため、県との

「防災行政通信網」や「災害情報管理システム」の更なる活用を図ります。 

また、人的被害の状況、建築物等の被害等の情報を収集するとともに、被害規模に関す

る情報を含め、把握できた範囲から県へ報告します。 

第６ 通信手段の確保  

市は、災害時に効果的な通信手段を確保するため、地域防災無線（防災用ＭＣＡ無線）、

消防救急無線、衛星電話等の更なる整備を進め、平常時からその取り扱い訓練や点検を実

施します。 
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第１節 火山の概要 

 

神奈川県に被害を及ぼすおそれのある火山としては、箱根山と富士山があります。 

 富士山ハザードマップ検討委員会報告書（平成１６年６月）によると、富士山が噴火した場

合において、本市は降灰可能性３０cm の範囲に位置しております。 

火山灰で命を落とす危険性は小さいものの、吸い込むことによる呼吸器への影響や灰が眼に

入ることで、炎症等を引き起こすことがあり、コンタクトレンズを着用している場合は特に注

意が必要となります。 

また、堆積した火山灰は、厚さ０．５㎝でも車の走行時に灰を巻き上げ、視界が悪くなり、

自動車等ではスリップを引き起こしやすくなります。さらに、木造家屋では、屋根に３０㎝以

上の降灰が堆積すると、屋根が抜けたり建物が倒壊するおそれがあります。 

 
降灰可能性マップ（出典：富士山ハザードマップ検討委員会報告書（平成１６年６月）） 

第１ 箱根山の概要 

箱根山は、いくつかの成層火山と単成火山からなる複成火山です。火山体の中心には南

北１１km、東西８km の大きな鍋状凹地（カルデラ）があり、その西側を占める芦ノ湖はカ

ルデラ湖です。箱根の名称は、四方を峰々で囲まれた箱形の山塊という意味でつけられた

とも言われています。 

箱根火山の活動が始まったのは、今から６５万年前と推定されており、その後火山活動

を繰り返して、外輪山とカルデラ、カルデラの中に発達する２つの中央火口丘群を形成し

ました。 

外輪山は今から２５万年前までに形成された、玄武岩から安山岩を主体とする成層火山

の集合体で、明神ヶ岳、明星ヶ岳、金時山、三国山、大観山などカルデラの縁をなしてい

ます。カルデラの中には新旧２種類の中央火口丘群があります。古い方にあたる前期中央

火口丘群は、地形的には頂上が平なのが特徴で、安山岩からデイサイトを主体とする複数

の成層火山や溶岩ドームからなります。浅間山、鷹巣山、屏風山などがこれにあたり、８

万年前頃までに形成されたと考えられています。新しい方にあたる後期中央火口丘群は地

形的には釣鐘状をしているのが特徴で、安山岩の成層火山や溶岩ドームからなり、神山、
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駒ヶ岳、二子山などがこれにあたります。外輪山及び前期中央火口丘群は既に活動を停止

しており、最近の噴火は後期中央火口丘群で発生しており、将来の活動も後期中央火口丘

群で行われるものと考えられます。 

箱根火山の噴火スタイルは長い歴史の間で様々に変化してきましたが、箱根火山では４

万年前以降、溶岩ドームの形成とそれに伴って発生する火砕流や山体崩壊を繰り返してい

ることが知られています。箱根火山でもっとも新しい山体は、大涌谷の南にある冠ヶ岳で、

３，０００年前に形成されました。冠ヶ岳も溶岩ドームですが、この溶岩ドームが地表近

くに達した際、神山が崩壊して仙石原方面に岩屑なだれが押し寄せたほか、火砕流が仙石

原を覆い、一部は湖尻峠に達したことが知られています。なお、このとき岩屑なだれが早

川を堰き止めたため芦ノ湖が形成されました。同様の噴火は過去１万年間に限ってみると、

神山（７，０００年前）、二子山（５，０００年前）に発生しています。 

箱根火山は噴火の歴史記録はありませんが、地質調査により１２～１３世紀頃に３回ほ

ど小規模な水蒸気爆発があったことが最近の研究で明らかになりました。これらは、マグ

マの関与があまり明確ではなく、規模も大きいものではありませんが、観光地化がきわめ

て進んでいる箱根においては重要視すべきものです。なお、同様の噴火は３，０００年前

頃と２，０００年前頃にもあったことが知られています。 

その他、火山災害としては大涌谷、早雲山、湯ノ花沢、硫黄山の４つの噴気地帯での噴

気活動があげられます。大涌谷と湯ノ花沢では過去に火山ガスによる事故で死者が出てい

ます。 

近年では特に平成１３年の活動が活発であり、無感地震を含めて、約半年間にわたって、

約１６，０００回の地震が観測されました。また、平成２７年４月以降、火山性地震が多

く観測され、一時は噴火警戒レベルを「３（入山規制）」まで引き上げられましたが、同９

月に「２（火口周辺規制）」に引下げられ、同１１月に「１（活火山であることに留意）」

へ更に引き下げられました。 

なお、平成２７年に改正された活動火山対策特別措置法に伴い、平成２８年２月に同法

に基づく、噴火への備えを必要とする火山災害警戒地域に「神奈川県」及び「箱根町」が

指定されました。これを受け、県と箱根町は、同法に基づく法定協議会である「箱根山火

山防災協議会」を設置しています。 

第２ 富士山の概要 

富士山は、山梨県と静岡県にまたがり、小御岳（こみたけ）・古富士の両火山上に生成し

た成層火山で日本の最高峰であり、体積は約４００k ㎥、基底は直径５０㎞の大きさです。

主に玄武岩からなりますが、１７０７年にはデイサイト・安山岩の軽石・スコリアも噴出

しました。側火山が約１００個あります。標高２，４５０ｍ以上は露岩地帯で、風食作用

が著しく、特に西斜面は崩壊が激しくなっており、「大沢崩れ」として知られております。 

富士山は、古い時代から順に、小御岳、古富士火山、狭義の富士火山（新富士火山）の

３火山からなりますが、このうち最新の火山である新富士山についての活動史は以下のよ

うにまとめられています。 

１万１０００年～８０００年前：山頂火口及び側火口から極めて多量な溶岩が流出 

８０００年～４５００年前：山頂火口から小規模なテフラが間欠的に噴出 

４５００年～３０００年前：山頂火口及び側火山群から大量な溶岩と小規模なテフ

ラが噴出 

３０００年～２０００年前：主として山頂火口から大規模なプリニー式噴火のテフ

ラが頻繁に噴出し、少量の火砕流と溶岩がこれに伴っ

た。 

２０００年前～１７０７年：側火山郡から小規模～大規模なストロンボリ式噴火の

テフラと溶岩が噴出 

このうち側火山の顕著な活動期は、１万１０００～８０００年前、４５００～３０００

年前、２０００年前～１７０７年の３時期であるとされています。 
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気象庁では、噴火警戒レベルは「１（活火山であることに留意）」として、監視・観測が

行われていますが、平成２９年８月末日現在、火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過

しており、噴火の兆候は認められません。 

なお、平成２７年に改正された活動火山対策特別措置法に伴い、平成２８年２月に同法

に基づく、噴火への備えを必要とする火山災害警戒地域に静岡、山梨両県及び周辺１５の

市町村が指定されました。これを受け、関係自治体は、同法に基づく法定協議会である「富

士山火山防災対策協議会」を設置しています。 

また、令和３年３月に富士山ハザードマップが改訂され溶岩流による被害範囲が拡大さ

れたことから、神奈川県内では、相模原、小田原、南足柄の３市と、大井、松田、山北、

開成の４町が火山警戒地域に指定されました。 
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第２節 火山情報の伝達体制等 

  

火山災害については、その活動状況から、災害発生の危険性をある程度は予測することが可

能であることから、被害を軽減するために、火山情報の伝達、迅速な避難誘導等の実施につい

て、体制の整備を図ります。 

 

第１ 噴火警報等の発表  

平成１９年１２月１日の気象業務法等の改正に伴い、従前の火山情報（緊急火山情報、

臨時火山情報、火山観測情報）及び火山活動度レベルは廃止され、これに代わり、新たに

噴火警報・予報及び噴火警戒レベルが定められました。 

富士山と箱根山は、気象庁が警戒等を必要とする市区町村を明示し、噴火警戒レベルに

応じての噴火警報及び噴火予報を発表する活火山となります。 

１ 噴火警報 

居住地域や火口周辺に重大な影響をおよぼす噴火の発生が予想される場合に、予想され

る影響範囲を付した名称で発表されます。 

２ 噴火予報 

火山活動が静穏（活火山であることに留意）な状態が予想される場合に発表されます。

また、噴火警報の解除は、噴火予報で発表されます。 

３ 噴火警戒レベル 

噴火警戒レベルとは、火山活動の状況を噴火時等の危険範囲や市民がとるべき防災行動

を踏まえて５段階に区分したものです。 

市民や登山者・入山者等に必要な防災対応が分かりやすいように、各区分にそれぞれ「避

難」「避難準備」「入山規制」「火口周辺規制」「活火山であることに留意」のキーワードが

付けられています。 

 

種別 名称 対象範囲 
レベル 

（キーワード） 
火山活動の状況 

特別警報 

噴火警報（居

住地域）又は 

噴火警報 

居住地域及

びそれより

火口側 

レベル５ 
（避難） 

居住地域に重大な被害を及ぼ

す噴火が発生、あるいは切迫して

いる状態。 

レベル４ 
（高齢者等避難） 

 居住地域に重大な被害を及ぼ

す噴火が発生すると予想される

（可能性が高まっている）状態 

警報 

噴火警報（火

口周辺）又は 

火口周辺警

報 

火口から居

住地域近く

までの広い

範囲の河口

周辺 

レベル３ 
（入山規制） 

 居住地域の近くまで重大な影

響を及ぼす（この範囲に入った場

合には生命に危険が及ぶ）噴火が

発生、あるいは発生すると予想さ

れる。 

火口から少

し離れた所

までの火口

周辺 

レベル２ 
（火口周辺規制） 

 火口周辺に影響を及ぼす（この

範囲に入った場合には生命に危

険が及ぶ）噴火が発生、あるいは

発生すると予想される。 

予報 噴火予報 火口内等 
レベル１ 

（活火山である

ことに留意） 

 火山活動は静穏。火山活動の状

況によって、火口内で火山灰の噴

出等が見られる（この範囲に入っ

た場合には生命に危険が及ぶ）。 

 出典 気象庁ホームページ 

 

４ 降灰予報 

気象庁は、以下の３種類の降灰予報を提供します。 
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(1) 降灰予報（定時） 

・噴火警報発表中の火山で、噴火により人々の生活に影響を及ぼす降灰が予想される場

合に、定期的（３時間毎）に発表。 

・18 時間先（3 時間ごと）までに噴火した場合に予想される、降灰範囲や小さな噴石の

落下範囲を提供。 

(2) 降灰予報（速報） 

・噴火の発生を通報する「噴火に関する火山観測報」を受けて発表。 

・降灰予報（定時）を発表中の火山では、降灰への防災対応が必要となる「やや多量」

以上の降灰が予測された場合に発表。 

・降灰予報（定時）が未発表の火山では、噴火に伴う降灰域を速やかに伝えるため、予

測された降灰が「少量」のみであっても必要に応じて発表。 

・事前計算された降灰予報結果から適切なものを抽出することで、噴火後速やかに（5

～10 分程度で※）発表。 

・噴火発生から 1 時間以内に予想される、降灰量分布や小さな噴石の落下範囲を提供。 

(3) 降灰予報（詳細） 

・噴火の観測情報（噴火時刻、噴煙高など）を用いて、より精度の高い降灰予測計算を

行って発表。 

・降灰予報（定時）を発表中の火山では、降灰への防災対応が必要となる「やや多量」

以上の降灰が予測された場合に発表。 

・降灰予報（定時）が未発表の火山では、噴火に伴う降灰域を速やかに伝えるため、予

測された降灰が「少量」のみであっても必要に応じて発表。 

・降灰予報（速報）を発表した場合には、予想降灰量によらず、降灰予報（詳細）も発

表。 

・降灰予測計算結果に基づき、噴火後 20～30 分程度で※発表。 

・噴火発生から 6 時間先まで（1 時間ごと）に予想される降灰量分布や、降灰開始時刻

を提供。 

※ 噴煙が気象条件により直接確認できない場合等には、これよりも降灰予報の発表に時

間を要することや、降灰予報を発表できないことがあります。 

【降灰量階級と降灰の厚さ】 

降灰量階級 予想される降灰の厚さ 

多量 1ｍｍ以上 

やや多量 0.1ｍｍ以上1ｍｍ未満 

少量 0.1ｍｍ未満 

 

５ 火山現象に関する情報 

情報等の種類 内   容 発表時期 

火山の状況に関する

解説情報 

火山性地震や微動回数、噴火等の状況等

や警戒事項についてとりまとめたもの 

火山活動の状況に応じ適

時発表 

噴火速報 
周辺の住民及び登山者等火山の周辺に
立ち入る人々に対して、噴火の発生を知
らせる情報 

随時 

火山活動解説資料 
地図や図表等を用いて火山活動の状況

や警戒事項を詳細にとりまとめた資料 

毎月上旬及び必要に応じ

適時発表 

月間火山概況 
前月１ヶ月間の火山活動の状況や警戒

事項をとりまとめたもの 
毎月上旬 

噴火に関する火山観

測報 

噴火が発生したときに、噴火の発生時刻

や噴煙高度等の情報を知らせるもの 
随時 
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６ 噴火警報等の通報及び伝達体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例 

法令（気象業務法等）による通知系統 

法令（気象業務法等）による公衆への周知依頼及び周知系統 

地域防災計画、行政協定その他による伝達系等 

オンライン   防災情報提供システム（専用線） 

専用電話・ＦＡＸ   加入電話・ＦＡＸ 

県防災行政通信網等   市町村防災行政用無線等   自衛無線等 

法令等により、気象官署から警報事項を受領する機関 

 

 

 

 

 

 

（放送） 

（無線通報） 

（放送） 

    

気 

  

 

象 

  

 

庁 

    

横

浜

地

方

気

象

台 報道機関 

指定公共機関、指定地方公共機関、指定地方行政機関 

 

 

 

 

 

 

市 

 

 

 

 

民 

 

 

 

 

等 

神奈川県 

警察本部 

関係 

警察署 

湘南海上保安署 

川崎海上保安署 

横浜海上保安部 

横須賀海上保安部 

船

舶

・

海

事

機

関

等 

ＮＴＴコムウェア 

警報伝達ｼｽﾃﾑ担当 

関東管区警察局 

    

市 

  

 

町 

  

 

村 

第三管区 

海上保安本部 

ＮＨＫ報道局 

神奈川県危機管理防災課 

ＮＨＫ横浜報道局 

県の機関 
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第３節 予防対策 

  

第１ 情報の収集・連絡 

１ 災害情報の収集・伝達体制の拡充 

市は、県及び防災関係機関との情報の収集・連絡体制の整備を図り、災害情報受伝達体

制を強化します。 

２ 通信手段の確保 

市は、火山災害時の情報通信手段について、平常時よりその確保に努め、無線設備の点

検を定期的に実施するとともに、非常通信の取扱い、機器の操作の習熟等に向け、防災関

係機関との連携による通信訓練に積極的に参加します。 

３ 被災者等への情報提供 

(1) 市は、被災者を支援するため、災害発生前後の時間経過（警戒期、発災期、避難救援

期、応急復旧期、復興期）に応じた情報の収集、提供に努めます。なお、要配慮者に配

慮した提供方法とするよう努めます。 

(2) 市は、市民や避難所、救護活動拠点等への情報提供等について、ホームページ等各種

通信手段の活用を図ります。 

第２ 消防活動 

１ 救助・救急活動 

市は、被災者の早急な把握のため、平常時から関係機関と連携を図り、救出・救助体制

の整備に努めます。 

２ 消火活動 

(1) 市は、平常時から消防団、自主防災組織等の連携強化を図るとともに、出火、延焼拡

大予防のための初期消火等の指導の徹底、消防力の整備強化及び消防水利の整備に努め

ます。 

(2) 市は、防火水槽、自然水利利用施設、消防ポンプ自動車等の消防用機械・資機材の整

備強化を図ります。 

第３ 医療救護活動 

市は、県及び防災関係機関と調整のうえ、神奈川県医療救護計画に基づき医療救護活動

体制の確立に努めるともに、救護活動に必要な医薬品等の整備に努めます。 

第４ 避難対策 

１ 市民等への周知 

市は、避難場所等をあらかじめ指定し、日頃から市民や観光客等への周知に努めます。 

２ 要配慮者の避難対策 

(1) 市及び施設の管理者は、要配慮者の避難誘導、安否確認、搬送等について、自主防災

組織、近隣居住者等の協力を得て、迅速かつ安全に行えるよう努めます。 

(2) 市は、要配慮者の２次避難所として、設備、体制が整った社会福祉施設等を活用する

ため、あらかじめ、施設管理者との災害時の協定締結に努めます。 

第５ 降灰等対策 

市は、国、県及び防災関係機関等と連携し、火山災害に伴う降灰等が経済活動、市民生

活等におよぼす支障を軽減するため、火山災害等について防災対策を検討します。 

１ 降灰による影響 

(1) 火山灰を吸い込むと、ただちに生命に危険がおよぶことはありませんが、呼吸器系の疾

患にかかりやすくなる等、健康被害のおそれがあります。 

(2) 火山灰が目に入ることで、炎症等を引き起こすことがあります。コンタクトレンズを着

用している方は特に注意が必要となります。 
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(3) 屋根に堆積した火山灰の重みにより、木造建築物等が倒壊する可能性があるため、除灰

するか堅牢な建物への避難が必要になります。特に降雨により水分を含んだ場合は、倒壊

の危険性が高まります。 

(4) 木造家屋等では、屋根に３０㎝以上の火山灰の堆積により、屋根が抜けたり、建物が倒

壊するおそれがあります。 

(5) 堆積した火山灰や空気中の火山灰は、道路、鉄道、航空等の交通機関に影響をおよぼす

ことが考えられ、状況によっては、その影響は広い範囲におよびます。 

(6) 降灰後の降雨により、土石流の発生の可能性が高まります。 

河川の上流域で多量の降灰があった場合、支流や渓流からの土砂の流入により本河川道

の河床が上昇するため、洪水の危険性が高まります。 

２ 火山灰から身を守るために 

(1) 自動車等の運転を控える 

自動車が巻き上げる火山灰が視界やスリップ等の更なる運転条件悪化につながります。

原則として自動車の運転を控えることとし、どうしても運転しなければならない場合は、

十分な車間距離を保って、徐行運転を心がける。 

(2) 家庭内の火山灰を減らす 

可能な限り、全てのドアと窓を閉める。 

(3) 防護 

しっかりとした防塵マスクを着用するものとし、防塵マスク等がない場合は、衣類等

から作った即席の布製マスクで、のどや目に痛みを起こす大きめの火山灰粒子を防ぐよ

うにします。布を水で湿らせればより効果的です。 

(4) 目の防護 

できる限り、ゴーグルや眼鏡をかけ、コンタクトレンズは使用しない。 

(5) 清掃 

堆積した火山灰を清掃するには、乾いたままだと、大量の火山灰をあびることとなる

ので避けるべきです。 

事前に水をかけると作業はしやすくなるが、水を含むと重量が増すため、特に屋根の

上での作業には注意が必要。 

第６ 防災知識の普及・啓発 

１ 市民等に対する防災知識の普及・啓発 

市は、国及び県と連携して、噴火時等の避難等の火山防災対策を検討するための協議会を

通じて、火山災害について市民の正しい理解が進むよう、火山活動等に関する情報の提供、

普及・啓発に努めます。 

２ 園児、児童、生徒に対する防災知識の普及・啓発 

学校等は、火山に関する正しい知識及び火山防災対策を学習内容等に組み入れ、火山防

災教育の推進に努めます。  
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第４節 災害時の応急対策活動 

  

第１ 発災直後の情報の収集・連絡 

１ 災害情報の収集・連絡 

市は、火山災害発生と同時に、的確な情報収集を速やかに行い、市民に対して、必要な

安全対策の措置等について広報を実施します。 

２ 災害発生による被害情報の収集・連絡 

市は、火山災害が発生したときは、人的被害の状況、建築物等の被害、火災の発生状況

等の情報を収集するとともに、被害規模に関する情報を含め、把握できた範囲から直ちに

県へ報告します。 

３ 応急対策活動情報の連絡 

市は、県に応急対策等の活動状況を報告し、応援の必要性等を連絡します。 

４ 県への報告 

市は、有線通信（加入電話）、防災行政通信網、災害情報管理システム等を利用し、県に

対して情報の伝達及び被害状況の収集報告を速やかに行います。 

５ 通信手段の確保 

(1) 市は、災害発生時において、災害情報の連絡通信手段を確保するために、各種の情報

通信手段の機能確認を行うとともに、障害が発生したときには、必要な要員を直ちに現

場に配置して、速やかな通信の復旧を図ります。 

(2) 東日本電信電話（株）は、電気通信設備の被災によりそ通に著しく支障がある場合は、

被災地からのそ通を優先させます。 

また、非常・緊急通話のそ通確保のため、一般加入電話については利用制限等を行い

ます。 

第２ 災害対策本部の設置及び広域応援体制 

１ 配備体制 

市は、火山災害の状況に応じて速やかに準備体制に入り、火山の活動状況や被害状況等

の収集活動を行い、その情報により動員体制の見直しや災害応急対策等を検討し、必要な

措置を講じます。 

２ 災害対策本部の設置 

市長は、火山災害が発生し、又は発生するおそれがある場合、災害応急対策を実施する

ため必要があると認めるときは、災害対策基本法第２３条第１項に基づき、災害対策本部

を設置します。 

   また、市は、県に災害対策本部の設置状況等を報告します。 

３ 応援要請 

(1) 市は、火山災害が発生し、又は発生するおそれがあるときは災害応急対策を実施しま

すが、災害応急対策を実施するために必要があると認めるときには、消防相互応援協定

等に基づき、県知事に対し、応援要請又は災害応急対策の実施を要請し、もしくは他市

町村長に対し応援要請を行います。 

  (2) 市は、応援部隊等の配置を迅速かつ円滑に実施し、被害の軽減を図ります。 

４ 自衛隊の災害派遣 

市は、応急措置を実施するため必要があると認めるときは、県に対して自衛隊の派遣要

請を求めます。 

この場合市は、必要に応じてその旨及び市域の災害状況等を防衛大臣又は地域担任部隊

の長に通知します。 

また、市は、県への自衛隊派遣要請の要求が、連絡不能でできない場合には、直接防衛

大臣又は地域担任部隊の長に災害状況等を通知します。なお、この通知をしたときは、速

やかにその旨を県に通知します。 
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第３ 消防活動 

災害発生時、市民の一人一人が、「自らの身は自ら守る」「出火防止に努める」とともに、

消火活動や被災者の救助・救急活動等を行い、災害の拡大の防止に努めます。 

１ 市は、速やかに火災の全体状況を把握し、消火活動を行います。 

２ 市は、早急に被災者及び被害状況の把握に努め、関係機関と一体となって被災者の救助・

救急活動を実施します。 

３ 消防団は、地域防災の中核として、自主防災組織と連携し、発災直後の初期消火や被災

者の救出・救助を行うとともに、常備消防を補佐し、各種消防活動を行います。 

第４ 医療救護活動 

市は、負傷者の応急措置について、県、医療関係団体等に対して救護班の現地派遣を要

請します。 

また、県及び日本赤十字社神奈川県支部は、必要に応じてその他の救援救助対策を実施

します。 

第５ 避難対策 

市は、火山災害の発生後、人命の安全を第一に市民等の避難誘導を行うとともに、避難

場所や災害危険箇所等の所在、災害の概要、その他避難に関する情報の提供に努めます。 

また、市は、避難誘導、情報提供、相談、避難所の運営等にあたっては、要配慮者に配

慮するとともに、男女共同参画の視点に配慮した生活環境の確保等に努めます。 

１ 避難情報 

市は、災害対策基本法第６０条第１項に基づき、災害が発生し、又は発生するおそれが

ある場合において、人の生命又は身体を災害から保護し、その他災害の拡大を防止するた

め、特に必要があると認めるときは、必要と認める地域の必要と認める居住者等に対し、

避難のための立退きを指示するため、高齢者等避難、避難指示（以下「避難情報」という。）

を発令します。 

２ 避難情報の伝達 

(1) 伝達方法 

避難情報の伝達は、風水害対策計画第５章第３節「第２ 災害時の広報」により行いま

すが、その周知には、防災関係機関及び自主防災組織と協力し実施します。 

(2) 避難情報の内容 

市長は、避難情報を発令する際、原則として次の内容を明示します。 

ア 避難を要する理由 

イ 避難指示対象地域 

ウ 避難先 

エ 避難に関する注意事項 

(3) 県への報告  

市長は、避難情報を発令したときは、災害対策基本法第６０条第４項に基づき、速や

かに県知事に報告するとともに、茅ケ崎警察署等防災関係機関に対し、その旨を連絡し

ます。 

(4) 避難情報の解除 

市長は、避難の必要がなくなったときは、災害対策基本法第６０条第５項に基づき、

直ちにその旨を多様な伝達手段を用いて住民に周知するとともに、県知事等に報告しま

す。 

３ 避難誘導 

市は、警察及び防災関係機関等の協力を得て適切な避難誘導等を行い、混乱なく避難を

実施します。なお、避難時の周囲の状況等により、屋内に留まっていた方が安全な場合等

やむを得ないときは、「緊急安全確保」を講ずべきことにも留意します。 

４ 避難所の開設 
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市は、災害発生時には、公立小・中学校を避難所として開設し、被災者の受け入れを行

います。避難所においては、避難生活に必要な食料・救援物資等の配布及び災害情報等の

提供を行いますが、災害の状況によっては公的支援が迅速に行き届かないことも想定され

ます。そのため、避難者自身が７日分以上の飲料水、食料及び生活必需物資等を持参する

ことが望まれます。 

第６ 帰宅困難者対策 

１ 市は、必要に応じて帰宅困難者用の一時滞在施設を開設し、円滑な管理運営を行うとと

もに、帰宅困難者への開設状況の広報、鉄道事業者への情報伝達等を行います。 

また、帰宅困難者に対して必要に応じて飲料水等を提供します。 

２ 企業等は、災害関連の情報を収集し、組織内に的確に伝達するとともに、施設利用者等

が安全に帰宅できることが確認できるまでは、建物内に留めるよう努めます。 

３ 不特定多数の者が利用する施設の管理者は、発災後の施設利用者の混乱を防止するため、

自らの施設機能を十分活用するとともに、必要に応じあらかじめ定められた地域の避難所

に誘導するものとします。 

４ 鉄道機関等の関係各機関は、それぞれの機関の施設に加えて駅周辺の民間施設が有する

機能を十分活用するとともに、必要に応じて地域の避難所等を案内するものとします。 

第７ 緊急輸送のための交通の確保、緊急輸送対策 

災害発生後、特に初期には、救助・救急、消火及び医療救護活動を迅速に行うため、緊

急通行車両の通行を確保する必要があります。特に、降灰の状況によっては車の走行に困

難が伴う状況が予想されるため、市は警察と連携して一般車両の通行禁止等の交通規制を

直ちに実施し、緊急交通路を確保します。 

また、緊急物資の供給や応急復旧要員の確保を図るため、陸・海・空のあらゆる手段を

利用し、緊急輸送ルートの確保に努める等、総合的な交通の確保、緊急輸送対策を実施し

ます。 

第８ 災害広報の実施  

市は、県及び防災関係機関、危険物取扱施設と連携して適切かつ迅速な広報活動を実施

します。 
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第１節 予防対策 

 

船舶等の座礁、衝突、火災、積載油等の流出等により被害をおよぼすおそれのある災害が発

生した場合、港湾及び沿岸地域の施設等の保護を図るため、防災関係機関は各種応急対策を迅

速に実施して、災害の波及防止及び被害軽減に努めます。 

第１ 情報の収集・連絡 

１ 災害情報の収集・伝達体制の拡充 

市は、県及び防災関係機関との情報の収集・連絡体制の整備を図り、災害情報受伝達体

制を強化します。 

２ 通信手段の確保 

市は、災害時の情報通信手段について、平常時よりその確保に努め、無線設備の点検を

定期的に実施するとともに、非常通信の取扱い、機器の操作の習熟等に向け、防災関係機

関との連携による通信訓練に積極的に参加します。 

第２ 消防活動 

１ 救助・救急活動 

市は、被災者の早急な把握のため、平常時から関係機関と連携を図り、救出・救助体制

の整備に努めます。 

２ 消火活動 

市は、平常時から第三管区海上保安部と連携を図り、船舶等の座礁や衝突事故、油流出

に伴い発生する火災に備えた消防体制の整備に努めます。 

第３ 医療救護活動  

市は、県及び防災関係機関と調整のうえ、神奈川県医療救護計画に基づき医療救護活動

体制の確立に努めるとともに、救護活動に必要な医薬品等の整備に努めます。 

第４ 災害用資機材等の整備 

市は、海上火災や油が大量に流出した場合に備えて、災害用資機材等の整備に努めます。 

第５ 三浦半島・相模湾排出油等防除協議会の措置 

三浦半島・相模湾排出油等防除協議会は、相模湾及びその周辺海域において、排出油等

事故が発生した場合、官民一体となって防除活動について、必要な事項を協議し、その実

施の推進を図るとともに、次の業務を行います。 

１ 排出油等の防除に関する自主基準（防除活動マニュアル）の作成 

２ 排出油等の防除に関する技術の調査及び研究 

３ 排出油等の防除に関する教育及び共同訓練の実施 

４ その他排出油等の防除に関する重要事項の協議 

市は、関係市町及び県とともに協議会に参画し、防除活動に協力します。  
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第２節 災害時の応急対策活動 

  

第１ 発災直後の情報の収集・連絡 

１ 海上事故情報等の収集・連絡 

(1) 関係事業者等は、船舶等の座礁や事故等による火災、大規模な油流出等の海上事故が

発生した場合又は発生するおそれがある場合、速やかに第三管区海上保安本部に連絡し

ます。 

(2) 第三管区海上保安本部は、船舶等の座礁や事故等による火災、大規模な油流出等の海

上事故が発生した場合又は発生するおそれがある場合、事故情報を、県及び関係機関へ

連絡し、県は、海岸管理者、港湾管理者、漁港管理者、関係沿岸市町及び関係機関へ連

絡します。 

【海上事故等発生時の連絡体制】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 海上事故の発生による被害情報の収集・連絡 

(1) 関係事業者等は、船舶等の座礁や事故等による火災、大規模な油流出等の海上事故に

より被害が発生した場合、その被害状況を第三管区海上保安本部に連絡します。 

(2) 市は、被害の状況等の情報を収集するとともに、被害規模に関する情報を含め、把握

できた範囲から直ちに県へ報告します。 

３ 応急対策活動情報の連絡 

市は、県や第三管区海上保安本部の応急対策等の活動状況を把握するとともに、県に自

らが実施する応急対策等の活動状況を報告し、応援の必要性等を連絡します。 

４ 県への報告 

市は、有線通信（加入電話）、防災行政通信網、災害情報管理システム等を利用し、県に

対して情報の伝達及び被害状況の収集報告を速やかに行います。 

第２ 災害対策本部の設置及び広域応援体制 

１ 配備体制 

市は、海上災害の状況に応じて速やかに準備体制に入り、被害状況等の収集活動を行い、

その情報により動員体制の見直しや災害応急対策等を検討し、必要な措置を講じます。 

２ 災害対策本部の設置 

市長は、大規模な海上災害が発生し、災害応急対策を実施するため必要があると認める

ときは、災害対策基本法第２３条第１項に基づき、災害対策本部を設置します。   

また、市は、県に市災害対策本部の設置状況等を報告します。 

関係事業者 

第三管区海上保安本部 

横須賀海上保安部 

（湘南海上保安署） 

県 

市 

茅ヶ崎市漁業組合 市民 防災関係機関 

※油の流出がある場合 

三浦半島・相模湾排出油

等防除協議会 
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３ 応援要請 

(1) 市は、海上災害が発生し、又は発生するおそれがあるときは災害応急対策を実施しま

すが、災害応急対策を実施するために必要があると認めるときには、消防相互応援協定

等に基づき、県知事に対し、応援要請又は災害応急対策の実施を要請し、もしくは他市

町村長に対し応援要請を行います。 

(2) 市は、応援部隊等の配置を迅速かつ円滑に実施し、被害の軽減を図ります。 

４ 自衛隊の災害派遣 

市は、応急措置を実施するため必要があると認めるときは、県に対して自衛隊の派遣要

請を求めます。 

この場合市は、必要に応じてその旨及び市域の災害状況等を防衛大臣又は地域担任部隊

の長に通知します。 

また、市は、県への自衛隊派遣要請の要求が、連絡不能でできない場合には、直接防衛

大臣又は地域担任部隊の長に災害状況等を通知します。なお、この通知をしたときは、速

やかにその旨を県に通知します。 

第３ 大規模な油等流出事故に対する防除措置 

１ 海上事故により大量の油等が流出した場合、事故の原因者は、防除措置を講じます。 

２ 第三管区海上保安本部（横須賀海上保安部湘南海上保安署）は、大規模排出油等の場合、

防除措置義務者を指導するとともに、その措置のみによっては海洋の汚染を防止すること

が困難であると認められる場合、巡視船艇等により防除措置を講じます。 

３ 指定海上防災機関（海上災害防止センター）は、海上保安庁長官の指示又は事故の原因

者からの委託により油等防除措置を実施します。 

４ 警察は、警察用船舶及びヘリコプターによる海上パトロールを実施するほか、排出油等

に対する沿岸部の警戒を行います。 

５ 排出油等の処理にあたっては、海洋環境の保全に配慮して行います。 

第４ 消防活動 

１ 救助・救急活動 

(1) 市は、早急に被災者及び被害状況の把握に努め、人命救助が必要なときは関係機関と

協力し救助・救急活動を実施します。 

(2) 事故を発生させた関係事業者は、救助・救急活動を行うほか、被災者の早急な把握に

努めるとともに、救助・救急活動を実施する各機関に協力するよう努めます。 

(3) 第三管区海上保安本部は、被災者の救助・救急活動を行います。 

２ 消火活動 

市は、速やかに火災発生状況を把握するとともに、直ちに第三管区海上保安本部に通報

し、海上の火災の場合は、第三管区海上保安本部の要請に基づき協力し、沿岸部等の火災

の場合は、第三管区海上保安本部に協力を要請して消火活動を行います。 

第５ 医療救護活動 

市は、負傷者の応急措置について、県、医療関係団体等に対して救護班の現地派遣を要

請します。 

また、県及び日本赤十字社神奈川県支部は、必要に応じてその他の救援救助対策を実施

します。 

第６ 油等汚染鳥類の救護 

油等汚染鳥類の情報の収集と伝達及び傷病個体の救護については、県が、隣接都県と連

携を図るとともに、獣医師会、動物園、日本野鳥の会神奈川支部等との連携を図り、迅速

に実施します。 
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第７ 避難対策 

海上災害の発生時には、市長は、人命の安全を第一に、必要に応じて避難情報を発令し

ます。 

また、船舶の乗客・乗員の避難場所を確保し、警察や防災関係機関と連携し、避難場所

への誘導を行うとともに、船舶の責任者と協力して、乗客・乗員名簿による安否確認を行

います。 

第８ 災害広報の実施 

市は、県、防災関係機関及び関係事業者と連携し、適切かつ迅速な広報活動を実施しま

す。 

第９ 沿岸の警戒 

市は、必要に応じて沿岸における火気の使用を制限又は禁止するとともに、現場警戒を

行います。 

第１０ 二次災害の防止活動 

第三管区海上保安本部は、海上災害により船舶交通に危険が生じ、又は生じるおそれが

あるときは、速やかに航行警報等必要な措置を講じるとともに、必要に応じて船舶交通の

整理、指導を行います。 
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第１節 予防対策 

 

航空運送事業者の運行する航空機、米軍機及び自衛隊機の墜落等の大規模な航空事故による

多数の死傷者等の発生といった航空災害に対する対策について必要な事項を定めます。 

 

第１ 情報の収集・連絡 

１ 災害情報の収集・伝達体制の拡充 

市は、航空災害時の情報通信手段について、県及び防災関係機関との情報の収集・連絡

体制の整備を図り、災害情報受伝達体制を強化します。 

２ 通信手段の確保 

市は、災害時の情報通信手段について、平常時よりその確保に努め、無線設備の点検を

定期的に実施するとともに、非常通信の取扱い、機器の操作の習熟等に向け、防災関係機

関との連携による通信訓練に積極的に参加します。 

第２ 消防活動 

１ 救助・救急活動 

 市は、平常時から関係機関との連携を強化し、救助・救急体制の整備に努めます。 

２ 消火活動 

市は、平常時から関係機関との連携を強化し、火災に備えた消火活動体制の整備に努め

ます。 

第３ 医療救護活動  

市は、県及び防災関係機関と調整のうえ、神奈川県医療救護計画に基づき医療救護活動

体制の確立に努めるとともに、救護活動に必要な医薬品等の備蓄に努めます。  
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第２節 災害時の応急対策活動 

  

第１ 発災直後の情報の収集・連絡 

１ 航空事故情報の連絡 

(1) 民間航空機 

【民間航空機の事故発生時の連絡系統図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 米軍機又は自衛隊機 

【米軍機又は自衛隊機の事故発生時の連絡系統図】 

  

２ 航空事故の発生による被害情報の収集・連絡 

(1) 航空運送事業者は、自己の運行する航空機について事故が発生した場合には、その被

害状況を把握できた範囲から直ちに国土交通省へ連絡します。 

(2) 市は、人的被害の状況等の情報を収集するとともに、被害規模に関する情報を含め、

把握できた範囲から直ちに県へ報告します。 

３ 応急対策活動情報の連絡 

(1) 航空運送事業者は、国土交通省に応急対策等の活動状況を連絡します。 

(2) 市は、県に応急対策等の活動状況を報告し、応援の必要性等を連絡します。 
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(3) 県は、自ら実施する応急対策の活動状況を市町村へ連絡します。 

４ 県への報告 

市は、有線通信（加入電話）、防災行政通信網、災害情報管理システム等を利用し、県に

対して情報の伝達及び被害状況の収集報告を速やかに行います。 

第２ 災害対策本部の設置及び広域応援体制 

１ 配備体制 

市は、航空災害の状況に応じて速やかに準備体制に入り、被害状況等の収集活動を行い、

その情報により動員体制の見直しや災害応急対策等を検討し、必要な措置を講じます。 

２ 災害対策本部の設置 

市長は、大規模な航空災害が発生し、災害応急対策を実施するため必要があると認める

ときは、災害対策基本法第２３条第１項に基づき、災害対策本部を設置します。   

また、市は、県に市災害対策本部の設置状況等を報告します。 

３ 応援要請 

(1) 市は、航空災害が発生し、又は発生するおそれがあるときは災害応急対策を実施しま

すが、災害応急対策を実施するために必要があると認めるときには、消防相互応援協定

等に基づき、県知事に対し、応援要請又は災害応急対策の実施を要請し、もしくは他市

町村長に対し応援要請を行います。 

(2) 市は、応援部隊等の配置を迅速かつ円滑に実施し、被害の軽減を図ります。 

４ 自衛隊の災害派遣 

市は、応急措置を実施するため必要があると認めるときは、県に対して自衛隊の派遣要

請を求めます。 

この場合市は、必要に応じてその旨及び市域の災害状況等を防衛大臣又は地域担任部隊

の長に通知します。 

また、市は、県への自衛隊派遣要請の要求が、連絡不能でできない場合には、直接防衛

大臣又は地域担任部隊の長に災害状況等を通知します。なお、この通知をしたときは、速

やかにその旨を県に通知します。 

第３ 消防活動 

１ 捜索、救助・救急活動 

(1) 警察及び市は、相互に連携してヘリコプター等の多様な手段を活用し、捜索及び救助・

救急活動を行います。 

(2) 市及び警察は、早急に被災者及び被害状況の把握に努め、関係機関と協力し救出・救

助活動を行い、救出された被災者を医療機関へ搬送します。 

(3) 市及び警察は、航空機が人家密集地域へ墜落した場合、その他被害が拡大するおそれ

がある場合には、立入禁止区域を設定するとともに、地域住民等に対する避難誘導活動

を迅速に行います。 

２ 消火活動 

市は、速やかに航空事故に伴う火災の発生状況を把握するとともに、迅速に消火活動を

行います。 

第４ 医療救護活動 

市は、負傷者の応急措置について、県、医療関係団体等に対して救護班の現地派遣を要

請します。 

また、県及び日本赤十字社神奈川県支部は、必要に応じてその他の救援救助対策を実施

します。 

第５ 災害広報の実施 

市は、県、防災関係機関及び関係事業者と連携し、適切かつ迅速な広報活動を実施しま

す。 



 



 

 

 

 

 

 

 

第６章 鉄道災害対策  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

 

 

 



特殊災害対策計画 

第６章 鉄道災害対策 

第１節 予防対策 

 

265 

第１節 予防対策 

 

鉄道における列車の衝突等による多数の死傷者等の発生といった鉄道災害に対する対策につ

いて、必要な事項を定めます。 

第１ 情報の収集・連絡 

１ 災害情報の収集・伝達体制の拡充 

市は、鉄道災害時の情報通信手段について、県及び防災関係機関との情報の収集・連絡

体制の整備を図るとともに、災害情報受伝達体制を強化します。 

２ 通信手段の確保 

市は、鉄道災害時の情報通信手段について、平常時よりその確保に努め、無線設備の点

検を定期的に実施するとともに、非常通信の取扱い、機器の操作の習熟等に向け、防災関

係機関との連携による通信訓練に積極的に参加します。 

第２ 消防活動 

１ 救助・救急活動 

   市は、平常時から鉄道事業者との連携を図り、救出・救助体制の整備に努めます。 

２ 消火活動 

鉄道事業者は、列車火災等による被害の拡大を最小限に留めるため、初期消火のための

体制の整備に努めます。 

また、鉄道事業者は、事故災害発生直後における旅客の避難時のための体制の整備に努

めます。 

第３ 医療救護活動  

市は、県及び防災関係機関と調整のうえ、神奈川県医療救護計画に基づき医療救護活動

体制の確立に努めるともに、救護活動に必要な医薬品等の整備に努めます。 

第４ 鉄道事業者の措置 

１ 保安対策 

橋りょう、高架橋、ずい道等構造物の点検補修を行うほか、CTC 装置(PRC 付加)の導入な

どにより、運転保安度の向上を行います｡ 

また､踏切道の立体化を推進するとともに、次の保安装置等を装備することにより、事故

の未然防止に努めます。 

(1) 自動列車停止装置（ATS） 

信号機が停止信号の場合、接近する列車の運転台に警報を表示し、自動的に列車が停

止する機能です。 

(2) 自動列車制御装置（ATC） 

走行列車の位置によって、後続列車の運転台に速度信号が表示され、自動的に速度を

制御できる機能です。 

(3) 列車無線装置 

走行中の列車と地上で運行管理をしている輸送指令室及び駅と無線で連絡できるもの

で、列車の安全運行に必要な情報を相互に連絡・収集できます。 

(4) 障害物検知装置 

踏切内に列車の進行を妨げる障害物があると、発光信号により、運転士に危険を知ら

せます。 

２ 事故対策訓練の実施 

年１回事故想定訓練を実施するほか、車両火災予防運動、全国交通安全運動等各種運動

期間中、職場ごとで防災対策に必要な訓練を実施します。 
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３ 防災広報の充実 

災害発生に伴う混乱を防止し輸送力を確保するため、「防災の日」等を重点に、駅及び車

内放送設備並びに掲示器類により随時広報に努めます。 

４ 体制の整備 

鉄道事業者は、それぞれの計画に基づき、事故発生時の活動体制及び情報連絡体制を整

備します。  
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第２節 災害時の応急対策活動 

  

第１ 発災直後の情報の収集・連絡 

１ 鉄道事故情報等の収集・連絡 

【鉄道の事故発生時の連絡系統図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 鉄道事故発生による被害情報の収集・連絡 

(1) 鉄道事業者は、被災状況を関東運輸局、警察及び市へ連絡します。 

(2) 市は、人的被害の状況等の情報を収集するとともに、被害規模に関する情報を含め、

把握できた範囲から直ちに県へ報告します。 

３ 応急対策活動情報の連絡 

(1) 鉄道業者は、関東運輸局に応急対策等の活動状況を連絡します。 

(2) 市は、県に応急対策等の活動状況を報告し、応援の必要性等を連絡します。 

(3) 県は、自ら実施する応急対策の活動状況を市に連絡します。 

４ 県への報告 

市は、有線通信（加入電話）、防災行政通信網、災害情報管理システム等を利用し、県に

対して情報の伝達及び被害状況の収集報告を速やかに行います。 

第２ 災害対策本部の設置及び広域応援体制 

１ 配備体制 

市は、鉄道災害の状況に応じて速やかに準備体制に入り、被害情報等の収集活動を行い、

その情報により動員体制の見直しや災害応急対策等を検討し、必要な措置を講じます。 

２ 災害対策本部の設置 

市長は、大規模な鉄道災害が発生した場合、災害応急対策を実施するため必要があると

認めるときは、災害対策基本法第２３条第１項に基づき、災害対策本部を設置します。 

また、市は、県に災害対策本部の設置状況等を報告します。 

３ 応援要請 

(1) 市は、鉄道災害が発生し、又は発生するおそれがあるときは災害応急対策を実施しま

すが、災害応急対策を実施するために必要があると認めるときには、消防相互応援協定

等に基づき、県知事に対し、応援要請又は災害応急対策の実施を要請し、もしくは他市

町村長に対し応援要請を行います。 

(2) 市は、応援部隊等の配置を迅速かつ円滑に実施し、被害の軽減を図ります。 

４ 自衛隊の災害派遣 

市は、応急措置を実施するため必要があると認めるときは、県に対して自衛隊の派遣要

請を求めます。 

この場合、市は、必要に応じてその旨及び市域の災害状況等を防衛大臣又は地域担任部

隊の長に通知します。 

また、市は、県への自衛隊派遣要請の要求が、連絡不能でできない場合には、直接防衛

大臣又は地域担任部隊の長に災害状況等を通知します。なお、この通知をしたときは、速

やかにその旨を県に通知します。 
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第３ 消防活動 

１ 救助・救急活動 

(1) 鉄道事業者は、事故災害発生直後における負傷者の救助・救急活動を最優先とし、続

発事故の防止に万全の措置を講じるとともに、迅速に県警察及び消防機関に出動、救援

を要請します。 

(2) 市及び警察は、鉄道事業者と連携し早急に被災者及び被害状況の把握に努めるととも

に、軌道敷内等の安全を確保し、人命救助の必要があるときは救出救助活動を行い、救

出された被災者を医療機関へ搬送します。 

(3) 市及び警察は、鉄道災害が発生し、被害が拡大するおそれがある場合には、立入禁止

区域を設定するとともに、地域住民等に対する避難誘導を迅速に実施します。 

(4) 市は、多数傷病者が発生したときは、傷病者のトリアージ、医師の現場派遣を要請す

る等医療機関と連携した救急活動を行うよう努めます。 

２ 消火活動 

(1) 鉄道事業者は、事故災害発生直後における初期消火活動を行うよう努めるとともに、

消火活動を実施する各機関に可能な限り協力するよう努めます。 

市は、速やかに火災の発生状況を把握するとともに、迅速に消火活動を行います。 

第４ 医療救護活動 

市は、負傷者の応急措置について、県、医療関係団体等に対して救護班の現地派遣を要

請します。 

また、県及び日本赤十字社神奈川県支部は、必要に応じてその他の救援救助対策を実施

します。 

第５ 緊急輸送のための交通の確保、緊急輸送活動 

鉄道事業者は、事故災害が発生した場合には、他の路線への振替輸送、バス代行輸送等

代替交通手段の確保に努めるものとし、被災していない関係鉄道事業者においては、可能

な限り、代替輸送について協力するよう努めます。 

市は、警察と連携し、危険防止及び応急対策のため、必要に応じて交通規制を実施しま

す。 

第６ 災害広報の実施 

市は、県、防災関係機関及び関係事業者と連携し、適切かつ迅速な広報活動を実施しま

す。 
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第１節 予防対策 

 

道路構造物の被災等により多数の死傷者等の発生といった道路災害に対する対策について、

必要な事項を定めます。 

第１ 道路の安全確保 

１ 道路交通の安全のための情報の充実 

(1) 道路管理者は、道路施設等の異常を迅速に発見し、速やかな応急対策を図るために、

情報の収集、連絡体制の整備を図ります。 

また、異常が発見され、災害が発生するおそれがある場合に、道路使用者にその情報

を迅速に提供するための体制の整備を図ります。 

(2) 警察は、道路交通の安全のための情報の収集、連絡体制の整備を図ります。 

また、異常が発見され、災害が発生するおそれがある場合に、道路利用者に交通情報

を迅速に提供するための体制の整備を図ります。 

２ 道路施設等の整備 

(1) 道路管理者は、道路施設等の点検を通じ、道路施設等の現況の把握に努めます。 

(2) 道路管理者は、道路における災害を予防するため、必要な施設の整備を図ります。 

道路管理者は、道路施設等の安全を確保するため、必要な体制等の整備に努めます。 

第２ 情報の収集・連絡 

１ 災害情報の収集・伝達体制の拡充 

市は、道路災害時の情報通信手段について、県及び防災関係機関との情報の収集・連絡

体制の整備を図るとともに、災害情報受伝達体制を強化します。 

２ 通信手段の確保 

市は、道路災害時の情報通信手段について、平常時よりその確保に努め、無線設備の点

検を定期的に実施するとともに、非常通信の取扱い、機器の操作の習熟等に向け、道路管

理者等の防災関係機関との連携による通信訓練に積極的に参加します。 

第３ 消防活動 

１ 救助・救急活動 

市は、平常時から防災関係機関との連携を図り、救助・救急体制の整備に努めます。 

また、市は、救助工作車、救急自動車等の車両及び応急措置の実施に必要な救助・救急

用資機材の整備に努めます。 

２ 消火活動 

市は、平常時から防災関係機関との連携を図り、火災に備えた消防体制の整備に努めま

す。 

第４ 医療救護活動 

市は、県及び防災関係機関と調整のうえ、神奈川県医療救護計画に基づき医療救護活動

体制の確立に努めるとともに、救護活動に必要な医薬品等の備蓄に努めます。  
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第２節 災害時の応急対策活動 

  

第１ 発災直後の情報の収集・連絡 

１ 事故情報等の収集・連絡 

(1) 市は、道路構造物の被災等により大規模な事故が発生した場合、速やかに県に連絡し

ます。 

(2) 県は、把握している情報及び国土交通省から受けた情報を、関係市町村、関係機関等

へ連絡します。 

２ 道路災害発生による被害情報の収集・連絡 

市は、人的被害の状況等の情報を収集するとともに、被害規模に関する情報を含め、把

握できた範囲から直ちに県へ報告します。 

３ 応急対策活動情報の連絡 

(1) 市は、県に応急対策等の活動状況を報告するとともに、応援の必要性等を連絡します。 

(2) 県は、自ら実施する応急対策の活動状況及び国土交通省から受けた情報を市に連絡し

ます。 

４ 県への報告 

市は、有線通信（加入電話）、防災行政通信網、災害情報管理システム等を利用し、県に

対して情報の伝達及び被害状況の収集報告を速やかに行います。 

第２ 災害対策本部の設置及び広域応援体制 

１ 配備体制 

市は、道路災害の状況に応じて速やかに準備体制に入り、被害情報等の収集活動を行い、

その情報により動員体制の見直しや災害応急対策等を検討し、必要な措置を講じます。 

２ 災害対策本部の設置 

市長は、大規模な道路災害が発生し、災害応急対策を実施するため必要があると認める

ときは、災害対策基本法第２３条第１項に基づき、災害対策本部を設置します。     

また、市は、県に災害対策本部の設置状況等を報告します。 

３ 応援要請 

(1) 市は、道路災害が発生し、又は発生するおそれがあるときは災害応急対策を実施しま

すが、災害応急対策を実施するために必要があると認めるときには、消防相互応援協定

等に基づき、県知事に対し、応援要請又は災害応急対策の実施を要請し、もしくは他市

町村長に対し応援要請を行います。 

(2) 市は、応援部隊等の配置を迅速かつ円滑に実施し、被害の軽減を図ります。 

４ 自衛隊の災害派遣 

市は、応急措置を実施するため必要があると認めるときは、県に対して自衛隊の派遣要

請を求めます。 

この場合市は、必要に応じてその旨及び市域の災害状況等を防衛大臣又は地域担任部隊

の長に通知します。 

また、市は、県への自衛隊派遣要請の要求が、連絡不能でできない場合には、直接防衛

大臣又は地域担任部隊の長に災害状況等を通知します。なお、この通知をしたときは、速

やかにその旨を県に通知します。 

第３ 消防活動 

１ 捜索、救助・救急活動 

(1) 市及び警察は、早急に被災者及び被害状況並びに道路状況を把握し、人命救助が必要

な時は、防災関係機関と協力し救出・救助活動を行い、救出された被災者を医療機関へ

搬送します。 

(2) 市及び警察は、道路災害が通行量の多い道路において発生した場合、その他被害が拡

大するおそれがある場合においては、立入禁止区域を設定するとともに、通行者、通行

車両等に対する交通規制及び避難誘導活動を迅速に実施します。 
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２ 消火活動 

市は、警察と連携し、速やかに道路事故に伴う火災の発生状況を把握するとともに、迅

速かつ的確な初期消火活動を行います。 

第４ 医療救護活動 

市は、負傷者の応急措置について、県、医療関係団体等に対して救護班の現地派遣を要

請します。 

また、県及び日本赤十字社神奈川県支部は、必要に応じてその他の救援救助対策を実施

します。 

第５ 緊急輸送のための交通の確保、緊急輸送活動 

   警察は、危険防止及び応急対策のため、必要に応じて交通規制を実施します。 

   市は、警察と連携し、危険防止及び応急対策のため、必要に応じて交通規制を実施しま

す。 

第６ 災害広報の実施 

市は、県、防災関係機関及び関係事業者と連携し、適切かつ迅速な広報活動を実施しま

す。 



 



 

 

 

 

 

 

 

第８章 放射性物質災害対策  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

 

 

 



特殊災害対策計画 

第８章 放射性物質災害対策 

第１節 予防対策 

 

277 

第１節 予防対策 

 

原子力の利用、開発及び研究における指導及び監督は、防災対策を含めて原子力規制委員会

等の国の所管となっており、原子力基本法をはじめとする原子力関係法令により、国、関係事

業者等において対策が講じられていますが、放射性同位元素等（以下「放射性物質」という。）

による災害の特殊性を考慮し、その対策について必要な事項を定めます。 

 

第１ 安全確保 

１ 放射性物質取扱事業所等に対する指導 

(1) 市の指導 

市は、放射性物質に係る安全管理の確保を図るため、放射性物質取扱事業者及び運搬

事業者（以下「放射性物質取扱事業所等」という。）に対し、次の事項について指導しま

す。 

ア 消防設備の設置、施設・機械類の自主点検整備等、自主保安体制の整備 

イ 従業員に対する防災教育及び操作員の教育訓練の実施 

ウ 自主防災体制の強化 

エ 防火管理上必要な消防計画の整備及び事故発生時の応急措置訓練の実施 

オ その他必要な事項 

(2) 警察の指示 

警察は、放射性物質取扱事業所等から放射性物質の運搬の届出を受けた場合において、

災害の防止及び公共の安全を図るため必要があると認めるときは、運搬の日時、経路、

その他必要な事項を指示します。 

２ 安全確保に関する協定等の締結 

市は、放射性物質取扱事業所等と次の事項を盛り込んだ安全確保に関する協定等を締結

し、災害対策の万全を期すよう努めます。 

(1) 放射性物質に係る安全確保の計画に関する事項 

(2) 事故発生時等の連絡通報体制に関する事項 

(3) 事故発生時等の応急措置に関する事項 

(4) その他必要な事項 

３ 放射性物質に関する教育及び知識の普及・啓発 

(1) 消防防災担当職員の教育 

市は、応急対策の円滑な実施を図るため、必要に応じ、県、国及び防災関係機関と連

携して、市関係職員に対し次の事項について教育を実施します。 

ア 放射性物質及び放射性の特性に関すること 

イ 放射線による健康への影響及び放射性防護に関すること 

ウ 緊急時に市民等がとるべき行動及び留意事項に関すること 

エ その他必要と認める事項 

(2) 市民に対する知識の普及・啓発 

ア 市は、応急対策の円滑な実施を図るため、必要に応じ、県、国及び防災関係機関と

協力して、市民に対し、放射性物質に関する知識の普及・啓発に努めます。 

イ 教育機関においては、防災に関する教育の充実に努めます。 

ウ 防災知識の普及・啓発に際しては、要配慮者に十分配慮し、地域において要配慮者

を支援する体制が整備されるよう努めます。 

(3) 普及・啓発の内容 

ア 放射性物質及び放射線の特性に関すること 

イ 放射線による健康への影響及び放射線防護に関すること 

ウ 緊急時に市民等がとるべき行動及び留意事項に関すること 

エ その他必要と認める事項 
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第２ 放射性物質災害に対する防災体制の整備 

１ 放射性物質取扱事業所等の防災体制の整備 

(1) 災害予防措置等の実施 

ア 放射性物質取扱事業所等は、原子力関係法令を遵守し、放射性物質に係る安全管理

に最大の努力を払い、災害防止のために必要な措置をとります。 

イ 放射性物質取扱事業所等は、その職員に対して、防災に関する教育・訓練を積極的

に行うとともに、県、市等との連携体制の確立を図り、必要に応じ、放射線測定用機

器類の整備、充実を図るとともに、平常時における放射線量との把握に努め、放射性

物質防災体制の整備に万全を期します。 

(2) 緊急時体制の整備 

放射性物質取扱事業所等は、火災等により、周辺環境に影響を及ぼす放射性物質の漏

えい等の緊急時に円滑・迅速な対応、措置がとれるよう、あらかじめ次の事項を含む体

制の整備に努めます。 

ア 消防機関、警察等への通報連絡体制 

イ 消火、延焼防止の措置 

ウ 現場周辺への関係者以外の立入禁止措置 

エ 放射性物質の汚染拡大の防止及び除染の体制 

オ 放射線防護資機材の整備 

カ その他放射線障害の防止のために必要な事項 

２ 市の防災体制の整備 

(1) 防災体制の整備 

ア 市は、放射性物質災害対策の迅速・的確な実施を図るため、平常時から相互の連携

を図るとともに、放射性物質に係る防災体制の整備に努めます。 

イ 消防機関は、放射性物質取扱事業所等の火災等緊急時における円滑な消防活動の確

保、消防隊の被ばく防止及び放射能汚染の防止等のため、消防活動体制の整備に努め

ます。 

(2) 放射性物質取扱事業所等の把握 

市は、放射性物質に係る防災対策を迅速・的確に行うため、放射性物質取扱事業所等

の把握に努めます。 

第３ 情報の収集・連絡 

１ 災害情報の収集・伝達体制の拡充 

市は、関係機関との情報の収集・連絡体制の整備を図るとともに、災害情報受伝達体制

を強化します。 

２ 通信手段の確保  

市は、平常時よりその確保に努め、無線設備の点検を定期的に実施するとともに、非常

通信の取扱い、機器の操作の習熟等に向け、防災関係機関との連携による通信訓練に積極

的に参加します。 

第４ 放射線測定の実施 

県は、放射性物質の拡散状況を把握するため県内各地域において、関係省庁と連携して

必要に応じ放射線測定（モニタリング）を実施します。 

   市は、県及び防災関係機関と連携して、緊急時に備え、モニタリングのための要員及び

機器の確保に努めます。 

第５ 消防活動 

１ 救助・救急活動 

市、県及び警察は、平常時から防災関係機関と連携を図り、救助・救急体制の整備に努

めます。 
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第６ 医療救護活動 

市、県及び警察は、体表面汚染を防ぐ放射線防護資機材、内部被ばくを防ぐ放射線防護

資機材、救急救助用資機材、医療資機材等の把握・整備に努めます。  
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第２節 災害時の応急対策活動 

  

第１ 発災直後の情報の収集・連絡 

１ 事故情報等の連絡 

放射性物質取扱事業所等は、事故が発生した場合、速やかに原子力規制委員会、国土交

通省、第三管区海上保安本部（横須賀海上保安部湘南海上保安署）、消防機関及び警察へ連

絡します。 

県は、市及び警察から受けた情報を消防庁及び関係機関へ連絡し、原子力規制委員会、

消防庁、第三管区海上保安本部（横須賀海上保安部湘南海上保安署）からの情報を関係市

町及び関係機関に連絡します。市は、被害状況等の情報を収集するとともに被害規模に関

する情報を含め、把握できた範囲から直ちに県に報告します。 

【放射性物質取扱事業所等の事故発生時の連絡系統図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     ※国土交通省への連絡は事業所の外における運搬の場合に限る 

 

２ 放射性物質取扱事業所等の事故発生による被害情報の収集・連絡 

(1) 放射性物質取扱事業所等は、被害状況を消防機関、警察、原子力規制委員会及び第三

管区海上保安本部に連絡します。 

(2) 市は、被害状況等の情報を収集するとともに、被害規模に関する情報を含め、把握で

きた範囲から直ちに県へ報告します。 

３ 応急対策活動情報の連絡 

(1) 放射性物質取扱事業所等は、原子力規制委員会、第三管区海上保安本部及び関係市町

村に応急対策等の活動状況、被害状況等を定期的に文書により連絡します。 

(2) 市は、県に応急対策等の活動状況を報告するとともに、応援の必要性等を連絡します。 

４ 県への報告 

市は、有線通信（加入電話）、防災行政通信網、災害情報管理システム等を利用し、県に

対して情報の伝達及び被害状況の収集報告を速やかに行います。 

第２ 災害対策本部の設置及び広域応援体制 

１ 配備体制 

市は、放射性物質災害の状況に応じて速やかに準備体制に入り、被害情報等の収集活動

を行い、その情報により動員体制の見直しや災害応急対策等を検討し、必要な措置を講じ

ます。 

２ 災害対策本部の設置 

市長は、放射性物質による災害が発生し、災害応急対策を実施するため必要と認めると

きは、災害対策基本法第２３条第１項に基づき、市災害対策本部を設置します。 

また、市は、県に災害対策本部の設置状況等を報告します。 

３ 市の応急対策 

市は、放射性物質の漏えい等による事故の状況に応じ、県の体制に準じた体制をとると
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ともに、国・県と十分連携し、その指導・助言・協力を受け、必要に応じ、次の応急対策を

実施します。 

(1) 消防活動 

(2) 医療救護活動 

(3) 周辺住民等に対する災害広報 

(4) 警戒区域の設定 

(5) 周辺住民等に対する屋内退避、避難指示、避難誘導 

(6) 避難所の開設、運営管理 

(7) その他必要な措置 

４ 警察の活動体制 

警察は、放射性物質の漏えいの事故が発生した場合、直ちに警察本部に神奈川県警察災

害警備本部を設置するとともに、必要により、発生地に現地指揮所を、関係警察署に警察

署災害警備本部を設置して指揮体制を確立します。市は、警察が行う次の応急対策につい

て、必要に応じて協力します。 

(1) 周辺住民等への情報伝達 

(2) 避難の誘導及び屋内退避の呼び掛け 

(3) 交通の規制及び緊急輸送の支援 

(4) 犯罪の予防等被災地における社会秩序の維持 

(5) その他必要な措置 

５ 応援要請 

(1) 市は、放射性物質災害が発生し、又は発生するおそれがあるときは災害応急対策を実

施しますが、災害応急対策を実施するために必要があると認めるときには、消防相互応

援協定等に基づき、県知事に対し、応援要請又は災害応急対策の実施を要請し、もしく

は他市町村長に対し応援要請を行います。 

(2) 市は、応援部隊等の配置を迅速かつ円滑に実施し、被害の軽減を図ります。 

６ 自衛隊の災害派遣 

市は、応急措置を実施するため必要があると認めるときは、県に対して自衛隊の派遣要

請を求めます。 

この場合市は、必要に応じてその旨及び市域の災害状況等を防衛大臣又は地域担任部隊

の長に通知します。 

また、市は、県への自衛隊派遣要請の要求が、連絡不能でできない場合には、直接防衛

大臣又は地域担任部隊の長に災害状況等を通知します。なお、この通知をしたときは、速

やかにその旨を県に通知します。 

第３ 災害時の市民等への指示・広報 

１ 災害時の市民等への指示・広報活動 

市は、防災行政無線等の情報伝達手段によるほか、自主防災組織等と連携し、市民等に

対して、災害情報を迅速に広報するとともに必要な指示を行います。 

２ 市民等からの問い合わせに対する対応 

市は、県及び関係機関と連携して、必要に応じ、速やかに市民等からの問い合わせに対

応するため、専用電話を備えた窓口の設置、人員の配置等の体制を確立します。 

第４ 消防活動 

１ 市は、速やかに火災の全体状況を把握し、消防活動を行います。 

２ 市は、早急に被災者及び被害状況の把握に努め、関係機関と一体となって被災者の救助・

救急活動を実施します。 

３ 消防団は、地域防災の中核として、自主防災組織と連携するとともに、常備消防を補佐

し、各種消防活動を行います。 
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第５ 医療救護活動 

市は、負傷者の応急措置について、県、医療関係団体等に対して救護班の現地派遣を要

請します。 

また、県及び日本赤十字社神奈川県支部は、必要に応じてその他の救援救助対策を実施

します。 

第６ 避難対策 

市長は、放射性物質災害の発生時には、人命の安全を第一に必要に応じて避難情報を発

令します。 

市は、国［原子力規制委員会等］の協力を得ながら、原子力災害医療協力機関、原子力

事業者、原子力災害拠点病院、高度被ばく医療支援センター等の支援の下、住民等が防護

措置実施の基準となる運用上の介入レベル（OIL）に基づき特定された区域等から避難また

は一時移転し避難所等に到着した後に、住民等の甲状腺被ばく線量モニタリングを行いま

す。 

第７ 緊急輸送のための交通の確保、緊急輸送活動 

警察は、危険防止及び応急対策のため、必要に応じて交通規制を実施します。 

市は、警察と連携し、危険防止及び応急対策のため、必要に応じて交通規制を実施しま

す。 

第８ 放射線測定体制の強化 

市は、茅ヶ崎市放射線関係対策会議において、市の対応方針を定め、空間放射線量や食

品放射性物質濃度を測定し、その結果を速やかに公表します。その結果、除染が必要なと

きには、国、県と連携を図り、その対応策を講じます。 

また、放射線測定器の市民貸し出しを実施し、市民の不安解消に努めます。 

第９ 災害復旧 

１ 汚染物の除去 

   事故の原因者は、放射性物質による汚染を除去します。 

２ 各種制限措置の解除 

市、県、その他関係機関は、環境放射線モニタリング等による地域の汚染状況の調査等

の措置が行われたのち、国の専門家の助言を踏まえ、各種制限措置の解除を行います。 

３ 安全の確認 

市及び県は、国の専門家の安全確認をもって事故対策を終息させます。 
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第１節 予防対策 

 

危険物、高圧ガス及び都市ガスの火災、爆発、漏えい・流出、毒物・劇物の飛散、火薬類の

火災、爆発による多数の死傷者等の発生といった危険物等の災害対策について必要な事項を定

めます。 

第１ 予防対策 

市内にはガソリンスタンドに代表される危険物取扱施設が混在し、また、工場や各種研

究機関にも高圧ガスや都市ガス、毒物・劇物等の危険物取扱施設等が存在します。 

危険物等は、小事故であっても初期の対応を誤ると大災害になる危険性が大きく、市民

生活に大きな影響を及ぼすことになります。 

これらの安全対策については、関係法令により規制・指導等を行っていますが、一層の

保安体制が必要です。 

市は、危険物等の爆発、漏えい等による災害の発生を防止するため、県及び防災関係機

関等、相互に連携を図り予防対策を推進します。 

また、法令に規制されない未規制化学物質による災害防止対策も必要に応じ推進します。 

 

区 分 関 係 法 令 

危険物 消防法 

高圧ガス 高圧ガス保安法、液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律 

都市ガス ガス事業法 

火薬類 火薬類取締法 

毒・劇物 毒物及び劇物取締法 

 

第２ 安全確保 

１ 施設等の安全確保 

危険物取扱施設は、法令で定める技術基準を遵守し、また、市は、製造所等に対する保

安検査、立入検査及び移動タンク貯蔵所に対する路上立入検査を充実し、施設等の安全性

の確保に努めます。 

２ 自主保安体制の整備 

市は、県と協力して、危険物取扱施設の自主保安体制の整備を指導します。 

３ 保安思想の啓発、訓練 

市は、県及び危険物取扱施設と協力して危険物等災害に関する教育訓練等の充実を図り

ます。 

(1) 各種講習会、研修会の実施 

(2) 危険物安全週間等、各種記念の日に行う行事の充実 

(3) 事業所における危険物等の火災、漏えい等を想定した防災訓練の実施 

(4) タンクローリー等の移動途上での災害を想定した訓練の実施 

４ 施設の安全対策 

危険物、高圧ガス、都市ガス、火薬類及び毒・劇物を扱う事業者は、事故防止対策とし

て、安全設備の普及を推進します。 

第３ 情報の収集・連絡 

１ 災害情報の収集・伝達体制の拡充 

市は、関係機関との情報の収集・連絡体制の整備を図るとともに、災害情報受伝達体制
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を強化します。 

２ 通信手段の確保  

市は、平常時よりその確保に努め、無線設備の点検を定期的に実施するとともに、非常

通信の取扱い、機器の操作の習熟等に向け、防災関係機関との連携による通信訓練に積極

的に参加します。 

第４ 消防活動 

県は、放射性物質の拡散状況を把握するため県内各地域において、関係省庁と連携して

必要に応じ放射線測定（モニタリング）を実施します。 

市は、県及び防災関係機関と連携して、緊急時に備え、モニタリングのための要員及び

機器の確保に努めます。 

第５ 医療救護活動 

市は、県及び防災関係機関と調整のうえ、神奈川県医療救護計画に基づき医療救護活動

体制の確立に努めるとともに、救護活動に必要な医薬品等の備蓄に努めます。 

第６ 危険物等の大量流出時における防除活動 

市は、危険物等が大量に流出した場合に備えて、防除資機材を整備し、災害発生時には

近隣市町の消防の応援を受け、防除活動を行います。 
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第２節 災害時の応急対策活動 

  

第１ 発災直後の情報の収集・連絡 

１ 危険物等事故情報等の収集・連絡 

危険物等による事故が発生した場合、危険物取扱施設は速やかに県、警察及び市に連絡

します。なお、都市ガスの場合は、経済産業省（関東東北産業保安監督部）、警察及び市に

連絡します。 

２ 危険物等の大規模な事故発生による被害の情報の収集・連絡 

(1) 危険物取扱施設は、被害状況を県、警察及び市に連絡し（都市ガスの場合は、経済産

業省（関東東北産業保安監督部）、警察及び市に連絡）、報告を受けた県は、収集した情

報を危険物等の保安担当省庁（消防庁、経済産業省（関東東北産業保安監督部）、厚生労

働省（医薬食品局））に連絡します。 

(2) 市は、人的被害状況、火災の発生状況等の情報を収集するとともに、被害規模に関す

る情報を含め、把握できた範囲から直ちに国又は県へ報告します。 

３ 応急対策活動情報の連絡 

(1) 危険物取扱施設は、市に応急対策等の活動状況を連絡します。 

(2) 市は、県に応急対策等の活動状況を報告し、応援の必要性等を連絡します。 

(3) 県は、自ら実施する応急対策の活動状況を市町村に連絡します。 

４ 県への報告 

市は、有線通信（加入電話）、防災行政通信網、災害情報管理システム等を利用し、県に

対して情報の伝達及び被害状況の収集報告を速やかに行います。 

第２ 災害対策本部の設置及び広域応援体制 

１ 配備体制 

市は、危険物等災害の状況に応じて速やかに準備体制に入り、被害情報等の収集活動を

行い、その情報により動員体制の見直しや災害応急対策等を検討し、必要な措置を講じま

す。 

２ 災害対策本部の設置 

市長は、危険物等災害が発生した場合、災害応急対策を実施するため必要があると認め

るときは、災害対策基本法第２３条第１項に基づき、災害対策本部を設置します。 

また、市は、県に災害対策本部の設置状況等を報告します。 

３ 応援要請 

(1) 市は、危険物等災害が発生し、又は発生するおそれがあるときは災害応急対策を実施

しますが、災害応急対策を実施するために必要があると認めるときには、消防相互応援

協定等に基づき、県知事に対し、応援要請又は災害応急対策の実施を要請し、もしくは

他市町村長に対し応援要請を行います。 

(2) 市は、応援部隊等の配置を迅速かつ円滑に実施し、被害の軽減を図ります。 

４ 自衛隊の災害派遣 

市は、応急措置を実施するため必要があると認めるときは、県に対して自衛隊の派遣要

請を求めます。 

この場合市は、必要に応じてその旨及び市域の災害状況等を防衛大臣又は地域担任部隊

の長に通知します。 

また、市は、県への自衛隊派遣要請の要求が、連絡不能でできない場合には、直接防衛

大臣又は地域担任部隊の長に災害状況等を通知します。なお、この通知をしたときは、速

やかにその旨を県に通知します。 

第３ 消防活動 

１ 救助・救急活動 

市は、防災関係機関と協力し、早急に被災者及び被害状況の把握に努め、人命救助が必
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要なときは救助・救急活動を行い、救出された被災者を医療機関へ搬送します。 

２ 消火活動 

(1) 市及び自衛消防組織等は、危険物等災害に係る火災の状況、施設等の情報及び危険物

の性状を速やかに把握するとともに、迅速に消火活動を行います。 

(2) 市は、大規模火災発生時には、市民の生命及び身体の安全確保に努めるため、必要に

応じ消防法第２８条第１項に基づく消防警戒区域の設定等の措置を講じます。 

第４ 医療救護活動 

市は、負傷者の応急措置について、県、医療関係団体等に対して救護班の現地派遣を要

請します。 

また、県及び日本赤十字社神奈川県支部は、必要に応じてその他の救援救助対策を実施

します。 

第５ 避難対策 

市長は危険物等災害の発生時には、人命の安全を第一に必要に応じて避難情報を発令し

ます。 

第６ 緊急輸送のための交通の確保、緊急輸送活動 

警察は、危険防止及び応急対策のため、必要に応じて交通規制を実施します。 

市は、警察と連携し、危険防止及び応急対策のため、必要に応じて交通規制を実施しま

す。 

第７ 危険物等の流出に対する応急対策 

１ 防除活動 

市は、危険物等が大量に流出した場合、直ちに防除活動を行います。 

２ 立入禁止区域の設定、交通規制等 

警察は、危険物等が漏えい又は飛散した場合には、直ちに立入禁止区域を設定するとと

もに、防災関係機関と緊密に連携して地域住民の避難誘導、立入禁止区域の警戒、交通規

制等を行います。 

３ 環境モニタリング 

市は、危険物等が河川等に大量に流出した場合、直ちに国や県、防災関係機関と協力の

上、環境モニタリング、危険物等の処理等必要な措置を講じます。 

第８ 災害広報の実施 

市は、県及び防災関係機関、危険物取扱施設と連携して適切かつ迅速な広報活動を実施

します。 
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第１節 予防対策 

 

大規模な火事による多数の死傷者等の発生といった大規模な火事災害に対する対策について、

必要な事項を定めます。 

第１ 安全確保 

１ 計画的な土地利用と市街地整備の推進 

(1) 市は、大規模火災による被害を防止・軽減するため、土地利用の規制・誘導、広域避

難場所、避難所の整備、建築物の不燃化等の施策を総合的に推進します。 

(2) 市は、防火地域・準防火地域の指定、市街地再開発事業、土地区画整理事業、住環境

整備事業、地区計画制度の活用等により、安全で快適な市街地の形成を促進します。 

２ 火災に対する建築物の安全化 

(1) 消防用設備等の整備、維持管理 

事業者等は、防火対象物等について、法令に適合した消防用設備等の設置を行うとと

もに、災害時にその機能を有効に発揮することができるよう定期的に点検を行う等、適

正な維持管理を行います。 

(2) 建築物の防火管理体制 

事業者等は、不特定多数の者が出入りする事業所の防火対象物等について、消防法第

８条第１項及び第３６条第１項の規定により防火管理者又は防災管理者を適正に選任す

るとともに、防火管理者又は防災管理者が当該防火対象物についての消防計画の作成、

それに基づく消火、通報及び避難訓練の実施等防火管理上必要な業務を適正に行う等、

防火管理体制の充実を図ります。 

また、消防法第８条の２の５第１項で規定する自衛消防組織に初期消火、消防機関へ

の通報、避難誘導が適切に行えるよう訓練を実施します。  

第２ 情報の収集・連絡 

１ 災害情報の収集・伝達体制の拡充 

市は、防災関係機関及び企業等との情報収集・連絡体制の整備を図るとともに、災害情

報受伝達体制を強化します。 

２ 通信手段の確保  

市は、大規模火災発生時の情報通信手段について、平常時よりその確保に努め、無線設

備の点検を定期的に実施するとともに、非常通信の取り扱い、機器の操作の習熟等に向け、

防災関係機関との連携による通信訓練に積極的に参加します。 

第３ 消防活動 

１ 消火活動 

市は、消防力の整備強化に努めるとともに、県は、これに必要な指導・支援を行います。 

(1) 消防組織の強化 

市は、消防組織の強化に努め、平常時から消防団及び自主防災組織等の連携強化を図

ります。 

(2) 消防施設等の整備・強化 

市は、「消防力の整備指針」及び「消防水利の基準」に適合するよう整備計画を立て、

消防施設等の整備に努め、その強化を図ります。 

２ 救助・救急活動 

市は、救急工作車、救急自動車等の車両及び応急措置の実施に必要な救助・救急用資機

材の整備に努めます。 

第４ 医療救護活動 

市は、関係機関と調整の上、神奈川県医療救護計画に基づき医療救護活動体制の確立に
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努めます。 

また、市は、救護活動に必要な医薬品等の備蓄に努めます。 

第５ 避難対策 

市は、広域避難場所をあらかじめ指定し、日頃から市民への周知徹底に努めます。 

また、市は、避難行動要支援者の避難誘導、搬送、安否確認等について、自主防災組織、

近隣居住者等の協力を得て、迅速かつ安全に行えるよう努めます。 

第６ 防災知識の普及・啓発 

１ 一般家庭に対する指導 

市は、平常時の各家庭の火災対策として、住宅用火災警報器の適切な設置と定期的な点

検について周知し、災害時の出火防止対策について火災予防運動等のあらゆる機会をとら

え、普及・啓発に努めます。 

２ 企業等に対する指導 

市は、企業等における災害時の出火防止対策について火災予防運動等のあらゆる機会を

とらえ、普及・啓発に努めます。 

また、大規模火災発生時における地域との連携等、企業の具体的な活動について推進し

ていきます。 

(1) 予防査察等による指導 

防火対象物及び危険物施設等に対して、予防査察を行う際に、災害時の防火安全対策

について、関係者に指導を行います。 

(2) 防火管理者に対する指導 

防火管理者講習会で、災害時の防火対策、実効性のある防火管理上必要な消防計画の

作成、実態に即した消防訓練の指導を行います。 
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第２節 災害時の応急対策活動 

  

第１ 発災直後の情報の収集・連絡 

１ 大規模火災発生による被害の情報の収集・連絡 

市は、火災の発生状況、人的被害の状況等の情報を収集するとともに、被害規模に関す

る情報を含め、把握できた範囲から直ちに県へ報告します。 

２ 応急対策活動情報の連絡 

(1) 市は、県に応急対策等の活動状況を報告し、応援の必要性等を連絡します。 

(2) 県は、自ら実施する応急対策の活動状況を市に連絡します。 

３ 県への報告 

市は、有線通信（加入電話）、防災行政通信網、災害情報管理システム等を利用し、県に

対して情報の伝達及び被害状況の収集報告を速やかに行います。 

第２ 災害対策本部の設置及び広域応援体制 

１ 配備体制 

市は、火災の状況に応じて速やかに準備体制に入り、被害情報等の収集活動を行い、そ

の情報により動員体制の見直しや災害応急対策等を検討し、必要な措置を講じます。 

２ 災害対策本部の設置 

市長は、大規模火災が発生した場合、災害応急対策を実施するため必要と認めるときは、

災害対策基本法第２３条第１項に基づき、市災害対策本部を設置します。 

また、市は、県に市災害対策本部の設置状況等を報告します。 

３ 応援要請 

(1) 市は、大規模火災が発生し、又は発生するおそれがあるときは災害応急対策を実施し

ますが、災害応急対策を実施するために必要があると認めるときには、消防相互応援協

定等に基づき、県知事に対し、応援要請又は災害応急対策の実施を要請し、もしくは他

市町村長に対し応援要請を行います。 

(2) 市は、応援部隊等の配置を迅速かつ円滑に実施し、被害の軽減を図ります。 

４ 自衛隊の災害派遣 

市は、応急措置を実施するため必要があると認めるときは、県に対して自衛隊の派遣要

請を求めます。 

この場合市は、必要に応じてその旨及び市域の災害状況等を防衛大臣又は地域担任部隊

の長に通知します。 

また、市は、県への自衛隊派遣要請の要求が、連絡不能でできない場合には、直接防衛

大臣又は地域担任部隊の長に災害状況等を通知します。なお、この通知をしたときは、速

やかにその旨を県に通知します。 

第３ 消防活動 

１ 消火活動 

(1) 市及び自衛消防組織等は、危険物等災害に係る火災の状況、施設等の情報及び危険物

の性状を速やかに把握するとともに、迅速に消火活動を行います。 

(2) 市は、大規模火災発生時には、市民の生命及び身体の安全確保に努めるため、必要に

応じ消防法第２８条第１項に基づく消防警戒区域の設定等の措置を講じます。 

２ 救助・救急活動 

市は、関係機関と協力し、早急に被災者及び被害状況の把握に努め、人命救助が必要な

ときは救出救助活動を行い、救出された被災者を医療機関へ搬送します。 

第４ 医療救護活動 

市は、負傷者の応急措置について、県、医療関係団体等に対して救護班の現地派遣を要

請します。 
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また、県及び日本赤十字社神奈川県支部は、必要に応じてその他の救援救助対策を実施

します。 

第５ 避難対策 

市長は、大規模火災の発生時には、人命の安全を第一に必要に応じて避難勧告等を発令

します。 

第６ 緊急輸送のための交通の確保、緊急輸送活動 

警察は、危険防止及び応急対策のため、必要に応じて交通規制を実施します。 

市は、警察と連携し、危険防止及び応急対策のため、必要に応じて交通規制を実施しま

す。 

第７ 災害広報の実施 

市は、県及び関係機関と連携して適切かつ迅速な広報活動を実施します。 



 

 

 

 

 

 

 

第１１章 竜巻等突風災害対策  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

 

 

 



特殊災害対策計画 

第１１章 竜巻等突風災害対策 

第１節 竜巻の概要 

 

297 

第１節 竜巻の概要 

 

平成２４年５月６日に茨城県、栃木県及び福島県において複数の竜巻が発生し、死傷者や多

くの住家被害が発生するなど、甚大な被害がもたらされました。 

 茨城県つくば市付近においては、風速が毎秒７０～９２ｍに達する竜巻（Ｆ３）が発生し、

栃木県真岡市から茨城県常陸大宮市にかけての地域においては風速が毎秒３３～６９ｍに達す

る竜巻（Ｆ１～Ｆ２）、茨城県筑西市付近においては風速が毎秒３３～４９ｍに達する竜巻（Ｆ

１）、福島県大沼郡会津美里町付近においては、風速が毎秒１７～３２ｍに達する竜巻（Ｆ０）

が発生しました。 

 これらの気象により、死者１名及び負傷者５２名の人的被害が発生し、住家被害としては、

住家全壊８９棟、住家半壊１９４棟、住家一部破損９７８棟が発生しました。 

 ライフライン関係では、２１，５００戸が停電したほか、上水道は、約５，２００戸以上で

断水が生じました。 

こうした甚大な被害をもたらした竜巻災害に対する対策を強固にするため、本章において予

防対策及び災害時応急対策を定めます。 

第１ 竜巻の概要 

竜巻の発生件数は、年間１０数個から２０数個程度であり、死者が発生した竜巻被害は

平成に入り７回になります。 

 ＜主な突風被害＞ 

 年月日 被害地 人的被害 住家被害 藤田スケール 

１ 平成 2 年 2 月 19 日 鹿児島県枕崎市 
死者 1 名 
負傷者 18 名 

全壊 29 棟 
半壊 88 棟 

F2～F3 

２ 平成 2 年 12 月 11 日 千葉県茂原市 
死者 1 名 
負傷者 73 名 

全壊 82 棟 
半壊 161 棟 

F3 

３ 平成 9 年 10 月 14 日 長崎県郷ノ浦町 死者 1 名 
全壊 0 棟 
半壊 0 棟 

F1～F2 

４ 平成 11 年 9 月 24 日 愛知県豊橋市 負傷者 415名 
全壊 40 棟 
半壊 309 棟 

F3 

５ 平成 18 年 9 月 17 日 宮崎県延岡市 
死者 3 名 
負傷者 143名 

全壊 79 棟 
半壊 348 棟 

F2 

６ 平成 18 年 11 月 7 日 北海道佐呂間町 
死者 9 名 
負傷者 31 名 

全壊 7 棟 
半壊 7 棟 

F3 

７ 平成 22 年 12 月 3 日 神奈川県鎌倉市 死者 0 名 
全壊 0 棟 
半壊 2 棟 

F0～F1 

８ 平成 23年 11月 18日 鹿児島県徳之島町 死者 3 名 全壊 1 棟 F2 

９ 平成 24 年 5 月 6 日 茨城県つくば市等 
死者 1 名 
負傷者 52 名 

全壊 89 棟 
半壊 194 棟 

F3 等 

(複数) 

10 平成 25 年 9 月 2 日 埼玉県さいたま市 負傷者 76 名 
全壊 32 棟 
半壊 215 棟 

F2 

11 平成 27 年 8 月 17 日 神奈川県藤沢市、横浜市 負傷者 1 名 
全壊 0 棟 
半壊 0 棟 

F0 

12 平成 27 年 9 月 6 日 千葉県千葉市 負傷者 3 名  
全壊 4 棟 
半壊 16 棟 

F1 

 （出典：気象庁ホームページ） 

 

竜巻の発現時間は数分から数十分程度と短く、直径は数十～数百ｍで、数㎞に渡ってほ

ぼ直線的に移動し、被害地域は帯状になります。風速によっては、住家の倒壊や自動車が

持ち上げられて飛ばされる等の大きな被害をもたらす可能性があり、広範囲に飛散物が散
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乱する等の特徴があります。 

竜巻は、台風や大雨、大雪等他の気象災害と比較し、個人単位、建物単位でみると、竜

巻に遭遇する頻度は極めて低いものとなります。 

（参考) 日本版改良藤田スケール（ＪＥＦスケール） 

突風の強さ（風速）の評定には、被害の状況から風速を評定できる「藤田（Ｆ）スケー

ル」が世界で広く用いられていました。 

しかし、藤田スケールは米国で考案されたものであり、日本の建築物等の被害に対応し

ていないこと、評定に用いることのできる被害の指標が９種類と限られていること、幅を

持った大まかな風速しか評定できないこと等の課題がありました。  

気象庁では、平成２７年１２月にこの藤田スケールを改良し、より精度良く突風の風速

を評定することができる「日本版改良藤田スケール（ＪＥＦスケール）」を策定し、平成２

８年４月より突風調査に使用しています。 

＜日本版改良藤田スケールにおける階級と風速の関係＞ 

階級 
風速の範囲 

（３秒平均） 
主な被害の状況（参考） 

ＪＥＦ０ ２５～３８m/s 

・木造の住宅において、目視でわかる程度の被害、飛散物による窓ガラスの損壊が発
生する。比較的狭い範囲の屋根ふき材が浮き上がったり、はく離する。 

・園芸施設において、被覆材（ビニルなど）がはく離する。パイプハウスの鋼管が変
形したり、倒壊する。 

・物置が移動したり、横転する。 

・自動販売機が横転する。 

・コンクリートブロック塀（鉄筋なし）の一部が損壊したり、大部分が倒壊する。 

・樹木の枝（直径 2cm～8cm）が折れたり、広葉樹（腐朽有り）の幹が折損する。 

ＪＥＦ１ ３９～５２m/s 

・木造の住宅において、比較的広い範囲の屋根ふき材が浮き上がったり、はく離する。
屋根の軒先又は野地板が破損したり、飛散する。 

・園芸施設において、多くの地域でプラスチックハウスの構造部材が変形したり、倒
壊する。 

・軽自動車や普通自動車（コンパクトカー）が横転する。 

・通常走行中の鉄道車両が転覆する。 

・地上広告板の柱が傾斜したり、変形する。 

・道路交通標識の支柱が傾倒したり、倒壊する。 

・コンクリートブロック塀（鉄筋あり）が損壊したり、倒壊する。 

・樹木が根返りしたり、針葉樹の幹が折損する。 

ＪＥＦ２ ５３～６６m/s 

・木造の住宅において、上部構造の変形に伴い壁が損傷（ゆがみ、ひび割れ等）する。
また、小屋組の構成部材が損壊したり、飛散する。 

・鉄骨造倉庫において、屋根ふき材が浮き上がったり、飛散する。 

・普通自動車（ワンボックス）や大型自動車が横転する。 

・鉄筋コンクリート製の電柱が折損する。 

・カーポートの骨組が傾斜したり、倒壊する。 

・コンクリートブロック塀（控壁のあるもの）の大部分が倒壊する。 

・広葉樹の幹が折損する。 

・墓石の棹石が転倒したり、ずれたりする。 

ＪＥＦ３ ６７～８０m/s 

・木造の住宅において、上部構造が著しく変形したり、倒壊する。 

・鉄骨系プレハブ住宅において、屋根の軒先又は野地板が破損したり飛散する、もし
くは外壁材が変形したり、浮き上がる。 

・鉄筋コンクリート造の集合住宅において、風圧によってベランダ等の手すりが比較
的広い範囲で変形する。 

・工場や倉庫の大規模な庇において、比較的狭い範囲で屋根ふき材がはく離したり、
脱落する。 

・鉄骨造倉庫において、外壁材が浮き上がったり、飛散する。 

・アスファルトがはく離・飛散する。 

ＪＥＦ４ ８１～９４m/s 
・工場や倉庫の大規模な庇において、比較的広い範囲で屋根ふき材がはく離したり、
脱落する。 

ＪＥＦ５ ９５m/s～ 
・鉄骨系プレハブ住宅や鉄骨造の倉庫において、上部構造が著しく変形したり、倒壊
する。 

  
・鉄筋コンクリート造の集合住宅において、風圧によってベランダ等の手すりが著し
く変形したり、脱落する 

（出典：気象庁ホームページ） 
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第２節 竜巻注意情報 

  

第１ 竜巻注意情報の概要 

竜巻注意情報は、積乱雲の下で発生する竜巻等突風が発生しやすい気象状況になったと

判断された場合に、気象庁より発表されます。 

竜巻注意情報が発表された場合は、大気が不安定で、竜巻発生の可能性は平常時に比べ

約２００倍となっています。 

発表された竜巻注意情報の有効時間は１時間となり、注意すべき状況が続く場合には、

竜巻注意情報が再度発表されます。そのため、第１報の有効時間後に、引き続き第２報、

第３報が発表されることがあります。 

なお、気象庁は、竜巻の発生が確認できた事例のうち約３割で、最初の竜巻から６時間

以内に同一府県又は近隣府県で別の竜巻が発生しており、竜巻の目撃情報を即時的に活用

することで、従来より高い確度で 竜巻注意情報を発表することが期待されることから、平

成２６年９月より竜巻発生の目撃情報が得られた場合に、目撃情報のあった地域の周辺で

更なる竜巻などの激しい突風が発生するおそれが非常に高まっていることを伝える竜巻注

意情報【目撃情報あり】の提供を開始しています。 

【竜巻注意情報の発表例（目撃情報を含まない場合）】 

○○県竜巻注意情報 第１号  

平成××年４月２０日１０時３０分   

 

○○県東部は、竜巻などの激しい突風が発生しやすい気象状況になっています。 

 

空の様子に注意してください。雷や急な風の変化など積乱雲が近づく兆しがある場合に

は、頑丈な建物内に移動するなど、安全確保に努めてください。 

 落雷、ひょう、急な強い雨にも注意してください。 

 

この情報は、２０日１１時３０分まで有効です。 

 

【竜巻注意情報の発表例（目撃情報を含む場合）】 

○○県竜巻注意情報 第１号 

平成××年４月２０日１０時３０分  

 

【目撃情報あり】○○県東部で竜巻などの激しい突風が発生したとみられます。 

○○県東部は、竜巻などの激しい突風が発生するおそれが非常に高まっています。 

 

空の様子に注意してください。雷や急な風の変化など積乱雲が近づく兆しがある場合に

は、頑丈な建物内に移動するなど、安全確保に努めてください。 

落雷、ひょう、急な強い雨にも注意してください。 

 

この情報は、２０日１１時３０分まで有効です。 

 

第２ 竜巻注意情報の予測精度 

竜巻注意情報では、竜巻の発生時刻や場所を特定した予測は困難です。 

適中率は５％程度（おおむね都道府県の範囲の予測のため市町村単位でみるとさらに低

い。）捕捉率は２０％～３０％程度、発表段階で竜巻の規模は不明、竜巻発生の後に発表と
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なることもある等、現段階での予測精度は低くなります。 

第３ 竜巻注意情報の発表回数 

竜巻注意情報の発表は、全国で約９４３回／年（令和２年実績、うち竜巻目撃による情

報の発表は３回）となっています。 

（出典：気象庁ホームページ） 

第４ 段階的な気象情報の発表 

竜巻などの激しい突風に対する気象情報は、発生の可能性に応じて段階的に発表します。

半日～１日程度前には、気象情報で「竜巻などの激しい突風のおそれ」と明記して注意を

呼びかけます。数時間前には、雷注意報でも「竜巻」と明記して特段の注意を呼びかけま

す。さらに、今まさに、竜巻やダウンバーストなどの激しい突風が発生しやすい気象状況

となった段階で、「竜巻注意情報」を発表します。  

なお、竜巻などの激しい突風の発生可能性の予報として、竜巻発生確度ナウキャストを

常時１０分毎に発表していますが、竜巻注意情報は竜巻発生確度ナウキャストで発生確度

２が現れた地域（県など）に発表します。  

 

【竜巻など激しい突風に対する段階的な情報の発表】 
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【竜巻発生確度ナウキャスト】 

竜巻等突風の発生する可能性の高い地域の範囲及び今後の予測について竜巻注意情報より

詳細に示す情報。 

竜巻などの突風は、規模が小さく、レーダーなどの観測機器で直接実体を捉えることがで

きません。そこで、竜巻発生確度ナウキャストでは、気象ドップラーレーダーなどから「竜

巻が今にも発生する（又は発生している）可能性の程度」を推定し、これを発生確度という

用語で表します。 

 

 

 

（出典：気象庁ホームページ） 
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